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刊　行　の　言藁

　国立国語研究所では，現代の書き言葉の実状を

明らかにすることを，研究項：目の一一つとしている

が，書き言葉における基本的な用語の範囲を知る

ための一段階として試みた，婦人雑誌の用語につ

いての調査研究が，　ひと’ます完了に至ったので，

その成果をここに公刊することとした。大方の批

到と示教をこいねがう次第である。

　この調査研究は，研究第一部の第二研究室の担

当し疫ものである。

　士魂28年2月11日

国立国語研究所長西　尾 実
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は じ め に

　われわれの雷語生活にとって最も原本的な資料である語彙に麗して，われわれほどの程度のこ

とを知っているであろうか。

　日常生活を営むのにどのくらいの，またどのような語彙を用いているのか。：交化酌な面では，

どのような，またどのくらいの語彙が用いられているのか。広い共還社会生活においてコミュ：

グーシヨンを行うのにどのような，どれくらいの語彙が必要なのか。さらには，臨民教育におい

て学習しなければならない語彙はどのようなものであるか。

　押しなべて考えるならば，現代H本語に用いられる単語の数は大変なものであろう。しかしそ

れらがすべて同じ重要さを持っているのではない。おのずから重要さの高下があるはずである。

重要さを計る指標はいろいろ考えられるが，その使用農数も一つの大きな指標であろう。しかも

使用度数は，その調査方法さえ確かならば，最も客観的にとらえられるものである。こうして，

われわれは，現代語についての度数調査を試みることにした。

　しかしながら，度数調査は，かなり大きな人力と費用とを必要とする。われわれとしては，最

も経済的な方法をとらなけれぽならない。いきなり現代の話し雷葉書き雷葉に行われる語彙につ

いて度数調査を行うことは，非常に困難である。しかも経済的方法とも考えられない。そこで，

現代語の中でも，実際に書かれたもの．特に印刷されたものに，資料を一往限ることとした。瞬

間的をと消えて行く話し言葉を資料として語彙調査を行うことは，容易には行えないことであるか

らである。

　しかし，また，書き言葉における語彙調査には，それ独自の効用がある。現代の国語問題とし

て，今なお重要さを失わないのは，漢字やかなづかいの問題であるが，それらの堺字に間する問

題の解決には，用語全体についての見通しがぜひとも必要であり，それには語彙調査の結果が，

適切な照明を与えることと思われるからである。

　こうして，観究第一部においては，書き言葉の実態の調査研究を任務とする第二智恵室が，ま

ずこの語彙調査を担遺することになった。第二薪究窒では，すでに新聞矯語について調査の経験

をしているが（國立国語薪究所資料葉2『語彙調査翌昭麹27年），さらに統計的方法を精しくす

るとともに，種汝の問題を’十分に検討するために，全員で新しい作業に従事した訳である。

　この調査では，その取扱い得る資料を見心していくつかの群に分け，その一つとして婦人雑誌

特に実用的記事を董要な部分とする婦入雑誌を選んだ。このような種類のものを資料とした場合

そこで最もよく反映されるのは，撮常生潜，ことに衣食住の生活に用いられる語彙であろう。も

ちろん，書き言葉，それも刊行された資料であるから，実際にわれわれが毎B毎錘営んでいる臼

常生活の語彙がそのままそっくり反映しているとは必ずしも言えない。片寄りの起ることは免れ

ないけれど電，それは，将来，話し雷葉を資料とする調査によって補うことになるであろう。ま

た，書き雷葉そのものにおける資料群としての片寄りei　，資料のとり方を新たにすることによっ

て次第に妥当な全体的見通しができるものと考えられる。
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　なおまた，押入雑誌の用語の性質は，この一声の調査によって定められるべきものではないで

あろう。固じ資料群についても，時をへだてていく度か調査をくりかえすことによって，流動す

る語藁の実態と，その申において動かない基本的な用語とが，明らかに指摘できることになると

思われる。このたびの調査は，いずれの慧昧においても，きわめて一部の作業ではあるけれども，

その成果は，将来のために大きな影響を与えるものであろう乏信ずる◎

　今，このたびの調査において得られた語の使三二を二三にするならば，それはこの報告轡の第

三章の，五十音順及び使用率順の語二三が示す通りである。これらの語彙表を作成するに至るま

での経過は，第二章に述べてあるが，そこにやや多くの紙数を費したのは，この種の調査として

は，方法に閥して十分に検討しなければならないと考えるからである。語彙調査として単語の認

定が最も基礎的な事柄であることはいうまでもないが，報告書末尾の附録は，その実例を示した

ものである。第四章以下の四章は，語彙頭上の諸問題についての分析である。語の使われる度舎

につき，語の醸造上の形式につき，自立藷及び附属諮の意味用法につき，それぞれ新しい試みの

結果を示すものである。語の表記も重要な一問題として検討されるべきものであるが，それにつ

いて行われた調査の詳細は，他臼の公表を期し，この報告書には，その結果の一部としての漢字

表を第九章に収めるに止めた。

　調査全般にわたっての研究者自身の反省は，第八章に記す通りであるが，大方の批判と示教を

得たいものと望んでいる。

　以下，この報告書の各章のあらましを紹介しておくこととする。

　　　　　　　　　　　　　　　　この綴紐のあらまし

　§1　調査の輪郭　　旧き讐葉としての語嚢の実状を知るために，まず雑誌を材料とすることとし，婦

入雑誌のうち霞常生活的な記職：に重点のある種類から，『主婦之友』とifas入生活』を選んだ。爾方とも醸和

25年の12箇月分（解縄入生活』は実用記事の部分だけ）を調査対象として，一一・reの劇合で記事の種類ごとに

ページを抜き出し，抜き嵐されたべ・・ジの本女に現われる藷をすべて，カPドに転写して調査した。

§2方法　それぞれの雑誌ecついての知識の収集に努めるとともに（§2・1），調査その6のの準

備として，必要な作業を始めた。まず，語を数える場舎のr語」というものの解釈を一定にするように原剛

を定め（§2・21），「語」を全紙面から抜き出すために，ページを単位tcとり（§2・22），記事を内容から組み

分けして，四つの厨（第二次の分け方では十五の厨）とし（§2・23），油磨作業の前提となる記鑑別台帳を作

b（§2・24），調査対搬全体の延べ語数を推定した（§2・25）。そして，全体ヨ千七欝ページ余りから，実際

に語を収集すべき七並べ”ジ余りを選び患した（§2・26）。

　次に，選び出されたベージを，取り扱いやすい形態に本誌から抜き取り，そこに見られるすべての語を，

期例とともに一々カードに採集した。カードの記入ほ，『主婦之友』の場合には手旧き，『婦入生活匿の擾合

には騰写印欄法によった。いずれの場倉も，ヵtr一ドの出来をよくするためには，晶質管理の考え方を採用し

た　（§2・3）o

　倒来上ったr採集カード」は五十音順に整理し，語ごとに集めて，枚数（使用度数）の勘窟などの結果を

別の「集計力・・ド」に転記した。お・ご・み，その他の接頭接尾的要素1・Cついては第二次的に，また『婦入

生活』における助調・助動詞については男ぽに，整理を行った（§2・4）。

　集計は「葉芦品・・ド」tc　Xって行い，抜き出された語の使解変数の総彩を算定し，それぞれの語の使用率
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（使用度数の総翻すなわち延べ語数に対するtt；の語の使用度数の罰合）を，各曖及び実用記察・全記事につ

いて：推定、した（§2・5）o、　　、　、

　このような推定のために「基礎度数表」を作り，各語の漂本度数が壌ごとにまた全体として尾られるよ5

にした。これに基づいて，標本礎数9以気の語を拾い出し，§3・3に掲げる語驚表の形と／．た。（表に掲げる

語の翻を麟9堤と塗のは・統計理聯蜷る理畔よる・）ま牒諦一i’鞭って脚纐の語
彙表を，各層および全体について作った（§2・6）。「

§3藷彙表　五＋齢門口1戴ぴ使用率順語藁表そのものを掲げ，Xの性格及び表の見方を述べた。

§4　語の謂われる度合に則する分析一一分析の1　　語の基本愛函数とでもいうべきものを作る

第一歩として，ヨつの問題を取り∫二げた。第一に（§4・1），使用率の大小で語の旧風を定める方法について．

一つの理論をPttH　L，それを婦人雑誌VC適用してみた。またそうい5等位の施づけにどんな用途があるかを

も，糞例によって述べた。第二に（§4・2），基本度を考えるまた一つの罠安としての「語の使われる広さ」

につき，欠陥の多いEORNなどの考え方に代る新しい物さしを提案し，婦人雑誌実用記；窮に適用しtt（みた。

ただし，仮に《散らばり慶》と呼ぶこのmetτicは，まだ漂本分窟を明らかにし㌍ないので，未発成のもの

である。第三に（§4・3），使用率の分布を調べた結果，三隅率力の分布函数は，Pがごく大きい所と小さい

所とを除けば，続計的に定まる二つのparameterをもって透似的に’F（P）　・P／（aP　eb）で表現田駆るこ

とがわかった。しかしこれについても，なお色六な問覇が残っている。

§5　意味上め分析一分析の2　　度数5以．Eの藷約四千三頁について，それらの語があらわす意

昧の｛1堺の分野を，分類語彙蓑の形で承すことを試み（§5・1），意昧分析の鋳としては，少数の語をあげる

に｝とめたが（§5・2），その5ち鍛も使胴率の高い動講の《する》については，その用法の細かい分類を掲げ

た　（§5。3）o

§6　語購造上の分析一分析の3　　標本に現われたすべての藷の中から，字音要素をその二成の

一部または全部とし（含む語をとりだし，それぞれについて藷の形式的な弓造を検討した。この調査は，最

終的な結果を得てはいないが，一往，引入雑誌に現われた糞語としての，梅造上の見趨しをつけた。

§7　助詞・助動詞一分析の4　　すでに公刊されている国立国語研究所輻k3『現代語の助詞・

助動詞』（昭和26年）の記述を台蝶として，『婦人生活』の鍵用記事の申から，ランダム抽磁により9795例’

の助詞・助動詞を抽捜し，語別に，また，各用法ごとに，使用度数を調査し，それぞれに屠例を附して一覧、

衷を作った。この極の標本抽田による助詞・助動詞の度数調査はこれが始めての試みである。他の磁壌の記、

事との比較はできな斗・が2いくつかの点で，実習記事女の特激を見てとることができる。

§8　反　・省　　この調査で行われた作業は，多くの場合，新たに方針を立てて手を下したものである。，

それゆえ，経過を省みれば，よく将来の規準となるべき点のあることを僑ずるとともに，なお敵蕃すべき薗

のあることを竜認めない訳にはいかない。いま，語桑表作成までの過程について，それらの反省を，調査薄’

象，調査単位，層寸法と抽繊法，整理と集計，語彙妄，運営の各項にわたっ（述べた。

§9　漢字調査　　擦添に現われる旧りでの丁字について，附欝的に調査を行ったが，ここにはその紬

果の一部として，現われた漢字の整頓を示す表を掲げたb

霧蝦蒙難整岩淵悦太郎
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1調査の輪廓

1・1　乙の調査のねらい

　この調査は，現代の墨入（生活）雑誌として選ばれたr主婦之友』及びr婦人生活』の昭和25

年の一月から十二月までの本誌について，その絹語の実態を，主として統計的に記述しようとす

るものである。

　この調査は，現代の用語を，書き言葉における基本語糞の線にしぼって，実態を明らかにしょ

うとする，現代語の語藁調査作業の一段階として行われたものである。

　われわれは日當どのような言葉を用いているか。その一々の言葉は，どのような性格一一履

歴i・意味i・文法上の性質・音韻．上の性質・文字に表わされる縛の習慣など一一を持って，どのよ

うな場合に用いられるか。また，われわれは，どれほどの数にのぼる言葉を知っており，そのう

ちどれほどを臼常の用にあてているか。更に，どのような言葉が新たに用いられはじめ，あるい

は棄たれていったか。そこには．どのような事情があり，どのような条件が働いたのであるか。

等々の問に答えなければならないのが講藁調査であるが，われわれの作業は，単に知識を求める

だけに止まらず，今臼われわれの直面する国語問題の解決に強力な資料を提供することを，究趣

の目的としなければならない。

　国語問題で解決を要求されている大きな部分は，用語に関するものである。われわれは，H常

生活の間に用いられることの多いものほど，基本的な書葉であると考え，問題はまずそれらの言

葉の閤で解決されていかなければならないと考える。われわれが基本語藁の線にしぼって作業を

進めようとするのは，主としてこのような考えからであるが」なおこれは，国民教育課程におい

て学習せられるべき最低の用語範囲の規準を設けるにも，寄与するところが大き’いと信ずる。

　あらゆる日常生活に基本的な用語，言いかえれば，最低に共通な罵語を知ろうどするために

は，一一一・kの言葉が，どのような範囲にどのような回数で用いられているかという，数量的な見方

が必要になる。このためにわれわれは，主として計数的な薗において，その：方法を工夫するとと

もに，具体麟に次のような調査目標をたてた。

　　　1　一々の言葉の使用度数を，二三の見地から整理を加えて記述すること。

　　　羅　基本語糞の範囲を定めるのに便利なように，使用度数に基づく組分けを試みること。

　　　團　余裕があれば，採集された語がどのような表記形式をもつかを調べること（cf．§1・

　　　　33）e

　R常の卑語活動は，書き言葉の面に限ってさえ，実に多くの様態を示している。調査の材料と

なるべきものも，また色々な種類を認めることができるが，われわれはその金体を，まず次のよ

うに見わたした。

　　　　僑書　公：文書　曙己傭忘

　　　　薪聞　雑誌書籍

　　　　宣伝告知　説朗書　掲示公告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　1　一一一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Skl

　　　映画宇幕　電光ニュース

　　　標識

　　　教科書　辞書

　　　教霊の黒板の板書　生徒の答案・レポート　等

　以上のうちで，’最も収集しやすい形で存するものは，新聞雑誌や教科書の類である。教科書

は，、教育的に用語が整えられていて，必ずしも麗代生活における実際の必要を忠実に反映するも

のとは雷いがたいが，一方新聞や雑誌は，分量も十分に多く，かつ多くの広い範跨にわたる読者

があり，国民の多数に共通なものを見る点では，都合がよさそうに思われる。

　薪聞に関しては，終戦後すでに二三の調査が行われ（cf．§1・2），われわれにも，先にr語藁

調査一一一現代薪聞用語の一例一＝一』がある。そこで，新たに作業を開始するに当って，今度は雑

誌を取り上げることにした。その雑誌にも，また各種類のものがあるが，最：初からそれらのすべ

てにわたって調査することは，一つの研究室の能力として，とうてい有効な結果を期待しえな

い。そこで雑誌を見渡して，

　　　　学術専門　　総合　　華押　　趣味娯楽　　家庭（婦人・生活）　　年少者読物　　そ

　　　　の他（翻1訳。時事等）

のような各部門のうちから，日常的，家庭的生活を反映すること最も多く，かつ読者も相当多い

と思われる家塵雑誌・一一層目うち生活記事に多くのべー一t“を与えている類，以下ではこれを単に

ギ婦入雑誌」とよぶ一に調査の範囲を限定した。

　ここにわれわれの一往の目標は，一般婦入が比較的たやすく読み取る言葉，婦入の家庭生灘と

必要な詩華を求めることになるが，観点において大岡小異と思われるこの婦入雑誌群の中から，

われわれは更に特定の一誌だけを選び，「一誌の読者が一一一年という限られた期間にその雑誌がら

受け取る言葉」について調査を始めた。一誌に隈定することは，操作することが出来ると目算さ

れたカード放棄エ5万前後を，，諸誌に分散させない方が得策と考えられたからであり，この一群の

代表または典型として，まずr主婦之友』を選ん左のは，当時発行部数の最も多いものと見られ

たからである。注）次に作業の第二年度に5万のカードを加えて『斑入生活」に調査を及ぼした

のは，一誌から得られた結果を別の雑誌で比較検討するためで，それは，いわゆる四大引入雑誌

のうち『主婦之亥』を除く他の三種の闇から，さいころを振っ℃選び幽したのである。

　こうしておれわれは，単路対象を，『主婦網子』とド婦人生活』の実用記事との昭和25年一箇

年分に現われる言葉の総体と定めたが，われわれの操作しようとするカードは，もとよりこれら

の雑誌に記載さAaたすべての用例に及ぶわけにはいかない。われわれは近代統計理論に立つ抽出

調査の方法を採用し，調査門標に照らして相当程度まで信頼のおける推定を試みることにしたの

である。

　もとより置本語としての基本語彙を確定しようとするためには，ここに報告される一一回の調査

だけではあまりにも部分的なものであることは雪うまでもない。今後おれわれは，更に広く材料

注　臼本読書新聞その他の新聞各紙の読書調査。
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をとる工夫をすると共に，たとい一度に多くの種：類に手を広げることが戯来ないとしても，小部

分を積み重ねていく方法によってでも，できるだけの妥当な結果を得て，一一層確笑な資料を提供

したいものと考える。

1・2　これ譲での調査

　これまでに行われた，臼本語についての計数的語弊調査のおもなものとして，次のような業績

をあげることができる。注）　　　　　　　　　　　　　一　　　　’

　　　①　阪本～郎『H本語基本語彙　幼年之部』（昭瓢8年）’　昭和9，沁年前後の小学校

　　　　教科書及び児童読物の10種127冊について金巻を調査した結果，延べ7466◎0語，異な

　　　　り10357語が得られたうちから，使用率の大きい5GOO語を基本語魏とし，これを五

　　　　段階に分っている。

　　　②日本語教育振興会r成人読物についての語魏調査』（未公表）　昭和17，三8年に

　　　　125種の書籍からそれぞれ連続2000語を採って，麺ぺ25◎000語，異なり22◎◎◎語が

　　　　得られた、

　　　③読み書き能力調査委員会賄本人の読み書き能力』（昭禾矯26年）§3◎1新聞語の調

　　　　査　　読み書き一能力調査の準備として行われたもの。昭称22年1月から23年3月まで

　　　　の聞で，11種の下聞と，それぞれの6日分が標本にとられ，更に連続10文飾ごとに1

　　　　：文節を抽出して調査した結果，660エ7文節が得られた中から，記事の種類ごとに特微

　　　　的な語（key－word）が選び綴された。（度数表の鮮細は別の刊行に予定されている。）

　　　④朝口薪聞東京本社r熟語使用度数調査』（昭和25年目　昭孝023年9月から二一i】24

　　　　年8月中での朝夏野聞東京本門版について，3H目ごとla　122日分をとり，漢字二字の

　　　　組合せによって蓑わされている語を調査した結果，延べ581863語，異なり1騒60

　　　　語が得られた。

　　　⑤　国立解語研究所r語彙調査一現代蔚聞用語の一・・一例一一』（昭和27年）　　昭和24

注　外国における語二日査としては，英語における次のような例が著名である。

　　E．　L．Ti・iommmE：　The　Teaclrer’s　Word　Book，　1921．

　　G・　DF」wEy：　Rela’Liy　Frequency，　of　English　Speech　Ssunds，　19？一3．

　　E．　Hom　：　A　Basic　Writing　Vocabulary，　19：’6．

　　L一　FAvcETTiv．　anLl　biiZ（一　：　A　Si．udy　of　Eng］ish　Word－values，　1932．

　　なお，これら及びその他については，市河三竃：『語i彙及び綴字の間題』英語教育叢書，昭聯10年（19

　35），石黒修「遅i本i隷鼠の調査」『標準語と国語教育』昭霧15年（1940）に解説されている。

　　近年Tm蝋D【KEの砺究の継続としてsemantic　counting（辞碧きこあげられた意昧の別ごとに数え

　る方法）による調査が完了している由である。われわれの特に関心をもつ抽出調査法によるものとして，

Wayne大学（Detr◎it）のH．　Jos織しSON教授のもとでロシア語（ひ調査が行われている由，　A．HALPERN

ts土の教示を得たが・詳細漁やれない・

　　なお，撰本語の教科書におげる用語の調査は，文部雀伊語課『教科書用語集　小学校第一学年σ）部』

　（昭和23年）をはじめ，それぞれの教科書の発行所で行ったものがあるようであるが，ここでば触れな

　い。
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　　　　年6月の七竃凝着東京版30臼分について全数調査を行った結果，延べ24エ758語，異

　　　　なり15113語が得られた。

　以上のほか，話し言葉に遍しては，年少者語彙として，愛育研究所『幼児の言島島逮』第一一es

（昭和18年）に，牛島義友・森脇要氏等の行った学齢前のこどもの言葉を記録して調査した「語

藁頻数調査」があり，廷べ十万余語を整理した結果から，1500語が基本単語褒に選ばれている。

また，国立国語翫究所『言語生活の実態一白河市および直立の農村における一』（昭示26年）

には，三人のおとなについての24時闇調査の結果が示してある。度数調査ではないが，長野師

範学校男子部附属国民学校の『児童の語彙と国語指鞘　（昭和19年）は，小禽校の一・三・六

学年の男女兜愚計6人を1年間追跡してその嘗葉を記録した結果であり，衆議院記録部r国会の

ことば第一集』（昭和27年）は，第八図（昭和25年7月）から第十一図（26年8月）までの国

会の麺ベエ278時問余りにわたる本会議及び各委員会で肇言された一切の言葉（およそ四万五千

項）を集録したものである。

　なお，目録法によって理解語彙を調査したものとして，児童語数には，成城小学校（沢柳政太

郎・田申末広・長田薪）のr児：童語魏の三二』　（大正8年），千葉県鳴浜小学校のr薪入学児童

語彙の調i査』（大正13年），岡山県師範三無附属小学校の『児童の語彙と教育』（昭聯エ0年）があ

り，掴立国語研究所年報2』95ページ以下には，和英辞典の見出し語約三三八千について，義

務教育終了者としての高校生の理解語藁を調査した試みが報告してある。

　また，もっぱら主観的な方法で基礎語彙または基本語彙を選定したものに，土居光知r基礎H

本語』（昭湘8年）の1000語（のち『日本語の姿』（昭漁18年）では11◎◎語），国際文化振

興会『浸本語基本語彙』（昭和19年）の2◎00語がある。

　以上のような諸業績に麗諭して，われわれの位置をくりかえし述べるならば，われわれは，お

となの琶界の書き言葉をめざして，実際に書かれているものを材料として，客観的な調査を相当

広大な見渡しの中で比較的限られた範囲に，抽出調査法を用いて出来るだけ正確に行おうとした

のである。

1・3　翫 画

　1・31　企画の際の諸条件

　この調査のねらいは既に§エ・ヱに述べたが，調査を具体化するには，なお色々の前提条件を

考慮しなければならない。まずわれわれの調査の特色を言えば，H本語の成人基本語彙を明らか

にする作業の手始めに，今までほとんど取り上げられなかった婦入の家政生活を中心とする語義

を，近代統計理論に立つ抽凄調査によって調べるという事である。企画に当って婦入雑誌に麗す

る予備知識の得がたさもさる事ながら，われわれが痛感したのは調査法の不精密さであった。今

までに語彙調査は何回か行われているが，、それに要した膨大な費用と年月とにもかかわらず，そ

の結果から何が言えるかとなれば，大概の場合，はなはだ心もとない。それは：方法に主観的な操

作が多かったためであろう。ゆえに後β，別の調査の結果を得てこれと比べようとしても，比較

のしょうがない。つまり結果の積み重ね一科学の進歩にとって非常に大切な，その積み重ねが
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田来ていないのである。われわれは善導の調査において，この欠陥を原理的には除けるよllにし

ようと考えた。そこで島田調査を畠来るだけ厳密に行うことにした。もしそうするなら，方法上

の精密さ，結果の客観性を保ちつつ，更に調査能率の向上が図れるであろう。すなわち今までよ

りももっと安い費用，少ない労力，短かい期間で一層正確な結論に到逮するであろうことを墓み

得る。ところで抽出調査が実施されるためには，かなりの程度まで地ならしが繊来ていなければ

ならない。この点では，この調査に着手当時の状態は，すこぶる不利なものであった。設計に必

要な様々の条件が整っているとは書えず，抽出調査を推し進めるにはかなりの制約があった。

　たとえば，調査対象に一年分の雑誌を取るにしても，一体雑誌には一年閤にどのくらいの語数

が使われているか，一ページ当り何語ぐらい現われるかさえ分っていない。個々の作業の手順を

考えても，それぞれの段階での標準仕事量の見積りが十分には撫来ない。また統計技術の専門家

も正式のスタッフに迎えることが望みがたい。更にこれは言語上の根本問題だが，調査単位にな

る一語の認定がはなはだ困難である。注）一こうした事柄をふまえて調査は企画されなければ

ならなかった。

　そこで企画の際の条件をまとめれば次のようになる。

　　　ユ。一一往『主婦之友』が一年闇に　どんな宵葉を　どれほど　どのように使っているか

　　　　の推測に焦点をしぼること。

　　　　　語藁使用の状態については，ある程度まで記事霧に結果が出せること。

ただし以下に述べる条件のもとに『主嬬之友』の調査単位のカード採集が終ったころ，次の一項

が加え．られた。

　　　1’『主婦之友』の実用記事の結果と比較するために，よく売れる婦入雑誌のうちから蕊誌

　　　　を抜いて，その実用記事につきr主婦之友』と同様の調査をすること。

さて始めにもどって，

　　　2。第二観究窒が現に有する調査力と第二研究窒に与えられる予算の枠とを考えて，一年

　　　　半ぐらいで結果が発蓑出来るように計画を立てること。

　　　　　その期二面でわれわれが消化し得る採集カード枚数（つまり調査単位数）の上阪：は，

　　　　二十万枚であろう。

　　　　　なお1’を追加するならば，このためには更に五万枚の採集カードの操作が予定され

　　　　る。このため調査期聞を半年ほど延ばす。

　　　3。調査単位の規定を，調査目標に照らして適切で，かつ調査の実施に当って識別の煩わ

　　　　しさが少ないように，改めて行うこと。

　　　4。抽護法その他の統計的処理はなるべく簡単なものを選び，しかも精度が落ちたりひず

注　ヨ・一・　Ptヅパ語は分ち署きの習慣を目印に一襲の解決がつく。困語では，従来の単語や文節などの定義

　のどれによっても，現実の文章を単位に分謝し尽すことが非常にむずかしい。それは瑛藷の場合特に著

　しい。しかし翻って考えれば，ヨーロッパ語の分ち書きも，言語上の等質な晶単位であるとは眼らな

　い。だから国語でのこの困難な現実に直面し，そこから調査単位を規定して進むことは，われわれの調

　査にとって必ずしもマイナスではなかろう。
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　　　　みが生じたりしないように努力すること。

　　4’そのため，調査法の研究にあらかじめ三箇月ぐらいを当て，大体の見通しを得スこ

　　　　と。

　　4’，他の一誌の調査計画には，『主婦之友』調査の体験を十分織り込んで，出来るだけの

　　　改良を試みること。

　　　5。設計に必要な諸数値は，事情の許す限りそのための推定を行い，単に勘に頼ることは

　　　避けること。

　　　6。別届1附録も記事としては重要な部分であるが，今回は調査技術上の制約ゆえに，やむ

　　　　を得ず雀き，調査対象を本誌に載った本文と限定すること。

　これらの条件に立って調査計画がなされた。

　1　。32　　　調査対象

調査対象（un…veどse）は，

　　　　r主婦六気』について，二二25年の一一・月号から十二月号まで12冊の本誌の本文と認

　　　められるぺ・・ジに現われた言葉の総体（ただし助詞・助動詞は省き，雷葉と同等の意味を

　　　もつ記号は含める）。

また

　　　　『婦入生活』について，昭和25年の一月暑から十二月号まで12冊の本誌の実用記事

、　．と認められるページに現われた言葉の総体（これには助詞6助動詞も，また冒葉と同等の

　　　意味をもつ記号も含める）。

　1　・33　　　調i盃i項　目

　調査項目としては最初に次の事が予定された。

　　　1。個々の語の調査対象における使用度数の推定

　　　2。それら㊧語の表記形式の分類記述

　　　3。　婦人雑誌語彙：の意昧分野の爾定と意昧用法の分析

　　　4。嘉木雑講語数の語構造の分析

　　　5e婦入雑誌の基本語彙を明らかにするための分析

以上のほか『婦入生活』については

　　　6。実用記事を材料とする助詞・助動詞の意昧分析

が加幻うれた。なお項目2。はまだ結果を整理した形で示すまでには至っていない。その代り附

帯調査として，採集カードを使って漢字調査を昭和27年の夏から実施し，これについては結果

表を得ている。注）

　1　●34　　　調査方法

　先にも述べた逓りこの調査は抽出調査である。従ってまず標本抽出法が問題となる。われわれ

注　表記形式に関する調査は作菜の第三年度に，度数表作成までの結果を使って実施した。その詳細は尉

　に発表の機会を得たい。ただし標塞に現われた語の表誓己に用いられている漢字の種類は，この報告書の

　巻末の§9・2に附載したσ
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は二丈全体を記事の性質の類似によって分類して層を作り，ページを抽出単位として，必要な語

数を含むと推定されたページ数をランダムに抜いた。ただ1し助詞・助動詞を調べる場合には，

用例二一万が得られると話出されたべ一一ジ数を，『撮記生活』実用記事の標本から重ね抜き法

（double　samp玉ing）によって抜いた。標本の大ぎさは，　it　r一｝．：．婦之友』の本：交：金体について約14．6

万，実用記事について約5．7万，特別読物について約5万，小説について豹2．7万；r婦人生活』

の実記己事について約5．2万である。抽串比は魅婦二品』で大体4／25，r婦入生活』で大体5／33

となった。

　調査単位をYJ　・一ドに採集するには，『主婦之友』では手書き方式によったが，この方式には間

違いが多く，その検査にも労力を要するので，r婦入生活』では本文を操集カードに勝写印樹す

るリブPント方式を採った。（すべてこの項の事柄の詳細は§2に譲る。）どちらの場合にも，

資料の根幹をなす採集力t・一ドの質の向上を願って，管理図（conセrol　chart）による統計購管理

を施した。

　採集カードは各記事別層ごとに五十音遠計列をして同語を一箇所にまとめた上で，枚数・注記

などを集計カードに転写した。語彙表作成のための整理は，この集計カードによって行った。集

計はすべて手集計である。

1。4　彰i辱方色経過

　この調査の実施期間は，昭和25年（1650）9月中旬から昭租28年（エ953）2月．上旬までで

ある。その間の経過は，8～9ぺPtジの第エ図に示す逓りである。

1・5　実施機関と担当者

　この調査は，国立国語研究所山続第一部において，第二研究蜜の共同観究として行われたもの

である。その計画と実施とに二二従事した所員，ならびに各自の特に分撮した項濤は，次の逓り

である。

　　　　林　大（この報告書の§5，§9に回する問題）

　　　　永野　賢（この報告書の§7に関する問題）

　　　　大野二二子　（この報告書の§5，§9に関する問題）

　　　　斎賀　秀夫　（この報告書の§6に関する問題）

　　　　水谷静夫　（この報告書§4のに間する，および全般的な統計的扱いの問題）

　以上のほか，所員宇野義方が，昭和26年度まで第：：’LeF究室に属して，計蔑から語彙表作成に

至る間の共同作業に参加した。また臨時職員吉田東朔が，準備段階における資料の整理に助力し

た。

　：更に§9に述べる漢字調査では，総理庁統計試製衷第一課の方々の協力が大きかった。

　なお，この調査ζ当って，前後20名の臨時筆生が，所内において採集・管理・整理・集計・

製表その他の作業に従事した。その氏名（当時の姓）と旧聞（足かけの月数）とは，次に掲げる

第1図の最後に示す通りである。
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F2：f婦入生活』

§エ・4

　略暑　F1：r主婦之友』実施経過の暦第1図

25年●　9　月

｝

10　月
1

11　月 12　月

上旬 中　旬 下旬 上旬 繭桐胸繭桐上舳卵旬
一｛鷲鷺篠犠葭礁野轟畦畔機平中｝

…一二｝①

月4月3月2月126年：

下旬中旬下旬i上旬申旬上旬下旬下旬i上・鰍中旬申旬上旬

→①

→Ftカード採集■

②
　
③

」
F1採集カード検査畢

●

・月 6　月

1

7　月 8　月

上旬
申旬下司上崩旬 下旬 上　旬 中旬 下旬 上　旬中 旬 下旬

＠一一．　・ Fl整理集計（採集カード携列，層別慶数表作成，集計カード作成）

F2カード採集

＠

＠

F2採集カード検査一⑥

9　月　　　　　　　　　10　月 i　、、月　｝　、2月

上旬 申　旬 桐庫晶下売上鱒旬噛上白
1

旬
i
陶
撃

→

一F2整理集計（採隻カード撰列，，waBij度数表作衷，集計カード作成）一一一⑦

　
　
↓
　
　
↓

④
餅
⑥

⑧助詞・助動詞カードの艀列，分類●

一8一
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27年：　1　月 2　月 3　月 4　月

明鱒購 ﾈ旬刷桐胸繭下旬i鯛i嘱殉
ca

一e 基礎度数表作成（F1，　F2）
唖

cs．｝“一一burmm一一一
・一一

5　月 6　月 7　月 8　月

上司輔下雛鱒旬下野鱒四旬 上旬陣旬下旬

　　・一五十奮順語彙表（本表）作成

＠一一一一　．　一一y

騰丁丁騰）．

　　　　．

“一．一 使用率1順藷藁表作成

語構成に黙する硬究（カ…ド採集，分類，表作成）

助詞・助動詞の分類の検討，表の作成

一＠

⑲
⑲

．　　一　一三芦灘講の｝一
（礪糊噸宇表識製表台灘慶一一⑬

｝
9　月 ｛ 1G　月 11　月 12月

上鱗馴醗下旬1 ｺ雛壷酪下上購旬桐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

⑩
⑪

一

＠一一一一一一一一一

一一
hF

一L gF

語の使われる度合に関する分析

語の意昧の分析

　　　一撃藻霧）

一＠

．

報告書作成

＠

＠ ■隔戟@．

一＠

28年：　1　月 t2月

｝上旬1中旬1－F旬1上旬

＠．．v一一y
a｝一一一一

｛膝轡霧農腰欝襲鮮｝一一

＠ 一一j・

　　従事した臨時筆生とその期間（月数）

青木久葵子（12）赤ノfi光永（3）色川　　澄（＆）

潮田　悦子（8）大農　顧rF（15）岡田　録子（15）

岡添美奈子（1e）　轡上　交子（4）坂田　綾子（6）

高木　　翠（エ0）滝井　昭子（2）欝永　洋子（王1）

中込　芳子（1D　永平　孝子（13）野口宴久子（12）

橋本圭子（11）松壇翰子（10）富城曜子（10）

森田倭：交子（9＞穎　稠子（10）

一一　9　一一



2方 法　一一語糞表の作成按で一

　前の章に述べた方針のもとにこの婦入雑誌語藁調査は企画されたが，ここで取られた方法がど

んなものであったかを，この章では述べよう。方法論の叙述にかなりの紙幅を費すのはいかがと

も思われるが，いわゆるword－countに抽出調査を試みたのは恐らくこれが最新であろうから，や

や詳しくその：方法をしるす次第である。

　さてそれぞれの記述にはいる前に，全体の見渡しをよくするために，手順の流れを図で示して

畳こう。

カード採鱗の
　割　　　練

標オ＼ウ才由r2治、．奮2・26

曝：集箇哲・り釈定）

曳ptzの兼めり
嶺学士§2・3「奮ど

ズ7一ド採集§2・32

調養諦助おの

訓　　　裸

晶盆集
諺

緩
質

採集刀一ドの整理
（オ誹…チ∫嚥と隷屋萎と）

　δ2・4些しびに2・34

　　　t一pt一一2！一

集計集言切一ドの振｝着・灘

　漫ffl率ny枕定　　」　2’S“．！i；．　v’　f．　2・43　g　，1

，各煙の語・礫萩・

イ客践　　　§2・6

第1図作業手順の流れ

一一一　10　一
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2・1予備知識の牧：集

　2・ll編集者の語る婦人雑誌

　　r主婦之友』については編集部の深沢義雄氏から，r婦入生活』については編集長の田中定雄

琉から，おおよそ次のような予傭知識が与えられた。注）

　（1）　r主婦之友』

　（一）編集方針　　家庭の案生活に役立つ雑誌としての「主婦三友らしい」ものを載せる。内

容上どうかと思われる部分の原稿はカットすることがある。記事を大別すれば，実用記事・小説

・申間読物・三二や色棚りのページ（日絵など）の四つである。（たとえば料理の記事に何ペー

ジを使うかなどの）分量の割当は，毎月の編集会議で決めるが，別羅附録の内容ともにらみ合わ

せるであろう。なお別刷附録の編集は本誌とは別に行われる。総じて季節に合う記田を選ぶよう

に考えている。

　（二）記事の組み方　段組は託事内容によって大体一定している。すなわち実痢記事は四

段，中闇読物は三段，小説は二段に組む。予定した分量と実際の康稿の分量とが大分違った場合

には，さし絵・標題・カットなどの大きさであんばいする。ただし小説にはさし絵を二箇所一

標題のあるページと中ほどと一に入れることは，大体決っている。

　活字の大きさは，本文では8ポが規準で，中見出しは8ポより大きい。中見出しにおけるかな

の憎体は，平がなアンチック，片かなゴチックである。

　（ミ）表記法など　　かなづかいは「現代かなつかい」を本筋とするが，実際には二類三種が

行われている。すなわち

　　　（1）現代かなつかい………本社二者の書く原稿はすべてこれに従う。

　　　（2）歴皮かなつかい

　　　　a．字音のみ表音式

　　　　b．全く歴安かなつかい

使う漢字の範囲は必ずしも「当用漢字」にしばられないが，大体の目安としてはこれによって，

むずかしい漢字は避けている。新字体は次第に増して来ているが，印刷所にその字体がそろって

いるとは限らないので，現在のところ宇体の統一はない。

　語の表記の形式は社内に慣用があって，たとえば指示代名詞や副詞は大体かなで書く。また

くできる　つづく〉もかな書きにする。紙面が圏くならず読みやすいことを黛ざして，漢字を使

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　ド　　アい過ぎないようにし，かなばかりが長く続く場合には傍点を打つ（筆者注一例：拾勾ぐ如愈夕

畑）などのくふうをする。しかしこういう事をまとめたスタイル昌ブックはない。

　なお「歴皮かなつかいコで書かれた本文に附随する部分一副題・予告・荒筋・「をはり」の

表示一は，記者が書いても本文に合わせる。この部分では繰り返し符号（「つどく」か「つづ

注　交貰第二研究窒。この節で推量の表現がしてある所は，われわれの推愛ではない。その他叙述は努め

　て，これらを語った編集者の方々の立場を表わすように心掛けた。なお，ここにしるしたととろは縮和

　25年現在（『主婦之友』）または26年現在（『婦入生活』）のものであることを，旧い添えて置く。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g2・1

く」か）やかっこの使い方も，本文の表記に含わせる。

　ルビはパラルビを用いる。現在は原則として，腸有名詞・読みにくい字・二通りに読める字な

どにルビを振る。しかし紙面のつり合い上，一行に一つずつ，また三行ee一一一つずつなどつけるこ

ともある。大活字（号数の呼称で小さく，ポイントの呼称で大きいもの）には，ルビつきの古い

活字が多いから，rff代かなつかい」の文中に「歴皮かなつかい」のルビの現われることがある。

これは見つけ次第訂正する。注）

　（四）読者層など　　なるべく広くと考えている。小学校卒業程度の読者にも十分に分ること

を目ざすべきであろうが，実際にどう受け入れられているのか，はウきりは分らない。

　（亙）　r婦入生活』

　（一）編集方針　　汐入の生活のよりよき相談相手となる雑誌を志している。この雑誌の梅町

は後に述べる通り七割近くが19～25歳だから，新制高校卒業程度または薪制中学を終えて職場

にある着い人たちを目i当てに編集している。

　鶏事は小説●実用記事●中津読物に山分して考える。附録を別として毎号260～280ページで

あり，そのうちの3◎～40ページを口絵に当てて，残りはほぼ三等分する。ただし小説の分量は

大体一一一’liEだから，実用記事が多ければ中間読物の分量で調節する。実用記事を更に分類してはい

ない。また附録に料理がつけば，本誌では削る。

　小説は原稿通りのものを載せるが，実用記事も申聞読物も原稿に手を入れる。二度三度と書き

直すこともあるが，こうしないと：分りやすい記事にならない。裁縫や料理などでは実際に作って

みることもある。なお原稿を改めるにしても，実用記事は分りやすく正確な事をモットーにし，

中型読物の方は，あくまで読者を感激させなければならないから，文章のあやに気をつける。

　（二）記事の組み方　　小説は二段，実用記事は四段，中聞読物は一般1こ三段で特にくだけた

ものは四毅：に組むQ

　予定の分量と原稿の実際の分量とが大分違った場合は，行間を詰めたり広げたりまた広告をは

さんだりして加減する。もしそれが実用記事や中学読物ならば，：文章の方を改めることもある。

割附けで一番むずかしいのは，たとえば洋裁記事などで図を幾つもはさみながら，その図のそば

にいつも説明の部分が来るようにすることである。

　活字は，なるべく小さいものを避け，原則として小説は8ポ，その他は6号を用いる。ただ印

捌所の都合で，7ボを指定しても6ポにされてしまう。ルビはパラルビで，植えて行く。

’（三）表記法など　　やさしい雑誌を目ざしている。小説は原稿の蓑記を尊重するが，あらか

じめi一“読みよく」との注文はする。作家によっては，かなづかいなど適当に直してくれという人

もあり，絶対に手を入れてもらっては函るという入もある。その他の記事は「薪かな」一一現代

かなつかいによるが，漢字の方は必ずしも当用漢字に従わない。文部省のやり方では，かえって

読みづらくなることがあり，こういう場合には制限外の漢字も使う。急激に表記法を改めると

注）　われわれの見たところでは，歴史かなつかいの文申のルビが現代かなつかいになっていることもあ

　つた。
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饒者は面くらってしまう。そうした点では，読者は舶かな」に慣れていようが，次の理由で現

在は新かなに切り換えた。i）旧聞でもう大分慣れたろう。i量）家庭中心に考えると，学童の習う

ているのと同じにした：方がよかろう。字体は今年（昭和26年）五月から，印刷所の協力を褐て

薪字体とした。　（今までは略字も使わなかった。）ルビは少な過ぎないようにしている。

　表記法に不統一があっても，以上の処置は過渡期としてやむを得ないのではあるまいか。

　（四）読者層な：ど　　先田懸賞募集の際，合わせて簡単な読者調査を行ったが，回答約エ7万

を得た。これによって読者の年齢層を調べると，七割までが19～25，二割が26～30である。

これより上は『主婦之友』に「移る」と思われる。従って読者層の中心を二十歳代の前半に置い

て編集している。二途は，もちろん六大都市で多くはけるカ㍉近畿・長陽・由陰・北陸・：北海道

力：これまた多い。

　2・12　二審調査から見た婦人雑誌

　ここに述べる駈は，主として調査結果の分析・解稗のための予備知識である。われわれの調査

対i象が，雑誌を読むという三二生活のうちでどんな位置を占めているかを知ることは，重要であ

る。その大体を，既刊の読書調査の結果を使って示そう。資料には，調査対象が選ばれた年の三

口薪聞社編r第四回読書世論調査1950年度』（昭湘25年12月刊）を取り，場合によって同

社編『第五回読書世論調査1951年度』（昭湘26年エ2月刊）を参照した。調べた項目は次の

五つである。

1
翌
旦
W
V

どのくらいの入がどんな雑誌を読むか。

婦入はどんな雑誌の定期読者か。

婦入雑誌はどんな読者層をもつか。

婦入雑誌はどの程度読まれるか。

記入雑誌は附録で買われるか。

（1）　どのくらいの人がどんな雑誌を読むか

　まず国民のどのくらいが雑誌を読んでいるか。

その読書率を見ると第エ表の遡りである。

　次にこれらの入によってどんな雑誌が買われて

いるかを見よ：う　（第2表）。

　さて婦人のどれほどの部分が乱入雑誌・生活雑

誌を読んでいるかは，毎日新聞の調i査からは分ら

ない。その理由は，後に示すように買う入と読む

入との数が一致せず，読む入について雑誌部門別

の統計がないからである。

（且）　婦人はどんな雑誌の定期読者か

　ここに定期読者とは，特定の雑誌を毎号買うか

借りて読むかしている者の事である。毎良刀聞の

調査によって多い方から15位までの標本入数を

　　　第1衷　雑誌の読書率

昭郡25年の調査は満20歳以上，26年度の
は満ユ6歳以上。無回答の数はすべて読んで
いない者　と見なした。
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第2表 購入雑誌の部門鴉比率

おもなもの四部門をあげるにとどめる。

函数の欄は回答者数合計を100％としての，また冊数の欄は園答された冊数の合討をエ00％として

のパ陶セソテt一・ジである。
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＊ここに「生活雑誌」とは，たとえば『装苑』『栄養と料理』 『款美容』のたぐいである。
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第3・1表　婦入の定期読者数（標本値）
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掲げると第3・1表ρ潭りである。

　ところでこの上位にある四つの婦入雑誌には，男性の読者もなかなか多い。滲考のためにこれ

もあげて置く（第3・2表一一『主婦之友』は，25年の男性についても第12位である）n

　　　　　　　　　第3・2蓑男性の婦入雑誌定期読者数（標：本値）
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　　　；第四回調査iの65ぺt・ジ，第五回調査の73ぺ戸ジと第3・1表とによる。

第3：・俵の疇・25年と2麻とを比べ鳳鰍によく読熱る鵜は大分劫替りがあ

る。しかし爵位四誌は安定している点に注意すべきであろう。

　（匿）　婦入雑誌はどんな読者厨をもつか。

　婦入雑誌の読者は必ずしも婦入には限らない。読者層の：分析となれば当然男性読者をも聞題に

すべきだが，既刊の読書調盗からはこの：方面の資料が得がたい。そこで今は乱入雑誌の婦入読者

についてのタ，（一）地域別（二）年齢別および結婚経歴の有無（三）学歴別に見て行こう。

　（一）地域差

　毎口新聞社の調査で上位になった雑誌につき，買って読む入の数借りて読む人の数を地域別

に似ると，第4・1表，第4r2表の通りである。
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第4・2表

　　　　§2・ユ

婦入雑誌を借りて読む婦人読者数（標本値）
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この表の意昧を更に詳しく読もう。まず第4・1表で昭和25年目七誌全部について読者層に地

域差があるか否かをカイニ乗検定にかけると，危険率1％以下で有意差が認められる6すなわち

読者層は，六大都市，その他の都市，郡部に，どの雑誌でも一一様に散っているとは見なしがた

く，雑誌によってはそのどこかに読者が割合多いという現象が認められるのである。検定の範囲

をいわゆる四大婦入雑誌一r主婦之友』tt『博大倶楽部Jr主婦と生婦』r婦入生活』一に限

って見てもやはり，毎月買う，時々買うの両読者層でそれぞれ有意差がある（危険率1％以下）。

　特に『主婦之友』と『婦入生活』とを取り上げると，第5表の結果が得られる。（以下の分析

表でF・は暁婦之友』を・F・は『女凱生淘を；　　第5表地域差の分析表

ナ湘聯準で構差の認めら榔’恥雑言買い方1年劇朧
＊と牌とは，有意水準をそれぞれ5％と1％とに

定めた時に差の謬められる事を示す。）

　、『婦入生活』の毎月購読者数は・昭和26年で六

大都市以外の市部に割合多くなった。そこで両誌の

固定購読者に地域差も出て来た（第5表第8行）が，

昭和25年に関する限：りこのような差は認められな

い。

　次に借りて読む方を見るのに，昭和25年のいわ
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ゆる四大雑誌には，毎月借りる読者層にも時々借りる読者層にも，地域差が認められない。固定

購読者は（先に見た通り）雑誌によってかなり偏していたが，借りる読者の方は六大都市，その

他の都市，郡部に似たり寄ったりの分布を示している。定期読者を構成するという意昧で毎月借

りて読む入に着時すると，『主婦之友』『婦人生活』のおのおのの昭和25年と26年との間に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一16一
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も，またそれぞれの年の両誌の闇にも差は認められない。更に昭和25年について毎月買うと毎

月借りるとを比べれば，どちらの雑誌でも差が認められない。

　要するにr主婦之友2とr婦人生活』とは，ほぼ同じ割合で六大都市，その他㊧都市，郵部に

豪者層を有すると見られるのであ惹、

　（二）年齢差および結婚経歴の有無

　次に読者層がどんな年齢に散っているかを見よう。毎臼薪聞の調査から資料の得られる　買っ

て読む人　について調べると，第6表のようになる。

第6表　婦入雑誌を買って読む婦人読者数（標本値）
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『主婦之友』のように古い店では高い年齢層にも園定読者をもっている。そういう地盤に戦後劉

り込んで来た婦入雑誌は，当然前々からある雑誌のとは違う年齢層の読者を得ようとする。こう

して各誌の読者の年齢旛はかなりまちまちだろうと予想される。（cf・§2・2ヱのil）。検定の結

果もその通りであった。’ ｷなわち毎月買5読者層を岡じ年度について比べると，いわゆる四大雑

誌の間でも，また『主婦之友』と『能面生活』との間でも，有意水準1％で年齢差が認められる。

そしてr電縫生活』の読者は『主婦之友』のよりも若い年齢煽に多い。更に時々買う臆面でも同

様の傾向が認められるが・ただ昭和26年ではζの両誌間に差があるとは言い切れない（有意水

準5％）。これは，『主婦之友』を時々買うという若い読者の割合が昭科26年に増えた（危険率

1％以下）ためである。

　昭和25年と26年との比較は，資料が年齢の分類法を変えたので，串来ない。

　さて年齢層を見たついでに，結婚経歴をも調べて置こう。『主婦之友誰と『婦入生活』とにつ

いてだけ掲げれば第7表の通りである。

　毎月買う読者には，r主婦之友』の方に既婚者が多い（危険率1％以下）。時々買う読者には，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　17　一



§2・工

第γ表　婦人雑誌を買って競む婦

　　　　入読者数（標本値）

結婚経歴
陣 月

｝既婚　　旧婚

時

　　こうした差が認めがたい（有意水準5％）。

　　　以上の分析からして，『主婦之友』の圃定

々　購読者はr夕曇生瀧のより年齢層力塙く，

既婚　未婚従って既瀦も多いが，時々買う読者にはそ

四三　婦　　之　　友　　　389　　　　　　41　　　　115

婦人生澹187　77　75
　昭邸25年についてのみ調査あり。

　第四四調査59ベージから。

39　ういう著しい傾向の見られない事が分った。
38

　　　（三）学歴差

　　　『主婦野趣』と『婦入生活』とを比べよう。

第8蓑　婦入雑誌を買って読む婦人読者数（標本値）

学　歴　別

主婦郷友
婦人生活

昭　　　和 25 年

毎 月 時 k

小二二旧中高専卒
まで新高卒以上

167　241　・　22

107　15e　，7

小卒親日中高閣下
まで新高李以上

138　120，　9
3像　　86・　　3

昭 和　　　26　　年

毎 月

一・年蟻年工・年一

時 2．．．

一・年碧霧年・3隼一

206　16？，　13，1　154　93

128　14Q．　14，1　71　54
8
4
一

　　　　　　　　　　第四回調査58ぺFジ，第盆回調査61ページから。

面誌の聞では　毎月買う　時々賀う　1のどちらについても（両年とも）嵩置差は認められない

（龍蝉・％）・歎翻買う読響晦買う鐸・を邸…『予期薦の聯』25・鞭

にだけ有意差が認められ，時々買う読者群の方が攣歴が低い（危険率1鬼以下）。

参都肋にい砂る蹴雛・嬬人公翻・姫雌・とを脚251鞭・・5いて纏る

と，毎月買う読者群では後者の方が予想通り学歴が高い（危険率1％以下）。しかし時々買う読

者群については，こうした差があるとは言い切れ　　　　　　第；9表・雑誌を読む度合

ない（有意水準5％）．　　　　　極れ鷺魏奮墾惑者蜘GO％

　（W）　婦入雑誌はどの程度読まれるか

羅誌を毎月買う仕入読者が記事の全体を読むか

どうかに．は，次の報告がある。今昭和25年の上

泣十五誌（c至．第3・1表）についてだけ掲げれ

ば，第9蓑の通りである。（われわれとしては，

猛の冷飯での「定期読者」について，かつ記事の

種男弩について取った統計がほしいのだが，そこま

で立ち入らた結果は与えられていない。）この表

によると，婦入雑誌の闇でも読まれる度合はかな

りまちまちである。いわゆる四大弔詞雑誌に限っ

ても一一様でない（危険率5％以下）。試みにこの

四つの間の差を確かめれば，第10表のようにな

る。しかしながら婦入雑誌類を他の雑誌と比べれ

ば，やはりよく読まれているのであρて，これら
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　第10衷　四大糊入雑誌の閥の　　　　　以上に詳しく読まれる雑i誌と言えば・毎臼薪聞の

　　　　読まれる度合の差の分析表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査による限り，わずかにr生長の家』1”教育技
　　　　　　　　三会陸婦毒眠蕎術、ぐらいである．ただし。れらの二識婦灘

勘所「・「・iナ・諦ど多くの講を撒ない（糊轍蝋で24
婦燃油・・1・月　　齢・び22位）。歓珊の雑誌、轍れる

主婦控墾＊1　　　講の鰻・騰頓う入の魏の繭から駄
ば・婦入雑誌は・当然の事ながら糸入読者層を・『・マンス』『平凡』など若い入1越の娯楽雑

誌と共に，最もよくとらえていると言えよう。
　　脈
　ついでに男子が婦人雑誌をどの程度読むかを見て臨けば，r主婦之友』では　金頭　ほ～二んど

一部だけ　読むという答が，男｛購読者のそれぞれ57．2％　21．4％　21．4％　である。

　（V）　婦入雑誌は附録で買われるか

　普通に，婦人雑誌の亮れ行きは附録で決まる

と言う。これが直接に調べられれば，附録の本

誌に薄するウェイトが定まる駅である。ことに

おれわれの場合，調査技術上の制約によって附

録を調査対象からはずしたので，k述の点を見

定めて置く必要がある。幸いな事に毎日新聞の

調査（エ950年度）が，これを次の形で取り上

げた。　「雑誌のための附録か附録のための雑誌

かわからないくらい婦入雑誌界では附録合戦を

激しく展開しているが，これにたいし一般読者

はどう思っているか。」この意見調i査の結果は

第11表の通りである。こ．の表を読むと，都会

になるほど，年齢が高くなるほど，学歴が高く

なるほど，内容主義に傾くように見えて興昧深

いが，標本の大きさがしるされていないため統

計的検定が嵐来なくて残念である。

　結局附録主義より内容主義の強いのは，年齢

　第11iiiミ　附録と婦人購読者

　調査対象は次の八二を賢う呪咀読者：

r主婦之友2r婦人倶楽部3頚主婦と生活』
r婦入生活』『婦人二四』f二品生活』r新

婦人』『ホーム』これらは毎号附録がある。
　回答　附：鮒録をつけた方がいい
　　　内：肉容を充実した方がいい
　　　無：無礪答

睡（％）内（％）無（％）
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で40歳以上，学歴では高専卒以上に限られるようであり，附録はやはり婦入雑誌を買う時の大

きな魅力であろう。従って本誌だけを調査対象としたわれわれの調査の結果は，今見た事情を抜

きにして使ってはならない。

2・2　準 備

2・21　調査単位の認定tt、　・・

語彙調査における調査単位が「語」であることは当然である。従って，調査対象である一一つ一一

つの文を語に分割することによって，われわれの具体的な調査単位は得られるはずである。とこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　19　一一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g2・2

うが，「語」という単位を認める客観朗な規準を持つことは，築際問題としては非常にむずかし

い。

　たとえば，

　　　　山　小説　飛ぶ。青い　けれども

などを，それぞれ一語と認めることにはまず異論はあるまいが，

　　　　婦入子供服講座　　濤菜ひたしかか醤油　　関東女子選抜水泳大会

などのようなものを，一語と認めるか，二語以上の結合体と認めるか，さらに，結合体と認めた

場合，半語から成るものと考えるかは，思入の主観によって梢回するし，同一入でさえも，判断

に迷うことが少なくない。であるから，丈をいわゆる単語に分割することによって調査単位を決

定することは，われわれの作業の場合，不都合が多いのである。

　それでは，「文節」という考え方はどうであろうか。書語の単位の一・つとして，「文節」また

は，ほぼそれと同じものを認めることは，国語学界で広く行われている。われわれの語魏調査に

i当っても，この「文飾」を貝安にして，調査対象である文を分解することが便利ではなかろう

かとも思われた。文節には，必ず1個の詞（自立語）が含まれ，また，0個ないし1個以上の辞

（附属語）が含まれるのであり，一：方，語としての認定が困難なのは，主として詞の領域におい

てであるから，もし，文節というものが，客観的に動揺なく認定されるならば，容易に調査単位

の認定が可能となるわけの電のだからである1

　ところが，「：文節」という考え方も，それ自体としては数々の利点があるにもかかわらず，こ

れを実際にわれ；われの調査対象である雑誌文章に渚てはめて考えようとすると，この術語の創始

者の規定注）だけでは判定しかねる例が，かなり臨て来る。その困難さは，結局，いわゆる単語

の認定を試みようとする際の困難さと砥とんど選ぶところがないのである。

　従って，作業に一貫性を持たせるためには，だれがやっても迷うことのない，一定の原則を薪

しく立て，終始この原則に機械的に従って，調査単位を認定するという手続きが，どうしても必

要になってくる。

　そこで，われわれは，作業の便宜上，次に説明するような規定を設け，この規定にのっとっ

て，調査対象である丈を分割し，こうして分割された一つ一つを，「α単位」と呼ぶことにし

た。

　（以下に引用する例は，カッコでくくウたもの以外，すべて，われわれの調査対象に現われた

実例である。）

「颪［次の鰯・回す礁弧文を切・．（繍むね贈答揃提・した艦）

｝・・1脇また鋤翻の後．蠣励動詞がいくつも続いてい湖餓，最後のもの

　　　の後。（助詞・助動詞の範囲は，国立国語研究所報告3r現代語の助詞・助動詞』によ

　　　る。ただし，：文語のものは，この限りでない。）

　　　（例）ノーベル賞は1彼の1遺言に1基いて，1世界の1文化に1つぐした｛人にi贈ら

注橋本進吉r国語法要説』　（属語科学講座，昭ge　9年；橋本進吉博士著作隻第二冊，昭和23年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　2e　一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　g2・2

　　　　れる1もので，1　　私にも1赤紙の1召集状が陳て，i　　油が｛注されま

　　　　すと1　　ころがして1ゆきましょう1　　それとiなく　　間も1なく｛

　　　　耳たぶん1所　　と1いうのは　　ひと日とて｛忘らるべしや1動乱の1長春に

　　　　；蓬きし1吾子よi靖子よ1

　　　ただし，複合語を構成しているものは，助動詞があっても，切らない。

　　　（例）　i夫たり得るl　　　I取合わせ方1

「司囎の職法・羅法・命徽喉
　　（例）ヴァイオリンの美しい音色が流れ，｛それに混り合って　　　暖かな微笑でうなず

　　　　いてくれる。1　　この光をごらんなさY・。1　　学校の成績もよく，｛

　　　　誰しもきまりが悪い。1　　　幸多かれ｝

「融融の連羅鰍形糊の翻修鰍の後
　　（例）血統を調べる1ことは　　　青い1空を　　　強く｛印象づけられたのは

「司連繭・翻嘱
　　（例）あらゆるi問題に　　　わがi病　　　たったi一一一eeの　　　とある1木賃宿

　　　　まる1三年　　その1うちに　　そのi他　　その｛くせ　（以上連体詞）

　　　　さっぱり1売れない　　　いよいよ1暗くなった　　　もし！できるならば　　　さ

　　　　て1おいて　　　いざi知らず　（以上副詞）

　　次のようなものも，連体詞と認める。

　　（例）該！事業所　　　同1学院　　　約1三年間　　　Ut　i滝谷律子さん　　　昨i十

　　　　七臼　　各i英字紙　　 某　大新聞　　　当｛媒介所　　現1家元　　　旧｛

　　　　ドイツ程界　　　一∫舞踊家　　　新！御夫婦　　　右1答案　　　元1蜀務大臣

　　ただし，次のようなものは，連体詞とは認めずに続ける。

　　　　1非公式i　　！超スピLドI
　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　o

L里」接蝋の轍
　　（例）恥しくもあり，1また1ひそかな誇りでもあった。　　　しかし，1現在の霞分は

　　　　不幸である。’

　　次のようなものも，接続詞と認める。

　　（例）仕事場i兼fコクツ部屋に

1ユ61繭詞嘱
　　（例）おやおや，1いけませんね。　　　まあ，1磐戸がわるい。

li7i儲月立格の後・
　　（例）運転手さん，｛御苦労……　、あの忘れようとしても忘麹られない聖襲の思い

　　　　出！｛　結婚通用の生み多し：方｝

涯則2源即に該当しないもの…ついて・甦款の額蟻肘る・（主・して鰍の

　関係からの分割。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一21一
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12・1蛇され瀟は・盈鋤離す・

　　（例）青梅1宮の平し口向和濁を　　　明朗｝健康な　　　青葉1蕩葉、　今冒1明日

　　　　迷信1邪教　　　舅｝姑　　　不平｛不満　　　感謝i感激　　　旧聞1雑誌

　　　　毎日1毎；Eぎ　　　真1善｛美　　　大｝中！ノJ、　　　イ可百1イ可干と

　　ただし，「借家借地問題」のようなものは，「借家」と「借地」とは並立の関係である

　　が，この両者に「問題」という語が関係しているから，これは切らない。以下のようなも

　　のも同様である。

　　（例）寸清潔整頓性｛　　　｝婦人子供服｛　　　i型紙裁断引受所i　　　l協力協同

　　　　　　　し！　　　｝暴行絞殺しl

1221鰭・なんらかの殿鵬を尉語・囎舘おいて・一

岡三訊殿騰を示嬬の前にあ・て・そ嘱翻念濃・す・蠣念・な
　　っている場合は，：互に切り離す。

　　（例）事態｝急迫　　　朝鮮動乱1勃発　　　三徳観念1低調、　消忌1不明　　　芝

　　　　居気｛たっぷり　　　色iとりどり　　　、礼儀！正しい　　＿何気｛なく　、　程1

　　　　運からぬ

122司鰭・嘱騰鰯語痢・・あ・て，tの殿概念町回す・関係・・

　　ある場合，互に切り離す。

　　（例）操業i開始　　　小学校1卒業　　　申小企業1経営　　　二三｝撮影　　　制限

　　　　i解除　　　再婚｝志望　　　、B本1占領　　　北鮮1進入、　　三三1入潭

　　　　洋酒1専門　　　三重1兼用　　　祖先i伝来　　　工賃i支払い　　　物資i横流

　　　　し後中来1わな徐中央｛わ
函ただし鶴の儒ま燃儲焔のもの剛かに閉す・擾翻お

　　よび意味上ほぼそれに当る動詞は，切り離さない。

　　（例）　i活躍する1　　　｛速断できないi　　　iお招きなさる1

　　以下の動詞がこれの適用を受ける。

　　　　する（一する，一じる，一す）　できる　いたす　つかまつる　もうす（もうしあげ

　　　　る）　あそばす　なさる　くださる　いただく　ねがう

1－2　3．”1縮・鰭・の船において・一

123・・巨一三「一削「一式」などで導かれる灘三三立つもの・，・れ・・よ・

　　し（修飾されるものとの結合は，互に切り離す。

　　（例）男児用｛外轟着　　・薬用iアルコ・・一　7V　　　少女向1ボレロスーツ　　　fi本式

　　　　i便所　　　植物性1繊維　　　自家製｝ハム　　　ハンガリア風1シチュー

　　　　玉葱入り1挽肉ペースト　　　尾頭附き！日の出焼　　　ボックス型1コート

　　　　病的｝疾患　　　国立｝国府台病院　　　私立i明星高校

　　次のようなものも，上に準じて扱う。

　　（例）標準1坪単価　　　実物大1型紙　　　低学年1理科　　　間色1薄地バイヤス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　22　一一
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　　　薪進1女流作家　　　戦後1最：高記録　　　全国｛気象概況　　　匿名1対談会

　　　　新作｝落語

岡琳・紛・礪係に立つものは議・鋤謝．
　（例）東京1大井海岸　’　アメリカ1西・部　　　小杉谷1申腹　　　N　rt　1〈1玄閣

　　　大劇場i楽麗自　　　飛行場1入rs　　　はずみts　1外側1中心　　　折込み口絵1

　　　表面　　　銀杏｝欝　　　昏眠1中央　　　見返しぎれ1；裏　　　フリル｛つけどま

　　　り

123司行Ptx’X画と酪働鵬などの，各鱗臓わす鰯で切る．また，それらに

　関する肩書や，さらに，肩書と入とをも切り離す。

　（例）群馬県1吾妻郡1六合村1入山　　　警視庁1防犯部i家事相談係長i荒井勝茂

　　　口銀1総裁　　　自由党｛幹事長　　　東大1名四教授　　　附属小学校｛主事：

　　　万屋旅館1館主　　　六角堂｝注職　　　南海i遊撃手　　　赤十字f職員　　　ホ

　　　トトギス派1俳人　　映蔑女側木暮実干代　　マダムiバタフライ　　ドク

　　　ター1比賀　　　省線i天王寺駅

巨τ司翻の戦の変わ…ろで切・陣募や午前・搬蝋・・れに準・て考

　える。

　（例）五尺1二寸　　　四月1二十日　　一糎1半　　　一一割1五分引の　　　6月1

　　　末まで　　昭和1二十年に　　午前1四時　　図13　　例1⑥

　位どりの名まえ，小数分数の変わりめなどは，単位の変わるところとは認めない。ま

　た，数式は切らない。

　（例）　1七万二千円のl　　　l3。751

匝司耀を三三の前で切・。

　（例）濃淡1二色　　　自分1一人　　　長期1三年　　　旧臓1十日　　　彦副一面

　　　夏物1一一切　　　キャベツ1一式　　　世間｛一般　　　南洋1随一一　　記者f総

　　　員　　　厳原町1金景　　　物心f尚面　　　世界1各地　　　顔面1回分　　　冗

　　　談1回分　　水原ト族　　撮本映副ベストテン

123・司時間・腿・骸・罐・施・縣耀を劾すもので濃庸献用…6

　れたものは，切り離す。

　（例）入営｝直前　　　戦争i直後　　　結婚1当時　　　婚約1後　　　昨年｛来

　　　恋愛1以前　　　離乳期i以後　　　豊太閤1以来　　　予算1以内　　　信ちゃん

　　　1以外　　　　　サノレファ齊韮f以上　　　　　標準｝以下　　　　　五ミ　リ　i角　　　　　5cmf蚕食

　　　一時聞iあまり　　五尺1そこそこ　　　七貫削程慶　　　気持｝次第　　　開『

　　　幕1闘近　　　園芸i方面　　　サービスf本位　　　御近所1同志　　　i華族1仲

　　　開　　　実物「相手　　　浅草1界隈　　　四谷1附近

i23哨．鵬舗謄灘隷の齢をま・瀦翻のものであれば［！・（］・l！）離し・一方力鞄

　方を含んでいれば，切り離さない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一23一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　F．　2・2

　　（例）大谷光暢氏∫令嬢　　　小笠原長幹伯1令嬢　　　雲野三三琉1令姪　　　猪熊一

　　　　郎氏1夫人　　上田氏1宅　　艶子叔母さん1とこ　（以上切る例）

　　　　｝安井門太郎氏夫妻！　　　1河合玉堂先生夫妻｝　　　1住原さん夫婦i

　　　　l成島さん夫婦I　　　l園田よし子夫入1　（以上切らぬ例）

匝！鞭手芸関係の騰において識縫の齢工程燗する・とばが・材料や出

　　来上りのものを表わすことぽに後続している場合，両者を切り離す。

　　（例）長袖1原型　　　ボクットロ1位置　　　Pt　一一ツ！分量　　　前ウエストi寸法

　　　　ボクットロ1縫代　　　袖附1縫目　　　袖qI鐡来上り標　　　見返し1始宋

｝23胡料理稼おいて謂料（内容）の名・腿搬もしく醐来上りの名…雛

　　している場・合，両者：を輝り離す。

　　（例）丁丁1煮付け　　　きざみ沢庵1胡麻かけ　　　豆腐厚表喰汗　　　ハマグリ1吸

　　　　物　　　車エビ｝具是煮　　　シオザク1シチュ・一一　　切ずるめ1つくだに

　　　　キャベツ｝バク妙め　　豚肉｝土佐揚　　カキiフライ　　大根捗贈湊

　　　　小野｝塩もみ　　　白菜1ひたし1かか醤漉　　　クラ1ちりなべ　　　ソラマメ｛

　　　　塩ゆで

LmPI原賊・にか鋤鍬次の雛・切らない・

匡U原賊・縦う・憶味がわからなくなるか・　・x来の意嚇知・れ脆険のある

　　もの。

　　（例）　15しのときまいり1……「うしの」の後で切ると，rときまいり」という形がで

　　　　きてしまって，不都合である。

　　　　i若い入＃liみ｛……「若い」の後で切ると，「入姫み」『という語ができてしまって，

　　　　不都合である。

　　　　1出て行けよがし1も同じ。

　　　　｝なくなる1．！なくするiは，死亡，消失，消滅などの意昧のときは切り離さな

　　　　い。

　　　　以下のようなものも，この項の適用を受けるものとする。

　　　　1そのものずばりI　　l白い物づくめl　　i茶の問i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（st　x’）
　　　　1濃い目i　　　I濃色1　　　；夜の女i　　　Iいいかげん1

　　　　ず1　　1とっておき1

画肝胆名で款曙物に載・てい・もの・

　　　動物（魚類勘除　く）…内田清之助ff　H本動物図鑑』

　　　魚類……………渋沢敬三r臼本魚名集覧』

　　　働…一……槻駄良嚇鉢植棚鋤
　　（例）…（！カモノハシ1　　｝，b，ツノオトシゴ｝

　　　　ユイノキリハズシ｝　　　1アレチノギク1）

匝1＋干・＋二支・罎纐・模様・官名・鮪名詞f・・L・。
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　　（例）　1ひのえうま｝　　1麻の葉｝　　1への字1　　｝饗の副

　　　　方l　　i沢井の里i　　l昧の素l　　l主婦之友1

　　ただし，文題・行事名・番組名などは，固有名詞から除外する。

　　（例）「夢と1知りせば」　　　「安城家の1舞踏会」　　　「曉のi脱走」

　　　　の1臼」　　　「話の1泉」　　　「二十の1扉」

岡舗のあ・複舗糊代の鋤讃舗もの．
　　（例）　1木の聞l　　　iまのあたりl　　　Iこのごろ1　　　｛秩序だてて1

　　　　切縁還いI　　　I二枚重ね1、　　1今しがた1

1鍬の

1麻分

廟］以上の原則縦う・著しく稽然・不鯉の感娩れな喘舘，翻白勺に裁て，

　　例外を設ける。　（この例外は，すべて，カードに記録を取って置く。）

　以上の規準は，作業に一貫性を持たせるために設けた全くの「作業仮説」である。

　語の単位の認定という問題は，調査の前提であると同時に，それ自体が語彙研究の到回すべき

目標の一つでもある。しかしながら，調査を実施するには，その循環を一往断ち切った上で，一

つの方針のもとに終始一貫しなければならない。

　われわれの設けた仮説に，妥当を欠く点が今後発見されたとしても，このような規準が～綾で

きあがっている限りは，合理的な，統制された訂正が可能なわけである。

　同時に，われわれの規準は，今後同じような作業をするときの足場として御こ立つであろう。

　さて，この二二調査で取り上げた調査単位（“単位）は，上に述べたとおりである。従ってこ

うした扱いのもとでは，いわゆる接頭語や接尾語の類は，それぞれ調査単位（配単位）の申に含

まれてしまっているので，それだけをとり出して，どんなふうに用いられているかを見ることが

できない。これらの単位は，独立して用いられることがないために，上のような扱いをしたので

あるが，接頭諾や接尾語がわれわれの二三の単位として重要な役割をつとめていることは間違い

ない。それに，ひとくちに接頭語・接尾語といっても，その中にはきわめて限られた範囲の語に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
しかっかない種類のものもあれば，また比較的自由に種々の語につきうるものもあって，決して

一様ではない。とくにかなり広い範囲の語につくと思われる接頭語・接尾語は，われわれの蓑現

の重要な単位というべきであって，それらが実際にどのような広さで，また，どのような多さで

用いられるかをたしかめることは，語藁調査の上で，一つの重要な課題になると思われる。

　このような見地から，われわれは，接頭語・接尾語の類の申で，特に重要と思われるものを取

り畠して，別に整理し集計して，これを語藁表の別表として示すことにした。別表で取り上げた

単位は，つぎの四つの部類のものである。

　　　a　　〈お　ご　み〉　の類

　　　b　　＜くん　さん氏〉　の類

　　　c　　〈する　できる　なさる〉　の類

　　　d　　〈円　歳　センチ〉　の類

　aは，敬称の接頭語，bは，敬称の接尾語である。　Cは，接尾辞に用いられた動詞のうちで，

くする〉〈できる〉の二語と，敬譲関係をあらわす動詞の類である。dは，数詞の接尾的部分
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すなわち一一般に「助数詞」とよばれるものに，接頭的に用いられるく第〉を加えた範囲である

（cf．　g3　・　32）．

　なお，採集した語の排列にあたっては，α単位から助詞および助動詞を取り去った形をもっ

てした（cf．§2・41）。

　助詞と助動詞とについては，以上の調査とは別に扱うこととした。それは，助詞・助動詞が一一

般の自立語と性質を異にするものと考えられたためである。すなわち，自立藷とは別個に採集範

囲を決め，用例を採集し，助詞・助動詞だけの度数表を作成することとしたわけである。その

際，助詞・助動詞の認定については前記のr規代語の助詞・助動詞』を規準とした（cf．§2・26，

g2　・　32，　g2　・　45，　g7）．

　2・22　抽出単位の決定

　どんなものを抽出単位に選ぶかの問題で最もそぼくな解答は，調査単位をそのままこれに当て

ることである。もしこうするならば，後に，ある語め母集団における使用度数の推定などの際，

取扱いが簡単で済む。しかし実際の問題として老える時，この方法は到底行えるものではない。

一雑誌一年分の本文をすべて調査単位に向切って通し番号を打たなければならないのである。

ゆえに語の何らかの集りを抜く方法を考えるべきである。われわれに最も能率的な方法は，語の

集りを抜き：取り，その集りの中の調査単位を残らず調べるという方法であろう。ではその集りが

どういう性格を持てばよかろうか。

　　　エ。ランダム抽出が容易に行えるような単位であること。（つまり幽幽のための台帳が楽

　　　　に作れればよい。）

　　　2。その集りの間では，そこに含まれる語の種類がなるべく似通うような，また集りの内

　　　　部では，色々の語がi現われるような単位であること。

　　　3。これらの二条件を満たすもののうちでは，大きさがなるべく小さいこと。

さて頭に浮かぶ候補には二段ペー・ジ記事の一まとまり　号などあるが，上の竃条件に

照らした結果，ページを抽出単位とすることに決めた。

　2・23　詑嘉の部類分け（層別法）

　記事を部類分けして置くことは，様々の点で便利だし，また必要でもある。：方針としては①

婦入難誌特有の内容を持つi稀己用事　②一般霞勺に雑誌として持つ読物・解説・評論の類　③小

説④その他　に大別し，その中を更に細分した。すなわちr主婦親友舌一月号の目次に　魚心

口絵　特別記事と興昧読物記事　特集と最薪の実用記事評判の傑作小説　とあるのを手掛りと

したのである。これは編集者の意識をかなり端的に反映するものと思うが，更にわれわれの調査

の立場を考え，また同誌の十二月号に載った，「実用記事と附録の分類総中次」の分類目をも参

照して，記事二三をひとまず次の通り定めた。

　　A麿　1エ特別読物

　　　　　12　娯楽読物

　　β摺　2エ衣生活記事（和洋裁・編物・乎芸・洗濯・保存法など）

　　　　　22食生活記事（献立・料理海・菓子や飲物の作り方など）
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　　　　　飽　住生活記事（家の設計・建築。論房暖蕩など）

　　　　　24家計経済記事（利殖・増収・副業が金融機闘の利用法など）

　　　　　2δ教育記事

　　　　　26　衛生認事（保健・療養・育児など）　　　　　　　　　　　　　　・　　　　∵・

　　　　　27　　お稽一霞’事聲己事

　　　　　28　美容記事

　　　　　29　法律記事

　　　　　20雑（作法・エチケットに蘭する記事　家庭園芸　身上相談　スポーツの方法　な

　　　　　　ど，上の分類にはいらない実用記事）

　　C層　3◎小説（写Pt　＝ント・写真小説・彩色さし絵入り小説なども，「口絵に入れずここに

　　　　　　入れる。r作者のことば」をも含む。）

　　D層　42　口絵・漫画（巻頭の「豪華目絵」に並んでいても，B燭・C層に分類し得るもの

　　　　　　はそちらに入れる。）

　　　　　41その弛（読者文芸・読者だより・編集後記，その他上の分類のどこにもはいらな

　　　　　　いもの。ただし絵を主とするものは42に入れた）。

　ちなみに先の十二月号「総自次」とわれわれの旧事三層とを対照すれば1

　　　　　　　　総　目　次　　　　　　　　　　　　われわれの記事：別

　　　　　　洋裁・編物・手芸　　　　　　　　　衣生活

　　　　　　料理　　　　　　　　　　　　食生活

　　　　　　家事・経済　　　　　　　　　　　　雑　家計経済

　　　　　　住宅　　’　　　　　　　　　　　　住生活

　　　　　　医療・育児　　　　　　　　　　　衛生

　　　　　　美…容：。作法・お稽古　　　　　　　　　　　　美容　　雑　　お稽古事

　　　　　　教育・法律　　　　　　　　　　　　教育　法律

　『主婦之友』について立てた以上の記事別層は，後に『婦入生活』実用記纂を調べる場合にも

準用した。ただし前考の29に上る記事が後者ではきわめて少なかったので，これは雑の部に合

；わぜて，次のように分けた。
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　さて以上の記事別層は，標本が様々の種類の記事から構成されるようにと考えて設けたもので

ある。しかし，標本抽出の段階でなく分析の段階に至ると，これは細かく分かれ過ぎている。た

とえば，ある二つの層を比較する時，その大きさが十分でないために　統計的に危険率の低い判

断　がしがたいような事が，まま趨る。また資料の整理に要する費用も，結果の精度に比べて割

高となる。そこで，これらの二つの点を考えて，なるべく性格の近い層は合併した。その結果，

：分析に用いる層は次の通りにi整理した。

　　　　実　用　記　事

　衣　　生　　活

　食　　生　　活

　家計経済

　衛生美容
　雑

記　別　読　物

妬　　　　　説

そ　　の　　他

21

22

24

26，　28

23，　25，　27，　29，　2e

11

30

エ2，41，42

91

92

94

96，　98

93，　95，　97，　90

　なお，このような層を設けるまでの手続きについては，§2・24を参照の事。

　2・24品目frame）の設定

　標本抽出を遠くしかも正確に行うには，適当な枠濁がなければならない。さて，われわれの

調査にすぐ役立つ出来合いの枠は，もちろん見当らない。そこで，次のようにして薪たに作っ

た。

　実際の仕事の手順としては，これより先，雑誌の延べ語数を推定するために毅組別に月とペー

ジとを記録したリストを作って置いた。この時，一月号の最初のページから始めて，すべてのべ

・・ジを本文と本文外とに分けて記入洩れ1も重複もないことが確かめてあるから，本：文の範囲は分

っている。この範囲について，それぞれの記事を部類分けし，三時にそれらの記事が何月号の第

何ページから第二ページにわたるかも寵録した。その上で部類の立て方および層への分類が適切

でないと思うものを修正した。更に記録の正確を期して，雑誌一冊ごとに，また記事別ごとに

　　　　（記録された記事のページ数の釈）一（同ページに二種以上の記事があるため霊複して数

　　　　　えたペー一t“の数）　：（本文のぺP一ジ数の和）

となるか否かを検査した。次にこれを清書して「詑事別台帳」を作り上げた。これは次の項目を

、備えている：一一一雑誌の月　記事番号題名　筆者記事の始まるページ　その記事のぺ・・ジ

数　その龍事の終りのページまでの累力目ページ数　備考。この累加ページ数が，後に標本抽出の

際利用される。

　2・25　雑誌に使われた延べ語数の推定

注　「枠（frame）とは，調査対象（universe）を形作るところの抽出単位をi氾載したものである」（W．

　E．DE！sltsTG：Somae　Theory　of　Sampling，1950，p．27）。すなわち抽出という操作の基礎として使われ

　る抽繊単位の名簿とか地図とかカードファ・fルの類をいう。
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　われわれの調査では，母集録の大きさデすなわち母二二を構成する調査単位の数が：分っていな

い。：更に言い換えれば，調査対i象となった雑誌一箇年分に使われた麺べ語数が．あらかじめ分っ

てはいないのである。ページ数については剥合簡単に正確な数がつかめるが，それにしてもエペ

ージに含まれる調査単位数はきわめてまちまちである。調査の設計のためには，少なくとも母二

三の大きさの見当ぐらい，ついていなくてはならない。そこで延べ語数を推定することにした。

　（1）　『主婦之友』の場合

　時間的には，この調査の開始と共に『主婦之友』昭漁25年本誌12冊の本文に使われる延べ

語数の推定にかかった。この時はまだその年の十二月号が発売されていなかった。こういう事情

にあったので，推定を行うにも色々の制約を受けた。まず，その時までに入手してある11冊に

よって，未発売の十二月号を含めた～年忌を推さなければならない。次に，記事の部類分けは，

十二月号を得てから施した方が経済的に思われたこともあり，この推定では段組別層だけを用い

よう；更に，推定の：方式は，われわれが皆，抽出理論の「しろうと」だから，なるべくはモデルとな

る先例のあるものがよい；こうして次の要領で，層別した二慶抜き法（stratified　sub－samp1圭ng）

を擦ることにした。すなわち

　　第一次抽出単位：雑誌という形態を考えて，号をこれに当てる。

　　第二次抽出単位：同じ理由とカード採集の際の便宜とから，ペー一t“。

　　調査単位：國語研究所資料集2r語彙調査一現代二二語の一例』（昭27）に報告さ

　　　　　　　　　れた句切り方で切り出される語の単位。

第一次単位の抽出数は，その時までに既刊の二二全部である。言い換えれば，一年分12冊の

うちから11冊を抜いたと見なして，二度抜き法を用いた竜のと考えるのである。

　三組別層の定義や推定の式は雀略して，結果を述べれば，調査単位総数の推定値は993365語

で，その精度は（標準誤差の意腺で）1．6％である。　（なおこのほかに三組別層ごとのべ・・ジ当

り平均語数も出してあるが，今は雀く。）この推定によって，一箇年に使われる麺べ語数は（助

詞・助動詞を除いて）おおよそ百万語であることが分った。

　（li）　『婦入生活』の場合

　『婦入生活』紹和25年目本誌12冊の本文に使われた延べ語数を推定した時には，前索より予

備知識が蟄密になっているなど，条件がよくなったので，層別法にしても始めから記事別と段遠

別どをかみ合わせて使い，一度抜き法によった（stratified　one－stage　sampling）。　今農は

　　抽出単位：ページ、

　　調査単位：§2・21に規定されたα嶺位

である。

　ここでも麟の定義や推定に用いた式は雀略して，結果だけを述べる。ついでに『主婦之友』に

ついての推定値をも添えよう（cf．第ユ2表）。

　（痙）　延べ語数とぺ・・ジ旧り平均とによる岡雑誌の比較

　第エ2表を見渡してr主婦之友』とr記入生活』とがかなり違う値を示すものにつき州冒しよ

う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一29一
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第エ2表　雑誌の麺べ語数・ペーージ当り平均語数

　　　　（昭職25年　・一一月号～十二月号）

記　事　別　層

衣
食
住
家
数
衛
お

　
　
経

生
生
生

穣　　古

雑

活
活
済
育
生
事
容

a　　単　　位　　数 ページ当畔均編入蠕
主同友沸響町蜘口回陣姓群言圏・％・

9　45eo

6　17eo

　gtt・ee

4　t）300

1　640e

3　4700

1　55eD

2　1500

3　3400

11　0619

6　2379

　23eo

　96K4

　6965
6　0537

1　6655

4　0096

2　5264

260

376

350

354

298

369

191

32・　7

399

262．　8

346．　6

92．e

301．7

290．　2

336．　3

187．1

？“8g．　5

271．　7

尊宅記事〔
そ の 副

33　3ec－o　1　33　4一’cog

56　5000　／　Ac6　697’o’

2．2

2．　4

1C．9

12．｛

IL　4

L7
7．8

4．4

4・．5

1．2

2．6

全　　体　8978・・1　・…4・　　　　｝・・6
　注　『霊鳥之友』の数寧には大小があるが，大きな字で表わした部分が有効数字である。先に述べた

　　通り『主婦之友』の推定の際は記事別が間に合わなかったので，ここに掲げた数値は，段麹別ぺ一

　　ジ当り平均と各層のペーージ数とをもとにして算定した。かつ『主婦之友』の調査単位はα単億でな

　　かったから，これに換算した。これらのため膚効数字の数が搾ったのである。

　　　まず衣生活記事で，後者が前考より1．5万α単位ほど多いのは，前者にほとんどない和裁の記

　　事を含むゆえであろう。次に美容盛事を見ると，硬単位数では後者が前者の約こ倍ありながら，

　　平均では前者よりかなり少ない（なおページ数は，前者65，後者139）。すなわち『婦人生活』

　　の方は髪型を示す図など図が多いのである。また住生活記事についても同じ事が卜える。r主婦

　　之友讃よりは，見て楽しむ要素が力隊されているとも言えよう。美容記事にr婦入生活』がr主

　　婦速記』よりもはるかに紙幅を割く一一方，住生活記事で後者に多い資金調達法を全く欠き，また

　　家計や教膏に蘭する記事の少ない点は，『婦入生活』編集長田中定雄氏の次の言葉を数値で裏づ

　　けたものと考えられる。「読者層の年齢はr主婦之友』の一つ前をねらっている。」（cf．§2・11）。

　　そしてまた衛生に関して『婦入生活』が『主婦之友爵より分量の多い部分も，若い女性陶記事が

　　占めていると認めてよかろう。

　　　延べ語数推定の副産物として得られたこれらの事柄は，結果の分析に何らかの形で寄与する予

　　備知識となるであろう。

、　2・26　標本の抽出

dl　　標本を抽出する，すなわちカードの採集箇断を決定するには，われわれの場合はまず調査力の

　　上限を考えなければならない。一調査単位につき一二の採集カードを作るとして，われわれのス

　　クッフが一年闇にこなせるカードの分量は，高々20万枚目見穫られた。従って標本の大きさも

　　20万放以下であることが望ましい。かつその程度の大きさで精度の方も余り落したくはない。

　　また標本の大きさが決まっても，それを各記事別層にどう割り当てるかの問題がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　30　一一
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　（1）　『主婦之友』の採集箇所の決定

　一年に操作可能のカード量を考えた上で，『主婦之友護からエ6万枚ぐらい採集することとし

た。前項（1）の推定結果により・母集団の大きさは1◎0万単位と見なせるから，抽出比は4／25

である。（ただし採藥に着手した時は薩単位で句切ったので，カ…ドの実数は16万より少なく

なったが，母集団の大きさもほぼ同じ割合で減るため，抽出比は相変らず岡じと見てよい。）

　次に各記事別層にの割当てであるが，16万枚を，母集団でそれぞれの層の羅べ語数が全体に対

して占める割合に応じて比例配分した。その結果得られる数値は，各層に割り振られたカード枚

数である。ところで抽毘単位は，§2・22に述べた通り，ページである。ゆえに割当てカード枚

数をページ数に換算しなければならない。これは次の方法で出来る。先に冠べ語数を推定した

時，段組別ごとにページ当り平均語数も推定してある。また「記事別台帳」（cf．§2・24）によ

って，ある記事別層がどんな毅組の何ページから成るかが分る。これらに基づいてその詑事別層

のページ当り平：均語数が算出され，従ってカード放数をページ数に換算することが出来る。鍔際

に抽出したページ数は第13表に掲げてある。（なおこれは§8・3で再び取り上げる事だが，比

例割当法を用いるにしても，正確な値のとらえ得るページ数に直接よらず，推定値しか知り得な

い調査単位数によったのは，すこぶる不手際であった。そのため集計に当っては§2・52に菟

るように考え方を変えている。）

　ぎて各騒にの割当てページ数が決まったので，最後に「記事別台帳」を使って所定の数だけの

ページを等闘隔抽帰した。

　　　　　第エ3表　標本：に抽目したページi数　　　　　　　（ll）　『婦入生活圏の採集箇所

履
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　　の決定

　r婦警生活9から標本を抜いた

方針も，（1）と同様である。ただ

し今度は範囲を実用記事に限っ

て，α単位のほかに助詞・助動詞

をも調べることになった。標本の

大きさは夕採集カードで前事5

万，後者1万を予定した。

　まず前者については，『主婦之

友誰の場合と1司様にして一事一層

にの割当てカ・・ド野臥を決め，

次いで§2・25の第エ2表に掲

げたページ当り平均でこれを割っ

て抽出ページ数を求め，その数だ

けランダムにページを抜いた。

　爾雑誌で標本に割り当てられた

ページ数は，右の表の通りであ



　　　　　　　　　　　　　　　　g　2．・2

る。

　次に助詞・助動詞のための抽出では，1万語の大きさの擦本が形作られると思われるページ数

（実際には46ページ）だけ，薩単位の調査に抜いてあるページから重ね抜き（double　samplin9）

した。標本が余り大きくない事と助詞・助動詞の性絡とからして，実用記事内部の贋別はさほど

著しい効果を示さなかろう。そこで183ページから直接ランダムに46ページを抽出したa

　（匿）　標本の妥当性を確かめる二三
　　　　　　　　　　　　　　　　　第！4褒標本の妥当性の検定（その一）
　　の検定

　以kの通りにして抜かれた標本は，

（今“単位の標本について言えば）記

事別層ごとに母集団の延べ語数に比例

するように設計されている。しかし月

別の方にも片寄りがないだろうか。

（もし使われる下葉が季節によって大

きく動くとすれば，抜かれたページが

ある丹に集中している場合，結論の精

慶が落ちてしまう。）ページの月につ

いての分布は第14表の通り、であっ

た。この表に基づいてカイニ乗検定を

すれば，　どちらの雑誌でもPr＞．99

だから，標本は各月に溝遍ないものと

　　　　。主婦之友　婦入生活
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見られる。次に各二才別層のページ数との闇はどうか。集計の際の網取によってまとめてある第

15表からすれば，r主婦之友』の記事全体ではPr＞．99，実用記事では爾雑誌ともPr＞．975と

　　　　　　　　　　第15表標本の妥当性の検定（その二）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g2・2

なり，これまたページがどの層かに集中して採られたとは考えられない。従ってわれわれのa単

位についての標本は，これらの観点からは妥当なものと言えよう。

　次に助詞・助動詞の標本を，同じ立場から検討しよう。助詞・助動詞は『婦入生活』　（の実用

配事）だけで調べる。詑事別層（第16表）についてカイニ乗検定すれば，Pr＞・95；月別の方

（第17褒）はPr＞．75である。いずれにしても，きわ立った片寄りが認められない。従って

この限りでは妥当な概念だと書えよ5。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第17表標本の妥当性の検定
　　　第エ6表＼標本の妥当性の検定　　　　　　　　　　　　　　　　　（その四）
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　（穫）　この標本から期待される精度

　われわれの場合，設計に必要な予備知識を与えてくれるような先行の調査は，何もなかった。

従来行われた語藁調査で，三度まで考えに入れた例を聞かない。この調査でも，標本抽編に先立

って結果の糖度を指定することはしなかった。それは一つには，世論調査などとは違い，反応の

可能性が104程度もあるからでもあった。

　しかしながら，設計の過程で精度の問題を忘れたことはなかった。われわれは次の考え方を執

った。今問題なのは，任意の語の母集団における相対使用度数Pを推すことである。巽際には

先に述べた二二をし，また§2」52に述べる推定法を採るのだが，仮に，この延べN語の母集団

から，願別もせずに％語から成る標本を直接に抜いたとしよう。この時Pの推定量は延べn語の

穰本におけるその語の相対度数である。この推定量の分散をV．。，tで表わし，調査の実際の推定

量の分散をV、t，で表わせば，雨者の問に　V，、。、＞V，t，の開係が認められる。そこで精度の見

当をつけるには，計算の簡単なVl．、、t、を用いればよい。さてこのVral、の程度を見積るには，

・一…／府／P，画風注パNとして

　　　　　　　　　　　　　　Nee＝　一ili一一・一1　（＄一一1）

を使えばよい。注）　この式に一々数値を入れて計算するよりは，第2図のような計算図を描く方

注増山元三郎『推計学の話』昭24，32～34ページ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　33　一一一
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が，、rを色・姓こ動かした場合の考察に便

利である。　　　　　　　　　　　㌦、

　〔わき道ながち，この図の描き方を述

べて禮こう。X軸，　Y軸の目盛りX（ヅ），　30

Y（P）はそれぞれ

　　　X・副・9（÷斗A

　　　　Y（p＞fi1一一log（一P　一　1）＋B

　　　　　［A，βは．X（r），　y（P）を負数

　　　　　　にしないため加える常数1

である。層の方を表わす酋線は，グとP

との計算しやすい一組の値で決まる点

（X（r），Y（P））を通ってX軸と135。を

なす直線になる．従ってこの計算図は両

対数紙上にきわめて簡単之描くことが出

来る。）　　　　　　1

　われわれの場合抽出比の決定は，主と

して調べ得る標本の大きさからなされた

が，結果で予想される面心についても，

ここに述べた仕方で一往の見当はつけて

みた。標準誤差の意味の糖度が10％より

良いような語は，どのくらいより大きい

使用率Pを持つだろうか。あるいは，エ0

％より良い精度で推定出来るような語の

数は・どのくらいあろうか．（ただしこの
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われの得た見当は次の通りである。
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　　　　　　　実用記事で

　　　　　　　衣生活記事で
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2・3　採 集

　2・31　カード採i簗のための準備

　標本抽出が終ると，「採集箇所の表」がまとめられる。これには次の体裁を備えるものを作っ

た。

『主婦継母』の場合 『導入生活』の場合

B粒

番号

29001

28り02

2ぎ005

280e6

　　（13）

月　　べ・…ジ

ー　175
曜　　2．5

九　　95

†　　理

B法

番号

29001

290e2

蜘5
29006

　（6）

月　ページ

十　　189

す　194

十　2e9

十　　219

　　粧

番讐

98e1

9802

9幽5・

9806

月

四
・

（26）

ぺ酌ジ

　13

179

1盛o

i5．5

この衷の「番号」とは，後々の作業の便を考えて，標本に抜かれた各ページにつけたものであ

り，r主婦之友』では五桁の数宇が，　r樽入生活』では四桁の数字が与えてある。その初めの二

搦は記事別層の分類番号であるが，第一桁が1ないし4であるか9であるかによって雑誌をも識

別出来る。次の豊桁あるいは二桁はその層内での通し番号である。またr馬入生活蓋で，この標

本番号にアステリスク（’iL印）のついているページは，助tw　・助動詞のカ一一ドをも採るべきペー

ジである。

　さてこれらのページに使ってある語をカ・・ドに採るに当っては，われわれが「ぬきばり（抜き

貼り）jと呼ぶものをまず作った。rぬきばり」とは，採集することに決まった箇所を雑誌から

「抜き」取って，一箇所ごとV＝一一枚の台紙に「はり」つけ，標本番号とかその他作業の進行に必要

な事柄を書き込んだものである。そしてこの「ぬきばり」作成は，調査の能率を高めるものと思

われる。

　すなわち雑誌の形態のままでin　一一ド採集にかかったならば，採集入員はすこぶる限られてしま

う。そこで上述の「ぬきばり」を使えば，第一に，少ない部数の雑誌（高々二冊）で同時に多人

数の採集者が働き得る。また第二に，採集箇所を検する必要が生じた時，雑誌のままを繰るより

もはるかに速い。第三に，採集の際底本がいたむのを防ぐ点でも，台紙のあるrぬきばり」を使

った：方がよい。第四に，採集者に対するそのページに特有の指図が台紙に書き入れられて，便利

である。この事は正：確なカP・ドを採らせる上で相当の効果をあげたと思う。

　次に作業手引書を作らなければならない。相当数の調査補助審を使って調査を進める時には，

作業の質が…定の水準を保つようにその規準を設けて管理することが，特に必要である。このた

めに1・ll　：つの考慮が払われた。その一つは，なるべく単純な作業で済みかつ採集考個入の判断を

入れる余地の少な㌧ような作業乎引書を作ることであり，他の．一・つは採集済カーードの検査を通し
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て言わば「品質管理」をすることである。（後者については§2・33に述べる。）作業手引書の

内容は，）b　一ド採藥作業に『主婦之友』では手書き方式を用い，『羽入生活善ではリプリント方

式（cf．§2・32）を試みたので，具体的な条々はかなり違うが，どちらの場合も

　　　　カード採集の際の一一般的注意

　　　　所定のカー・ドの様式の解説

　　　　カードに記載すべき事柄の指示

　　　　記載事典の書き入れ方

を示し，プリントして採隼閉略二渡した。

　なお準備の段階には，リプリント方式の場合，もう一つの作業が加えられる。それは叙述の便

宜上次の項に述べる。

　2・32　カードの採り芳

（1）　塗主婦之友』の場合

　指定した記載項冒は次の五つである。

　　　エ。見寓し語一一採集されるべき語（助詞・助動詞のついている時は，それもっけて掲

　　　　　　　　　　　げる。）

　　　2。　用　例

　　　3。出　所

　　　4。備　考一一一見田し語が躍有名詞か謡講かの時，注記する。注記すべき箇所は指定

　　　　　　　　　　　する。

　　　5。備　考ニー見臨し語が表題，絵や写真の説朋の部分，図の中に使われている時，

　　　　　　　　　　　注記する。注記すべき箇所は指定する。

こうして，たとえば第3図のようなカー一　9が作られた。

　見出し語の認め方はこの作業で特

に霊大である。従って「ぬきばり」

にあらかじめ句切りを入れてから採

集者に渡した。これに引き替えて用

例の方は，手書き方式による以上，

こうした指定が出来ない。そこで手

引書に次の規定を設けて採集者注）

の判断にゆだねた。

　　　　原則として，揖定された単

　　　位を含む一つの文（。から。

　　　まで）を書く。偉しその文が

臥鋤）　i　　　　　　　　　　　　11　140

　　　日i歓げで　　　　　　　・／s
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　　　；
　　　iしかし、講和というもの（2。アメリカとヨ本だげで

　　　滋あぶもので｛3あ幅せん．
　　　il

　　　Ll－Lp－sLL・L一’：・z｛J7if　i

　　　　　　　　　　　　　点線は赤線

第3図　採集カードの様式と配入例

　　　（『主婦之友露の場合）

約60字以上にわたるものは，年層し語の意味が不明瞭にならない限り，その見出し語に

注　採集者には専門学校・額制大学の国交科の学生を使った。
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　　　関係のうすい部分を省略してもよい。……また，見出し語が接続詞・代名詞の類である場

　　　合は，。から。までの範囲に限らず，関係の部分を書く．。

こういう仕方で用例を引かせるのは，決してよい方法ではない。それに他の点でも色々改めた：方

がよい事があったので，『婦警生活』の場合には，手書き方式を廃して，リプリント方式を用い

た。

　（亙）　『婦入生活』の場合

　ここにリプリント方式と言うのは，ある一一xVとまりの文脈があらかじめ印刷してあるカードを

与え，採集者のする事は採るべき語を丸で囲み，二三の簡単な事柄を書き込むだけで済むように

計画された採集法である。このような採集用カードを用意するには，まず「ぬきばり」について

どこからどこまでを一跨のカードに収めるかの割附けをしなくてはならない。われわれの使うカ

ードの大きさ（図書カー・ドのスタンダード謡サイズ）からすれば，一枚に約二洋字の文章を引く

ことが撮来る。この収容宇数の上限と文脈とを考慮して，上記の割附けをした。次いでこの指定

に従って，謄写印捌によって採集用カードを作った。再びこのカードに見評し語のための句切り

を加え，場合によっては採集上の揖示を添えて，採集者に渡した。この場合のカードの様式およ

び罷入例は，第4図の通りである。
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　　　　　　　　　　　第4図　採集カードの様式と記入例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（蜜婦人生活』の場合）

この場合採集者がなすべき事は，次の五つである。

　　i　用例中の採集すべき語を丸で囲む。

　　ii　丸で囲んだ語を見帯し語欄に書く6

　　iiiその語が（1）の場合の4。か5。かに当る時は，所定の欄にvを入れる。

　　iv　カ・・ドの番号を左すみの欄に書き込む。一カードの番号とは，用例文を同じくする
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　　　一組のin　一ドのうち，何番目の語を見出し語にして採ったカーードかを示す番号である。

　助詞・助動詞の採集用か一ドは，上記のものををのまま用い，方法も上に準じた。すなわち，

見出し語とすべき助詞・助動詞に印をつけたものを採集者に渡した。この場合，’採集砦のなすべ

きことは，三島のiおよびiiである。

　2・33　採集カードの質の管理

　語彙調査はたとい抽出調査であろうとも，短期闇に多くのカードをこなす必要がある。ここで

考えるべき’は，正確な採集カーードを速く得ることである。今までのように採集作業が終ってから

検査して一枚一枚の誤りを正すだけなら，これに費した労力の割には利益が少ない。そういう補

正は済んだ作業にこそ有効であれ，それがら先の行動に対してはさほど実り多い指針を与えない

のである。採集上の欠陥は早く発見して，進行中の作業の障害を未然に防がなければならない。

従ってわれわれの作業には，品質管理の考え方が導入される。

詠ういう管理は，もちろん採集についてだけでなく作業の各段階について行われるべきであ

る。しかし特に採集の段階について厳しく実施しだのは，次の理詣による。

　　　i。カード採集がこの調査全体で最も根本的な作業であること。

従って以後の作業で疑問を生じた時いつも，採集カードに立返るととによッ℃チェッグ出来るよ

うにして麗かなくてはならない。しかも手書き方式の時はことに記載すべき事栃が複雑である。

ゆえにこの根本資料に疑義が存するようであってはならない。記載の間違いは全数検査を施して

直すが，それにしても始めから質のよいカードを作らせる方が先決問題である。

　　　2。採集者には，予算・設備の関係で所外の学生アルバイクを使うほかなく，十分な訓練

　　　　の与えがたい阜と。

所内の調査補助者であれば，訓練の機会も多く，また作業上の疑問についてもすぐ適当に指示を

することが繊来る。しかし所内で使える入数には限りがあり，採集という絹当の仕事量を彼らに

振り当てるのは（広義の）能率上得策でない。一こういう事情でわれわれは採集カードの統計

的管理にはいった。

　採集カードの質は，採集者が要求通りのカ・一一　F’を作ったか否かの定性的な検査によって管理さ

れる。まずr主婦之友』のか一ドの採集開始直後に，出来て来たカードを調査目標と照らした上

で，許し得ない欠陥（def㏄t）の定義を下した。このような不適格が一枚のカードに一箇所でも

見出だされれば・それは不良カードである。こうした規格に零り110t（仕切）にある不良力…

ド品数，あるいは比率に直して不良率を求め，その値を使って管理図を描いた。　（なお，この場

合，採集済カードは全部調査するのだから，管理を受ける対象は，出来上ったカードというよ

り，カードを作る採集者の能力と考えるべきである。）検査記録であるチェック＝シートとか管

理図とかから分った採集者の傾向的な欠点は，早速採集者に伝えて，以後同じ欠陥をもつカード

を沢山作らないように警告した。この章の始めに幽した第1図で「採集力・・ドの質の管理」から

「カード採集者の訓練」に向う矢印は，この：事を意味する。．

　さて具体的な管理法は，r主婦之友』の場合と『婦入生活』の場合とで採集方式が異なるから，

当然潅って来る。ガ主婦之友』の場合は，雑誌の1ページを1ロッ5として3σ法を採絹した。
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管理の隣始に当って，各採集者からランダムに取った26ロットを：先に定義した規格で検査し七，

一往の管理水準を決めた。すなわちこの26nッ5の平均不良率をづ％，平均カーード枚数を秀枚

とすれば，管理限界は

　　　　　　　　　　　　　　　うゴ＝3へ／」5（100－P）／ヲを

である。ただしあるロットの枚数κが死と2◎％以上異なる時は，上式で死の代りに％を胤・て

限界を定める。こうして描かれた縄入別の管理図と検査記録「不適格箇所の紀録表」とを合わせ

見て採集者の個癖や不注意やを直す事に努めた結果，管理水準は3（）．　2％±7．7％からエ5。1％

±6．0％までに，三箇月ばかりで高めることが出来た。

　しかし後の水準も決して溝足すべきものではない。不良率の大きい原因の一つは，カードに記

載する事の分量が多く，ことに用例を転写する際の闇違いが多い事である。そこで採集カードの

質を向上させるには別の採集法を用いるべきであるという結論に達し，『婦入生活』の場合には

リプリント方式によることになった。採集方式の改良につれて管理法も改められる。今度の採集

に当っては，前回の採集者のうち，正確さを含めて能率のよかった者を選んだ。この人々につぎ

前回の「不適格箇所の記録表」から，リプリント：方式でも犯したであろう聞違いを調べて，平均

不良率として2・7％を得た。このように低い不良率に前回通りの3σ法を適用したのでは，よ

い管理が出来ない（何となればロットの大きさを十分に多くして検出力の強化を計ることが，今

の場合無意味だから）。そこでポアソン分布の部分和を利用する方法に切り換えた。その方針を

要約すれば：平均不良率がρならば，適当に大きさを定めたサンプルに予期される不良枚数は

npである。この場合㏄％以下の危険率で許し得る最大不良枚数を1（a）とすれば，この1はイ

ギリス規格B．S．600R：エ942の第22図から求められる。そこで管理の対象たる変量Xを次の

ように選ぶ。

　　　　X＝（7’一　nP）加ρ　〔ただしプは検出した不良枚数）

ところで管理限界は1（a）／mpで表わされる。　　　検麓・　　　　　　　　　魏7突陥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲，饗撃字形の誤ウ
ゆえ，にわれわれは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0数猟，蝦脱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　’　　tif　＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロハ　　　　　　　　コ　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　しゴコしびれ以後の管理海こついては陸婦之友』の場・　　　　　　し∫、…

消え，るようにこC夫した。　　　　　　　　　　　一！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し。曲二三ゑを三看皆啓ヨララ三　∫’垂歪蓋蓋歪圭番爵忌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム式e八yL　EW五汽二三面五　　　tN　OLO－SsmA武k

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　象　八　2・4　i整　　　理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒÷　　二　二　　　ん　　ん　蓉

　採集カードは，すべてを採り終えてから，　　　　第5図　採集者別管理図の一例
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まず五十音順に排列する。その結果に基づいて（後述の）集計カードや貸借カードが作られ，更

に細力rい整理が進められる。この段階は，後述する語彙蓑の作成・集計とからみ合う作業が多い

が，便宜上切り離して別々に詑述しよう。

　2。41　カードの五十書順排列法

　整理に当っては，すべてのPtT　一一ドを一定の順序に排列する必要がある。特殊な目的をもつ排列

（たとえば使用度数順）は別として，一般には次に述べる挑列法を用いた。これをこの報告書では

r五十音順排列法」と呼んで置く。なおこの排列法は，集計カードや語彙表の見撮しの排列にも適

用した。注）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　エ。かなで現代かなつかいを用いて書く場合の形について序列を定める。

　　　　　ただし，外来音を写す場合，商品名を含む固有名詞を表記する場合のかなづかいに慣

　　　　用のあるものは，慣用の形による。またローマ字や特殊の符号は，かなに書き改めない

　　　　で，その形のままとする。

　　　2。語頭がかなであるもの，ローマ字であるもの，符号であるものは，それぞれ一類とし

　　　　て，この順序に並べる。

　　　3。第一字（および字に当る符号）から順に順序を決める。

　　　　　かなについては五十音順とし，〈ン〉はワ行の次に澄く。ローマ字はアルファベット

　　　　順とする。符号・は特に順序を定めることをしない　（これでも作業上の：支障は来たさな

　　　　い。）

　　　4。轡形のかな，同音のかな（および符号）は，順序に関して区別しない。

　　　　　ただし，字数が同じである場合，以下に掲げるものは，次の順序による。

量）

五）

iii）

圭v）

v）

　不一・〉，

vi）

　＜ワ

　〈エ〉→〈エ〉，

ニヨの例をあげれば，

　　蓋（フ；タ）　　札（フグ）　　豚（ブタ）

　　五月（サツキ）　　殺気（サツキ）

　　利用（リヨウ）　　寮（リョウ）

清音→濁音→半濁音

くツ＞e促音のくッ〉

〈キヤ〉→〈キャ〉，〈チユ〉→〈チュ〉，〈リヨ〉→＜リat＞等

くウイ〉→〈ウィ〉，〈チエ〉→＜チm＞等

くアア〉→〈アー〉，〈キイ〉→〈eF　一一〉，〈スウ〉→〈スー〉，1〈ネエ〉→＜

　　＜ホオ〉→〈ホー〉等

慣用のあるもののくワ　イ　ウ　エ　オ〉に発音するくハ　ヒ　フ　ヘ　ホ〉は，

　イ　ウ　エ　オ〉と区別しない（固有名詞の場合など）。またくイ〉→〈ヰ〉，

　　　　　　　〈オ〉→〈ヲ〉。

注緋列法は・並べられる語の表記をしばるものではない。従って「見出し形」の問題は，別に考える．
　（of．　g　3・21）．　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”一　4e　一一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g2・4

　　　　　　奇異　（キイ）　　　　key（キー）

　　　5。同音異義語の間では，区：別される限り次の順序をつける。

　　　　至）聯語→漢語→その他

　　　　iD　名詞→動詞→形容詞→副詞→連体詞→接続詞→感動詞

　　　　iii）人名→地名→その他の固有名詞→普通名詞

　2・42　採集カードの整理

　採集カー一　Fは，語の一々の実例であって，ある語が標本（具体的には「ぬきばり」画）に現わ

れた限りの度数だけの枚数がある。この放数を各語について勘定するために，雑誌別×配事別層

ごとに次の三群に分けて五十音順i撲列をした。

　　　1Q　2。と3。とを除いた全部

　　　2。　固有名詞（記名・地名・その他に三分した。）

　　　3。数を含む語一これは五十音順でなく，数値の序列を使った排列法によった。

　さてこの整理に先立って，Ut　￥位あどの部分について§3・41の誹列法を適用するかが問題

となる。そのほかにも幾つかの約束が必要である。おもなものをあげれば，

　　　le排列法が適用されるのは，§3・21に述べる「見出し形」についてである。

　　　2。動詞の連用形と同形の名詞は，名詞として扱う。ただし，〈おかきに（なる）〉，

　　　　〈（～を）調べに（行く）〉のたぐいは動詞として扱う。
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第6図　集計is　一ド様式と琵旧例
　　　　　　（『主婦之友』の場合）
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第7図集計il　・一ドの様式と記入例’

　　　　　　ぐr婦入生活ふの場舎）

　　　　　　　　　　　　　　一一一　41　一一一一

　2・43

　上のように排列し，整理された採集

カードからサマーJ一＝カードをまとめ

た。このカP・ドには，ある語について

作られた採集カードの枚数が記事別層

ごとに書き込まれ，その合計がしるさ

れる。そこでこのサマリー＝カー一一ドを

9集計カード」と名づけた。

3。接頭語くお　おん　おみ

　みご〉のついているもの

　は，それをはずした形につい

　て五十音順に癖列する。ただ

　しこれらをはずすと意殊が変

　り，または不明となるもの

　は，これらの接頭語をはずさ

　ない。

4。　漢字で書かれた語に爾形以

　上の読みがある場合は，個々

　の例について決める。

　　集計カードによるi整i理



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．g　2・・4

　（1）　集計カードの作成

　藥計カーF“の様式とその記入例とは，第6～7図に示す通りである。r主婦之友』とr婦人生

活』とで違う様式を用いたのは，両考作成の時期を異にし，急心『婦入生活』の場合に改良の気

持があったこと，他方，両者を山つの表にまとめる際に，様式の違う方が混乱を防ぎやすかろう

と考えたからである。

　集計カードの，枚数を書き込む欄の左上部にしるしてある数字その恵む各記事別層にかねて

与えて置いた番号・記号である（cf．§2・23）。この欄にそれぞれ数宇を埋める訳であるが，◎

tt ﾌ時は斜線を引いた。見出し欄には，§3・21に述べる形を書くほか，行の末に品詞などの注記

を入れた。『主婦之友語では，そのかたわらに意昧の注記も加えた。『婦人生活露では備考欄に，

標本に現われた限りの無記形を掲げた。（意昧の注記の大半は，これが代り得る。）

　（tl）　集計カードによる≧窮理

　集計カードを五十音順排列法によって整理すれば，標本に現われた語が（細謹・助動詞は別と

して）すべて並べられたことになる。われわれは，まずこの整理を加えた。その結果は「基礎度

数表」（cf．§2・61の1）の形にまとめた。ただし整理の際の記事別は，抽寓の際の屠の一壷を

合併したもの（cf．§2・23）を用いた。そのためi集計カードに，合併した層についての和を更に

書き加え．る作業があった。

　次に，雑誌ごと記事別ごとに，使用度数順に（厳密にに母集団使用率の推定値の大小順に）集

計カーードの並べ替えを行った。このような整理は16の種類について，たとえば『主婦之友』の

全記事，同じく特別読物，という風に，行われた。その結果は一種ごとに「度数分布原i表」（cf．

§2・61）と「使用率激語藁表」（cf．§2・62）とに書き入れた。

　2・44　別表用カードの整理

　採集カードの整理から集計カードの整理へと進んで，その結果が「基礎度数表」（cf。§2・61）

という形でまとめられる。これがわれわれの調査における，いわば主流の作業であるが，仕事が

この段階にまで及んだところで，別表作成のための作業，すなわち別製に掲げるべき要素（cf．

§2・22）の採集，整理という，別の流れの作業が，新たに加わることになる。この作業のため

に，われわれは，別の形式をもったカードを新たに用意して，これを「別表用カード」と名づけ

た。

　（D　別表用カードの作成

　別魚倉集計カードの様式と，その記入例とは，第8～10図に示す通りである。

　このカードは，『主婦之友』あるいは『婦入生活』の集計カードと比べると，次の二点が違っ

ているだけで，その他の扱いは，縁ぼ同様である。その一つは，r主婦之友』の場合とr婦入生

活』の場合とを，同時に一枚のカードに記入出来るようにしたこと，他の一つは，見幽し欄の記

入形式である。見出し欄の左右に，縦に二本の点線があるが，これによって別表に掲げるべき要

素と，それを附属させる要素とを区別するようになっている。〈お仕事〉〈大山さん〉という語

　（α単位）を例にとろう。前者では接頭的に用いちれたくお〉が，また，後者においては接尾的

に用いられたくざん〉が，それぞれ別表に掲げるべき要素である。それで，カ・・ドの記入にあた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　42　一一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g2・4

ウては，〈お〉は左側の点線の外に，〈さん〉は右側の点線の外にそれぞれ書き出し，残りの部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分すなわちく仕事〉，〈大山〉を，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中立のところに記入するのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第8図を見よ。ただし見出しの表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記は，他のカードにならって片かな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を画いた。以下も岡じ。）一つの語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（α単位）にし’つ以上の別表要素を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　含んでいる場合は次のような扱いを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。〈おとうさま〉＜お師匠さ

　　第8図別表用力・一’　i”の様式と記入例（その一）　　ん〉などの例のようにくお〉＜さ

ま〉〈さん〉をそれぞれ別々に整理するものに対しては，第9図のように・一つのa単位につ

き，二枚ずつの別置用カードを作った。

　匹ﾋiシニブト　　　　　；　　　　　　　仕事

8書や 々5ナ2

2ノ ，！

凝 鯉

曇
囮
壌
｛
＝
コ
舞
匹
コ
了
巨
コ
ニ
窩
卿
イ
4
／
　
　
C
8

紳 ’卿

幡秀＞

@P

痛［卿

@「
躍蝦ノ

Q
β質》 残弓

銘》　　○㈱

8計　　　／

2ノ

忽

卸

琿磁

〃棚　　　／

乃汁

〃

瑠

”

鋤「耀

残ヲ

第9図　別表用カードとその寵入例（その二）

　また，〈お化粧する〉＜お供なさ

る〉のようにくお～する〉＜お～なさ

る〉をそれぞれ一つの見出し形として

整理するものは，第10図に示したよ

うな形式で一枚のfU　・一ドにとった。

　さてこのth　一ドは，すべて基礎度数

表の記裁にしたがって記入する。すな

わち基礎穣鰍衷は，標本に現われた限
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第10図　別衷用カードの様式と記入例（その三）

　一　43　一一

魯



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g2・4

りの語（α単位）をすべて五十音順に並べて，r主婦三友』およびr婦入生淘のそれぞれの寵

事別ごとにその標本度数を示してある。この中から，別表に掲げるべき要素（cf・一§2・21）を含ん

だ語だけを拾い出して，その部分を一kva定しk．この指定縦・℃所定の方式ま鋤に・別表

用カードに見出しと記事別ごとの標本度数を記入していくのである。この結果，基礎度数表のす

べて（標本全体）から，五千放余りの別表用力ev－leを得ることになった。

　（且）　別表用カードの整理

　採藥済の別表用カードは，次の順序に従って整理をした。

）1

a
b
C
d

）2

全カードを次の四つの部類に分けた。

〈お　ご　み〉の類

くくん　さん　氏〉の類

くする　できる　なさる〉の旧

く円　歳　センチ〉の類

それぞれの部類ごとに，五十音順にならべた。aと。の部類に属する別表要素の中に

は，第二次，第三次の見出しをとるものもあるが，それも五十音順に並べることはもちろんであ

る。なお，一つの要素の中における用例の並べ方は，その接頭的もしくは接尾的要素をはずした

形で五十音順に並べた。

　3）上のように並べ終った結果を，蓑に写し取り，四つの部類から成る「基礎度数野郎…刻

をまとめた。この表は，別表にとりあげるべき要素で，標本にi現われた限りの見出し形と、その

標本使硝度数とを登録したものであり，かっこれに基づいて§3の五十音順別表の作成がなさ

れるべきものである。従ってこの表の体裁についても§2・61に述べたことと周様の考慮が払

われるべきであって，その体裁は基礎度数表における体裁と同様になるように努めた5

　2・45　鋤詞。勒動詞のカードの整理

　『婦人生活』の実用記事から得た助詞・助動詞のカ’一ドは9795枚であった。）b　一一ド…放は，

具体的な文の中で用いられた助詞または助動詞の実＆1　一・つにあたるから，助詞・助動詞の9795

例を得たことになる。

　この9795例の助詞・助動詞を，まず語によって分け，次に，それぞれを意昧用法に従って分

類した。

　語によって分けるというのは，語形の同じものは，意味が違っていても，職じ語と認め，これ

を一類としたことをいう。たとえば，〈菓京で暮す〉のくで〉は「場所」を表わし，＜メリクン

粉で作る〉のくで〉は「材料」を表わす，という違いがあるが，それは意昧の違いとして扱い，

語の違いとはしない。また，「意志」を表わすくう〉も「勧誘」を表わすくう〉も，同じ語とす

る。

　ただし，助詞は，機能上，八種に分類し，同じ語形でも，種類を異にするものは別丁として扱

うこととした。そうしたほうが、数を数える目的にふさわしいと考えられたからである。八種と

は次のとおりである。『

　　　　楕助詞　副助詞　係助詞　接続助詞　並立助詞　準体助詞　終助詞　聞投助詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁44一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g2・5

それゆえ，たとえば，格助詞の「が」と接続助詞の「が」とは，秘語として立ててある。

　次に，助動詞については，活用形の違いは回暦と見ないこともちろんであり，主として終凹形

を基：本形とした。たとえばくでしょう〉のくでしょ〉｛も，〈でした〉のくでし〉も，〈です〉の

用例として扱クた。ただ，〈ごとき　たる〉などのように，連体形で代表させたものもある。ま

た，Fそうだ」と「そうです」のようなものは，一語として扱った。これは「そう」の郡分に意

味の中心を置いて扱おうとしたためである。従って，「だ」と「です」とは，むろん別語として

ある。

　意味用法の分類の規準一数を数えるための台帳一一としたものは，國立国語研究所報告3

ジ現代語の助詞・助動詞一用法と案例一一』（以下，r報告3謹と略称）である。ただし，　r報

告3』に従っていない場合もいくらかはある。それは，r報告3』に漏れた用法や，検討の結

果，改訂の必要の認められるもの，また，細かく分けずに合併したほうがよいと考えられたもの

などである。一々については，§7　の助詞・助動詞の衷にr報告3Sの参照欄を設けて示す。

　なお，助動詞は，活用形別の慶数も調べることとした。

　このようにして，それぞれの語を，意味用法の違いによって分類し，§7の第1表・第2表の

　　　　　　　　　　　　　　矯ようにi排列i整理したわけである。

2・5　集 計

奪

　2・51　使用度数の勘定

　この調査の抽出単位がページであるため，標本抽出に先立って使用農数の総和に何万枚という

ような定数を予定すうことは出来ない。しかしこの総禾μは，カード採集の際の記録，あるいは採

集力・一一　13を検査した際の記録など　　　　　第ユ8表標本の大きさ

から，知り得るはずである。た

だ，われわれの場合，検査を終え

た後に調査単位の認め：方を変えた

ものがあったので，改めて度数の

総湘を確認する必要が起った。

　これには，、§2・61で述べる基

礎度数表をもとにして，標本度数

がヱのもの何語♪2のもの何語，…

と数えて表を作り，更に同じ度数

の書き込まれている集計カードの

；枚数と引き合わせた上で，その総

計を平定した。結果は第コ8表の

通りである。なお上述の引合せに

用いた表を「度数分布原表」と呼

んだ。（この表は後に§4・3の

言己　事　別
主婦之友櫨天生活

延べ語数騰な測延べ謝羅三

衣生活i・748833・3・72酬’・・51

食生潮　95681・… gro6g　1　e．07ts

家計経網・・52i・9・・レ・535i…

衛生難…946・い5・・い・3・2い・3・

その倒…131・5・弓…2 2776
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特別読物｝4　9419 1　3110

小 説127・2・い郷
楽
》
訟
、

　
｝

肖
．

蝶
お
至
注

tts’．’ww？g171．iF5｛opllli12slg　s6u

偉｝・45剛…75

s　2237 9866

　「延べ藷数　異なり語数」は次のように使われる：〈走れ，
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分析に利用された。）

　2‘52　使用率の推定

われわれは・抽騨位をページとす6・ma易IJ・した渡抜き法を用いゆ標本を取・た・標本に抜

かれ酪ペー一t“について測るべ9eま・・次の二つの糞である・　　　⑭

　　　　ξ：そのページにおけう特定の語の使用度数

　　　　η：そのページの延べ語数

（この場合．ξが助詞・助動詞を問題にしなければ，ηでもこれらは省かれる。もしまたξが助

認・助動詞について測られるならば，ηもこれらについてのみ数えられる。）

　さてここで，以下の叙述に必要な記号をまとめて置こう。　（塗お次の表で記号Sは，ある量を

第1厨から第R層まで加え合わせる’こと，つまり層について取った卸を意味する。またrtは第

6層の抽出三二（Mtfmt）である。）

　　　項　　　目　1　母　集　団　　　　標　　本

甕漏瓢数　匿s鋳
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　　推定は，もちろん，それぞれの語ごとになされる。今任意の語をとって話を進めよう。

　（1）　第づ圏での使用率の推定

早蒔での死期使用率架妥の推糧・して・次の式で臓す・Pt　sftw・。

　　（・）　　　　　　　ρ・避彩：一一岳

このPtは片寄りを持った推定量である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　46　一



　　　　　　　　　　　　　　　　　S2・5

　次にこの場合の信頼区闇は，どうなるだろうか。

　もし　2島＞Ytjならばジ（この条件は，われわれの調査のどの層にでも成り立っているが，）

あは，次のように書き換えられる。

瞭一貴・譲詐婆（1＋孚）｛・一応＋1銑謬一→

さてPtについての平均二乗誤i差

　　　M．　s．　E．　（p，）scE（p，　一一一p，）2＝　E1－lsls，一一一ISi，一・　）2

はy上の関係を用いて次の通り近似霞勺に表わせる。

　　　M隠（pt）＝＝E｛告（幻‘語一銑諸毒＋・一）ド

（・）　≒（妥・てE（》∂2＋麹鼻y・）2一・E（の囎艶Y・）｝

　　　　　　　　　　・　P・2｛V（xtXt2）＋一壷一2Co窯讐）｝

ところで

　　　　　　　　X，＝　M，X，，　Y，　＝＝　M，i71

（・）　V（・i）調睾肇寄・V（・t）雌糖畷・

　　　　　　　　　　　・・v（姻一概・聚・Co甕・η）

また実際上瓢一1≒Mtと見なせる注）から，これらの関係式を式2に入れて

（4） @一（ρ凝÷「意）｛餐＋釜一・C覧（舞η）｝

を得る。さてこの値を標本値から推定しよう。それにはまず式3の推定壷を作る。

　　　　　　　瓦～五寵藷f
　　　　　　　　　　mi

　　　　　　　蔦～一罪＝ず‘
　　　　　　　　　　mt

（・）　嬉㌃1・・画・♂ただし・・～鉱と、毒（麟）・

　　　　　　　婚㌃婦耀ただし昨読斧、警（y・」　一　tr・）！’

・・v細一山1・・噛）≒・・v・㈲

　　　　　　　　　　ただ…v・（e・・）㍉渥饗鰍・・）（晒・）

式1および5を式4に代入して，

　注陸婦之友』瞬人生活』の記翻囎13飼のうち，叢小のMe　1＊　32ページ，こオ確除けぽ皆i60

　　ぺ・・ジ以上である（cf・§2・26の墨の第15表）。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　．；・：1

（・）＿聯（P£）一あ毒「㍍｛筆＋躯2cρ轟のL

　以上の考察の結果，次の事が言える。

　　　　信頼脚のもとにPiを推定す臣に1よ試1と式6とに基づいて

　　　　　　　あ士（k．十1）～／M．S。　E．（Pi）

　　　を算贈れば・い．…こ・…k・・は，僻積分峨で・llφ（瑠賊にな・・

　　　　ころのtの値：である。

　（の　全体での使用率の推定

全体での母期糊率毎畢の詩編・して，伽式で臓す・ρ螺・・

（・）　ρ号一§銑

　　　　　　　　　　一÷［艦御製瀞

　このPの平均二乗誤差は，1の場合と同様にして

　　（・）　M・・E・（P）糎P・ρ釜＋』新田：L・CO癸響｝

ところで

（・）　V＠）一・耀愚管V（・）＝：・醗睾肇箒

　　　　　　　　　　　・・v（…　y）　＝・聯㌻響Cov羨含η）

であるから，これらを式8に代入して次の式を得る。（もちろん　砥＝1≒1風　と近似するa）

（・・）　M・S．　E．（・）≒穿・釜（賜一・・・）｛筆・＋三一・Cov妥｝η）｝

この値を標本値から推定するには，式5の関係を用いて

（11） M・・S・・E・（P）一が・傲伽・∂｛等＋㌻丑一2cov舞の｝

　　　　　一が⊥・（M・一ml）：争夢2　cov多の｝

　　　　　〔第二式は特に　rt＝・プ　と兇なしてさしつかえない場合コ

以上の考察の結果，次の事が言える。

信頼慶αのもとにPを推定するには，式7と11とに基づいて

　　P±（k．十1）．〆疏，ゆ）

　　　を算出すればよい。このk．は1の場合に周じ。

（隈）　i集計のi羽撃

以上述べて来た見方は，標本抽出の際のとやや違う。それは，ここの龍号で誉えば．　nt　ce　N一

注　水野塩・林鄭己夫rサンプリング調査法』昭26，115～116ページ；林知己夫『サンプリング調査

　はどう行うか』昭26，t：9～SOページ。
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にしようとしたのである。従って必ずしも　晒㏄砥ではない。しかし実際には，§2・26の

匿硯・鋤驚効としてよ・嚇・・のために起・特りはごく小さかろう・・5語を抽

撫して調べた所では，次の傾向が認められた：使用率の大きい語の場合は無視出来る程度であ

1る；片寄1りが問題となるような語は使用率が小さく，糟度も低い。こうした：事情を考えて，結

局，単純集計を採用した。

2・6　宮崎表の作成

　ここに「語彙表」と呼ぶ範囲は，§3に掲げるところの五十音順語彙表の本蓑・別表および使

用率順語彙表各種とこれに準ずるものとである。

　2・　61　五十書順袈の作成

　われわれは集計カードの五十音順整理を終えると，それを写し取って「基礎度数表」にまとめ

た。基礎度数表は，標本に現われた限りのα単位のく見爵し形〉（cf．§3・21）とその標本使用

度数との登録を目的とするものであり，かっこれに基づいて各語の母集団使用率の推定§3の

五十音順表の作成がなされるべきものである。衷の体裁は，従って，予定していた薫十音順表の

体裁に近くなるよう心掛けた。なお語二三の作成も，これだけが他の作業の手順から離れた一ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とまりの作業としては行えない。分析の結果を待って表の完成が見られる場合もあることを言っ

て置こう。

　（D　本　　　表

　五十音順本四に限らずこれらの語魏表は，§3・1に述べるような性格のものである。そこで

本四の作成に当り，改めて『主婦之亥：』本文全体か『婦入生活』実用記事全体かでの標本度数が

9以．上である見出し形の語を拾い出した。その見爵しを（今度は固有名詞や数に関する言葉をも

通して）五十音順に撲列し，§3の第1表を作った。それには標本慶数を使用率に換，える必要が

あるが，これは「度数分布原表」（cf．§2・51）にそのための欄を設けて計算してある。それを

更に，標本度数1，2，3，……に対応する使用率が各層・各雑誌について一一覧出来る換算衰にま

とめた。この換算表を用いて使用度教の書き換えをした。最後に§4・1の分析の結果に．よって

く等位〉の欄を埋めた。

　（ll）別　　　i喪

　五十音順別表も，本表の場合とほぼ同様の手順を経て作成した。すなわち§2・44の（夏）

において述べた「基礎度数蓑別表」の中から標本使用度数が9以上である別衷要素を拾い凄し

て，§3に掲げたごとき語彙表を作成した。別表は，本表と異なり，四つの部類に分れ，その他

にも細部において本表と異なる扱いをした点も一二あるが，それらはすべて§3の説関（cf。

§3　・　22，3・32）に譲ることにする。

　2・62　使用傘順表の作成

　使用率順に排列した語魏表もまたある種の用途を有するであろう。われわれは雑誌別に，本文

全体・実用三二傘体とか更に記事別腰ごとに，使用率順表を作った。この作業は集計カ…ドを中

心に進められる。まず五十音順蓑（本衷）に掲げる範囲の語を見出しにもつ集計カードを拾い串

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿49二
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した。集計カードに記入してあるのは絶対度数であるが，使周率推定が単純集計によっているの

で，調査対象の同じ範囲についての標本使用度数は使用率（推定値）に比例する（cf．§2・25の

式ヱおよび式7）。だからたとえばr婦入生活』の実用記事金体について使用率順に排列するに

は，集計カードのその欄を見て，標本度数を大きいものから順に並べればよい。われわれは最初

に，爾誌とも実用記事全体につきこの排列をして，その欄のそばに（標本での）使用順位を書き

添えた。次にこの排列をくずして，下位の層について再び度数の大きいものから並べ，かつ前の

場合と岡様に使用順位をしるした。さてこのように並べ替えた集計カードを繰って，§3の第5

表ないし第9表の順位・見畠し・使用率・B計（実用罷事全体）順位の欄を埋める。もちろん一一一一

つの届についてこの書き込みをしてから，カ・一　Fをくずして次の層にと移るのである。またr主

婦之友』の場合は，第4表（本丈全体）についても同じ方法で上記の四つの欄を塑めた。これだ

け済んでから第3表（実用記事金体）にかかる。集計カードには既に実用記事での順位がはいっ

ているから，これを使って再び使用率順に並べ替えた。この時は各層での順位もカー・ドに書かれ

ているので，第3表はもう一：方の雑誌での順位の欄を除いてすべての欄を埋めることが出来る。

鰻後にこれらの表をつき合わせて，相手方の雑誌における使用順位を書き入れ，また一部の表で

はく等位〉（cll．§4・1）の境をも書き入れた。これで使用率順表が完成する。なお§3には載

ぜなかった記事別層についての表も作ってある。

一一　50　一



3語 彙　　表

3乙1表の性格

　この章に掲げるところの語彙表は，すべて抽出調査の結果を用い曜作ったものである。だから

それらの表の性格は，抽出という行動を経た事によって根本から規定されている。たとえば調査

結果の記述にしても，全数調査とはすこぶる意味を異にする。その事は特に，使用度数を扱う場

合に出しい。従ってまずこれらの語彙表の性格を解説して観こうと思う。

　3・ll袈に掲げてある籍の範囲

　どの語彙表も，標本使用度数が9以上の語だけを掲げている。8以下の語を省いた理由は次の

通りである。

　われ：われの調査は抽出調査である。だから単に記述を目的とするにしても，標本度数ヱの語ま

でを無反雀に並べることは，大して意味がない。たとえば’母集団で一回きり使われている語を考

えてみよう。そのあるものはたまたま標本の中に現われたため度数1と記録されたのに反し，他

のものはたまたま標本から漏れていたため調査結果としては何も記録されない一一というような

事情が当撚存する。にもかかわらず標本度数1の語を列挙し，他の（母集団ではやはり）同じ使

用度数の語に目をつぶることは，（実は標本に現われなかったので調べ様はないのだが，ンとかく

母集団においても使われていないという錯覚を誘いやすい。さて次に舞集団で田園使われている

語について見よう。抽出調査の結果今度は，標本度数が　2であるもの　1であるもの　0であ

る（標本には全然現われない）もの　を生ずる。ここで改めて標本度数が1の語を取り上げる

と，既に見た所だけでも，母集園での使用度数が1のものと2のものとがある。実際には，母無

二ではもっと多く使われていながら標本には一団しか現われない語がある訳である。同様の事情

で，標本には金然現われなかったものにも，母集団で毒やはり使われていない語のほかになお，

母集団では一回だけ，または二回，三回，…，使われている語が含まれることは明らかである。

一こう見て来れば，標本度数の小さいあたりでは，燈集団で同じくらい使われながら，調査結

果からは漏れるものと記録されるものとが生じている事に気づくであろう。こういう点を意識し

て結果の表を作るのでなければ，十分科学的な態度とは言えない。

　そこでわれわれは次の態度を執って，標本度数8以下の語を結果表（以下の第1ないし9衷）か

ら省いた：母集団での使用率（相対使用度数）Pについて　PSF？　との推論が危険率a鬼以下

で行えるような標本使用率の下限Pnを求め，さてPL以上の標本使用率を示した語だけを採

って，結果表としての語彙蓑には載せようというのである。われわれの場合，危険率を10％以

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　51　一h
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下と押さえたので，標本度数9以上の語が表に載ることとなった。耳語の範囲をこう限れば，母

藥囲では表に掲げた語と同等に使：われながらも抽幽誤差のため標本にはi廃われなかったという詣

が，まずはほとんど無いものと思われる。

　3・12語の使薦度数の示し：方

　ここの三二表では，ある語の使用度数を示すのに，母集団についての推定値を，相対使用度数

であるところの使用率によって示す方法を採った。ある語の使用率とは，その語が使われた度数

を延べ語数で割ったもの，すなわちその語が使われる鶏合をいう（cf．§2・52）。

　従来の語彙調査では，結果表に標奉度数をなまのまま示すのが普通だった。しかしわれわれが

真に知りたいのは，特定の標本における数値ではなく，母集懸ではどうかという知識の方なので

ある，」従って調査結果の表には母集団推定値：が示されなくてはならない。

　次に梢対度数である使用率を用いた理由は，いろいろの比較を行う便を図ってである。たとえ

ばくデキル〉という動詞はr主婦之友』の衣生活記事にユ6回，食生活記事に14國使ってある

が，この数値から薩ちに「衣生活記事で多く使われた」とは，記述的意昧でも言われない。それ

はこれらの標本の大きさが違うからで，衣生活記事では麺べ17488語に対するユ6であるに反

し，食生活記事の方はそれよりずっと少ない延べ9568語に対する14である。だからどちらの

漆　こう決定した過程を述べよう。考え方は後の章の§4・11と同じである。一一大きさNの母集団

　から大きさPtの標本をunrestricted　samp！ingで抜いたとする。抽出比はr三n／Nである。ここで任

　意の語の標本度数をκ（変澱），Xの分散をa2とすれば，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ix－nPYd＝le

　と酬いた時，TCHEBYgREVの定理によって

　　Cり　　　　　　　　　　　　　　王》r．｛lx－nPltsfea｝義1／海2

　この門辺が本文で述べた危険率を表わす。そこで当面の問題は式（＊）において　右辺㍊％　κ躍り

　とした時のP（parameterである！）の最：小値を求めることになる。これを解くためにまず　nP・一・f

　と幽き，次いでa2を求めれば

　　　　　　　　N－n　　　　　　62＝it’一’”nP（1－P）

　　　　　　　＃（1－r）nP（1－P）　　　　　　　［∵実際上エV－1≒／η

　　　　　　　　＝旦ノ（n＿f）
　　　　　　　　　　2i
　従って式（＊）の左辺から

　　　　　　　　　　　　　　　　隅／察ん一∬

　ここで更に　c＝，fe2（1－r）〃n　と置けば，上の不等式は両辺とも正であるから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R　ts　cf（n一一f）

　この爾辺をノ（キO）で割った上でノについて解けば，

　　　　　　　　　　　　　　　　　継叢＝、≒　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　涜＋万

　もし。二〇。01ぐらいなら，上の式で1／7；の影響が無椀出来る。　（われわれの場合，どの記事別趨につ

　いてもこの条件は満たされる。）そこで近似的に次の式が成り立つ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　－aX．　k2（1－r）

　ゆえにk2（1－r）より大きい整数のうち最小のものを選べば，それが結果表に載せるべき語の腰ホ度数

　の下限である。
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紀事別層に多いかを見るには，記述的意味においても　16÷17488（＝0・000915）　と　1磐9568

（＝0．　OO1463）　とを計算し，その大小によって決めなければならない。これは実は，われわれの

営う使用率を算出しているのである。

　さて使用率によるとしても，ではどのくらいの桁まで算出するのがよいか。以下の語彙表に

は，小数第六位までの値をパーミル（％）で示してある61び6の桁でthめた理由は，次のよう

な事である。入間三尺凄におlt・ては，百万分の一一一程度の確率で起る事象は，全く起ることのない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　アものとして無視してよいと考えられる（E．BoREL：Les　Probabilit6s　et　la　Vie，1943，§13．平野

次郎訳47～49ページ）。われわれの調査の場合に照らしても，0．000001という使用率は，雑誌

一年分の本誌の中で一閲だけ使ってあるα単位の使用率にも及ばない程度注）のものである。従

ってこれより下の桁まで算：平しても大した意昧はあるまい。またパーミルで使用率を示した理由

は，たとえば0．0エ0937とか◎．000891とか書くのが煩わしいからである。パーセントを使って

さえ，最初の有効数字が小数第二位でないとi現われない場合が多い。そこでユ0・937とか・891と

か書いて済むパーミルを使ったのである。これによって表を作る手間が縮当節約臨来る。また利

用の際にも便利であろう。

　なお最後の桁が5の場含には，その肩に小さなマイナスの符暑の乗ったものがある。これは次

の桁を丸めた結果5になったことを示す。たとえば1・245「は12447…などり小数第四位に四

捨五入を施した結果である。〈これは表の値を小数第二位まで利用する時，必要となる。すなわ

ち1．245一ならば1．24どし，また1．245ならば1．25として使うべきである。）

　3弓3使用率推定値の抽毘誤差

　語彙表に掲げた使用率は，標本から作った推定値である。従ってその値は抽出誤差をもってい

る。ただし誤差の程度は近似的に算腐し得るのであって，その事は既に§2・52の（1）と（9）

とに述べて置いた。

　しかしながら語彙表に掲げた約二千八百の語について一一々これを算出することは，費用の点で

到底出来ないし，また調査の効率の点からしても必ずしも得策ではない。そこで若干の語をラン

ダムに抜いて，単純な抽出法を採ったと仮定した時の分散

yω一際望P（1－P　n）

～（1一｝）乏禦 ［notattion　はcf．§2。521

を§2・52の平：均二乗誤差と比べてみた。その結果は，平：均二乗誤差が先の分散より大きくなる

語もあり小さい語もあって，一定の傾向が今のところ見定めがたい。これについては：更に掘り下

　注　昭和25年一年分の本誌の延べ藷数は，信頼慶を99％に取る時，『主婦之友ふで93．5万～86．1万

　　α単位，疹婦人生活譲で83．4万～76．6万α単位と推定される。cf．§2・25。
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げた考察を予定しているが，注）まずは

　　　　　　　　　　　　　　　　　M．S．E．（p）　sV（p）

と考えて置いてもよかろうかと思う。

　3・窪4表の種類

　この章に収めた語数表には，次の種類がある。

五十音順

使用率順

　五十皆順語彙表の本表は・

雑誌にわたって全体と記事年ごととに求め得るようになっている。その別表は，特に

　　　　a　〈お　ご　み〉の類

　　　　b　＜くん　さん　氏〉の類

　　　　c〈する　できる　なさる〉の類

　　　　d　〈円　歳　センチ〉の類

のような，ある種の接頭的または接尾的要素（cf．§2・21）を取り出して編んだ表である。この

表における使用率は，その要素の母集鐡における使用度数の推定値とα単位の母集団における

総数の推定値との比として与えられる。その意味する所嫁，騎衷に掲げた要素がα単位総使用度

数のどのくらいの部分に使われているかという事である。

　使用率順語彙表は，母集隅使用率の推定値を，母集団全体または部分母集団ごとに，大きい方

から願に並べたものである。（もちろん標本使用度数が9までの配単位についてである。）その総

合衷は雑誌ごとにまとめられ，実用記事全体での順位および使用率，並びに実用記事の各層にお

ける順位（『主婦之友』では更に本文全体での順位），もう一方の雑誌における順位がしるしてあ

る。また全記事表と層別表とには，そこでの順位および使用率∴並びにその雑誌の実用記事全体

での順位，更に実用記事内の層であれば，もう一方の雑誌の同じ層における順位がしるしてあ

る。なお§3・23をも見よ。

本表

別表、

総合…i隻

金記事表

層別表

　標本度数9以上のa単位につき，

　1表

　1表

　2表

　1表

　8表

母凹凸使用率の推定値を両：方の

3。2　表の引き方

　語頭蓑の性格は前節に述べた通りであるが，次に表の引き方について一般的な解説をしよう。

個々の表に特有の注意は，それぞれの表の瓦例に譲る。

　3・21見決しの掲げ方

　語藁表の見出しにどんな形を出したか。見出しとして掲げる場合の形，すなわち見出し形は，

元来はカード整理の必要から立てたものに基づいているので，その定め方に作業手順の投影が色

注　こういう追求は，今までの國語学や言語学の習慣からすれば言語の間題ではないように思わ脳やすい

　が，語藁調査を一個の科学に育て上げるためには必要な努力である。
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濃く見られるが，それは次のように規定される。

　　　1Qα単位から，鼠尾に一般に存する助詞・助動詞をすべて除いて得られる形を考え，そ

　　　　の形が，ある語の一望周形である場合には（2。に従って）代表形に改めたものを，また

　　　　活用形でない場合にはそのままを，見出し形とする。

　　　　助詞・助動詞の範囲は，国立国語研究所報告3r現代語の助詞・助動詞』で扱った語

　　　　とする。

　　1’見出し形を書きしるす場合には，原表記にかかわらず現代かなつかいの片かな書きを

　　　建前とする。ただし原衷記にローマ字や特殊の符号を含み，かつ原表記を採ろ方が作業

　　　上便利と認められるものは，ローマ字や符号を用いて書きしるす。

　　1”見出し形をかなで書く場合，促音のくツ〉拗音のくヤ　ユ　ヨ〉およびこれらに準

　　　ずるくア　イ　ウ　エ　オ〉は小さく書く。

　　　　　例：キップキャク　フィッシュ

　　　　外来語・外国語などを写す際の長音符号〈一〉は，見寓し形を書く場合には用いず，

　　　〈ア　イ　ウ』エ　オ〉のうちで，その直前のかなと二段のものを用いた。

　　　　　例：コオヒイ　スカアト　テエプ

　　　　漢宇音でく学適〉など（kの入声）は，襖合する揚合もくガク　テキ〉と書きあら．

　　　わす。

　　　　　例：ガクコウ（学校）テキカク（適格）

　　2。動詞は連用形（助動詞くたい〉に続く形）を代蓑形とする。

　　　形容詞は語幹（活用語尾のくく　い　けれ〉等をはずした形）を代表形とする。

　　　　なお，同源同義の文語活用形・方書活用形には，口語・共通語の代表形を与える。

　　　　ただしこの規定は，見試し形を一まとまりと考えて適用する。従って次のような：場合

　　　は代表形に改めない。

　　　　　品物遮にある

　　　　　かわるがわる　はふはふ（→・ほうほう）薯谷いおい　生き生き　はやばや

　　2’　この場合の見寓し形を書きしるす場合には，次のようにする。

　　　i）　五段活用動詞は，代表形の末に・を打ち，その後に終止形語尾を小宇で添える。

　　　ii）　力行・サ行の変格活用動詞は，代表形の宋に・を打ち，その後に終止形を小字で

　　　　添える。

　iii）　一段活用動詞は，代表形の後に終止形語尾を小宇で直接添える。

　iv）　形容詞は，代表形の後に終止形語尾を小字で直接添える。

　　　例：i）　キ・り・ル　ヨミ・ム

　　　　　ii）　　　　キ　　・　クル　　　　シ　　¢　スル

　　　　　iii）　　　　キノレ　　　　ウ　クル

　　　　　｛V）　アサイ　アサマシイ　　　　　　。

3。形容動詞は語幹（〈だ　な　に　たる〉等をはずした形）を見出し形として，名詞と
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　　　　区別しない。

　　　4。副詞・連体詞・接続詞のうち無毒にくと　に　の’で〉をもつものは，それを除いたミ

　　　　形を見出し形とする。

　　　　　用嘗から転成した副詞・連体詞・接続詞は，もとの用言の代表形を見出し形とする。

　　　　ただしこの規定は，次の五語には適用しない：＜ある　あらゆる　いわゆる　おそらく

　　　　いわく〉。

　　　　　助詞・助動詞から転成した接続詞は，その最初の部分だけを見出し形とする。たとえ

　　　　　ば：一が　だが　だけれど。

　　　4，　これらの見出し形を書きしるす場合にぱ，上の規定で見幽し形から省いた部分を添え

　　　　ないと意味の紛れるもの，分りにくいもの，活語と見分けがたいものに限って，見旨し

　　　　形以外の部分を見出し形の後に，小字の平がなで直接添える。

　　　　　　例：ニコca・u　nコリ　エッと　トクに；コの　ドの；ソコで；サダメて　サダメし；

　　　　　　　ガ　グが

　以上のように規定された見出し形は，今まで普通に辞書の見出しに採られたシステムと相当違

っている。これは．i整理作業を進める場合の能率と，結果表としての語彙表で同根語群が遠くに

轍：らばらない事とを老えて，定めたものである。

　3・22　使用率ま求めること

　（1）　ある語の使：用率が知りたい時

　この場合には五十音順語藁表を引くだけで員的が達せられる。・知りたい語が庇単位であれば本

表を，また§3・14の「別表」の項に述べたような語であれば別表を引く。求める語がこれらの

語彙表に見出だされない場合は，その語の標本使用度数が8以下であるか標本に全く現われなか

ったかのいずれかである。

　　〔例一一’］　〈アカルイ（閣）〉という語が，（a）『婦人生活』の衛生美容記事にどのくらい使

　　　　われているかを知ること。また『主婦之友』の（b）本丈全体，（C）衣生活記事，（d）

　　　　食生活記事でどのくらい使われているかを知ること。

見畠しはくアカルイ〉の形で与えられる。本表のアの部を捜し，この見出しのあがっている行を

つきとめる（この羅；物の61ページの21番旨にある）。次に（a）の場合はこの行の第エ5列を読i

む。　（列の見出しを己れば，第15列が掌婦入生活』の衛生美容記事である。）すなわち使用

率．616％が求める値：である。（b）の場合にはその行の第1列を見て．363％を知る。（c）の場

合も同様にこの行の第5列を見ると，今度はイタリックで．114となっている。これは，使用率

がユ14％であるが標本度数は8以下である事を示す。次に（d）の場合では同じく第6列を見

るがドとなっている。この場合の一は標本度数が0である事を示す。つまり他の記事別心には

現われたが，この手事別屠では標本に一一度も現われなかったのである。

　　【二二）〈ナツフク（夏脹）〉という語が『主婦之友』の衣生活記事でどのくらい使われてい

　　　　るかを知ること。　　　　　　　、，

例一と同様にして本表を捜すのに，この見出しはない。見嵐しが掲げてないものは，標本に全く
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現われなかったか，あるいは窪主婦之友』の本文全体とr婦入生活』の爽用記事全体とのいずれ

においてさえも標本使用度数が9に満たなかったかである。従ってくナツフク〉はr主婦之友2

衣生活記事に一回も使われな：かったか，使われたにしても相当少なかった，tとが分る。

　　【例三〕〈お料理〉〈おあがり（になる）〉などと用いられるときの接頭的要素たるくお〉

　　　　が，『主婦之友』の（a）本文全体，および（b）実用記事全体にどのように使われて

　　　　いるかを知ること。また（c）蟹婦入生活』の冥用記事にはどのように使われているか

　　　　を知ること。

〈お〉のように，接頭的要素としてのみ用いられるものは，それだけ独立した見出しとして本表

にあらわれることは，もちろんない。しかし，すでに§2・21，§3・14などで述べたとおり，

接頭，接尾的要素のうち，ある種のものは，特に取り出して別表として掲げてある。その別表の

申に「a〈お　ご　み〉の類」があがっているので，この場合は，そこを見ればよいのである。

（この懇物の141ページにある。）　この表の第一行に「オ～」　という見出しがあがっていて，その

行に，本表の場合とまったく同じ体裁で，その使用率が掲げられている。その競み方も本表の場

合と同様であるから，例一に示した注意にしたがって読みとればよい。したがって，（a）は，

その行の第一列の数字，すなわち，10．868，（b）は，同じく第一口恥目の7．640，（c）は，第十

一列目の　10．510が，それぞれ求める使用率である。ただし，「お～」については，第二行以下

に，第二次見蒼しをもって，「お」のいろいろな用法，およびそれぞれの液用率を示してあるの

で，必要に応じてそれを参照することができる。（くわしくは，§3・32を参照。）この第二次見

出しとして掲げたものは，その見出しについての標本度数が，たとえ8以下のもので使用率の欄

がまったく窒欄になるものであっても，語例だけはあげておいた。たとえば四行属のくオ～アソ

バシ・ス〉は，使用率の欄がすべて空欄である。これは，標本の中にこういう語形が何厩か現わ

れたことはたしかだが，その虚数の合計が8以下であったことを物語るものである。なお，別表

に・は，最：右端にいずれも「…異なり語数」という欄があって，〈オ～〉の行には，603，235，241

と三つの数が並んでいる。これは標本にあらわれたくお〉という接頭的要素は，『主婦之友』企

体では603種類の異なった語に，嗣実用記事では203種類の藷に，『四七生活』の実用詑事では

241種類の語についていることを示すものである。

　　【例無く失敗しやすい〉〈消化しやすい〉などと崩いられるときの接尾的要素たるくしや

　　　　すい〉が，『主婦之友』あるいは，『記入生活』でど4）ように用いられているかを見る二

　　　　と。

接尾的要素であるから，別表の「c〈する　できる　なさる〉の類」を見ればよい。ただしくし

ゃすい〉〈しにくい〉〈しはじめる〉など，〈する〉がもとになっている接尾的要素は，すべて

くする〉の中に集合されている。したがって，〈シ・スル〉という見出しの中を捜すと，第二次

見出しとして〈～シ・スル〉とく～シ～〉という形があがっており，〈～シ～〉の中が更にこま

かくわかれていて，その一番下に，求める〈～シヤスィ〉という形が見いだされる。この行を横

に見わたすと，使用率の欄は，すべて一になっているが，異なり語数の欄には，6，3，5という

数字が掲げられている。これは，この語の標本における度数が郵主婦之友謬の場合もr婦入生活』
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の場合も，共に9回に満たなかったため，その使用率はこの蓑に掲げられなかったこと，また，

使用率は掲げられないけれども，標本では注婦之友譲全体で6種の違った語に，詞実用記事で

は3種の違った語に，，また『婦人生活』実用記事では・5種の違った語について用いられていた

ことを示すものである。

　（且）ある語の使用率を他と比べたい時

　これには（a）甲の語と乙の謂との使用率を比べる場合，　（b）同じ語の雑誌問または記事別

層の間での使用率の違いを見る場合がある。どちらの場合も（1）で使った表を引けばよい。（a）

ならば，（Dで述べた事を甲の語と乙の語とについて行えばよい。また（b）ならば，その行を

横に読むだけで足りる。

　（盟）使用順位からその語の使用率が知りたい時

　このためには使用率順語彙表を引く（ただし知りたい語がα単位の場合に限る）。表は11種

あるから，そのどれを引けばよいかに注意する（cf．§3・23の1）。

　　【例五】『主婦之友』の実用記事全体で第50位の語の使用率を知るζと。

使用率華表の総合表（r主婦之友』）すなわち第3・1褒を開き，その最も左の列を追って行って，

第50位の行を見つける。その語はくシチ（七）〉であって　（cf．147ページ），使用率の欄から

L782％であることを知る。

　　〔例六〕『今入生活』の食生活記裏で第10位の語の使用率を知ること。

食隼活表（『汐入生活』）Σすなわち第6・2表を開く。この例では，最も左の列に10としるして

ある行がない。前後を見れば，第9位くサトウ〉問じくくツクリカク〉，飛んで第11位くシnt

ウショウ（少々）〉である（cf・220ページ）。これはく砂糖〉とく作り：方〉の使用率推定値が等し

いからである。そこでこれらの使用率8．047％が求める値である。

　　【例七）r主婦塾友』の本文全体で第250位の語の使用率を知ること。

全記事表（r主婦之友』）すなわち第4表を用いて第250位の行を見ると，見出しがくぜンゴ（前

後）タイセツ（大切）タカイ（高）〉の所である。使用率の欄から。452％であることを知る。

　3・23使用順位を求めること

　（1）　ある語の使用順位が知りたい時

　まずその語の使用率を五十音順語野竹の本表から求める。次に使用率順語彙表を引く駅である

が，調査対象のどの範囲における順位を知ろうとするかによって，’手順が少し違って来る。使用

率順は次の種類が用意されているから，目的に応じてそれに合った表を引く。

　　　　総合蓑：雑誌別に実用配事全体での使用率順に排列した二つの表（第3・1表，3・2表）

　　　　全記事表（『主婦之友』）：特に『主婦之友託の本文全体について撲列した表（第4表）

　　　　層別表：衣生活（『主婦之友』が第5・1表，r婦人生活』が第5・2表）

　　　　　　　食生活（6・1表，第6・2表）

　　　　　　　衛生美容（第7彗表，第7・2表）

　　　　　　　特別読物（『主婦之友』だけ。第8表）

　　　　　　　　小　　説（『主婦之友：』だけ。第9表）
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　　［例八）〈ツクル（作）〉という語が，（a）r婦入生活』の衣生活記事で，（b♪r主婦之友』

　　　　の小説で，多い：方から何番昌に幸田つれるかを知ること。

　（a）について，まず五十音丸本表のツの部を捜し，〈ツクリ・ル〉の行の第ユ3列から使用

率が4．396％であること（cf．107ページ）を知る。次に第5・2表を開き，使：用率の欄を捜して

4．396と書いてある所を捜す。見つかったら（cf．114ページ）その行の左端を読んで，第22位で

あることを知る。（b）についても問様に，五十音順本表から使用率．511％を求め，第9表か

ら第247位であることを知る。

　　【例九〕．〈ミズ（水）〉という語の使用順位が，『主婦之友』の（a）本文全体で，（b）実

　　　　用記事全体で7（c）食生活旧事で，（d）家計経済記事で，どうなウているかを知るこ

　　　　と。

これらはすべて例八の手順を繰り返して知り得る。ここでは特に，この四つを組にして簡単な手

順で求める方法を述べよう。まず五十音順本四からくミズ〉の使用率を，実用記事全体について

だけ求める。それは2．エ70％である（c£．129ページ）。次に使用率順総合蓑の第3・1表を開き，

例八と同様の：方法で，使1用率の欄が2．170である行を見つける（cf．147ページ）。その行の左：端を

読んで，第38位が実用記事全体での使用順位であることを知る。更にその行を右に見て行け

ば，（a）は右から二番目の列から第90位，（c）は「各層での順位」の第2列から第17位で

あることを知る。（d）も圃様であるが，この欄には＊がはいっている。この印は，標本使矯度

数が8以下だったため順位をつけなかった事を意閉する。なお一が入れてある場合は標本使用

度数が0だった事を示す。この二つの区別は本質的のものではない。

　（且）ある語の使用順位を他と比べたい時

　これにも§3・22の（E）と同じく二つの場合がある。比べたいものについて例八の手順を

繰り返ぜば求められるが，場合によっては手順のもっと旧約田来ることもある。ここではそうし

た鶴に限って解説しよう。

　　〔例十コ〈ミズ（水）〉という語をr主婦三友』の実用旧事全体および実用記事の各層につ

　　　　いて比べること。

例九と全く問じ要領で求められる。

　　【例十一一’⊃〈ウツクシイ（美）〉という語の衛生美容記事についての使用順位を，『主婦二二』

　　　　と『婦入生活』とで比べること。

この語の比べる層での使用率を，五十音順本表から求める。どちらの雑誌について求めても詞じ

事だが，1　Ell婦之友』を規準に取れば．951％である。次に第7・1表を開き，例八の要領で，

r主婦之友』では第150位であることを知る（cf．223ページ）。更にこの行の最後の列，すなわち

「編手順位」の欄を読めば，第66位が堅信心生活』での順位である。

　　【例十二〕〈モvトモ（最）〉という語の使用順位が『一入生活』実用記事全体で第617位

　　　　であることを知って，これを『主婦之友毒の（a）実用記事全体，（b）本文全体での

　　　　順位と比べること。

第3・2表の第617位の所でくモットモ〉を見出しとする行を捜す。次にこの行の最後の二つ
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の列を読めば，（a）第334位，（b）第440位であることを知る（cf．179ページ）。

3・3五十晋順語彙表

　3・31五十書順本表

　まず第1表として五十音順本表を掲げる。この表の性格や引き：方について一般的な事柄は，既

に§3・11と§3・12とで述べた。ここではこの表についてだけの注意を付け加えよう。

　1）r見出し」の欄には，次のくマシメ〉のような体裁のものがある。

　　　　・マシて　　　　　（副）

　　　　マシメ　　　増目

　　　　　一hh”

　　　　　～シ。スル

　　　　マジメ　　　真颪目

これは五十音順排列でくマシメ〉とくマシメスル〉とが離れるのを避けるために講じた手段であ

り，われわれはこうすることを「見萬し形を集合する」と呼んだ。集合は次の場合に行われる：

すなわち別表に掲げるべき接頭的または接尾的要素をもつ見出し形からその要繁を除いた形が点

じになる場合；あるいはその要素を除いた形も現われている場合。ただし別表にdとして分類さ

れるものについては，この扱いをしない。さて集合した場合には，上の要素をすべてはずした形

を第一次見出しとし，一字下げてそれぞれの見丸し形を第二次見嵐しに掲げた。この時，第一次

見出しの部分には～を用いた。

　2）〈オ　ミ　ゴ〉などおよびくダィ（第）〉の接頭的要素をもつ見寂し形は，たとえば

　　　　■ワイ（オ）　ジイSン（オ）　■チ（ダイ）

のように表記した。なお五十音順排列法はこの（）内を除いた形に対して適用した。

　3）「使用率」の欄がイタリックになっているのは，標本度数が9に満たなかったものであ

る。　一がはいっているのは，標本には現われなかったか，現われてもその雑誌についての誹が

9に満たなかったかのため，数値：を掲げることを控えたものである。

　4）「等位］の欄の内容については，§4・1を見よ。なお表頭の略語は下の通りである。

　　　　三友：主婦之友

　　　　三生：婦入生活

　　　　特読：特別読物
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　3・32五十書順切回

　第2表として掲げるのは，五十音順別表であって，これは次の四部類にわかれる。

　　　　a．〈お　ご　み〉の類

　　　　b．＜くん　さん氏〉の類

　　　　c．〈する　できる　なさる〉の類

　　　　d．　〈円　歳　センチ〉の類

溺表の性格については，すでに，§2・21，§3・14等において述べたし，またこの引き方につ

いても，§3・22で触れておいた。ここでは，別表の体裁に関する注意だけを掲げるのである

が，それも，大綱は，本四の揚合と同様であって，§3・3！において述べた注意を別蓑にもその

ままあてはめて考えればよい。体裁の上で本表と異なる扱いをしたのは，次の二点だけである。

　1）「見出し」欄には，a，　cの部類における体裁のように，第二次見出し，第三次見出しを

とったものがある。aの部類における「お」について言えば，第一次見出したる，「オ～jの欄

は，接頭語くお〉のすべてにおける使用率を示したものであり，第二次見出したる，＜オ（体

書）〉〈オ（用言）〉およびくオ～アソバシ・ス〉以下は，「お」の種々の用法別の使用率を示

したものである。すなわち，〈オ（体言）〉というのは，〈お勉強〉〈お仕事〉等のように，体

言についたくお〉を総括したものであり，〈オ（罵言）〉とは，くお歩きに　なる〉＜お受け

に　なる〉等のくお（用言）に　なる〉という形の「お」を総括したものである。これ以外の，

屠言につく場合は，〈オ～アソバシ．ス〉〈オ～イタシ．ス〉以下において，それぞれの形でま

とめてある。この第二次見出しにおいては，標本度数が8以下になるため使用率の欄がすべて空

欄となるものでも，その．見出し形と，異なり語数とは掲げることにした点が，本表の場合と異な

っている。　（〈オ～イクグキ．ク〉〈オ～モウシ．ス〉など，使：用率の欄が全部一になってい

るものがそれである。）これは，下旬について言えば，それが全体としてどの程度用いられる

かということのほかに，「お」が，その用法によって，使用率にどのような変化を生じるかを見

るためにとった扱いである。

　次にCの部類の「～シ．ス」O　jにおいては，第三次見出しまで掲げてあるが，これも上述の「お」

の場合に見合わして考えればよい。なお，「～シ．スルjの見出しの申には，「cf．オ～シ．スル」，

「cf．ゴ～シ．スル」という欄があって，使用率の欄が全くの空白になったものがあるが，これは，

rお仕事する」「御勉強する」などと用いられた「する」は，rシ．ス7・　jの項では勘定せず，それ

ぞれrオ～」「ゴ～」の項で勘定したことを示すものである。従って，このような用法の「する』

までを「シ・スル」に含めて考えたいとすれば，「オ～シ・スル」「ゴ～シ．ス2。　」の項（aの部類に

ある）を見て，そこに示された使用率をそれぞれ，「～シ・スル」の使用率に加算すればよい。

　2）別表では，本表における「等位Jの欄のかわりに，　「異なり語数」という欄を設けてあ

る。これは，別表に掲げた接頭的あるいは接尾的要素が，標本においては何種類の語についたか

を示したものである。この異な1）語数の欄では，使用率の欄が空白になっている見出しに対して

も，標本に硯われた数を一一往掲げて置いた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g3・4

　　　3・4使用率順語彙表
　3・41総　　合　　褒

　ここでも総合表のes　3・エ表（主婦之友），第3・2表（婦入生活）だけにかかわる注意を述べて

置こう。

　1）表頭の「各層での順位」の所にしるした略号は，それぞれ　衣：衣生活記事食：食生活

記專　経：家計経済記；事　健・i美：衛生美容記；事：他：その他の実用記事　である。

　2）第3・1表の右端の欄「婦生での順位」とは，『婦入生活』実用記事での順位である。また

舞3・2表右端の「主友での順位」の欄には，『主婦之友』の実用記事および全記事における順位

が掲げてある。

　3）順位の欄の一は標本に現われなかったことを，また＊は標本には埠われたがその使用農数

渉9に満たなかったため順位づけをしなかったことを意昧する。

　4）行と行との闇に点線が入れてある所は，その上下でく使用率に基づく等位〉が変ることを

三昧する（cf．§4・1）。
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ユ81　　　463

301　740
293　740
エ73　　　361

352　274
281　121
587　706
974　2176
694
544
281
371
486

208

173
486
352

694
638
258
334
258

455

1．P．1
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．
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適宜．
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　’
220・

茎
．

220

139一

一
懸

一
儲

一
善
一
砦

嘉．

薦．

65

脚
薦

一
謄

懸
瀞

　
藍
一
畳

一
畳
一
藍

一177・一

主友での順位
実一己　全記
蘂で　輿で．

974　　　36ユ
5蔓荏　　　633

516　535
9γ4　　14蔓6

900　1984

401　969
養ξ」5　　106δ

　藍　　　　　　N

5盛4　　　837
40ユ　　　396

638　　　　　工196

694　　　　　玉539

　愚　　　　　　甚

432　IOI，5
　軽　　　　　　曇

301　440
’ee　49S

8三2　　　　　工808．．

587　186
694　1446

　　587　1351
　　544　　エ】26

　　334　4401　　432　　　　　　236
　　2；・58　　　　　　83

7‘16　1661．
譲7主　　652
　ac　一　43］
　曇　　　　　　魯

1；54　352・

91）0　　　　19S睦

展36　　43ユ
638　1446．
　蓉　　　　　　藍

694　　玉539

716
486

3／18

5116

614
74i［｝

918
469
772

　鮪　　1984

537　260
37ユ　　　6M
638　　　工23
　懸　　　　　　曇

．玉24　　　332

587　　工351
・401　・　2D”4．

694　141

4・55

515
1015



見 出 し

576　アタタカイ
576．イシャ
576　オチル
576　　カエリ　・　ル

576　カキ

576
576
5”t’6

576
576

i）76

576
576
576
0r76

576
576
576
576
576

576
576
576
576
576

カザリ。ル
カタガミ
キザミ。ム
クロザトウ
クシNウスイ

使罵率

ーー

　
　
　
瘍

　
　
　
返
働

　
者
　
・

温
医
落
帰

　
　
　
糖
水

　
紙
砂
糎

飾
型
刻
黒
化

コオルドクリイム⊂化粧i品〕

　
　
チ

モ
ゲ
カ
ン

旗
ア
ズ
セ

コ
シ
シ
七

Cてんぷらの〕
　仕上．
　静
　7cm

一．�f五

ススミ・ム　　進
ソトマワリ　　外廻
ソロエル　　　揃
タケ　　　　竹

チュウイ
ニナ
ノリ
ノ、

タチアワセズi裁合図
　　　　　　注意

576　　．ノ、オリ　　．

576：ノ＼サミ・ム

576　八スン
δ76　パン
576　ヒ

576　ヒトリ
576　フクミ・ム
576．ホウチ．vaウ
576． zウレンソウ
576　マチ

576　ムカシ
576　モチPン
δ76　碧ウジャク
576．ヨセ，1

57G　リョウガワ

576
617
617
617
617

Gユ7

617
617
6］7

617

苔海
歯

織
　
寸

羽
田
八

日

独　
　人

丁
一
町
庖

　
論
尺
側

昔
勿
用
寄
両

ワスレル　　　忘
イタミ　　　痛
一一。 煙ﾜセンチ　1．5cm
一ブ　　　　一分
一スン．．　　一寸．

ウシロチュウオウ　後申央
オモテミゴPt．表身◎頃
オリヤマセン　款山線
オンド
キケン

617　九十センチ
617．クラウン
617サガリ・ル
6｝7．．ジカン

617．ジョウブ

抽出
危険

90cm
　　鮮i裁〕

下
時聞
上部

．2S7
．4Q87
．287

．287
．9－87

．2S7

，287

，2S7
。28ア

．287

各層での順位
衣 食 経 健・美 感

　　．2871
　　．2gg7
　　：婁ll

　　，2s7　1．

　　　　　il
　　：萎劉

　　：翻
　　：一297　II

　　・2－8Z　li

　　．287　1
　　．297　1
　　：297　i

　　．287

．9．87

　　，．P．87

．287

．287

．287

．287

．287

．287

．287

．287

．287

．287

，287

．287

．287

．287

．268

．268

．268

．268

．268

．268　ll

・Z68　l

　　il．268

．268　II

．268

．268

．268

．268

一　　
　

2工8

382

382

339

2ユ8

382

21S

229

249

249

一
回

218一

218
　砦

229

229
278
249

229
e129

229
　蔚

249
229
　憩

．268　il　278

藍

ユ玉ユ

i17

｛17

時
間

一
畳

lll

一
苗

工6ユ

　翼

111

玉ユ7

一
砦

軸
曇

制
輪

一
藤

一
愚

藍

島

6
．
菅

r
O

玉

聾

ρ
n
V
4
．

開
O
n
◎

三
－

56

ﾇ

1

2硅7

　暴

曇
、
一
，
6

　
　
F
O

　
　
｛

一．

W
一
極

247

磐．’

281

蕊

178’

工
4
占

8
R
り

9
μ
ユ

　曇’

24・7’

　曇日

蓉

一
魯

一
弊

蓉
0
0　
1

脚
藍

弱

砦

一一　］・78　一

主友での順位
　．…爽崩霧笛　全記

i事で　事で
1

1

812

9．　74

974

9．　74

．1　41

401
974
812

694
455
37ユ

544
　魯

216
812
6．87

450’

352
37ユ

587

8ユ2

3玉8

252

334
746

638

40三

486

900
．co1

4
ふ
ー

ケ
σ
ケ
σ

Q
U
の
0

ワ
一
4
ふ

3
4
よ

4
轟
P
O

i8ユ2
一
　
．

舞
，
レ

　
麺
目

　
　
嚢

　
　
　
一
　
匿
　
一

　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
一

R
V
1

4
ム
？
7
2

9ユ8

799
63

1446
389
837
2176
1808

ユ446
1066
9ユ8
301

498
633

］351
799

799

9］8

ユ3δ1

1267

11　66三

677

　69

　99・
918

1446

　曇

ユ94
440

772
772

230
］808

9］8

　軸．

1015
」267

706

1267
260



順i

位
見　　出　　し

617．スプウン
617’スペて
617　セアキ・
617　セ！でズ

617　ソウトウ

617　ソンナ
617　タチ・ツ
617　チャサジ
617　チャック
6ユ7　ドウ

6ユ7　トグル

617　トレル
617　ナキ6．ク
6ユ7　ナス
6ユ7　za

617

6ユ7

6ユ7

617
6ユ7

ニニスン

ネットウ

spoon

賜
図
当

面
製
相

経
茶匙

胴

衣
率用

鱗

使 丁．層での順佼 i主友でのll痩位

食 経 健・二 選 突摺甜　全詑
；事　で　謬　で

（指）

　
　
　
コ
コ

　
　
　
物
暑

　
　
島
植
記

　
　
d
、
〔
〔

溶
販
泣

二寸
熱易

バイヤステエプ
バカリ。ル　　計・：量。測
バショ　　　　場所．’

6］7　八カイ
6】7　八センチ
6】7　　ヒカニピル

6コ7　ベンリ
617　マダ

6］7　マチ・ッ
6玉7　マッスグ
617　マッタク
6ユ7　ミギテ
617　ムネ

6三7　モットモ
¢17　ユ（オ）

617　四ダン
617　リボン
617　レエス

圓
m
　
利

八
翫
擦
弛
廃

直
　
手
　
　
　
湯
潮

待
真
全
右
胸
　
最
御
四

lace　’

666アガリ．ル　　上
666アキ　　　　秋
666　一（ダイ）　　　第一

666ウラソデ　　i襲袖
666　オコナイ・ウ　行

666　；eナカ．　　　腹
666　オリ　　　　　i跳
666　カイ・ウ　　　買
666　カギリ・ル　　限
666　キキ’ク　　　利

666　キョウシ。スル供
666　クウキ
666　　コウカテキ

666　ゴクボソ
666　コトバ

666　コノミ
666　i五リン
666　シカも．
666　　ジャケツ　ト

666十八センチ

　
回

気
自
得
葉

空
効
極
言

好
目厘〔寸法〕

　　（接）

玉8cm

．268

．268

．26S
・．268

．268

．2．68

．268
．9．6S

．268

．268

．268

．268

．268

．268

．263

．268

．268

一．268

．268

・．268

．26S

．268

・．268

．268

．268

．268

・．268

．268

．268

．268

．268

．268

．268

．268

・．268

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

、：1鶉

：1器

r．249　1

：1捌

：甥1

’24

蔦

229
229

一
弊
9
藍

　
2

　
2

303

229

229
278

229
278
249

一
憩

229

勢

蕊

249

303
勢

一
憩

露
4
9

　
2

249
　弊
249
278

軸
幹

一

菅

憩

185

117

161

一
聾

一
聾

脚
曇

藍

一
曇

128

一
聾

一

一

一
曇
一

一
舜

一
聾

一

一
誌

一
曇

一
曇

一
間

騨

一

躍

281

247

195

．蕊

鰍
．
一

聯
國
藍
由

　
　
2

［
e
e

195
酋
、曇

．．弊

195

翼

2eQ1

281

220
　聾

281

281
　茜

停
潜

一
聾

6
聾

r
∂
．

一
畳

弊

71

ほ
H

訓
一
触
．
｝
砦

83

100

嘉
7
1
曇

、
［
聾

一
薦

83

韓　．

一
舜
［
薦

擁

一
　
　
　
n
碍
聾

　聾　　　　　　曇．．

3ユ8　　　　　．227

　・i6　　　　　幣

258　652
婆δ5　　　37δ

371
40：菱

　畳
0
9

ユ
n
◎

ユ
0
0

812　　　　　玉808　己

　ξe　　　　　　聾

萄5　　　677
　言e　　　254
．97‘1　2i76
37：1　　9三8

　慈　　　　　　鮪

54il　1267
　斡　　　　　　藍

30：韮　　　6ユ4

農55　　　566

憩　　　　　　聾

746　　玉66三
27：1　　6ユ4
746　　ユ196
27：萱　　　　．ユユ1

9履　　　230
　聾　　1808

7d6　463
　藩　　1984

812　252
33・k　440
　軸　　　　　　聾

974　2176
　泌　　　　　　曇．

90）　1808

587
516

．菅

5a・1

285
5］5

874

652

　愚　　ユ446
　’va　　ユ066

37王・　　274
　’va　　玉066．

4δ5己　　652

　勢
藤

97荏
　・掩

594

401

900
　・沁

．　・N

　弊．．

1351
1808

　暫
157

9玉8

370

一一・　179　一



順

位
『見 田 し

666十六
666ショウガ
666　ズカイ
666　セヌイ
666　センセイ

666　ソデグ》
666　タテジ
666　ツケカタ
666　ツヤ
666・i．デスから

解
三
生

図
背
先

回
地
方

軸
縦
弓
馬

〔植物⊃

（接）

666　トオリ　　　通
666．トカシ。ス　　溶
666ノコリ・ル　残
666　ハギアワセル
666ハザシ　　　　　　⊂洋弓

666ハナシ・ス　　離’放
666　．ノ、ノレ　　　　　　　　春

666　ヒカエ　　　控
e＞nv6　ヒキユク　　　 二二肉

666．ヒタシ。ス　　浸

666　フキ・
666　　』＝ニツオリ．

666　プリ．ル

666　ベルト

二折
（植物〕

　　　　　　　　velt
666　マエウシロミゴロ前後身頃、

666
666
666
666
666

マユ
ミノ、ノく

メリヤスツナギ
モトメル
ヨワィ

眉
身幅

求
弱

716　アソビ。プ　　遊
716　アラワレル　　現
716イエル　　　言
716　イカシ・ス　　生
7王6　　一コ“ウ　　　　　　　一合

716　ウツクシサ　　美
716　ウワマエタテ　上葡：立

716エダ　　　　枝
716　オオキサ
716　オリヤマ

716　カエジて
716　カワリ．

7玉6　クチヌノ
716　グツと
716　クフウ

716　クロィ
7玉6ケズリ・ル
716　五ズ
716　サラ
716　ザル

7三6　三ボン
716　シカタ
716　シキ・ユウ
716　シシ．ユウ

716　シタ・マエ

大
上山

越
変・代
口布

工夫

　
　
二

黒
削
五
皿

本
方
富
繍
前

三
仕
子
刺
下

〔器具〕；

民用使

％

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249
．2婆9

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．249

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

衣

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

278

278
269

249
249．

339

　茎

　冨

249
249

382

一
畳

　嘉

303
278
249

n
け
Q
μ

4
占
蔓2
2

278

翼
7
8

　
2

278

1，，g

1　－h

　3〔瘡

1　27g
l

各層での順位
食 経 健・美

ユ28

　砦

128

ユ2S

曇

蕊
漕
6
1

　
　
1

綿
押

脚

一
善

．坤

軸

133

憩

騨
冊

｛
懸

一

一
藍

220

　嘉

19，v）

藩

一
砦

一

195

瞬

【
梼
藍

281

　翼

195

一一 P80一

他

一
弱

藍

督

舜

駒

纂
6
5

一
魯

．［

]

替

一
畳

睡友での雛

1

一

1

実用記
事　で

ケ
σ
ケ
4

8
∩
◎

ρ
0
μ
0

　　纂
ゆ
　812

432
　憩
8］P“

97“
974

746
638
喋01

　聾

2
憩

34

9
紹
2

】
騨
a

只
V
O
O

　砦
900
587
238

全記
事　で

ユユ96

ユ351

　嘉

！王3

工0工5

1808
1984
1エ26

740
1446
352

ユ808
341

1808
837

　砦
19S4
13一）一1

591

聾　　1351

8
替

36

638
　畳

37玉

516
352

4
｛
9
1
6

良
》
9

469
440
370’

969
799

1066

冨　　纂

587　1126
544　1267

　　　　614
900　633
嘉　ユ661

812　130”1

900
638
587
8工2
974

974・

9ユ8

ユ351

ユ351
1539
2176

藩
4
7　

8

LgZl一一L－gwuts



し出
．
田
．
見

順
位

716シヅカリ
フ16十九センチ　ユ9cm
716　十三センチ　　ユ3c田
716　一．．【・’．八

716ショウジョウ鎖状

　
ス

ジ
・
ル
イ

ク
シ
・
タ

ヨ
乃
リ
ッ
コ

シ
シ
ス
ゼ
ソ

ρ
）
ρ
Q
6
6
ρ
0

ー
ユ
王
ユ
ユ

ケ
響
7
ケ
‘
ケ
‘
ケ
じ

716　タキ・・ク

716　チュウシン
7ユ6　テノくヤィ

71δテン　．
716．　トウキョウ

7玉6　トジバリ
716　ナガギ
716　二十センチ
716　ヌイトメル
716ハイ

7エ6　バイキン
716　ハチミ．ツ

716　ピケツ
716　ヒダ
716　ヒダジ

716　フキ・ン

716　フクrr
716　フライパン
フ］6ヘリ・ル
7ユ6　ヘンカ

　
　
　
　
ツ

チ
　
　
　
。

ニ
　
リ
　
チ

イ
マ
ワ
ギ
ダ

マ
マ
マ
ミ
メ

ρ
O
n
O
ハ
り
6
6

1
1
1
1
ー

ヴ
8
ケ
‘
ウ
鐸
ケ
‘
ケ
．

事
対

食
詑
摺
絶
四

魔
中心．．

使騨． I
　％　Ii衣

各．屡　で　の　順　位
食 経 健・美 、

他

点
東京（地）：

針
蕊
止

綴
長
2
0
縫
肺

出
惜
訣

葉
蜂
秘

仰

山布
袋

減
変化

　
　臼

㎝
　
立

毎
回
周
右
貝

716　モウシ・ス　　申
716＝・一　　　　湯
716　　ヨウイ　　　　　　用意

716　　ヨロコビ。ブ
716．　リ　ョウテ　　　　　両手　．

7王6　ワキセン
782　アメリカ
782　アレ
7ξ2　一・カゲツ
”t8z　一一一シャク

782　ウシナイ・ウ
782　ウスジ
782　ウラエリ
ア82　ウラカフス
782．エガキ。．ク

782　オシnイ．
782　オビ
782　カガリ。ル
782　カク

脇線

一箇月
一一ﾚ

　
地
衿
…

央
薄
翼
裏
話

白粉
帯

　　　　　　　各
782・カタガエシ・ス片返

i馴
lz，gg

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230

．230
’．230

．230

．230

．230

．230

，230

．230

　　　．230
（地）．　　　・211

（代）　・2】1

　　　．21ユ
　　　，211

．2王1

．9“1］

．2］王

．2ユ1

．2王1

．211

．2Jl

．211

．21玉

．211

砦

278
278
303

303

一
聾

一
石
勢
旙

t

　278
　278
　303
1

蒸

303

【
懸

一
一

一
懸
早
蒔

1　，7，

339

冨

303
303

1　339
　303

，。窪

－
謄
藍

6玉

133

一
曇

脚
施

133

一
滞

玉4ア

簸7
曇

一

6、
等

藍

［
藍
舜

一
一

一
曇

一
一

．曇

220

231

一
魯
．
曇
．
弊
・
砦

195

”
α
阿
σ

Q
レ
Q
U

エ
エ

曇

7
7
．

農
4
2
2
220

㎝
曇
．
曇
．
勢

一
藤

220

｝
蓉

一
藤

一
斡

一
魯

一
藤

一
畳
一
品

一
画
一
筋

啓
韓
．
軸

一
曇

一
山
葵
畳
魯
．

軽

【
騰

一181　一

i主友での順位：

．実用詑　全記
藩で　票で．

974　91．8
糞　1．

694　　玉446
8il　2　・1808

638
432

900
37．　1

515
70　e）

740
419

謄　　　　　薦

432　614
Sli　2，　1539
37ユ　　4三9．

516　．　141

一
砦

一
薦
穏
曇
単

一
曇

　嘉

ユ808

677　．

81i2　1808
638　　　　ユ066

蓉　　　　　藍

穏　　1661
ee　1661．

455　431曇　　　　　．蕎．

638　79．9
900　591
ac一　1661

5・14　409
638　　10籍

聾　　工35王

352　　3ユ2
藤　　1808

31）ユ

8：是2

974

畳

772
170
30’2

446

65P．

玉066

　　30i　・　535
　　　　　1539i　　694



瀬

位
見 出 し．

782
782
782
782
782

キャクイ
キリカエセン
クリコシ
ゲッケイ．

五シャク

782　　サイシ・M

782　三コ　：

782　三十ニメ
782L三三十四メ
782　三・i五センチ

782　mu　1酒f■．．．メ

？82・シ・セイ

782　ジナオシ
782　シミ
782　シメル

7S2
782
782
782
782

　
線

位
替
越
経
学

四
切
繰
月
五

橋

初
催
二

最
三
三

三四員
3。5c短

属
．八

三
直
三

四
姿
地
汚
締

十九
　　　　　　心配シンノくイ

　　　　　　　　　（写）ズッと

　　　　　　生活セイカツ
ソウダンシ・スル　相談

782　タイ
782　タイテイ
782　タ’イド

782　タチ・ッ
782タテル’

782　タリル
782　チイズ
782チヂメル
782　ツギ・グ
782　ツワリ

782　テイレ
782　テンプラ
782．ドチラ
782　トマリ．。ル

782　ナイガイ

782　七メ　．’

782　ヌィチ．ヂメル

782．ハジメて
782　ヒョウ
782　フクソウ

782．フタタビ
782　ヘラツ：ケ

782　ホ
782　ホオ
782　ホシノリ

782　マ
782　・マエミ

782　マタガミ
782　　マツリ．ツケル

782　ミズイロ

782　ムズカシイ
782　モウハツ
782　モドシ●ス
782　ヨウグ
782．．四ツ

　
　
発
建

丁
度
・
・

大
樹
立
立

　
む

鯛
　
阻

足
面
縮
本
館

手入

⊂魚〕

　　　（指）

止・留・泊
内外

七貝
縫縮

　
装

評
服

（劃）

再
　　⊂裁縫）

　　⊂記号う

頬
乾海苔

　
身
上
附
色

盛
葡
股
纏
水

髪
．
具

毛
戻
用

使用率

．211

．211
。2ユ三

．211

．221

．23ユ

．2i1

：211
．2ユユ

；211

．211
’．211

。2エユ

．211
’．211

．2ユ1

。2ユ1

．2玉ユ

．211

一．211

・。2ユエ

．2三玉

．2三1

」2｝ユ

；211

。21ユ

．21ユ

．2ユエ

’．211

し21ユ

．2ユ1

．211
．・ Q11

．211

し2u

．211

．211

．231

．21ユ

．211

，2ユ三

；9－13

‘． Q三ユ

。21ユ

．2ユユ

．211

．211

．2Jl

．2ユ2

‘211

各層での順位
衣 食 ．経 健・美

1

n
O
n
O

O
O

Q
U
O
O

ll　・．

　　一八

　303
　303
　339

’2｝ユ P

．2匪1

‘2n
　　　　・21ユ　li

・2ユ1ii

303

303
．魯

339

382

339

303

303

303
3e3
382

303

185

添

魯「
r
O

騨

齢

161

147

185

弊

147

185

一

一

一

伸

一

一

一

一

．潜

一

一

一

pt

”

一

”

の

．　脚

一

一

酔

220
　於

．幹

247

281
　、蓉

2B1

281

　蓉

220

220

281

247

281

247

247，

一182一

他

77

勢．

83・

簡

一主：友での順位：

　輿用記　全i把I
l　寧　で　事　で

華

一
　
　
　
～

馨
帝

翰

釜

軸．

293’　一268
8】2　　ユ808
　潜．．　　　　　藤

974・　　　2ユ76
　蓉　　　　　　　瀞

憩

638

鍾．

工267

812・　144i6・
638　’　706
　砦　　　677

544・　133
　　　i藤6

694　　ユ0ユδ

　ee’　633
544　　　ユ3ユ

334　274
974 1066

1661

　　　2，1　76

　　　1984
es． @三］96
　　　677

A
U
2

0
1

0
U
n
◎

ρ
0
2

n
◎
噌
1

4
轟
8

587

3ユ8

544

832

1984
274
207
1196

874

1126
535　．’

ze｝s

799

662

1539

」808．



順

位
見 出 し

782　　四型　　　　　　　　　　匹1昌．

ア82　ヨル　　　　夜
782　レンコン　　　蓮根、
854　アキドマリ　　二月止
・854　アセ　　　　　汗

854
854
854
854
85徒

854
854
854
854
854

アツサ
イガイ
ーシュウカン
イリ。ル
イワシ

ウチ　・

ウラメリヤス
ウワギ
エビ
エリカタ

854　オ・リサキ
854　オンナ、
854　カオ（オ）

854’ガラ
854　キセツ

854　キノメ
854　キメル
854　キモノ
854　グルリと
85Q　クロ

以外、

一週聞
要

一
出

家
裏
上

衿屑

先
回
欝

欝
女
御
無
季

芽
　
三

木
決
着

黒

〔魚⊃

使用率i
　　　　I
　’bo　」 衣

．2ユ1

．211

．21玉

．191

．．三91

，三91

，工91

．19王

．191

．三91

　　　　　．191
　　　　　．191
　　　　　．工91
（動物〕’　　　・191

　　　　　．ユ91

無
血
，

無
血
c
o
男
擦

　
　
　
　
ル

　
キ
イ
ス
・

ジ
エ
ヒ
。
リ

エ
ツ
オ
シ
ス

ゲ
ケ
コ
コ
3

墾
4
｛
4
占
4
4
晶

困
り
岡
0
罵
り
鮮
∂
”
9

8
6
◎
8
n
◎
8
85窪

85蔓
8，54

854

8鍛

コナオシロイ
ゴムアミ
サシツカエ
ザブトン
サマシ・ス

粉白粉
一編
差支
座蒲団
冷

杯
枚
面
骨
欲

三
三
融
手
食

　
　
ン
ツ
ク

　
　
カ
ユ
雪

イ
イ
ウ
ジ
ク

バ
マ
ユ
ユ
ヨ

　二

O
シ
シ
シ

4
幽
盈
農
4
幽
4
ゐ

サ
0
ζ
り
幅
0
ド
0
犀
9

8
8
8
8
Q
）
854．セエタア
854　ゼンダン
854　ソエ
854　タイジ
8δ4　ダイドコPt

8δ4　タジク
85荏　ダッシメン
854　ダレ
854　チュウ
854　チュウビ

854　チョクケイ
8．54　ツリヒモ

854　ツレル
854　テアシ
80「4・．デザイン

（写）

前段
副（活花〕
胎児
野駈

　　〔洋裁〕

脱脂綿
誰
中
中火

．19三

．ユ91

．ユ91

．ユ9i

．191

。ユ9ユ

．1　9．　1

．19工

．ユ91

．191

．叉91

．191

．191

．19ユ

．19三

．191
。ユ9ユ

．三9ユ

．ユ9ユ

。三91

．三91

．ユ91

．玉9ユ

議9i
ほ91

，三9王

．191

．ユ91

．三91

．191

I
l
i
ll　　．191

　・。19ユ

　　重
三

．工91

。玉9ユ

。玉91

，19ユ

．玉91

303

，339

339
339

339

339
　砦

339

339

339

1　，，s

2
Q
V

∩
◎
6
δ

O
Q
O
◎

339

339
339

3S9．

各　　層　　で　　の　　順　　位

食 経’　健・美 他

16玉

－
砦
砦

61

ξき

工6ユ、

161

蓉
1
6

　
】

恐

砦

2Sl

韓

Z，47

24ア

247

ケ
σ
14
S
2
2

247

281

281

83

蓉

碧

83

83

憩

一，183一

主治での順位
’輿用詑　全記
事　で　察　で

455
516

371

7
・
鱒
砦

8炉
0

974

　曽

900
　曇

638

27玉

432

900

玉81

i

　　8112

1　746

1

6：］S

746

虫）ユ

旨

曇

1066・

292
　盤．

918

53b’

ユ66玉

l126

352

1351

　75
1661

手267

396
498．

1661

玉539
1984

469
　砦

1267

1539

2176
1351

874，

140’

藍、

91X）．．　1539



．
坐
裂

での順

葺北
港

．
主
爽
事

　
．
「位

地

順

健・美

ので

経

各
．

　

病衣
使用率
　96

し出見
「
．
順
位

19S4
S74

566

藍

34ユ

l126
ユ808

900
　曇

238

聾

三32

587
　曇

1539
799

e，tt｝g．

5［1

1446
1126

2h，36

614
　曇

874
772
　凶

1267
485
1984
　　蓉

1267

254
　軸

706

19S4
gesg

R
）
ウ
郵4
3
7
4974
5ユ6

赫

974

638

455

5磁
974

胴善

X馨

ﾒ
狙
曇
＝
鯉
曇
蜥
自
認
．

1066
1446

79

370
341

455
638

6ユ4
440

玉玉96

230

974

371
544

900

812
516

一
麗
　
一
畳
　
一
　
　
一
　
一
一
　
一
　
一
　
聾
藤
　
一
幅
　
　
　
畳
　
一
　
一
軸
憩
　
　
母
　
｝
砦
藷
　
軸
　
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一

馨
8
3
一
嘉
　
　
一
一
一
齢
　
　
脚
一
一
一
聯
　
鷲
募
曇
軸
　
聾
憩
勢
［
婁

誉
藍
　
一
　
【
弊
　
　
砦
雨
　
一
勢
藍
　
　
一

瞬
聾
間
隔
盟
蓉
斡
回
帰
澱
韓
曇
脚

曇
憂
曇
　
　
一
　
畳
　
一

一
7
砦

雛

～
制
一
一
曇
　
　
一
｝
　
一
一
　
泌
　
｛
曲
師
畳
　
旧
弊
　
一
蕾
斡

一
　
一
軸
一
　
一
一
一
一
曇
　
　
｛
一
一
潜
一
　
一
一
一
一
［
　
一
［
一
一
一
　
［
藍
藍
・
．
騨
　
備
一
｛
一
睡
　
　
一
　
一
一
一
　
一
一
一
一
一
　
畳
一
一
潜
齢
　
弊
一
一
一
活

避
撤
添
曇
面
懸
撤
砦
輔

一
曇
　
一
画
曇
　
　
脚
一
憩
　
｛
曇
　
　
勢
　
一
回
　
一
一
　
聾
　
一
曇
　
一
一
　
　
一
一
一
一
憩

撫

廻
＝
一
＝
盃
．
栃
聾
憩
馨

一
断
一
曇
　
［

［
　
一
　
顧
　
一

一
　
一
　
一
頃
　
一
　
懸
　
一
　
一
　
一
勢
　
　
韓
　
一
　
一
藤
盤
　
　
聾
曇
心
血
　
酬
　
蓉
砦

339
339

聾
一
3
9
冨
　
　
一
3
9
3
9
3
9
8
2
　
3
9
3
9
3
9
一
3
9

　
　
3
　
　
　
　
3
3
3
3
　
3
3
3
　
3

一
一
曇
　
一
蓉
　
　
一
聾
旧
派
　
［

．コ9玉

。｝9玉

．19，　1

．】9ユ

．191

．191

．191
。ユ9三

．191

．19ユ

．玉9ユ

。19ユ

」9ユ

．191

．19ユ

．191

．191
．ll　91

．ユ9ユ

．191

．191

。ユ91

．191

．ユ91

。玉91

．191

．ユ91

．191
．三9ユ

．19ユ

．19ユ

．王9三

．工9ユ

」9ユ
。ユ9ユ

．ユ9ユ

．191

．191

．191
．ユ9エ

．191
．王9ユ

．三9工

．192

．ユ91

．ユ72

．172
．三72

．172
．ユ72

．ユ72

．ユ72

．王72

．172

．172

溶
（副）

鶏
肉

⊂魚〕

煮溶
〔植物⊃

（植物〕

854
854
854
854
854

トキ・ク
トニカク
トリ

＝ク
＝Lシン

残
喉
糊
葉

854
854
854
854
854

ニトカシ・x
＝ンニク
ネギ
ノコリ
ノド

〔美容〕

風
骨
　
　
　
人
　
　
　
　
子

御
反
　
　
額
瓶
煙
太
　
冬
　
無
下

854
854
854

ノリ
ノヘ

パジク
854　ノ、ナシ（オ）

854　ハンタイ

854
854
854
854
854

ハンドバツグ
ヒタイ
ビン

フジン
フトイ

85荏
854
854
854
854

フユ．
の　　

フフシ
ブン
ボウシ
ホノレモン

丸
向
蒸

出
題
⊂
㎝
産
虜

持

854
854
854
854
854

マノレイ

ムカイ・ウ
ムシ・ス
メリヤス
モチダシ

854
854
854
854
854

モンダイ
ヤクエダ
四十センチ
リュウザン

聞題
　　⊂活花⊃
40cm
流産

リヨウシ・スル利虜

854
854
854
854
854

リョウメン　　両面
O・二
〇・八
六スン
：六ブ

854
854
854
854

854　u

六メ

ワキアキ
ワキタク’

ワン

951　アの
9δ1　アク
951

951　イクラ
951

六寸
六分

六炭
脇明
脇丈
椀

〔：くりかえし書己号⊃

アタリ。ル

イタミ。ム

灰汁
当
幾
痛・橿

（指）

汁
唄
年
昧
祝

灰
当
幾
痛
　
一
意
御
浮
生

951
951
951
95コ

951

　へ一堺ン
イミ
ィワィ（オ）

ウキ。ク
ウマレル

一　184　一一



見順
位

“

出 し

95三

9，51

951
951
95ユ

95ユ

951
95ユ

951
951

951
951
951
951
951

951
951
951
951
951

95ユ

95ユ

951
951

95ユ

95ユ

951
95］

951
951

951
951
951
951
951

951
951
951
952
951

951
95ユ

951
95ユ

95玉

9δユ

95ユ

951
951
951

951
951
951
951
951

ミ
エ
　
キ

ア
マ
　
サ
ミ

ラ
ワ
　
リ
ク

ウ
ウ
エ
エ
三

編
浄
業

翼
上
絵
衿

オシイレ　　　押入
オモテウラ　　野饗
オワリ　。ル　　　　牽冬

カキマワシ・ス掻廻
　　　　　　学校ガクコウ

カタサガリ　門下
カタヌノ　　罵布
カップ　　　　cup
カド　　　　角
カナグシ　　　金曲

芸　：

カブセル
カボチャ
カミ

キシャ

被

平
穏己者

キャク　　　客
ギュウカワ　　牛革
キリヒラキ。ク切開
　　　　　　切身キリミ
クケル

クツ
ケショウヒン
ケツカン
コオト
ココロガケル

＝ツ
三五エンブン

コマリ。ル
サケ
サヨウ

1

使期率
　％

三野
〔植物〕

靴
化粧鼎
血管．
coat

心掛

秘訣
五回分
困

作用

⊂魚）

サラシ・ス　　晒
サンシmウシ・スル　参照
ジキ・

シゲキ
四十五ド

シタガッて
七十日月ンチ
シタテル
シツレイ
ジハダ

つコ（
ン
メ
メ
メ
メ

プ
一
七
二
四

ジ
十
十
十
十

　
　
度

盛
戦
五

塵
刺
四

㎝
立
礼
肌

72

d
失
地

御自分
一一・一‘ @H

日
H
目
【
目

七
二
四

一
二

（凄）

ジュンジョ　　順序
ショウ　　　　小
シヨウシ。スル使用
ジヨウタイ　　状態
ジョウブ　　丈夫

1

．ユ72

．172

ほ72
．ユ72

．ユ72

．172
．ユ72

．172

．372

．172

．王72

．172
．三72

。ユ72

。ユ72

．172

．172

．172

．172

．172

。工72

．172

．172

．172

．172

．172
．ユ72

．172

．172

．172

．172

．172

．172

．172

．172

．ユ72

．172

誰72
．玉72

．エ72

．172

．172
．ユ72

．172
．ユ72

昏層での順位
．｝　衣 食 経 健・三

位ので

［
記
で

一　全
事

　
ユ
ノ
ロ
　
ロ

友
瀟
て

主
実
事

　
｝
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3；42　全　 醤己　嘉　 表

il主婦之友』全記事での使用率講説表として第4表を掲げる。表に擁する注意は§3・43に譲る。

3・43　膿　　　3醐　　　表

ここに掲げる屡別の使粥率順藷藁表の種類は，先に§3・23（Dでも触れたが，再び述べて置

く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婦　　　　活　　　　　　　　　　ヨ…嫌三友

　　衣　 生　 活　　　第5・1表

　　食生活　第6・1表
　　衛生美容　　　第7・1蓑

　　特別読物　　　第　8　表

　　小　　　　説　　　第9蓑
これらの蓑では次の点だけ注意しよう。

　人生

第5・2表

第6・1表

第7・2表

　エ）蓑頭に「実用記事三位」または「実用記事での順位」とある欄には，その雑誌の実用記事

における順位を掲げた。またド相手順位コとある欄には，もう一一：方の雑誌の同じ書己事山嵐におけ

る順位を掲げた。

2）　これらの欄に用いた一および＊の意味は§4・31の3）と岡じである。

3）　第8表で（また前項1第4蓑で）二二に＝点線のはいっている所の意味も，§4・31の4）と同じ

である。

一187一



第4表　使用牽順表（『主婦之友』全記事）
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（副）

臼本人
舞台

ボウヤ
マツ9・ル
マルデ
ユメ・

レンアイ

419
419
419
4－19

419

・ザイ・リョウ

シバワク　’

スツ功り
＝＝ cポンジン
ブタイ

431
zi．31

431
431
431

（（人））
臼
也

毎
満
皆
喜
当

vイ＝チ
ミツヤ
ミンナ
maロ・コビ

アフ嘔ル

431
4E　1

431
431
440

ユ28

694
301
1　81

238

聾
甥
、
繭
誘
懸
写
搾
髄
爆
弾
滞
膿
曇
藩
蝦
弊
簸
砦
蝦
偽
聾
心
購

746
］62

230
37ユ

62
O0

Q
曇
6
6
　
7
1
0
2
7
4
7
4
叩
o
o
　
5
4
磁
｝
3
8
0
ユ

三
9
　
　
1
　
、
3
2
9
9
嵯
　
1
2
　
6
3

．370

．363

．363

．363

．363

．363

．363

．363

．363

．363

．356

．356

．356

．356

．356

．356

．356

．356

．356

．356

．356

．3荏9

．349

．349
．3婆9

，349

．349

．349

．349

．349

．343

．343

．343

．343
．　34－3

．343

．343

．343

．343

．336

．336

．336

．336

．336

．329

．329
．39“9

．329
．329．

．329

．329

．329
．　，n一，29

．32i3

．329

語
聾
離
婁
必

　
　
　
　
街

　
　
参
　
・

忌
違
人
乗
町

（（入》

幾
思
感
賞金

　　　（接）
　　（轍物）

乗・載

部屋

（代）
　
　
　
　
単
　
　
真

意
家
鼠
簡
先
写
過
残

送
霜
幸
続

　
　
留

紙
　
・

留
年
止
火
当

（接）
薄
鯵
入
洗

　
換

　
●

　
替

　
・
　
　
当

霞
変
題
詩
相

高欄
夏
涙
寝
結

順
佼

　
　
　
一

ワキ
アカルイ
アシ’

オサエル
カナラズ

324
332
332
332
332

332
332
332
332
332

スキ・

チガイ。ウ
ニンジン
ノリ・ル
マチ

アグリ
イクラ
オモイ
カンジ
シゴウキン

341
341
341
341
34ユ

　
　
ル

ポ
ギ
セ
ル
ヤ

デ
ネ
ノ
ハ
へ

341
34ユ

341
341

34ユ

ワライ・ウ
アレ
ウチ
オトシ・ス
カンタン

341
352
352
352
3，52

サキ・

シャシン
晒じニ

スギル
ノコリ・ル

352
359．

352
352
352

アカチャン
オクリ・ル
キミ
コウフク
ツヅキ・ク

36ユ

361
a．61

361
36ユ

：ttガミ

トシ

トメル
ヒ

アタリ・ル

361
361
361
361
370

ウスイ

シカも

ソバ
ヒトビト
アライ。ウ

370
370
370
370
375

イエル

カxル
コマリ・ル
ジツ
ソウトウ

375
375
375
375
375

　
　
　
　
ブ

ウ
　
　
　
　
の

ヨ
　
ダ
　
ビ

ウ
ツ
ミ
ル
ス

ド
ナ
ナ
ネ
ム

375
375
375
375
375

］9．　1　一“



頒
．
位

「　　見

出

　　　，@　　i　　睡騰し　　i使用率i事での

@　　｝％　i順位
順
位

§
i
見
｝

嵐

　　　1
ｵ　履工率　　　i％

膝斜懸：順位　　　　一　　　　．．

440
S40
S40
S40
S40

　一Aフワレル
Cミ
Iクサマ
n守イ
Xカアト

現意昧

恬l

1　．288i　。　　　．288i　900　　　．28sl　　薦　　　．288i　334

@　　・288i　208・

　485i　485

@・壬98
@498
@婆98

ミシン
?カイ・ウ
Aカイ…・ボウ

Jイシャ

三
崩
一
・
方
会
社

…　　　．260

@　　．260
@　　．25憂
@　　．254i　　　．254

…
…
2
）
算
｛
　
　
・
・
i
　
　
5
騒
i
　
　
9
7
4
…

　
2
曾
6
6
　
＆
誇
涛
垂
4

窮
器
2
0
　
鴇
騰
揚
驚
血
忌
滞

．20－4

．2rJ4

，2，一）4

．254
．2蔓7

ワ
目
合
◎

～
り
・
肖
δ

り
｝
ハ
リ

．2－17

．247

．2裟7

．247

，247

葎

2D2
23｛）

31S

．254

．20V4

．2t）tl

．254

．254

1
S

（
リ
9
り

“
O
G

圃
－
臼
～
帥
イ
【
♂
陪
’

逓
斐
4
ゐ
4
蓬

2
2
り
身
2
2

●
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
●

587

587
638
7a6
S12
301

9f｝S

371
281
S7i

0
0
0
0
0
　
　
0
（
ノ
0
0
0

4
4
4
4
4
　
4
嵯
4
4
4

2
盆
2
2
2
　
2
2
2
2
2

0
　
　
・
　
　
，
　
　
．
　
　
，
　
　
　
　
　
●
　
　
O
　
　
●
　
　
●
　
　
●

　　難

4r）5

208

．254
．2tt，4

．　2・5　tl

．25蔓
．　2，’・　’）4

　
弓
返
　
　
　
　
　
　
　
領

語
齎
布
繰
、
　
白
住
熱
烈
広
　
船
便
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
、

　
　
　
ス

　
　
　
O

パ
　
　
シ
、
、

・
　
　
エ

リ
ノ
　
カ

タ
モ
レ
リ
五

カ
キ
キ
ク
十

498
498
498
498
498

ンPt
スミ。ム
チガイ
ハゲシイ
ヒPtイ

GgS
498
49．　8

498
493

］6Lt

334
486
334
30ユ

n
り
0

王
O
D

9
β
2

〔年号）

秋

フ不
ベン
ヨウリョウ
ショウワ
アキ・

49S
49S
498
498
515

オタ

クm
コタエル

奥

答
サンショウシ・スルー参照
ショクジ ：食事

515
5］5
515
515
515

352
166
35Pg

166

455
486

7L16

247
2－17

247
247
L47

聞
法

薪
寸
断

（接）

（接）

当旧
名

（副）

ン
ウ
　
レ

ブ
ポ
ル
ゾ

ン
ン
メ
レ
か

シ
ス
ソ
ソ
ダ

5玉5

5ユ5

5玉5
515
5工5

タから
トウジ

ナ
ナルベク
ハッキリ

δユ5

5ユ5
・515

5三5

5ユ5

7
7
桝
♂
7
0

4
蔓
複
4
函
4

2
2
2
2
2

P
　
　
●
　
　
◎
　
　
O
　
　
●

　
ノ
　
　
　
　
）

入
　
　
代

艇
辞
（

次
理
・

万
葉
止
許

・マンジロウ

ムリ

ヤメル
ユルシ●ス
アンタ

515
510’

5ユ5

5］ov

535

．P，02

181
63S
181

216
74（｝

216

181

401
］91

318

．240

．溢0

．240

．240

．240

外
　
　
　
　
　
車
果
遺
産
人
　
暑
声
　
争

以
弓
懸
終
盤
汽
結
結
紮
三
良
笑
調
戦
裁

イガイ
オシエル
オボエル
オワリ・ル
カク

53；）

o’R5
535
530M

535

　　溝

587
8］2
371

　
　
ウ
ン

ヤ
カ
コ
サ
ン

シ
ッ
ッ
イ
ニ

キ
ケ
ケ
ザ
三

535
535
0r35

535
Jr35

318
974
694

ジシン
ショウセイ
へ　　　　　　　や

ンフヘル
センソウ
タチ。ツ

530H

535
53to

e．“一

〇eo
535

蔓0玉

2王6

33些

202

．288

．288
．v－88

．288

．238

止
論

伏
勿
品
分

フセドメ）v　’N
一、、，
一“　一

モチロン
モットモ
ワケル

440
44．0

4tlO

440
440

．281

．281

．281

．231

．2Sl

．28三

．28玉

．281

。28ユ

．281

愛
事
態
鷺
細
刺

アイシ・ス
アネ
カゼ

クチピル
コマカイ

嚇工

4t）ま

451

＄51

｛t51

〔洋裁〕

　
故
枚

通
侮
二

サシ・ス
ダアツ
トオシ・ス
ナゼ
ニマイ

451
40re　1

4；”，　’）　1

451
451

．28X

．281
．9“74

．274

．274

男彗

元・1日

愛
（感）

全

乙

ベツ
モト
アイ
サア
マッタク

451
451
463
463
463

．274

．273
．274

．267

．267

　
分窓

部
遊

（記号〕

　
　
　
ナ
、
、

　
　
ス
。

　
ン
ウ
ビ

ド
ブ
ラ
ソ

マ
ブ
プ
ア
イ

463
463
463
469
469

．267

．267

．267

．267

．267

．267

．267

．267

．267

．267

位置
二
皮・箪
　ζ入》

，
囁

．267

．267

．267

．267

．260

　
　
編
第
三
　
　
算

暗
　
一
次
全
脳
包
心

イチ
オトウト
カワ．

クラ
クフィ

469
469
469
469
469

ゴムアミ
シタイ
ゼンタイ
ターマゴ

ツツミ・ム

4e）cj

459
469
469
4｛IS9

皆
約
辺

ツモリ

ナサリ・ル
ミナ
ヤク
アタリ

469
4－69

469
469
485

，260

．260
．26C＞

．260

．260（（入））

．200

．260

．260

．26e

．260

　
　
　
　
糸
囲
体

嬉
趨
急
決
小
　
慌
　
大
話
減

ウレシイ
オコリ・ル
ee　siウ

ケッシて
コイト

480’

495
485
485
485

シュウイ
十一
ダイタイ
ハナシ・ス

ヘフン・ス

・485

480－

485
485
485

一｛

一192一



爽用艶
事での
順　位

優Rll率

　IK

し冤順
位

実用記
箏での
順　位

tt）16

230
238
9．　00

974

812
2t．”’）9一

二藍

Q彊

Q
饗
齢
譜
甥
隅
棚
鍮
鵬
曇
黙
諾
猫
脚
鰻
艶
覗
懸
腿
狙

｛
輪

5玉6

geo

2・52

　N
　藩
544

　藤

鱒5
27ユ

258

．226

．226

．226

．226

．226

．226

．2L6
．2．P．6

．2ユ9

．　P．，19

．219

．219

．219

．219
．2ユ9

．2ユ9

．2玉9

．2ユ9

。2工9

．219

．219

．219

．2ユ9

，2ユ9

．219

。2エ9

。2玉9

．212

．212
．2工2

．212

．212

．212

．212

．232

．212

．212

．212
．2ユ2

．2エ2

．2玉2

．2王2

．212

．212

。2ユ2

，212

，206

，206

．206

，206

，206

，206

，206

，206

，206

一

反丁
丁布
velt

右
店

：立派

一年
妹

薗冬
野
cuffs

最近

処方
gp

近　　（名）

中心
直・治

　
測

　
●

合
・

縫
計
昌
昌

求
読

（指）

　
　
　
肥
代

圃
歳
　
母
。
　
戦
油
　
　
任
慶

一
一
　
御
門
下
終
醤
　
進
費
態
士

（接）

輝子（入2
遠
直・治
二階
参

（入》端
家

　
　
　
　
　
　
等

両
　
一
失
魯
　
画
彼
利
粉
躾

ハンタ’イ

フクnギレ
ベルト
ミギ

ミセ

59ユ

591
5911
｛’j’ X1

591

彰
薯
～
一

使用率
　％

し見順
位

モツと
リツパ
ワリ・ル
　へ一不ン
イモウト

δ9ユ

59ユ

591
6ユ4

6三4

オモシロイ
カエツて
カフ．ス

キッと

サイキン

6ユ4

614

6姓
6］4

6ユ4

ショホウ
タタキ・ク
チカク
チュウシン
ナオシ・ス

6工4

9エ4
614
614
6ユ4

6］4

614
614
614
614

ヌイアワセル
〈カリ・ル
ビカエル
フユ・

ポケット

61張

614
633
633
633

モトメル
ヨミ・ム
イズレ
ー為 Jイ
ー・Tイ

カアサマ（オ）

カワリ
サゲル
シュウセン
ショウユ

633
633
633
6e，3

633

ム・
ンミ

鳳
ド
　
リ

ス
キ
イ
チ
マ

ス
セ
タ
ツ
ツ

633
63．0

633
633
633

テルコ
トオィ

ナオリ・ル
触法イ
マイリ・ル

633
633
633
633
633

　
　
　
ウ
ウ

シ
ン
　
・
・

ハ
サ
　
イ
イ

ウ
リ
　
ナ
ナ

ヨ
グ
カ
シ
諏

リ
ア
ー
ウ
オ

ガ
カレフ
キキ・ク
コナ
シツケ

633
652
6152

652
652

e）：一）2

6苓2
6・V）Lt

652
0s2

勇
飛
・
涛
毅
粥
鵬
鵬
於
詩
聾
謝
蒲
灘
講
短
悼
漕
螂
漉
勢
議
鵬
㌦
．
霧
㎜
砦
溌
鋭
細
．
高
曇
捌g；

／
1
／
，
l
l
l

．2－ID

．2蔓0

．240
．　24，（．）

．2go

．240

．240
．2tlO

．　24tl）

．£t40

．240

．2go

．240

．240

，2ao

．233

．233

，233

．233

．2B3

．233

．233

．233

．233

．233

．233

．233

．233

．233

．233

．233

．233

．233

．233

．233

．23．e，

．233

．233

，233

，233

．226
．．9，26

．226
．2P．6

．226

．9－26

．2L6

．226

．226

．226

．226

．226
．2．P．6

．226

．226

（感）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
　
　
服
　
　
般
本

　
　
　
士

罪
通
騰
貴
始
拾
蓋
頬
欲
　
　
三
姫
夜
洋
　
　
一

・影
llar

一
箪
歌
　
選
踊
葉
陰
。
◎

司会
上手
全然
大根
正

（指）t一

御父様

⊂記号〕

（副）

　
所
　
　
院
　
　
　
　
…
匙
　
　
愛
込
　
函
右
　
非
　
　
　
　
　
　
親

劇
場
　
辛
病
古
殆
　
　
大
押
神
可
切
　
原
左
　
是
確
　
　
月
熱
覗
母

535
53，，r

535
Dr3，5

535

ツミ
トオリ・ル
ナガサ
ハクシ
〈ジマリ。ル

53，）一

535
535
0r35

53ij

ヒロイ・ウ
フタ
永オ
ホシイ

ボタン

or3－p’

or3tb

g）30v

530”

or30’

三メ
ヤガテ

ヨ

ヨウフク

．ク

●ウ

。ブ
．

　ル

　
ン
ン
キ
イ

ア
パ
ポ
ゴ
タ

ア
ニ
ウ
ウ

，rj66
0r66

566
e”66

0r　ee6

ピ
リ
　
　
ア

ラ
ド
ヤ
ゲ
ラ

エ
オ
オ
試
演

566
0r66

566
0r66

0r66

　
ズ
ン
ン
イ

ィ
ウ
ゼ
コ
シ

カ
ヨ
ン
イ
ダ

シ
ジ
ビ
ダ
タ

566
566
56S
se，6

，rjsC）

566
566
｛”j66
566
566

ドパ、

トウサン（オ）

ドウぞ

＝ク

バショ

566
56fS

56te

or66

566

ノ、ン

ビョウイン
フノレイ

ポトンド
ロ

ジ
ス
　
ィ
ミ

サ
・
　
イ
ロ

オ
シ
ミ
ワ
リ

オ
オ
カ
ヵ
キ

591
591
591
591
591

591
591
591
591
591

ゲンイン
サユウ
十三
ゼヒ

タシカ

or91

59ユ

59エ

59ユ

591

チョウド
ツキ・

ネツ
ノゾキ・ク
ノ、〈オや

一一一　193　一一



見順
位

出 し

1

652　ス”xvシ

652　スワジ●ル
652　セイズ
652　センリョウ
652　ダメ、

652　ツマ
652　ドウジ
652ナガレル
652　〈ナシ（オ）

6δ2　フコウ

652　ムズカシイ
652　　西7ツーミンイ

652　濁ウス
652　リュウ
儲2　ワリ

652　i7レ
677　イヤ
677　ウツシ・ス
677　　オコシ．　ス

677　オソイ

　
ク
　

ウ

　
ヨ
　
　
　

ヨ

　
キ
キ
シ

ピ
ツ
ン
ク
ン

ク
グ
ゲ
ゴ
サ

7
ケ
4
7
ケ
」
ケ
σ

ウ
σ
7
阿
’
ケ
σ
ケ
響

轟
◎
6
6
6
6
．
、

　
モ

　
ト

　
ノ
　
　
タ

ウ
フ
．
と
ル
シ

ユ
ユ
ッ
テ
デ

ジ
シ
ズ
ス
ソ

ワ
「
7
．
圏
〆
ケ
．
ケ
9

7
ケ
σ
ケ
」
7
ケ
夢

6
n
り
6
6
6
E77　タノミ・ム
677　チョウシ
677　｝ベマリ。ル
677　トレ、レ

677　ナマエ

677　二㍉レ

ε77　＝二。i五

。77　ハイ、

併7　〈ナレル
677　バラ

677　パン
677　ヒダリ
677　プリ？ル
677　マキ9ク
677　ヤツと

706　アミカタ
706　アノレいは

706　五メ
706　　ウカカ，イ　．　ウ

7◎6　ウマイ

706　ウミ
706　ウリ●ル
706　カンク’イ
706　　キコエノレ

706　キカイ

汁
　
図
料
目

蓋
坐
製
染
蹴

　
時
　
話
幸

夫
周
流
御
不

　
子
由

優
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・969　　セマイ　　　　　　　　　　狭

　969　ソロイ・ウ　　揃
　969　ダイジョウブ　　大丈夫
　969　　タ』ッタ　　　　　　　　9f套

　90”gツトメル　　　勤・努

　969デンシャ　　　鷺車
　969　ナガァミ　e　　畏編
　969ニズ　　　　　ニ國
　969　　こニド　　　　　　　　　　ニ度

　969　二ニハイ　　　　　ニ杯

　969　バス　　　　　　bUS
　969バリ　　　　　針
　969　ヒラバヤシ　　　平林　（人）
　969　ヘンジ　　　　　返事
　969　　一マワリ　．　ノレ　　　　　　廻

　969　ミ：ズカラ　　　　自
　969　ムケ、レ　　　　　向
　969　　■、二：ウ　　　　　　　　　向

　969　メリヤスアミ　　一編
　969ヤスィ　　　　安

　969　1－1　＝r　　　　横
　969　遡ワィ　　　　弱
　969　　リ　ョ了ン　　　　　　　　　霊轟：

　9690・二
1015　アリガタイ　　有難

10騒　イ・ぜン　　　　　，以前
10ユ5　一・タイ　　　　　一体
三〇15　イリ　　　　　入
IO］5　ウシロチュウオウ　後中央
10葛　オチツキ・ク　　落藩

10i5　＊ドリ　　　　踊
1015　カギリ　　　　　限
101「oカゾク　　　　家族
1015　カネ（オ）　　　　御金
1015　キプン　　　　　気分

ユ015　キ望ウイ　　　　胸顕
ヌ0ユ5ケレド　　　　　（接）

’1015　五百エン　　　　五百円
」OIs　mメ　　　　　米
10玉5　三ネン　　　　　三年

工015　ジジョウ　　　　事情
1015　ジシン　　　　　一身
玲15　ジダイ　　　　　蒔代
三〇】5シタガッて　　　　　　　　　　　　　（接）
10ユ5シュウト　　　舅。嬬

1醒5ショウジ　　　障子
工015シワ　　　　　鍛
IO15シンセキ　　　親戚
三〇15　スグレル　　　　勝
IOI5　セイカク　　　　性格

1015　ソデグリ　　　　徳劉
lo15　タイテイ　　　　：大抵

IOI5タネ　　　　　種
iO15　ツマリ・ル　　詰
1035　トツゼン　　突然
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トリダシ・ス　液田
ナレ，・　　〔ナジ得ルの慧）
気品カイ　　　　ニ圓
ムノ2　　　　　　コトノζ⊂委己暑〕／2

ハナ　　　　　鼻

百エン　　　　百円
ビックリシ・スル
ヘイキン　　　平均
　　　　　　　　　勉強ベンキョウシ・スメ
ホシ・ス　　牟

ホン漏ン　　　激烈
ミカエシギレ　　見返布
三ツオリ　　　三三折
モン　　　　　門
ユ　　　　　湯

ヨゴレ　　　　汚
リ　　 へい　　ロ

フンフr

リョウシン　　両親
ワタシ・ス　　渡
ワフク　　　　和服

アツィ　　　　厚・篤
イガイ　　　　野外
イキ　　　　　恩
一シ靱ウケンメイ　一生懸命
ウカビ・ブ　　浮

ウソ　　　　　號
ウツクシサ　　美
ウツリ・ル　　移
ウラミゴロ　　　；饗身頃

エガキ・ク　　描

オカゲ　　　　御蔭
オナジク　　　同
オリ　　　　　折
ナリ・．　　　　下
カギリ。ル　　限

クチギレ　　　　ロ着∫

～嘘へ・ス　　　消
ケンコウ　　　　健康
アセンチ　　　　δcm
ゴハン　　　　御飯

款ロモ　　　　⊂てんズらの〕

コンナン　　　段難
サイワィ　　　幸
シ　　　　　　詩
すセンチ　　　　10cm

シンパイシ・スル　心配
七ワ　　　　　世話
ゾウゲン　　　増械
ソボ　　　　　祖緯
ダィジ　　　　汰薯

タタミ　　　　畳
タマリ・ル　　堪
タリ、。　　　　足
トラック　　　　⊂宮動車3
ナラビ・ブ　　　1並
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出 し

3066　　＝：：、ダこ／

1066　JT一百エン
1◎66　ヌノメ
ユ066　ハシリ。ル
1◎66　バタ〔ア〕

！066　バン、

玉066　ビザ．

ユ066　　ヒロゲル

1066　フク、
玉066　フグロ

io66　プジ、
玉066　フダン
玉066ペンキョウ
1066　マ・ゼアワセル
1066　・マホ

ユ066　ミツメル
ユ066　ミドリ
］066　ミボウジン
玲66　メズラシイ
lG66　モト

　
円
　
　
τ

段
百
鼠
惚

二
二
布
走
㎞
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熱
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無；事

＝普段
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真帆（人）

　
人
基

詰
亡
・

冤
緑
未
珍
因

ユ066　　ヤヶノレ　　　　　　　　　　焼

】066　四メ　　　　　　四目
1066　四センチ　　　　4cm
1066六メ・　　　　六翼
ユ066　ワタクシドモ　　私共

1126　アキラメル
1コ26　アス．

l126　アッ
ユ126　アマイ

l126　アラワシ・ス
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1126　カンゼン
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IJ26　キャクサマ（オ）　御客様
瓢26キャベツ
1126　コサン（オ）
ユ126　コウカ

1126　コンニチ

1126　サスガ
1工26　ザヅシ
1126　三・五
l126三菅エン
1エ26　　ムノ4・
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果
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御
重
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（感）
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638　　H26　タノシミ●ム

　　　l126　ダンジョ
974　　　1126　　チャ（　’t’塗）

638　1126　ツナギ。グ
455　」ユ26　ツラィ

　　　H26デキアガリ

　　　ユ126　テごスヵ、ら

900　　1126　　1、ウ・トウ

　　　U26　トシキ
　　　ユ126　トチ
812　　ユ126　ナミ・

　　　三126　＝ゲル
455　　　］126　　ノコ・リ

4δδ　　ユ】26　ハルカ

4δ5　1126　ヒタイ
974　1］26　フキ噂ク

l
　　sユ．9

1126　フレル
1］26　プンヨ
1126　ヘイワ
三126　ホ

1126　ホウロ野

］126　　マゼ’1、

］］26　モクテキ
エ126　ヤツ
1」26　ユウジン
l126　ユビ
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1ユ96　アキ
ユユ96　アフレル
llユ96　一タン
J196　　ウキ・・　ク

1玉96　　ウ；アマエ

974　　　ユユ96　　エイヨウ

544　叢96　オウジ。ズル
746　1196オンガク
900、1196　カアサン
900　n96　カジ
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］196　カンジャ
l196　キ　一
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．1［IO

．1110

．110

．：ほ。

．1［］O

．ltlO

．：ほ0

．［110

．二鞭。

．：ほ0

．lllO

．：lle

．二ほ0

．lllO

。三10

b1ユ0
．：1三〇

．　’P　10

．：1ユ0

．：ほ0

。：ほ0

．：ほ0

．：【ユ0

．ltr［o

．：江10

．1ユ0

．110

．llO

順
位
一

合
人
　
三
筋
　
　
応
織
部

謝
愛
集
油
荒
　
　
一
二
命

ワリアイ
アイジン
アツvリ。ル
アブラアゲ
アラスジ

l196
エ267
1267
1267
1267

アワテル
ー鳥 Iウ
…一 Y
…’ t　t
イノチ

1267
1267
エ267

ユ267
1267

祈
頷
追
犯
重

イノリ。ル
ウナズキ・ク
オイ・ウ
オカシ・ス
オモイ

］26’i’

ユ267
1267
1267
1Lt67

三身
三
物
々
　
　
　
節
育
者

表
折
買
方
悲
　
被
聞
季
教
菜

オモテミゴP
オリヤー・？s

カイモノ
野馳ガタ
カナシミ

1267
19－67

1267
1267
1267

カプリ・ル
キカシ・ス
キセツ
キ澄ウイク
ギョウシャ

ユ267

］267

据67
i267
1267

キリヒラキ。ク　切開
クジラ　　　　鯨
クズレ、レ　　　崩
ケッコンセイカツ　結婚生濟
コイ　　　　　濃

126ア
．1　z767

12．　S．　7

］267

ユ267

五月
断
献：立

下
昨年

作贔
叫
里…i芦

仕合

　　⊂植物〕

従
実家
漆喰塗
実際

五ガツ
コトワリ・ル
　　ぞ　　＝コンタフ『

サガリ・ル
サク不ン

」9－67

ユ267
1P．67

玉267

三267

サクヒン
サケビ・プ
サトイモ
三三十

シアワセ

1267
1267
玉267
1267
1267

シイタケ
シタガイ。ウ
ジッカ
シックイヌリ
ジッサイ

ユ267
1267
］267
1267
1267

　
　
様

　
二
輪
葭

締
習
御
救
全

シメル
シュウカン
ジョウサマ（オ）

スクイ・ウ
・ゼンメ

1267
董267

ユ267

ユ267
1267

　
存

添
育
御
筍
畳

ソエル
ソタフ㍉、．

ゾンジ（ゴ）

タケノコ
タタミ・ム

］9．67

12157

1267
Ll　2｛S7

．1　267

実用詑
事での
順　位

974

5磁
　曇

597
694

900
900
　　蓉

r｝s7

694

一
7
乾
蓉
曇
　
　
曇
鮪
荏
八
日

　
　
　
　
　
　
　
5
4

58

2
曇
幣
0
6

　
　
　
　
　
目
盛
蔚
軽
幣

田
　
　
9
0
瓠

　
　
　
　
　
　
酸

弊
謄
藤
斡
一
員
穂
4
4
7
4
3
8

　
　
　
　
　
　
　
7
D
9
6
　馨

746
516
516

搾

7ず

7サ

℃響

5L14

使用率
　．o，S

］

し繊見
二

士

6
6
6
6
6
　
6
6
6
6
6

ユ
ユ
ユ
エ
ー
　
　
　

ユ
エ
ー
－
ま
ユ

ー
三
ユ
ー
－
　
　
　

■
■
三
1
ー
ユ

●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
墨
　
　
　
畢
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
・

6
6
6
6
6
　
6
6
6
6
6

1
等
■
睾
」
－
玉
　
　

1
1
、
ー
エ
ユ

ー
韮
匪
ス
エ
　
　
　

一
山
ー
ユ
玉
茎

●
　
　
■
　
　
■
　
　
○
　
　
●
　
　
　
　
　
・
　
　
・
　
　
●
　
　
・
　
　
O

．y．e）

．116
．1ユ6

．1玉6

．ユ16

．116

．116
．工16

．ユユ6

．l16

．達16

．M6
．116
．1・16

．116

．l16
．1ユ6

．】玉6

．1ユ6

．116

．l16

．116

．難6

．116
．1ユ6

．l16
．ユ三6

．116

J16
．l16

．l16

．116

議16
．II　6

．116

【

経験
恋人
小松榮
」愚

母鷺
三三圃

三〇分
叱

（写）

　
　
部

旧
来
三

指
弓
懸
順

三
二
為
　
　
暑
附
学
少

少
少
過
所
迫
　
　
前
袖
大
多

　
　
　
掛
　
　
　
様

入
　
識
鳥
　
　
話
父
僚

他
取
零
知
千
疲
撮
鴨
墨
型

（撰）　
　
程
　
　
　
漿

床
　
成
腱
願
　
墓
場
白
墨
紐

拭
服装
便利
一口
前中央

　
根
方
名

貰
三
夕
膚
灘

．
ン
ト
ナ

ベ
ケ
ビ
ツ
イ

ラ
イ
ィ
マ
ワ

ク
ケ
コ
コ
コ

119．　6

】玉96

】ユ96

1］96

1王96

ユユ96

1196
工196
ユエ96

1196

サイクン
三カイ
三十ブン
シカリ・ル
ジッと

ユユ96シドウ
l196’シマツ
∬96　シャシンブ
1196十六
1196ジ＝一一ン

　
ウヨ

ヨ
ス
　
　
ル

ジ
リ
。
　
・

ウ
ウ
シ
　
リ

詔
ヨ
諏
イ
マ

シ
シ
ス
セ
セ

ユユ96

］1｛6

工】96

1］96

1］9S

　
ウ
ケ
ク
ウ

て
ゴ
ツ
ガ
ヨ

メ
ン
デ
イ
シ

セ
ゼ
ソ
ぜ
タ

llgC）

ユ196
11　1　9〈S

］1196

1196

　
　
　
ケ

　
ミ
　
ガ

ン
シ
　
キ
リ

ニ
ノ
　
シ
ド

タ
タ
チ
チ
チ

ユ196
1196

鷺96
玉ユ96

玉ユ96

カレル

ンワ
ウサマ（オ）

ウリqウ

ツ
デ
デ
ト
ー
3

MgiC）

ユ三96

1196
］19，　6

11gno

ウ
　
　
ム

1196
1三96
三196
ユユ96

三196

トコ

ドチラ

ナルホド
：＝ワ

ネガイ・

】欝6ノゾミ・
1196バ
1］96　ハクサイ

刀96ハタラキ
1196　ヒモ

｝196　フキ・ク
H96　フクソウ
1］96ベンリ
1196　ポグットグチ
1ユ96　マェチュウオウ

ル
　
タ
イ

エ
　
ガ
メ
ル

ラ
ネ
ウ
ウ
ヂ

モ
ヤ
ユ
ユ
ユ

工196
1196
1196
工】96

1ユ96

一一　199　一一一



順
見　　　　出　　　　し

i　　険用記1使用率i事での
順

見　　　　出　　　　し、
1使用率 実用記

魔ﾅの
位 ｝ ％ i順位

位！　　」

1％ ｝順位

ユ267
P267

　　　　　　　　　　　　　1
^テ　　　　　縦
^マ　　　　　　玉

．110

BnO

｝
、
艦
i
　
　
　
　
凶
」

工351
奄Rδ王

ケズリ・ル　　　潔コガタ　　　　　小型 ．103
D103

㍉一
p　　638　　746

三267
O267
P267

チカヅキ・ク　　近附
eアテ　　　　　手当
hウグ　　　　　道具

．1ユ0

Flll
1　　菅
P　　544　　900

工35ユ

G35三
ﾊ351

ココロモチ　　心捲五ズ　　　　　　…流図五・五

．ユ03

Dユ03
D103

i　　魯
p
　
5
8
7
｝
　
5
8
7
ヒ

1267ナリ・ル
1267　ニエホン

鳴
二本

1267ネガイシ・女ル（オ）御願
1267　ネットウ
ユ267　　ネムリ　・jレ

1267　ハ
ユ267　ハア
ユ267　バアサン（オ）

1267　フと
ユ267ブタニク

窪267　フリカエリル
1267　ヘン
1工267　・マカセル

’1267　マノレイ

ll　267　ムラ

窪267　モエル
三267　モチダシ
ュ267　モメン
ユ267　ヤク
ユ267　ヤスミ●ム

1267　ヤマダ
1267ユケ：・”

1267　ヨウフウ
玉267（ミス）nオズ
］267　ワタリ。ル

ユ35ユ　ァラタメル
ユ351　アラユル
135三　アワン
1351　イカ
135ユイカガ

ルケ
ウ
チ
　
レ

ダ
ヨ
グ
キ
ギ

タ
シ
リ
ゴ
ラ

イ
ー
イ
ウ
ウ

三
－
三
ユ
ー

r
a
μ
0
μ
D
r
O
5

0
◎
0
0
q
U
n
O
3

三
ユ
ユ
ー
－

135ユ　ウワギ
135ユ　ウンテンシ“
13δ1　ウンメイ
1351　　オキル

1351　オジ

：1351オヨビ。ブ
．135ユ　　オロシ

1351カキマゼル
『135ユ　カタクリコ
雀351　　キノウ

ユ3δ三　キョウソ
ほ35ユ　　キョウダ1ゴ

135ユ　ク

1351　クウキ
1351　クフウ

熱湯

歯

御婆様

豚肉

返振
変
任
丸
村

　
出
旧

邸
持
木
役
休

（感）

（笛D

i．L細　（人）

行
洋風
　　　（人）

渡

　
生
口

　
　
　
布

頂
一
入
動
裏

（体）

〔動物〕

　（副

　
手

衣
転
命
　
父

上
逗
運
起
叔

及
　　⊂料理⊃

掻青
墨衆齢
昨日

檀
弟
気
夫

教
兄
句
空
工

　．三工G

　．MO
　。エ10

，　．llO

　。ユ10

．1ユ0

．玉ユ0

．エユ0

．ユ10

．1工0

．］IO

．］10

。玉10

．IJO

。ユ10

．玉ユ0

．llO

．llO
。1ユ0

．】三〇

．llO

．llo

．lle
．ユ10

．ユ10

．］03

．玉03

。玉03

。ユ03

．103

．iO3
。工〔｝3

．103

．103

．103

．le3
．ユ03

．103

．103
．玉03

ほ03
ほ03
．　3　o．g

。玉〔3

．leb’

．工03

．ユ03

．103
．ユ03

。ユ03

　　　1351　コドモフク
587　 1351　コメル
　一：÷　ユ35ユ　サソイ．ウ
544　　　三351　　「｝ナーリ　。　ル

　N　l351　ジコク

子供服
込
驚
倒
時刻

　　　1351　ジジツ　　　　　事i翼
　　　1351　シタガワ　　　下側
　　　玉3議　ジヌイシ○スル　地縫
　聾　ユ3譲　シノビ・ブ　　　忍
5彊　　1351　シバイ　　　　　芝居

　
　
ガ
ゲ
ツ

　
ウ
ウ
ウ
セ

マ
ヨ
ヨ
ヨ
ン

シ
ジ
シ
ジ
シ

ー
ユ
ー
i
I

”
0
阿
∂
”
O
開
O
P
∂

n
O
3
9
り
Q
り
0
0

1
ー
ユ
丁
丁

聾
藍
聾
4
一
曇

　
　
　
9
7

　　　135ユ　スイ・ウ
544　1i35玉　スイプン
537　玉3譲　セン
　馨　1351　・ゼンコク
　ee　1351　ゼンダン

le捲1｝多算ワリ
638　　1351　ダイブ

r・1翻多野

　　　1351　タォシ●ス
　脅　1351　タガイ
　ac　335ユ　タク（オ）

587　1351　タチカタ
　　　1351　タトエ

900

　曇

5S7

974

587
587
587

　嘉

　書ξ

8i2

ユ351

ユ351
1351
135ユ
1351

エ351

」351

ユ351
11　3δ工

13D”1

135ユ

ユ351

×351

三351

ユ351

1351
ユ351

ユ35エ

ユ3溌
1151

チョウセン
ツカミ。ム
ツギツギ
ツケガワ
ツゴウ

デカケル
テンジョウ
ドウスン
ナグサ・メル

フfフベiレ

イ
　
　
・
ル

オ
　
ニ
ビ
リ

ニ
ネ
ネ
ノ
ノ

ハズカシイ
バレイシ9
ヒキアゲル
ヒクィ

どシsuウ

縞
清

上下
親切

分
　
扇
骨

水
野
糞
前

外廻

大分
平

　
　
　
方

眼
互
宅
裁

〔植物）

（接）

（謝）

朝鮮（（地》

二

次k
塾側
都合

掛
丼
寸

出
天
昼
鳶
堅

調
根

伸・延
海苔

恥

揚
　
笑

引
低
籔

（感）

（植物）

　　1
．103　i

．103
。王03

。三〇3

．103

．103　i

。ユ03；

・19e　1

．ユ03

．103

694
　憩

　蔚

7
零
7

8
Q
り

r
∂
鮮
0

．ユ031　　　　694P，gg　l　gg・JT一

：18鎖587

．ユ03

．工03

．ユ03

．103

．蓬03

．ユ03

．玉03

。ま03

．ユ03

．103

．103

．103
．　1　o．g

。ユ03

．103

．103

．103

．le3

．103

．lg3

．ユ03

．ユ03

．ユ03

．ユ03

。ユ03

．三〇3

ほ03
．ユ03

．］03

．ユ03

．ユ03

．103

．ユ03

．工03

．103

4
晶
7

ケ
‘
8

Q
）
戸
0

聾
8
36

5S7

　冨

63S

　W

638
　婚

　、讐

638
　煙

7
生
O
D
碑
r

一
〇
Q
り

587

㌍憩

葛
3
7

　
解
つ

ev

587

一一@200　一



　　　｛実嗣詑
使用率｝事での
　％　1順位

し出見順
位

実用記
事での
順　位

使用率
　％

し見順
調

638
638

画
藍
二
三
棚
粥
聾
曇
鵬
聾
瞭

押
目
聾
漕
　
一

聯
薦
鯉
盤
日
脚
瀞
盤
鵬
曝
講
潜
藩
同
論
聾
聾
＝
蓉
瀞
愚
菌
醐
穂
聡

096
096
096
096
096

096
C｝96

096
C｝96

C｝96

096
096
096
096
096

oge，

C｝96

096
096
096

096
096
Q96
096
096

096
096
096
C｝96

C｝96

096
096
096
0CJ6

096

．096

．e96

．096

．096

．e96

．096

．096

．096

．e96

．096

096
096
e96
096
0q．　6

096
096
096
089
089，

｛

スエ　　　　　末
セイケツ　　　清潔
セキケン　　　　石鹸
セキリ　　　　赤綱
ソウダンシ・スル　相談

ソンジ・ズル
タチバナ
チュウキseウ
ツカイカタ
ツクエ

存
立花《入》
中共《党名》

使方
机．

1446
1446
1446

羅46
1446

1446
ユ磁6
34A．6

ユ446

工446

漬　漫
告
詰
溶
閉

ツク’ル

ツゲル
ツメル
トカシ・ス
トジル

1446

1磁6
1446
三磁6

三磁6

途中
　　　（副）

鍋
何度
二〇年

トチュウ

ナニシロ
ナベ
ナンド
ニ十ネン

0
り
ρ
U
畠
）
R
）
ρ
U

4
雷
4
農
蔓
4
ゐ

4
漏
バ
7
荏
4
ム
4
点

ユ
エ
エ
ユ
ユ

気
心
寒

入
濡
親
譲
登

＝＝ンキ

ヌレル
堺ツシン
ノウカ
ノボリ・ル

Z446
1446
1446
ユ446
ユ446

1446
工446
1446
1446
玉446

ハズシ・ス　　外
八メ　　　　　　八鼠
ハツケンシ●スル　発見
ハツビョウ　　発表
ハライ。ウ　　　払

粋
㎞

ユ446

達嘱6
1446
1446
」446

ハントシ
ハンドバッグ
ピアノ

ファン
フエル

　
　
　
　
撒

　
　
　
　
　

筆
震
埃
蒔

フデ
フノレエル

ホウレンソウ
ホコリ
マキ・iク

三446
玉4硅6

三猛6

ユ磁6

玉446

（琶1）

¢人》

（入》

（入》

七
子
光
日
計
萌
豆

亦
縷
廻
短
桃
盛
家
翌
余
湧
脇
鮮
小

マシて
マスマス
マタシチ
マトメル
マワシ・ス

ユ446

ユ彊6

エ磁6

難46
ユ446

ミジカイ

モモコ
モリミツ
ヤ

ヨクジツ

IA6
ユ446
1t146

MA6
ユ446

ヨケイ
ワキ・ク
ワキアキ
アザヤカ
ァズキ

雄46
1446
1446
］539
1539

一
鱒
蹴
謡
二
四
晶
．
聾
，
榔
脚
薦
茜
．
砦
馨
謝
；

　　曇

900
974
　　誉

　　鷲

638
694
　　曇

　　蓉

974

　　薦

　　勢

746

砦
曇

磁砦

D
鯉
聯
皆
”
簡
．
脚
晶
＝
脚
勢
一
膿
鯉
山
主
知

．三〇3

。三〇3

．ユ03

。三〇3

。ユ03

。玉03

．三〇3

．103
．ユ03

．103

ユ03

ユ03

三〇3

三〇3

103

096
096
096
096
096

．096
．09，　6

．096

．096

．096

096
096
096
096
096

096
096
096
096
e96

．096

，096

．096

．096

．096

，096

．096

．096

．096

．096

．096

．096

．e96

．096

．096

．096

．096

．096
．oq．　6

．096

〔洋裁〕

《人）

　
　
　
　
燈
肉
　
田
　
　
意
嬢

暇
防
踏
　
　
分
別
程
眉
窩
　
鋼
薗
駕
熱
意

　
　
グ

　
　
奪
　
ム

ミ
ギ
・
ル

ト
マ
セ
ミ
リ

ヒ
ヒ
フ
フ
フ

1351
ユ35ユ

｝35ユ

13δエ

ユ3δユ

ウ
ヨ
ツ

リ
ベ
　
　
タ

ン
ツ
ド
ユ
ヤ

プ
ベ
ホ
マ
ミ

】35玉

1351
ユ35ユ

ユ351
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第5・1表使用率順表（『主婦之友』衣生活）
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第5’2表使用率順表（『婦入生活』衣生活）
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p使劉灘
櫓…手での

㊧ﾊ

順
i
　
…
位
1

見
一 嵐 し 使用率

@％　1

寸寸記
uでの

㊧ﾊ

相手での

㊧ﾊ

　
　
　
ム
ロ

　
ス
　
・
シ

　
・
　
ミ
イ

ー
シ
ニ
ア
ヌ

「
1
2
3
4
ム
ド
a6　三
7　一・五
8　オモテ
9　四

10　ウラ

ウ
　
　
ゴ

・
ル
　
　
ミ

イ
ケ
デ
バ
エ

ヌ
ツ
ソ
ハ
マ

ユ
2
3
4
｛
5

ー
コ
ユ
ー
コ

16　ワ
17　五
18　アワセル
ユ9　フセドメル
⑳　サーンショウ

20　ナリ・ル
22　七
22　ツクリ・ル
24　・一・センチ
盤5　一．・メ

2δ　ミゴロ
’27　ウシロ

27　六
’29　0・七
30　オキ・ク

3ユ　ウェ
32　ウシロミゴロ
32　スソ
．34　イレル

3婆　ミカェシ

36　…・グン

36　ごセンチ
38　八
39　エリ
39　マエ

．41　モノ

42　カタ
42　コの
42　ツギ
45　ソの

4δ　トキ
4δ　マツリ・ル
48　イル
48　オキ
48　ソデグチ

48　ニメ
48　ワキ・

δ3　オナジ
53　シン
53　トcuロ

為

編
機代

褒

誉

縫
附
袖
幅
勧身璽

輪

　
止
照

合
伏
参

為・成

　
貌
目

油
団
一

身頃
後

置

　
頃

　
身
　
　
返

上
後
亀
入
見

一段
2cm

前

物・者
屑

次

　
　
　
隔
口

時
纒
居
閥
袖

鼠二
脇
間
芯

G旨）

（iヒ）煩）

I　　　I
三9．087｝　　　　8

1i8．0461　1
12」46　1　］4

　9．王39　｝　　　24

　8．St，jC　，　24

8．387　：　　　三9

1：1漁　l1

7．461　［　23

7．288　i　32

　　　む
7．三72；

6．70gi
6．073i
5・goO　l

δ。5531

5．321i
5．263｝

4・田6i

珪二蜘

4．454
4．396
4．396
4．164
蔓．107

ケ
鐸
Q
V
q
リ
ユ
μ
0

0
4
∴
4
幽
Q
▽
7

三
〇
∩
V
Q
V
8

コ
　
　
　
　
　
の
　
　
の
　
　
コ

4
｛
4
｛
4
弛
3
3

p
O
2
2
0
6

0
0
1
4
み
槻
0
μ
0

2
1
3
（
V
S

　
　
　
ユ

R
V
2
P
δ
4
7

　
1

2
8
6
ハ
◎
9

2
　
9
幽
ユ
・
2

53　（｝1
48　　窪5

56　24
72　64
61　137

　　2
1　63
　　27
　　66
　　79

1：窟

1：講

2：5geq

l儲
li翻

gisgl，　i’

li騰

　騰
諜
l
i

l
驚

9
”
0
2
9
9
d

1
2
q
り
0
隔
エ79　18

7工　　50

66　16
84　338
13　　4ユ

0
3
R
》
”
0
◎
U

9
酬
Q
U
8
1
Q
り

101
76
93
88
46

　，5

102
ユ6

39
工0

1
4
n
δ
2
0
0
7

コ
の
〇
一
〇
9
飼
3

4
｛
3
3
r
∂
8

6
”
◎
9
り
0
0
9
甜

王
δ
弓
i
7

2
【
’
4
縄
n
O
4
点

ll　53
12ユ　　δ8
　7　　ユ07

124　43
12］　］37

127
i19
61

ユ］2

26

9
騨
0
0
0
解
0
2

i
4
あ
丞
鳳
3
S

56　カラア
56　ズ
56　タケ
59　ナカオモテ
59　ニマイ

ク・
　
　
五

キ
　
イ
　
・

カ
イ
ナ
九
〇

1
2
2
2
“
4

n
O
6
ρ
U
ρ
U
ρ
0
66　　フi一り　．　・、

66　スンポウ
66　チュウオウ
66ヘラシ・ス
70　ソデツケ

70　suイ
72　　エリクt■リ

72　コト
74　アリ・ル
74　カケル

76　イロ
76　ウラガワ
76　ボタン
79　十
79　ソデシタ

79　マシ・ス
82　ホウ
83　タチ・ツ
83　メ
85　ウェスト

8δ　ダシ。ス
87　クサリ
88　イト
88　カフス
88　三センチ

88　二塁シ・ス
92　トメ
93　ウラカラア
93　・ゼンゴ

93　ヌノ

93　ロ
97　一月ゴムァミ
97　四センチ
99　玉ミリ
99　ナカ

99　三メ
ユ02　一一二二

102　キリコミ
102　サユウ
102　二：カイ

ユ06　一・カイ

達06　ウラヌノ
］06　コレ
ユ06　ヌイアワセル
10G　ハ

ccllar

図

中表
二枚

書・描

無

　
法
央
　
附

折
寸
中
減
袖

〔記号〕

二軸
軽

《
、
取
び

良
糖
麟
薫
掛

色
裏側

袖下

増
方
品
目．

waist

出

鎖
糸
cuffs

3cm

　
泊

　
じ　

二
階

鰻
止
裏
前
布

　　〔詑号）

　　〔編拗
廷C瓢

り　ロユ

中

三三目

込
右
羅

切
左
二

」

　　　1
2．718　i

2．718　1，

2．7］8　1

2．661　li

2．661　l

　　　i
2．6Q3　1

2．545　1

2．5蔓ポ
2．E一，15　i

2．54副
　　　i・

2，487　1

2．487
2．4，87　1

2．487
ヨ護29’

　　　　1

一一
l，1　1　1・56．2i

裏布　　　 iLδ6aL
　　　（9旨）［　ユ・δ62　：

器童含　　　　　　1　エ・562　i

　　（’E’EEr）i　1・562　i

9
｛
ま
ユ
4
4
幽

2
ケ
5
ケ
．
「
1
1

4
↓
3
3
3
3

コ
　
　
の
　
　
　
　
　
の
　
　
サ

0
β
2
盆
2
2 ρ

0
バ
リ
ρ
0
∩
6
Q
U

5
5
5
9
9

2
2
2
ユ
三

ゆ
　
　
　
　
　
の
　
　
の
　
　
　

2
2
2
2
2

（
◎
0
2
2
4
点

Q
）
4
ム
8
8
2

1
1
0
∩
V
（
）

ほ
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
ロ

2
9
創
ウ
μ
9
μ
2

4
7
9
9
9

9
飼
n
O
∩
）
0
0

0
Q
U
Q
σ
Q
V
Q
U

　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
つ

ウ
μ
コ
ー
玉
三

Q
V
ユ
Q
り
0
0
0
0

（
∪
響
a
Q
り
9
Q
U

9
8
7
7
7

．
　
　
●
　
　
O
　
　
．
　
　
，

ー
ユ
ユ
王
玉

3
5
5
7
7

Q
り
3
3
7
戸
’

7
7
σ
ケ
弓
n
O
n
Q

O
　
　
．
　
　
●
　
　
●
　
　
〇

三
エ
ー
王
三

7
0
（
U
O
O

榊
’
2
2
2
2

ハ
U
n
O
ハ
0
6
6

●
　
　
●
　
　
■
　
　
●
　
　
●

叉
三
1
1
∴
1
」

14E｛　9c　4
ユ02　　　4・0

望33　　】30

ユ51　　58
ユユ2　　　82

82　61
玉27　　］5｝

ユ7　　66

139　42
144　50
ユ07　　70
ユ24　　　75

133　39．
ユ33　　107
玉69　　208

　6
ユ76

　，g

　4
30

4
蕊
1
0
Q
3
7
8

ユ
6
師
1
阿
0
2

46　94
］87　130
176　87
15ユ　　　49
ユ87　　エ03

ユ55　　58

36　75
ユ76　　75
88　2zn4
207　35’S

59　75
2工5　　101

160　82
229　87
ユ51　　ユ20

229　255
164　l15
246

201　47
ユ93

193　　ユ43
264
224　　エ73

229　103
28　　ユ20

269　173
2S6　3：，i8

286　87
V．．29　1，4－3

2ユ5　　2S◎

215
L97
18

269，

246

367

107
9－1

玉92
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伊

手
の
位

相
で
順

三二記
事での
順　位

田屠
％

使し見

概
畳
聖
一
面
隠
卿
欝
要
脚
瀦
蹴
ユ亙5

ユ30

勢

輪

鋒・

192：

81

338；

421

22」）

87’

　勢・

　聾一

　曇一

225・

308
30g一

　軸一

　畳・

　畳・

255・・

208・

lO1

173．

15S・

241

53
241

417
39，　3

29
370
447

C25
139
246
155
473

246
473
2：7

473
417

473
ユ60

20工

473
73

447
502
502
5・）02

50‘．P．

264
3．53

370
33ユ

246

246
246
502
502
502

玉39

537
537
473
447

537
537
502
0ro2

447

473
r）37

t）37

269
447

2］5
207
576
576
0’76

1．099．

1．099

1．e99

1．099

1．099

玉．099

1．041

LO鰻
ユ．OM

1．0組

ユ。04ユ

1．041

LO4玉
ユ．04エ

LO握

1。0荏1

1．041
1．0411

Lo庄ユ

三．o避

玉。041

．983

．933

．E83

．983

．983

．9S3

．983

．983

．9S3

．983

．983

．983

．983

．983

．925
．92r）

．925

．925
．99－5

．925

．925

．925

．925

．925

．925
．9．　25

．9Lt5

．925
．　92ci）

．925
．92，0

．868

．868

．868

順
硫
・

手
の
位

相
で
順

三園
躾

（指）

縦梁上
二号針

休・寝
一一?

?一枚

窪63

ユF3
1　6’｝

16’3

］63

三カイ
シツ．ケ

ソレ
デキアガリ
＝ニゴウバリ

癖
艶

163
17：7．

172
172
172

ヤスミ。ム
ー・ h
ーマイ

ーシn
オモテカラア

換　

替
　
　
　
　
延
．

・
山
鐸
園
合
　
・

変
稿
着
九
三
園
長
伸

カエ・．

カタヤマ
キル
九メ
：＝：ズ

172
172
172
172
］”t’Lt

］72

172
1　72

］72

Y2

トジアワセ．
ナガイ

ノバシ。ス
ボタンアナ
vttr

ワンピイス　　　　⊂衣眼〕

アミカタ　　編方
エリカタアキ　衿肩萌
オリカエシ・ス折返
ガアタア

葺2
187
1S．7

］87
187

三s7

王87

蓬87

ユ87

ユ87

IS7
187
1S7
187
187

L）C1

20ユ

20ユ
．P．O1

20玉

クリカェシ。ス繰返
十センチ
スカアト
セン
ゼンタイ

ゼンブ
ドウヨウ
ニニブ

マシメ
ミタケ

アイダ
ーゴウバリ
オモテガワ
三十センチ
十五センチ

10cm

線
全体

全部
嗣様
二分
増目
；身丈．

聞
一一一?針
表側
30cm
ユ5cm

一〇葛
袖丈
閉
二段

拾
　　⊂編物⊃

見返布
晒
結

十メ
ソデタク
トジル

ニダン
ニ・五

1
1
1
玉
三

∩
）
0
0
∩
）
0

9
μ
2
9
創
9
餌
2 ヒnイ・ウ

ニニメゴムアミ

ミカエシヌノ
ミセ
ムスビ・プ

211
2」ユ

201
201

20工

モチイ．．レ

A
カタガミ
ソトマワリ

用

型紙
外廻

タチアワセズ　裁合図

201
201

2］8

218
218

IC7
j’ Cg

S2
60

280

192

182
255

182
151
308
1LtO

3G7

猛3
130
　曇
2－t－1

三〇7

1（一｝S

1；58

ユ2り

ユ73
7．9，

33S
ユ92
255

ユ30
208
ユ58

94
Lt2r）

22．ov

241
30S

280
1p－0

25tD

20S
308

103
］　2C）

208

］43

11r）

173
243

　勢

37

記
の
位
．

用
で

実
事
順
…

使用率
　S｝g5

229
Lt37

15t）

297
286’

り
耐
壬
壬
4
■
訊

6
0
∩
）
O
（
U

7
り
「
0
7
り
μ
O
戸
リ

コ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
サ

ー
－
】
ユ
ー

269
1）2r）

Lt97

269．

ユ93

31
3tl）P

32；一）

297
3L）一

」．5tOl

L騒6
L4壬6
1．446
1．446

1．4鎚6

L4崔6
L蔓46
1．446
1．388

325
3エユ

207
269
32D一’

3蔓1

34工

三33

荏2

353

22
30’3

269
　　9

297

353
236

，”F6

246
370

1．330

1．330
1．330
1．272
ユ．272

1．272
ユ．272

1．272
1．27．9．

L2ユ5

297
3・o’　3

297
393
393

325
393
4ユ7
370
393

311
417
21

34ユ

ユ93

噸7
393
3・53

bui　．17

4寝7

し

1．388
」．38S

1．38S
ユ．388

1．388

］．3．es

l．388
工。330

1．330
1．330

1・215喝

l．2151
1．2151
L2ユ5一o

1，215一

1．215rm

l．215－

1．157
ユ．157i
l．157　l
　　　　　i

1．157i
　　　　　　
1．三57i

L】571
1」57…
ユ．董57

工．ユ57

L玉57
］．099

］．099

1．099

割
帰・返
下
　c洋裁〕
綴附

IJLt

］／l7

］17

］17
1i7

’Kr・：1チュウオウ　前中央

一メエトノレ　　　lm
オモテヌノ　　 衰拍了

覧センチ　　　5cm
ツヅケル　　続

　（副・接）

一編
模様編
両端
　　　（接）

（指）

場合

6cm
言
重

玉分
平
取
端

⊂器具⊃

位置
毎
周囲
裁方
長編

馴々

　
　
　
挽

　
山
鳴
　
・

白
袖
属
剣
夢

〔二二〕

一一}
．囲±”

＝r’．　’T

CK，u・1

憾型

215　一

見
廟
位

ワリ。ル
カエ．シ・ス

シタ
ダアツ
トジツケル

ユ06

］ユ2

】肇2

】ユ2

］］［）＃

聖マタ

メリヤスアミ
モヨウアミ
リョウノ、シ

オ珊ビ

1］7

117
1’17

11　17

蓬25

　
　
　
　
三
方
編
　
目

末始
　
標
背
増
　
縫
短
　
為
縫

玉25

ユ25

三25

ユ25
1　L，5

シマツ
十一・

シノレシ

セ

ゾウゲン

ヌイカタ
ミジカアミ
ニココ

タメ
ヌイメ

1　2t・）

1　2g）

1：S3

133
133

　
ス
チ
ゥ
ル

イ
ウ
ン
・
ネ

ア
ラ
セ
イ
サ

パ
プ
六
イ
ヵ

X33
133
i33
139
13・9

五ブ
タイラ
トリ・ル

ハシ
アイPtン

j39
工39

玉39
1139．

盤5

イチ
ゴト
シー＝ウイ

タチカタ
ナガアミ

王45

三45

鍛δ

ユ蔓5

1褒5

ツ
ト

ベ
ッ

ツ
ケ
マ
三
七

ベ
ポ
シ
十
十

1C5
145
ユ53

三53

ユ53

ユ53　シrt

j53　ソデヤマ
驚3　デキ・ル

］53　〈リ

153　ヒキ。ク

工53

達53
163
工63

163

ミシン
ヨオク
ーズ
オモテソデ
ゲンケイ

｝一～



顧
　
位

見 出 し

　
　
　
i
i
使
騨
旧
離
鯖
　
　
　
　
順
　
位
：
順
位
　
％

見 出囁 し 使用率

@偏

三内記
魔ﾅの

G
順
位
準

相手での

㊧ﾊ

367

666
50Lt

447
617
716

．752

．752

．694

，694

．694

S
弊
一
3
曇
　
憩
蒲
蓉
畳
［

　
　
　
難

20736
荏1

716
716
716

716
666
666
617
666

．69G

．694

．694
．69婆

．69a

．694

．694

．694

．694

．694

ヤスツナギ
イ

マエタテ

ヤマ

クル
ヌノ

マエ
センチ

四枚
赤
一公
上誌立

新山
来
口布
下前
コ9cm

リ
マ
カ
プ
ワ

メ
四
ア
ー
ウ

249
249
278
27S
278

　
　
　
　
チ

マ
ル
ノ
エ
ン

ヤ
ク
ヌ
マ
セ

リ
・
チ
タ
九

オ
キ
ク
シ
十

278
278
278
278
278

］3cm
18cm

338

255
三37

42
7ユ6

7玉6

3玉ユ

ユ8ユ

4
占
4
4
ゐ
4
ム
婆

∩
け
∩
り
Q
U
Q
り
∩
ジ

O
U
ρ
D
R
V
O
U
n
◎

●
　
　
　
9
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
載

部
解
　
針
着
旧
・

上
図
出
綴
長
縫
面

恥三センチ
十八センチ
十六
ジョウプ
ズカイ

27S
278
278
278
278

デル
トジバリ

ナガギ
ヌイツケル
ノセル

278
278
278
278
278

Z82
280
94

151
20S

6ユ7

6工7

666
107
55

4
占
4
ゐ
4
占
4
占
4
占

∩
ジ
G
り
Q
り
Q
ソ
n
り

O
U
ρ
U
π
O
n
O
ρ
O

O
　
　
●
　
　
O
　
　
O
　
　
O

計・量・測
Scm
velt

方法
見

バカラ・ル
八センチ
ベルト
ホウホウ
ミル

．P，78

278
278
278
舞78

280
115

善
斡
翰
瑠
蹴
薄
軸
一
潴
謝
赫
蕊
一
舜
㎜
魏
普
滞
．
聯
釜
鮨
捧
物

311
716
473
782
782

269
666
782
99
782

4
4
6
6
6
　
6
6
6
6
6

9
9
3
3
3
　
3
3
3
3
3

6
6
6
6
6
　
6
6
6
6
6

0
　
　
●
　
　
O
　
　
O
　
　
●
　
　
　
　
　
O
　
　
●
　
　
●
　
　
・
　
　
O

　
線
裾
野
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
返

約
謄
一
志
農
選
耕
方
片

　
　
　
　
ス

　
ン
　
リ
フ

　
セ
ウ
エ
カ

ク
キ
ポ
ラ
ラ

ヤ
ワ
ー
ウ
ウ

．g．78

2・7b’

303
303
303

エラビ・プ
オリ

カガリ。ル
カタ
カタガエシ。ス

3e3
303
303
303
303

246
782
782
2婆6
782

．636

．636

．636

．636

．636

　
線
　
　
目

　
替
越
二

感
切
縁
刺
三

303　カンジ
303　キリカエセン
303クリコシ
303　サシ・ス・
303　三三通一丁こニメ

782
7ユ6
782
782
7ユ6

．636

．636

．636

．636

．636

三四目
刺繍
四八鼠
地諸

口
ウ
メ
シ

四
ユ
八
丁

十
シ
†
ナ
八

三
シ
脳
ジ
十

303
303
303
303
3）3

7］6

7e
297
］07
782

．636

．636

．636

．636

．636寄

　
　
　
　
目

記
少
考
着
七

303
303
303
303
303

シルシ・ス
スコシ
タテ
ツキ。ク
七メ

6亙7

7ユ6

7三6

】ユ2

666

．636

．636

．636

．636

．636

　　　〔言己号⊃

LOcm

普通

303
303
303
303
303

二十センチ
ヒ：ダ

フツウ

フリル

8kt

338
367

幹

．1　5S

　藍
t；te

歯

143

53
370
502
576
393

．868

．868

．868

．868

．868

ユ58
208

2戯
し，08

　曇

502
576
537
370
617

617
42

447
6ユ7
617

廟
善
墾
噸
．
冑
柳
田
辮
弊
纒
聾
欝
．
腎
癌
藍

6三7

52
617
617
617

576
617
6三7

6三7

66

617
393
576
617
666

］44
393
473
6］7

38

．86S

．868

．868

．8ユ0

．810

．810
．8］O

．8ユ0

．810
．8ユ0

103

158
　聾

151
66

225

666
666
666
537
666

．8ユ0

．8ユ0

．810
．8工0

．8玉0

ウシロチュウオウ　後中央：

オオイ　　　多　　　1
オク　　　　奥　　　．i
オモテミゴ・・衷身頃　1
オリヤマセン　折山線　　｛
　　　　　　　　　　i
クラウン　　　　⊂洋i毅〕、
rtW　　，　tヤ　　　由　　　　　　」亀」．　Llハr

666
666
48

237
502

鶉
、
一
幹
弊
一
避
㎜
蓉
一

502
576
666
6e｝e／

576

617
666
77

1玉2
666

．8ユ0

．8ユ0

．810

．810

．81e

．810

．810

．810

．752

．752

．752

．752
．”狽T2

．752

．752

．752

．752

．752

．752

．752

．752

．752

．752

．752

．752

．752

．752

．752

．752

．752

．752
．75‘．）．

．752

．752

．752

　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

方
　
　
　
　
折
尺
函
｝
㏄

作
通
馬
猟
短
　
三
二
四
関
L

ツクリカタ
トオシ・ス

ヒモ

マチ
ミジカイ，7S

218
218
2；8
218
218

2ユ8

2ユ8
2ユ8

229
229

三ツオリ
ヨウジャク
四ズ
アク㍉・．

一・ O五センチ

？29
・229

229
・229

畠229

料
明
図

幅
輿
望

　
ウン

ヨ
　
ク

ウ
リ
キ
ズ
ツ

ラ
イ
ァ
イ
ヤ

ク
ザ
セ
セ
チ

層229

－229

－229

・229

－229

寸
贋
　
段
行
側
寸
言

二
　
八
人
　
隣
流
両
一
裏

　
　
プ
“

　
　
エ

　
　
テ

　
　
ス

　
ン
ヤ
イ

十
ス
イ
カ
ト

一
ご
一
バ
入
レ
」

229
229
229
229
2P－9

229
229
229
249
249

縢ダン
リュウコウ
リョウガワ

ースン
ウラソデ

大
抑
gathers
90cm
無

極紬
五厘⊂寸法〕

オオキイ，rs
オサエt！／

ギャザア
九十センチ
キリ・ル

・249

・249

1249

249
f249

　　　　1
〔洋裁〕｝

三
三
地
　
　
園
　
織
　
　
寸

背
袖
縦
使
整
二
二
羽
　
八

249
249
・249

249
249

ゴクボソ
Eiz　Vン

ジ．teケット

十ニ
セヌイ

ソデグリ
タテジ
ツカイ・ウ
トトノエル
ごズ

249
249
249
249
249

●　ス

ワセル

シ
リ
ア
シ
ン

コ
オ
ギ
ザ
ス

ノ
ハ
ハ
ハ
八

・249

・249

・249

・249

Q49

ヒカエル　　擦
マェウミン律ミ：ゴロ前後身頃

マズ　　　　・先
マタは　　　　　（接）
ミノ、ノく　　　　　身串琶　　　．

249
249
249
249
249

一
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畠

災用記
尊での
順｛立

桐手
での
順位：

使用率

　％

し出冤順
位

手
の
位

相
で
順

詑
の
位

用
で

鍵
票
順

使用率

％

し出見

翰
魏
蓉
骨
．
漕
蒲
面

951

95ユ

951
951
9δユ

j’R7
95ユ

144
951
95三

　砦

255
　蕾

367
ユ73

215
95ユ

95エ

155
576

馨
聾
蒲
韓
蔚
　
　
凶
曇

951
576
951
951
951

－
輔
瀞
　
　
S
蓉
曇
弾
聾

　
　
　
　
3
0

15

95ユ

370
95ユ

854
4ユ7

576
951
7S2
ユ69
951

225
255
367
225
250”

951
0e37

854
951
207

　諦

367
9“08

951

95ユ

95J
473
951

整
畳
軽
恐
一
　
蓉
2
0

　
　
　
　
　
　
ユ

666
951

95玉

951
951

一
勇
　
噛

96工

782
95ユ

95ユ

854

．52ユ

．521

．521

．52王

．521

．52，1

．521

．521

．521

．521

．521

．521

．521

，521

．521

．521

．52工

．521

．52ユ

．521

．521

．521

．521

．521

．521

．521

．521

．52［

．5．P．1

．521

．521

．521

．521

．521

．521

．521

．521

．521

．521

．521

。52工

．52三

．521

．521

．52工

．52ユ

．52i

，521

，52工

．52工

ウラアミ
ウワマエ
エリサキ
オクミ
オモテウラ

カタ
カタサガリ
カタチ
カタヌノ
カド

カラダ

裏編
上前
衿先
妊
表i置

型
屑下
形
離婚
罪

体
キリヒラキ・ク切開
クケル
：コマカイ，な

シアゲ
細
仕上

382
382
382
382
382

382
382
382
382
382

382
382
382
382
382

　
　
日
困
蜀
日
H

㎝
丑
七
二

72

ｳ
一
二

38P－

382
382
3S2
382

七十ニセンチ
七センチ
十一・メ

十七メ
十ニメ

一四貝
回

外

十四メ
スクイ・ウ
スナヅプ
下心タア
ソト

2
2
2
2
2

8
凸
0
8
8
8

3
0
0
n
O
n
O
3

ソロエル　　　揃
タチオトシ。ス裁落
チヂメル　　縮
チュウイシ。スル注意
チュウオウヨリ　中央寄

382
382
389“

382
382

デ

デキアガリ。ル出来上
ヂザイン
ドウスン
トクに

嗣寸
特

382
｛tg2

3S2
382
382

二五鳳
28cm
二〇目
二二；叡

布N

　
チ

　
ン

メ
セ

五
八
メ
ン
メ

十
十
十
ホ
ノ

ニ
ニ
ニ
ニ
ヌ

382
382
382
382
382

382
382
382
382
382

3S2
382
3S2
3S2
382

ノ＼ノレ

ーメゴム
フウド
ブルウ
マエヨオク

マシメシ・スル
マツリツグル
隣スン
し1・三三

：六ブ

春
　　⊂編物）
hecd
blue

繭一〔洋裁〕

増目
繧付
四寸

六分

一
蔚
曇
鵬
砦
隈
藍
．
．
粥
聾
＝
辮
コ
聾
懸
勢
煙
鋤
細
密
茜
溺
憩
曇
曇
鵬

韓
聾
蓉
曇
蓉

367
2L・）．，）

　　蓉

208
　　軽

2SO
　　諦

9．55

151

曇

ユ82
241

蓉

225

782
782
782
4e
782

782
133
286
854
ユ27

782
854
85荏

854
782

854
854
S54
63

854

7工6

854
2ユ5
782
782

576
854
311
854
193

666
854
S54
537
782

237
237
854
854
447

97
3ユユ

84
854
854

854
854
85裟

854
854

85遂

4玉7

31玉

4ユ7
269

6
6
6
6
6
　
6
6
6
8
8

3
3
3
3
3
　
3
3
3
7
7

6
6
6
6
6
　
6
6
6
5
5

●
　
　
．
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
　
　
　
●
　
　
●
　
　
，
　
　
●
　
　
●

8
8
8
8
8
　
8
8
8
8
8

ケ
σ
ケ
奪
7
戸
’
7
　
　
片
’
7
河
’
7
7

r
∂
P
O
炉
O
阿
O
F
∂
　
　
r
O
四
〇
P
O
7
∂
r
O

●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
●

．578

．578

．57S

．578

．578

．578

．578

．578

．578

．578

．578

．57S

．578

．5ア8

，578

8
8
n
◎
8
8

7
7
ケ
5
7
．
7

ド
0
μ
D
貿
〇
一
〇
5

・
　
　
　
O
　
　
　
サ
　
　
　
，
　
　
　
●

8
∩
δ
R
）
n
◎
R
）

7
ケ
．
7
7
7
‘

卿
0
貿
O
r
∂
履
り
μ
O

■
　
　
●
　
　
O
　
　
●
　
　
●

8
8
8
8
8
　
8
1
玉
ユ
ー

7
7
7
7
7
　
7
2
2
2
2

F
O
「
D
P
D
【
O
F
O
　
　
陛
∂
り
ゆ
｝
σ
鰐
0
戸
0

●
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
O

順
位

　
　
　
一

（裁縫〕

童
具
目
止
番
尺
一
衣
肩
先
　
響

前
股
水
用
　
四
宜
　
明
一
　
一
裏
上
衿
帯
　
折
栖
黒
加
創

　
　
　
　
　
円

ケ
　
ミ
　
　
、

ツ
ミ
ガ
グ

ラ
エ
タ
ズ
ウ

ヘ
マ
マ
ミ
ヨ

303
303
303
303
303

メ

にシイ

キドvリ
ノくン

四
ヨ
B
ア
一

303
303
303
339
339

一シャク
ウラメリヤス
ウワギ
エリカタ
オビ

339
．g39

339
339
339

オリサキ
ガラ
クロ

クワエル
ゲェジ

339
339
339
339
339

　
　
　
無

図
編
”
㏄

五
一
先
a

五ズ
ゴムアミ
サキ・

三三・五センチ

十九

339
339
339
339．

339

前段

小

1

付方
吊紐
〔布などが〕

手前
内外

1

部分

持出
摸様

十五
ゼンダン
　　やソレソン
タック
チイサイ，捻

339
339．

339
339
339

ツケカタ
ツリヒモ
ツレ「ル

アマエ
ナイガイ

339
339
339
339
339

ナオ
　で　　　に

フフン
メリヤス
モチダシ
モ筑ウ

339
339
339
339
339

　
　
因
m

　
　
．
C

行
綴
拠
4
0

ユキ・ク
三了コ

珊リ・、レ

四十センチ
○・二

339
339
339
339
339

寸
鼠
明
丈

六
六
脇
臓

　
　
　
キ
ケ

八
ン
　
ア
タ

・
ス
メ
キ
キ

〇
六
六
ワ
ワ

339
339
339
339
339

号）記戴
A
［
藝
糠

励鼠
イ
．

　
ウ
シ

　
・
ラ
〃
ン

　
イ
ξ
ゾ
ボ

〃
ア
ア
ア
一

．g39

3S2
382
382
382
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使用奪順表（主婦之友食生活6・1表第

一
手
の
位

相
で
順

艶
の
位

’
用
で

舞
事
順

　
率

　
用
％
．

　
博し見順

位

実用翻
事での
順　位

相手
での
順位

使熔率
　9c，6

し

99，

99
85

161
93

37・

7
9
，

l17
1ユ7

62

62
161

29
67

85

р
S
3
憂
心
　
畳
勢
9
S
韓

72
106
57
99

　馨

79
R4
S7

y
3
3
　
7
路
綴
替
輪
　
｛
器
懸
叡
7
3
　
1
7
路
・
1
1
1
1

　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
曝
」
葦

輪
5
4
蕊
聾

87
22

401
127
30

60
162
401

455
4ユ

2．」9，5－

2ほ95『
2．エ95－

2．エ95咽

2．195一

2．090　1i

l灘
1．9861
1．9s61

95
352
216
4－86

荏55

68
1S6
516

5磁
45

1．SSI

L88王
］．SSI

三。881

1．88王

三

三

1

ユ

玉

．S81

．777

．777
．679．

．672

93
54ti

352

5鍛
5騒

1．672
］　．　67　9－

1．672
rt　．　c＄72

1．672

318
486
34

432
54婆

455

5藍
　　9

5S7
587

L6ア2
1．672
ユ．672

1．672

1．672

1．672
1．672
］．o－68

i．；）68

］．，v）68

191
3－52

154
544

5嫉

1．568
1．・）一　6S

1．568
玉．568

ユ．568

587
238
638
93

587

301

23
66

0”W7
．or W7

少
（指）

豆腐
普通
前

便
　薄

・刻

〔てんぷらの〕

　方

シ
　
フ
ウ

誹
レ
ウ
ツ
エ

ス
ソ
ト
フ
マ

ツカイ・ウ
ウスイ

キザミ。ム
コロモ
ホウ

戴・頂
一会
皮・：革

　（写）
佃煮

先
口
butter

油揚
合

イタダキ・ク
ーー Sウ
カワ
サヅと
ツクPt“　＝：

’マズ

ス
バタ「ア〕

アブラアゲ
アワセル

以上

牛乳
小松漿
漱：立

　
　
ウ

　
　
ユ

ウ
ツ
ニ
ナ
テ

ヨ
ベ
ウ
ッ
ダ

ジ
ャ
ユ
マ
ン

イ
キ
ギ
コ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
融

　
　
　
　
　
　
　
　
喰
粉

　
　
　
杯
菜
　
含
　
　
　
票
　
料
　
　
三
二

魚
面
作
半
白
混
瑠
　
　
片
材
刺
更
心
酔

サカナ
シル
ツクリ。ル
ニハイ
ハクサイ

マゼアワセル
ユフ響ル

オPシ
尾翼クリコ

〔動物〕 ］．463

1．463
1．463

1．463
1．463

（副〉

〔二物〕

三．463

3．463
1．463
工。463

1．463

羅
葺
分
　
　
　
来
苔

縞
里
十
筍
　
　
田
何
海

イカ
キレイ
サトイモ
ジュウプン
タケノコ

チョッと
デキル
ナ＝
ノリ

バ1／イシ

3
3
3
3
3
　
王
2
2
2
2
　
6
6
6
6
6
　
6
2
2
婆
4
　
4
婆
4
4
4
　
4
蔓
4
4
4
　
4
4
8
8
8
　
8
8
8
8
8
　
6
6
6
6
6
　
6
6
6
6
6

5
5
5
5
5
　
6
6
6
6
6
　
6
6
6
6
6
　
6
7
7
7
7
　
7
7
7
7
7
　
7
7
7
7
7
　
7
7
8
8
8
　
8
8
8
8
8
　
9
9
9
9
9
　
9
9
9
9
9

出

ユ09
401
694
401
638

ユ．359

工．359

1．30”9

1．30”9

1．359

後
一
具
好
米

ユ06

106
ユ06
106

沁6

アト

ーコz
グ

コノミ
コ補

語頽
位

1

3

4

　8
2e｝

　2
217

－
昌
り
6
墨
4
唱

　
　
守
旧
9

一
〇
A
U
7
Q
レ
”
り

3
ケ
σ
蔓
2
王

3
8
0
0
Q
レ
ハ
0

ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　

9
（
）
バ
リ
9
Q
U

ー
エ
ー

　
善

　
■

　
好
　
　
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

為
良
畳
目
物

14
曇

15
　9

　e）

｛61

12
27
22
16

農8

16
10
2玉

1　2Ll

　L・）

128
73

124
115

132
38

132
匡5

2裏

8
9
2
7
6
　
1
2
0
0
7
　
8
曇
9
ユ
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
ー
ユ

　
　
　
　
　
　
2
2
μ
0
4
孤
2

ユ
ー
7
ユ
O
O

　　5

134
　　3

tjs

173

17
．g．tgo

P．8

2ユ6

191

　　8

258
90v

154
271

0
5
5
0
添

2　
　
バ
7
阿
∂

230
121
13
12

238

8．98，9

8．9．gS

5・8r一）3

0v D（VC39

5．，）39

｝
炉
0
（
）
ρ
り
ρ
U
6
　
　
几
り
片
♂
り
司
り
嗣
荏

3
3
2
2
2
　
2
工
1
】
9

硅
3
2
2
2
　
2
0
9
9
4

　
　
　
　

の
　
　
　

ロ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
サ

5
5
5
δ
5
　
5
5
4
．
4
4

3．135
g．　．1　35

3．135

3．031

3．031

3．031

2．926
2．926
2．926

2．92S

24
52
24
99
3ユ

57
62

147
93
30

4．】8ユ

LS．076

4．076

3．972
3．9．　72

3．763

3．449
3．4婆9

3．344
3．240

28ユ

玉91

301

318
荏6

102
　　7

301
3，：）

48

2．822
2．7玉7

2．717

2．613
2．6王3

2．6］3

2．508

2．508
2．404
2．299

161
40
3三

31
・57

318
3工8

工9

ユ4

37エ

2・299i
2．299i
2・ユ95－

2．195－i
　　　　　ヨ
2。ユ95「

シ・スル
ヨイ

ヒノレ

ユウ
モノ

　
　
勧

　
　
G

　
　
　
　
　
　
　
汁

　
　
　
　
参
　
　
噌
糖

朝
羅
　
入
入
　
為
二
型
砂
塩

アサ
オキ・ク
ソの

イレル
ユンジン

、
．
］
2
3
4
5
　
6
6
8
9
9

ナリ。ル
ミソシノレ

クワエル
サトウ
シオ

〔植物⊃

　　（指）

水
嚢
掛

ネギ
ミズ
アジ
コレF

カケル

　
　
　
杯
昧
　
　
匙
　
根
　
　
　
汁
方
為
油

有
瀬
審
一
美
　
附
大
　
大
憲
　
轡
清
作
少
醤

アリ・ル
アブラ
コト

ー一一・pイ
オイシイ

　
ジ
　
ン

ル
サ
ロ
コ
ゴ

ケ
オ
コ
イ
マ

ツ
オ
ト
ダ
タ

イイ・ウ
スマシ
ツクリカタ
ショウショウ
ショウユ

火
切
幕
無
肉

　
ル

　
●　

リ
キ
イ
ク

ヒ
キ
ト
ナ
ニ

小変粉
落

　　〔油で〕

取

縄
居
野南
　（副・接）
中

コムギコ
オト・シ・ス

タマネギ
アゲル
トリ・ル

　
　
イ

マ
ル
サ
タ
カ

マ
イ
ヤ
マ
ナ

（指）

　
　
　
匙

焼
上
小

リ

ノ、ン

ヤキ？ク
ウェ

コの
コサジ

H
1
2
爲
弼
1
3
欝
3
7
娼
1
8
2
0
2
1
2
2
2
2
雛
2
4
2
6
2
7
2
7
2
9
3
0
3
1
3
1
3
1
3
4
3
4
雛
3
7
3
7
3
7
3
7
舅
観
4
2
4
4
4
4
4
4
4
7
4
7
鶴
5
0
5
0
5
0
5
3
5
3
5
3
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一

順
位

、　見　　　出　　　し 使用率
実用記根手
魔ﾅの　での
〟@位　順位：

順
位

見　　　出　　　し

@　　　　　　　1

使用率
案
事
順

案用記根手
事での　での
順　位　順位

106　サケ
ユ06　ナベ
ユ06　ヒタシ
玉06　『マゼル

106　ミツバ

l16　アツィ
116　カルイ
灘6　キミ
l16　コ’マカイ，ts
ユユ6　サバ

l16　ダシ
ユ16　タベ）；．

ユ王6　　二＝タテノレ

1］6　ネットウ
11　C5ホウレンソウ

望三6　vタは
鷺13　ムキ・ク

H6　ムキミ

　
　
浸

　
　
　

酒
鍋
清
混

⊂植物⊃

熱・暑
軽
卵黄
細　　　｝
　　⊂魚〕、

汁出
　
立
湯

煮
食
稲
熱

’　（接）

剥
愚身

H6　ヤワラカイ・な　柔
116　vanシイ　　　　　　　　宜

1王6　リョウリ
132　カキマゼル
132　キ■．クル
132　　コ“ンiミウ

132　サヤエンドウ

332　ショウガ
132　タメ
ユ32　ツギ
132　テキギ
132　トリアワセル

料理
掻混

　　i
L3591
エ．35gi

L359　i
L3δgi
L359i
　　i
I．2541
L2641
L254！
1．254i

1．254i
　　｝
　　セL2541
1．25船
1．2541
1・254｝

三．25生1

　　§
1：鑑｛

1・25娼

1鋤

謝
来　　　lM50｛
　　〔麺物〕iL150i
　〔食融〕lL150i
　　　　i　．　．一n　1

　〔懸物〕．ユ．工50i

為　　　』ユ・1δOi
次　　　　L150i
適宜　　　1・ユ50i

飴　　1・so1

683　56
638　40694

486　　7三
69，　4．　e“

432　79
三48　　75
7荏6　　1渓ユ

Lt30　93
746　　　静

7毬6　　38
334　　搬7

694　72
544　　．16ユ

638　　蕪7

166　62
638　g9
746　　　魯

37玉　　93
191　161

694
587
39
812
8玉2

587
4‘a＞J

26
812
8王2

139
117
s
7
．
算・

128
133
34
i47

149シマイ・ウ了
1農9　チイサイ，な　　小
ユ49　　トニオーリ　．ノレ　　　通

匪49　　トトノエ）レ　　　整

149　ニコミ・ム　　煮込

149　ニツケ
149　ヌキ噂ク
盤9　ヨウフウ
149　ワリ
165　アイ。ウ

附
風

煮
抜
洋
罰
含

165　アライ●ウ　　洗
X65　イタメル
ユ65　イロ
165　ウスギリ
165　ウド

165　オナジ
165　カタイ
165　三跡チ
16δ　’ゲイニク

165　ケツコウ

165　コナ
165　コネル
］65　サラダ
ユ65　シボリ。ル
エ65　シュンギク

165　シラスボシ
ユ65　シン
エ65　タネ
165　ナス
ユ65　ノコリ●ル

妙
色
薄切
　〔植物〕，

　
　
肉
溝

堅
盲
嚢
結

言

salad

絞
春菊

白子干
芯
種
　⊂植物〕・
残

5
5
5
5
5

△
よ
丞
議
4
み
4
よ
4
漏

0
0
0
0
∩
V

O
　
　
●
　
　
・
　
　
9
　
　
9

ユ
ユ
玉
ユ
ー

5
5
5
5
ユ

4
｛
4
｛
4
｛
4
∴
4
｛

0
0
0
0
9

●
　
　
●
　
　
●
　
　
O
　
　
●

1
玉
工
ユ

－
玉
一
工
1

4
∴
4
ム
4
∴
4
凸
4
凸

（
け
Q
V
Q
σ
Q
り
Q
V

，
　
　
O
　
　
O
　
　
・
　
　
O

1
1
王
ー
ユ

4
4
4
｛
4
荏

9
9
Q
り
9
9

●
　
　
O
　
　
・
　
　
●
　
　
●

－
三
］
王
ユ

4
晶
4
晶
4
｛
4
｛
4
幽

Q
レ
Q
り
Q
り
Q
V
Q
μ

O
　
　
●
　
　
O
　
　
O
　
　
9

ー
ユ
ユ
i
1

4
占
4
よ
4
占
4
漏
4
ム

9
◎
り
Q
り
Q
U
g

O
　
　
●
　
　
O
　
　
．
　
　
O

52　　ユ6ユ

玉62　　　沁

516　18bV
109　133
9．　00　es

900

544　　工17

贈　9
334

エ66　　62

974　52
69，　99，

9．　74　ee

974　ee

58　“e
334　147
三12　　玉工7

1讐　k

27ユ

974
974
37ユ

974

974
77

638
974
401

盤
馨
3
3

　
工

嘉

117

132
P32

ノセル

qキニク
乗・載
ﾒ肉

　　　引P溜i　　　巨 エ5窪

Wユ2

99
P28

165
O65

パラパラ
tキン 布巾

．941

D94玉
紹婁 垂

耳32

O32
P32

ヒタシ・ス
tリ・ル
uン

浸
振
分

1。三50i
戟Flll　l

352
T87
T44

曇
1
0
肇

16δ

?６5
O65

ブタ

}キ・タ
~ル

豚
巻
心

．9411
D94ii．94玉　　…

974
R71
R2

襲
弊

1

王32

?３2
P32
P49

モウ

c梶Eル
潟塔S
C皿イ獄

　　（副）
ｷ　　⊂植物〕

F々

ユ．150i
o二線1．04δi　　　幽

孟41

V46
V46
P8墨

蓉
撃
藤

16δ

P65
?６5

?６5

ミズケ

?シ・ス
сNミ

zk気
��猿體

．9瓠

D94工

D94．1

B941

694
X74
X74
U38

7
翼
　
憩
i
4
アユ49 ウチ 内 LO曇5： 112 161

149 ウツワ 器
　　　1
P・04臥 7荏6 67

ユ49 オオキイ，塾 大 ユ．045i 三〇δ 曇

ユ49

?４9

キュウリゴハン 　　⊂植物〕1

苳ﾑ
1．045…
?．04δ：

900
W12

聾
6
7ユ蔓9 サラ 皿 1．045i

@　　も
8ユ2 砦

騎

一　219　一



『婦入生活』食生活）使用率順表：第6・2表

順
位
．

見 出 し 剛三里灘 順
位

見 出 し

il使ノ膵

P％

実用記相手箏での　での

㊧ﾊ　順位

106
132
53
74

44
165
47
66
62

237
屡］

3］1

27
269

73
ユ12
　　7

三〇2

36

｛

2．822
2．717
2．7ユ7

2．717
2．717

2．717

2．613
2．6ユ3

2．6ユ3

2．613

ヨ6
149

避9
66

106
22
74

ユ16

ユユ2

224
286
297
34ユ

224
　　s

22i｛

370
393

］16

　幹
72

ユ玉6

62

曇

96
74

更6δ

　難

9b
393
370
286
164

297
盛17

370
297
133

蓉

9．6

53

66

74

116

2．613

2．508
2．50S
2．508
2．508

2．404

2．299
2．299
2．299
2．195’一

．o．69

341
21

447
蔓17

77
393
269
473
k55

53
蔓9

ユ16

44
ユ65

46
33

187
502・

46

53
53
74

］32

229
70
29

4ユ7

ユ81

4
2
聾
宿
弊

ケ
響
3

　
王

447
417
t？．46

4ユ7
，e・93

　　　　　1

喰躍『

一
　
一
　
一

”
〇
一
∂
μ
D
O
O

Q
り
9
Q
V
◎
り
9

三
ユ
ー
（
V
（
U

の
　
　
　
サ
　
　
　
リ
　
　
　
の
　
　
　
　

2
2
2
2
盆
2．090
2．090

2．090

2．090
1．986

1．986
1．986
三．986

ユ．986

1．986

］．986

1，986
ユ．88ユ

三．881

工．88ユ

ユ。88ユ

L88ユ
ユ．881

ユ．777

1．777

1，777

1．777
工．777

工．777

ユ．777

　
　
　
　
浸

　
　
濫
　
・

漂
来
小
作
漬

サケ
キ・クル
コサジ
ツクリ・ル
ツケル

（接）

（写）

　
　
　
・
　
　
　
飯
茸
　
　
　
立

儘
洗
居
三
方
　
　
器
御
重
混
事
魚
煮

ママ
アライ・ウ
イル

イタダキ・ク
ホウ

マタば
ウツワ
コノ、ン

サツと

マツダケ

マセ㍉レ

コト

サカナ
エタテル
カツオブシ

軽
五〇匁
酔
熱・回
避

カノレイ

五十モンメ
ス
アツイ

ウスイ

　
　
　
　
　
本
来
早
立
　
　
轡
乳

　
　
含
気

上
筍
混
水
頭
　
一
添
出
豆
煮
　
先
味
牛

オロシ。ス
タケノコ
マゼアワセル
ミズケ
アタ’マ

…・ |ン
ソエル
デキル
トウフ

＝タチ・ツ

⊂植物〕

　
　
　
㈱
　
　
澄

細
前
笹
色
少
少

・マズ

ミソ

ギュウ：ユウ
コショウ
コマカイ，ts

｝暴・接）

〔油で⊃

　
　
露

　
加

　
ラ
ル

エ
タ
ワ
ゲ
ロ

マ
マ
ヤ
ァ
イ

ウリョウ
シ

（指）

杯
・載

s

三．672

1．672
1．672

L67盆
1．672料理

二
乗
　
汁
振
携
芽
御

　
　
　
イ
ル

ヨ
コ
レ
ハ
セ

シ
ス
ソ
ニ
ノ

6
7
7
7
7
　
7
2
2
2
2
　
2
7
7
7
7
　
1
2
2
2
5
　
5
5
5
9
9
　
9
9
9
9
5
　
5
5
5
5
5
　
5
5
3
3
3
　
3
3
3
9
9
　
9
9
9
9
9

5
5
5
δ
5
　
5
6
6
6
6
　
6
6
6
6
6
　
7
7
7
7
7
　
7
7
7
7
7
　
7
7
7
7
8
　
8
8
8
8
8
　
8
8
9
9
9
　
9
9
9
9
9
　
9
9
9
9
9

1
9
2
δ
7
　
3
8
6
3
ユ
　
4
7
4
ユ
3
　
0
4
1
2
4
　
6
7
8
ユ
2
　
8
8
0
6
0

　
　
　
3
　
1
8
　
1
3
　
3
1
3
玉
1
　
2
2
2
2
3
　
2
2
1
4
4
　
　
ユ
蔓
6
5

1
5
6
5
8
　
8
2
3
6
3
　
3
0
6
2
3
　
0
荏
4
7
9

　
工
　
3
5
5
望
6
5
6
4
8
6
3
7
9
9

12
ユ三2

18
ユ2玉

三24

IO
ユ27

90
ユ1三

28

53
53

盤
玉32
74

24
61

88
ユユ6

29

2e
16
36
39

181

169
48

201
201
207

106
50

72
37

三93
193
2ユ5

20ユ

玉1

31

116
27

ユ87

22

　9
237
26

ノレ

リ。ル
ツ

ヨウリ（オ）

シ
フ
ベ
ミ
リ

玉06

エ06

三〇6

三〇6

ユ06

37
165
42
106
］32

　　　　　　iユ8．9ユ5

　　　　　　i三5。780

ら好・著　コ4．3ユ7

．者　　　　iユ1●077

　　　　　　i三〇．450

17
269
176
246
269

9．614
8．987
8．883
8．047
8．047

7．942
7．ユ06

6．793

6．584
6．375一

6．166
0r．9s7

5．852
5．748

5，643

9
4
蔓
0
0
　
5
6
6
7
3

3
3
3
3
3
　
2
工
1
0
0

δ
4
4
3
3
　
2
0
0
8
7

ロ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
じ
　
　
　
じ
　
　
　
の
　
　
　
の

5
戸
∂
ド
∂
ド
0
”
0
　
　
口
∂
P
O
岡
0
4
点
4
凸

4
西
4
｛
4
▲
0
0

Q
り
Q
U
Q
り
8
8

4
幽
4
へ
4
｛
ユ
ユ

の
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
む

4
占
4
点
4
｛
4
｛
4
凸

6
三
7
7
2
　
2
2
8
8
3

7
7
6
6
6
　
6
6
5
5
5

0
9
8
8
7
　
7
7
6
6
δ

　
　
　
　
コ
　
　
　
の
　
　
　
り
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
じ
　
　
　
の
　
　
　
　

4
3
3
3
3
　
3
3
3
3
3

3．553
3．553
3．449

3．240
3．135

3．ユ35

3．03］

3．03ユ

2．926
2．926

　
　
　
　
　
　
　
　
糖
方

為
入
良
物
切
　
塩
材
置
砂
作

レ
　
　
　
　
ル

勾
ル
　
・

・
レ
イ
ノ
リ

シ
イ
ヨ
モ
キ

シオ

ザイリョウ
オキ・ク
サトウ
ツクリカタ

ユ
2
3
4
5
　
6
7
8
9
9

　
　
　
楚

々
　
油
・
　
　
杯

少
水
醤
為
加
　
掛
一
有
油
火

ショウシ9ウ
ミズ

ショウza
ナリ・ル
クワエル

カケル
ーパイ
アリ・ル
　リ　のアフフ
ヒ

附
大匙
　　　（撫）

小変粉

（指）

ツケル
オオサジ
コレ
コムギコ
タマネギ

（指）

昧
卵
皮
申
上
取
次
灘

　
　
ゴ

の
ジ
マ
ワ
カ

ソ
ア
蛍
葛
ナ

ウエ
コの

トリ・ル
ツギ

ニLアル

　
　
粉
汁
　
　
　
箭
三

昧
栗
迅
根

　
　
　
　
　
　
　
人
せ

　
　
　
　
　
鍋
焼
五
㎞
時

美
使
片
煮
大

照イシイ
ツカイ・ウ
鉢山クリコ
ダシ
ダイコン

ナベ
ヤキ・ク
五ニンマエ
バタ〔ア）

トキ

　
合
　
　
．
　
　
　
個

懸
場
書
剥
　
　
無
妙
落
一
盛

一ル
バアイ
イイ・ウ
ムキ。ク
トコn

　
　
ス

　
レ
・
　
　
　
レ

　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
メ
シ
　
・

イ
タ
ト
ロ
リ

ナ
イ
オ
ー
モ

難
甥
聡
U
萄
弼
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
2
2
4
2
4
2
6
2
7
2
7
2
9
3
0
訂
訂
3
1
3
4
3
4
3
6
3
7
3
8
3
8
5
0
4
0
農
0
狢
4
3
殖
萄
萄
4
8
4
9
5
0
5
0
5
2
5
2
5
4
謎
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手
の
位
…
曇
6
6
4
9
汁
憩
　
8
8
施

葛
ご
漬
…
　
　
　
ユ

↓
塗
7
　
郵
　
…

記
の
位

用
で

ま
、
享
嚢

順
位
／
　
1

見　　　出　　　し

　　　湊騰己絹手使用率i纂での　での

刀@i順位順位
順
館

見　　　臨　　　し 使用率

@％

撫
看

9
6
蓉
　
　
山
勢
蓉
蔚
蔚

4
占
Q
り

一

曇
3
6
0
3
　
6
蓉
軽
漕
盤

　
｝
H
5
5
　
∬

闘
　
髄
懸
魯
曇
　
　
聾
瀞
　
一
頃
幡

誉
Q
u
輔
膏

　
1
4

｝
　
雛
愚
畳
　
【
聾
　
　
騰
愚
　
齢

854
716
ユ69

77
854

229
854
82

169
7ユ6

782
854
160
42

854

ユ93

854
617
576
112

崖33

85婆
789－

S54
95ユ

66
951
951
951
951

782
95王

951
1e7
7so．

246
502・

854
6ユ7

393

1．0451

三．045

1．045
王．045 1

：9411

951
169
201
951
782

341
473
951

1．045

1．045
ユ．045

ユ．045

1．045

1．045
ユ。045

LO荏5
LO蔓5
LO蔓5

1．e45

LO農5
1．045

LO農5
1．045

1．045
1．045

1．045
三。045

ユ．045

．9釘

．94ま

．94ユ

。94工

．9“

．941

．941

．9藏

．94ユ

．941

．943

．941

．941

．941

．943

〔魚〕i

　
合
　
　
芽
　
　
杯
分
　
　
火

厚
一
内
隅
木
　
更
三
豊
充
摺
　
　
中
塗
嵐
鶏

アツサ
ーゴウ
ウチ
オリ。ル
キノメ

三61

16玉

161
】6ユ

ユ6ユ

サラに
三バイ
シvイ・ウ
ジュウプン
スリ・ル

161
161
ユ6ユ

］61

161

タイ

チュウビ
ツヨイ　t．

デル
トリ

161

ユ61

三61

ユ6ユ

王6ユ

熱湯

　（副）

〔植物）

普通

宜
両日
蓮根
椀
灰汁

ユC薫

cup
金野

切身

（植物〕

ナルベク
ネギ
ネジトウ
ノ〈ン

フツウ

玉6ユ

ユ6ユ

ユ6三

161
161

　　ヘヨ皿ン’ C

リョウメン
レ「ンコン

ワン
アク

16ユ

］6玉

三6：量

三6ユ

185

一センチ
カジプ
カナグシ
カボチャ
キリミ

玉8δ

ユ85

匪85
ユ8δ

185

　
　
分

勺
副
署

五
秘
五
着

185
三85

三85

185
185

五シャク
コツ

五加ンブン
ツキ。ク
　　　　　　　　り　　

フ刷ンフフ

様同
通
溶
溶
畏

三85

エ8δ

J85
玉85

玉85

ドウヨウ
トオリ・ル
トキ・・ク

トケル

ナガサ

旙
沁
粥
9
6
舗
備
品
6
2
。
．
㈹
懸
離
9
魏
．
9
6
麗
瑚
．
．
．
．
、
銘
．
．
誘
聾
畳
鵜
瀦
勢
曇
題
謄
櫛
．
、

127
576
537
576
537

576
537
エ44
576
5ユ

576
297
139
6ユ7

537

502
576
666

語5
666

666
666
：1δユ

’1　39

2蔓6

7ユ6

15ユ

417
716
447

297
42
237
502
716

417
　　8

42
537
393

ユ．568

1．56S
1．568
1．568
ユ．568

ユ．568

ユ護63
ユ。463

3．463
ユ．463

ユ護63
1．463

1．463
ユ．463

ユ護63

1．463
ユ滋63

1．359

1．359
ユ。359

三．359

1．359

1．254
ユ。254

1．254

〔植物

1．264
ユ．254

1．254
1．254
1．254

〔器具〕

1．254
玉．254

1．25感

1．254
1，254

1．254
ユ．三50

工．150

1ほ50
ユ。玉50

一番
　　〔動物）
拶｛描

海苔
　　（植物〕

庖丁
掻混
形
刻
下

一一＾oン
カキ
キミ
ノリ

バレイショ

コ．玉1

11ユ

ユll

llユ

lll

野1
1ユ7
117
ユ17
ユ三7

ホウチョウ
カキVゼル
カタチ
キザミ。ム
クダサリ・ル

ぷらの〕

　（副）
（植物⊃

く植物〕

（写）

智
捗
抜
講
撚
品
評
㎞
穰
縦
急
調
糎
量
大

⊂l17
1ユ7
117
317
ユ玉7

コPモ
ニススメル

チョッと
ナス
＝ンジン

ヌキ・ク
ホウレンソウ
キ超ウシ・スル
キレイ
ショウガ

ユユ7

ユユ7

128
128
128

128
128
133
133
133

ヒキ・鳳ク

フキ
アマリ
晶ド
サシ・x

133
ユ33

ユ33

ユ33

133

ザル
三i三センチ

シボリ・ル
タキ・ク
タップリ

ユ33

ユ33

三33

ユ33

ユ33

タテ
タメ

トトノエル
ニコ
フライパン

リウ
　
イ
イ

潮
　
オ
タ
イ

リ
ー
オ
カ
ダ

133
147
1婆7
147
147

147
?４7
ﾊ47
b7
?４7

ダシ・ス

^ベル
`イズ
eキギ
j

出食cheese

K宜

｝
i
i
l
／
L
ユ
5
0
1

59
Q三5

V82
`73
P硅

　鱒

G
ユ
£
1
3
曇

］85

O85
P85
P85
P85

二十モンメ
kリ・ル
mバシ・ス
nセガワ
chシ・ス

二〇匁
h伸。延

ｷ谷川《人）．

k

．9狙

B9蔓王

D941
D941i
E9農｝｝

ユ47 ノ．ン 半

　　iユ。150：

370 聴 ユ85 ヤヤ ．9毬工

］婆7 ホシノリ 乾瀕讐 1・1501 782 蕾 ユ85 ヨウイシ。スル 用憲 ．9狙

ユ47 ヤサイ 野鳥 Lユ50　　… 353 47 P85 ワギリ 輪切 ．9磁

147
?蔓7

ユヨウイ 湯用意
エ．ユδOi　　仁1・ユ50i 7ユ6

V16
16ﾄ
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使用率順表：（il主婦の友』衛生二三）第7・1表

拳
の
位

根
で
順

実用記
事での
順　位

使屠黒し出見順
位

実用詑
事での
順　位

相撃
での
順位

使胸脚し出見

73
34
55

190r

195

37
59
51

28王

64

30
99
113
35

　畳

89
69

195
9，［

281
28
84
95

297

5三

281

　瀞

37

73
281
247
44
99

47
247
139

誇

89

84
69

99
156
59
195
59

73

r
8
4
蔚
5
9

87
5S
486
271

20

4里

1　O，9

2，’・’）8

75

5玉6

33
87
334
148

89．

3
7
7
7
7
　
7
三
三
藍
ユ

0
9
9
9
9
　
9
9
9
9
9

9
7
7
7
7
　
7
6
6
6
6

1
　
1
　
一
　
ユ
　
ユ
　
　
　
　
i
　
1
　
1
　
玉
　
ユ

301
，587

35
258
154

2．008
2．00S
ユ．903

1．903
1．9．　03

ユ．585

1，585

1．585

1．5S5

1．585

191
48

2工6
166
318

89c

18
79

63S
121

54L1

93
98

148
252

1．，」85

1．58，5

1．う85

1．480

1．480

】護SO
］．480

1．4．80

1．480
1．480

694
166
40ユ

334
694

638
112
746

D”r
24

638
587
145
王87
75

12ア

746
30
746
77

L婆80
1．37Ll

ユ．37蔓

1．374
ユ。374

1．374
三。374

1．374
1．374
1．374

　芋当
　以上
　一・杯

　軽
　気　　　l
　　　　　　l
リイム（化避晶〕1

　大切　　　i

8
∩
◎
8

ρ
O
n
O
R
V

9
臼
9
ヨ
2

「
工
－
託
ユ

居
人
聞
粉

　
　
　
描
治

　
　
　
　
　
　
の

方
後
顔
轡
直

ホウ

アト
カオ
カキ・ク
ナオリ・ル

　
　
　
法
　
　
　
供

少
熱
入
方
　
各
薬
量
頃

五
スコシ
ネツ

ハイリ・ル
ホウホウ

（副）i

　　　I

（指）、

申
悪
洗
“

（指）

赤痢
手

1，268
1．268

1．268
1．268

1．268
1．268

1．268

8
8
n
◎
8
0
0

n
D
ρ
U
6
6
R
）

9
碍
2
り
臼
．
謎
9
嗣

の
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　
　
　

エ
エ
ー
ー
ユ

オリ・ル
ヒト

イシ
コナ

　
リ
モ

ク
ス
ド
ロ
グ

カ
ク
コ
コ
ス

ドンナ
ナカ
ワノレイ

アライ。ウ
クチ

コウ

四

十
セキリ

ア

　
ウ執

フ
ヨ
イ
イ

ア
ジ
パ
ル

テ
イ
ー
カ
キ

　　

@　

@　

@
調
　
　
㈱
㈲

　　

@　

蒲
b
獄
　
物
分

ム
大
経
道
警
厚
内
栄
蘭
馬
食
水
　
続

　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

　
　
　
　
　
　
　
ツ
　
ヨ

ク
　
　
　
　
　
　
シ
シ
　
　
ツ

ド
ツ
ッ
　
ン
　
　
ウ
ウ
　
　
モ
ン
　
ル

鷲
錠
穿
チ
雲
影
拶
協
ウ

コ
タ
タ
ト
ハ
ア
ウ
エ
　
オ
カ
シ
ス
ソ
ツ
ド

馬
前
繭
持

フツウ

ペ＝シリン
マエ
Yヒ
モチ。ッ

…
o
o
｝
o
o
5
8
5
8
5
8
　
5
8
6
2
6
2
6
2
6
2
　
6
2
6
7
6
7
6
7
6
7
　
箆
霞
物
7
1
質
　
驚
質
力
7
9
7
9
　
7
9
7
9
7
9
7
9
7
9
　
7
9
8
7
8
7
8
7
8
7
　
8
7
8
7
8
7
8
7
8
7
9
6
9
6
9
6
9
6
9
6
9
6
9
6
9
6
9
6
9
6
　
9
6
9
6
9
6
9
6
9
6

1
2
3
丞
凸
μ
0

ユ
2
3
r
◎
7
・

6
7
8
0
2
　
3
9
ユ
7
6
　
4
1
3
9
2

　
　
　
ー
ユ
　
三
　
1
2
ユ
　
一
2
2
ユ
2

　荏

　8

　6

ユ3

ユ2

15
ユo

14
ユ09
23

ケ
σ
2
9
嗣
ρ
O
Q
り

1
9
淘
4
西
2
ρ
0

5
0
憩
6
9

q
り
2

　
　
　
9
耐
9

5
懸
一
7
7
　
7
1
δ
2
9

エ
　
　
ユ
3
　
ユ
硅
2
3
6

ユ73

55
19ユ

39
三21

16
216
238
35
83

71

52
69
46

271

35
48
24

123
30

60
66

301
61

32

　幣

A8
220
37

2D
73

騒
78
2d7

工28

334
38

　　9

ユ9

44
26
67
93
11

8
9
ユ
2
1

帥
！
”
0
荏
q
O
κ
り

124
21

28
蔓01

318

3工．603

ユ5。96り

ユ5．537

」4．79S

エ2，6S4

12．Ork9

1］．3JO

工L204
9．5ユ3

7．716

6．765噂

6．60－9

6．236．

5．708
4．70’6

4．439

4．334
4．334

4．334
4．22S

3．911
3．9三1

3．9三玉

3．699

3．594

4．4S8
4，荏88

3．382
3．277
3．エア1

1
1
r
∂
一
∂
（
リ

ケ
置
7
R
＞
ρ
）
n
◎

ユ
ユ
0
0
Q
レ

　
　
　
　
つ
　
　
　
の
　
　
　
ゆ
　
　
　
の

3
3
3
3
2

2．8t）4

2．854
2．748
2．748

2．642

2
7
7
1
1
　
ー
ユ
ー
5
5

4
3
3
3
3
　
3
3
3
2
2

6
5
δ
4
4
　
4
4
4
3
3

　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

2
2
2
2
2
　
2
2
2
2
2

2．220
2．114

2．114
2．l14
2，008

　
成

　
　

為
為
事
有
居

物・者
轡
艮・好・善
時
無

鮨）
（指）

（指）

肌
出来

（指）
　
　
　
回

附
臨
場
出

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
接

　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
三
幅

多
早
来
与
置
唐
処
方

下
了
色
取
飲

　
　
気
　
　
　
癩

使
何
病
私
見
　
用
下
水

上

　
　
　
分
　
　
要
　
　
樹

　
　
　
　
　
漉
入

　
　
　
　
　
　
　
　
皮
起

思
次
窃
＋

順
　
位

　
　
　
虚

シ・スル
ナリ・ル
＝ト

アリ。ル
イル

！
2
3
4
｛
”
∂

モノ
イイ・ウ
ヨイ

トキ

ナイ

コレ
ソの

コの

ハダ
デキル

ツケル
ソ1／

タメ

バアイ
デル

ンヤ
　
　
　
　
レ
　
レ

チ
イ
　
ク
エ

カ
オ
ン
・
タ

ア
オ
ベ
キ
ア

ク
ル
ウ

・
ビ
ホ

キ
チ
ョ
タ
タ

オ
ク
シ
マ
カ

　
　
　
　
　
i
2
0
0
丞
漏
μ
∂

n
O
7
8
Q
V
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
O
桝
’
7
7
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
1
4
点
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
O
G
8
9
（
）

　
　
　
　
ま
　
エ
ー
1
エ
ヨ
　
ユ
】
ー
ユ
2
　
2
2
2
2
2
　
2
2
2
2
3

ルの
　
ウ

リ
・
　
　
ル
ム

サ
イ
　
・
・

ダ
マ
鷺
リ
ミ

ク
シ
イ
ト
ノ

0
0
3
n
O
r
O

3
3
3
0
0
Q
U

ツカイ・ウ
ナ：
ビ罫ウキ
ワタクシ
ミル

n
O
n
◎
8
8
0

n
δ
Q
U
3
3
4
占

」レモチイ
ゲリ
ミズ

ウェ

オモイ・ウ
ツギ

nり・ル
ジュウブン

ヒツヨウ
イレル
トコロ

ヒフ

オコリ。ル

　
　
　
　
　
毬
窪
荏
9
9
　
ユ
2
2
2
5

0
2
2
4
占
4
鳥

4
4
4
占
4
▲
4
占
　
　
4
ゐ
4
4
4
∴
4
4
　
　
P
∂
P
∂
一
∂
戸
∂
F
O
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冤　　　｝葺　　し

使解膝聰鯖％瞳位灘 ．順

D位
見　　　出　　　し 使用率

実
事
順

玉葺

1ユユ

1；ll

三鷺

lll

lll
　　　ショウ
ll工

］11　チイサわな
1］1　チチ
1ユ1　ツキ・ク

Ml　トモ
ユH　ナオ
311　リョクショク
jH　六
Ml　ワケ

工26

ユ26
126
ユ26
126

126
i26
126
126
1　t2　e｝

ユ26

玉26

ユ26

126
至26

126
126
ユ26

王26

ユ26

ウスィ　　　薄
カカリ。ル　掛
カナラズ　　必
ケシ．ウスイ　化粧水
ゴ　　　　　後

シmウカフリコウ　消化不：・

　　　　　　　耳蝉
ショウジョウ

アン・ザン

イツ
オコシ。ス
カゼ
カンタン

　
な
牙
ウ

　
，
　
う
コ

　
イ
ン
ア
リ

エ
カ
ナ
フ
ウ

タ
マ
ン
ル
ヨ

コ
コ
灘
サ
シ

状症
小
乳
三
共

緑色

産
時
　
邪
単

安
侮
趨
風
騒

　
難
剤
蚤

細
困
｛
少

シロィ　　　　風

葬ξ蕩シ．淫三一
チユウシヤ　注射
卜’イ　　　　問

轟キビ
ノ、ッシン
ー．．一 c
ブブン
ホオ

126　’マタは

｝26’ヤクソウ
】26　●ヤノ、リ

126　　ヤリ　●　ノレ

150　アノしいぱ

発疹

部分
頬

1．三631
ユ．163i

Lユ63〔
1．163　’

ユ．ユ631

　　1
Lユ631

1ほ63i
lJ631
エ・163i

王・ユ63i

l：1総

liig，；’l

Lユ63 o
｛：8劉

i：8gTX

器
iili裂

1．057　i・

162　113
208　78
238　］78
8ユ2　　164

293　139

812

812　220
162　164
812　es
166　78
2；58　ee
216　　ユ95

8諾　9
ユ28　　57

900　ee
208　84
746　156
8ユ2　　　層

ヨ87　　139

486
230
746
900
587

156

盛

1．057　i　486　220
2．057　1　281　99
1。057　i　　40叢　　　　三13

1。067i　　8ユ2　　　　飴

1．0571　455　ee

三●057　；　　900　　　　　瀞

ユ●057　　　900　　　　曇

エ・057　　　　　83　　　　ユ39

1．0，57　202　2V
l．O・5・一t’i　812　281

　　（接）lLo57．
　　　　1　J．057　．楽草

　　　　目蒲
　　（接）｝・95ユi

ユ66　　220

900　一
352　178
89　220
587　ee

玉50
150
150
玉δo

ユ50

150
ユ50
工δO

150
150

150
150
ユ50
150
150

0
∩
V
O
O
O

5
5
5
5
δ

渓
ー
ユ
ー
－

一一■・＝＝チ

ーノ〈ン

イロイP
ウケル
ウツクシイ

オオキイ，rs

ガアゼ
カオ（オ）

カンジ
カンジャ

臼
般
々

＝
色
受
美

大

顔
者

御
感
愚

ケショウ（オ）　御化粧

ゲンキ　　　元気
ゴク　　　　　　幅の
シカシ　　　　　（接）
シタクチビル　下慰

七
ショクジ
スッカリ
セキケン
タイシ・xル

　150　チチ（オ）
　］50　テイド
　150　ナガイ
亀

　1δ0　＝ユウジ
　1：jO．ヒ

三5G

玉50

ユ50

ユ50
150

150
150
150

ヒドィ

マズ
Wヒミン9スル
ミセル
モウ

ヨゴレ
9ノレ

ヨPシイ

食：事

石鹸
対

乳
三
児

御
程
長
乳
臼

碁
盤
髭

面
夜
宣

・gg］i

I
・
g
i
－
l
l

：gg．1’P
叢
1
．95三

。95ユ

．951
．9．　51

．95工

　1
．9511
。95ユi

．95ゴ

．95ユ．

．9，　51，

　」
．951

．951
．9．　51

．951i

．951・

・95ユi

．9511

・95玉i

．95三：

。95ユ・

．9．　51

．951i

．9511

実騰己相手
肇での　での
順　位　順位

ユ81

334
工8三

216
工66

105
974
900
252
｛74

9．　74

812
352
20V8

974

50
638
486
638
ユ73

974
173
301
974
20”2

486
t；s

974
694
］43

455
516
191

L）47

113
123
66

113

247
］7S

46

220
41

軸

281

178

123
195
ユ39

J3，9

48

178

220

99

第7・2表　使用摩1願：表（『鰯入生活蕩衛生美容）

順

位［
見 出 し

一ttttttttTtt

　　　i奎建用記　相擁

響鷹で窪羅

ユ
2
3
4
ゐ
7
∂

シ・スル
ナリ。ル
コト

アリ・ル
イル

　
成

　
　

為
為
鱗
有

し
28．814
18．9e2
三8．409

16．439
三2。683

ユ
2
3
4
｛
，
7

ユ
2
3
4
「
5

順

位
見 出 し

使購屡鞍懸
　％｝順位順位

6
ケ
．
8
9
0

　
　
　
　
工

モノ
イイ・ウ
ヨイ

ソの
トキ

　　　　　　　1’
物・者　　　ユ22ろ2；　5

竃．好．善％欝⊃9

蒔（才u1：910p？

バ
リ
ア
8
り
潮
9

　
　
　
1
」
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順i

　l見
位｝

出 し

　
　
　
　
ク

　
　
　
ル
。

の
イ
レ
ケ
キ

コ
ナ
コ
ツ
オ

－
り
μ
3
4
一
〇

1
ー
ユ
】
i

6
哲
’
ケ
「
Q
り
（
り

1
1
「
玉
1
21
2
3
婆
”
∂

2
2
a
2
2

デキル
クダサリ・ル
マタ
バアイ
オオイ

旺
い

弼
’

附
置

田来
下

膳議肇灘
　　　　t（指）i7．019

（指）

（副・接）・

場合
多

ソし・

デル　　tt　出
タメ　　　　為
ビョウキ　　病気
イロ　　　　色

来
肌
中
思
少

　
　
　
ウ

レ
　
　
　
　
●

あ
　
イ
シ

・
ダ
カ
モ
コ

キ
ハ
ナ
オ
ス

R
V
ヴ
‘
8
9
0

9
郁
2
9
β
9
御
0
0
0
り
耐
2
4
二
∂

3
9
り
0
0
n
O
O
◎

｝
∂
脾
！
ケ
「
7
‘
7

3
3
3
3
3
玉
1
1
蔓
4
占

4
幽
4
4
蔓
4
▲
ρ
り
7
8
8
Q
り

4
点
4
4
占
4
よ
4
義

¶
ま
王
1
1
四
a

p
∂
”
0
炉
∂
P
O
5
一
∂
7
7
Q
り
Q
V

r
O
5
r
O
戸
O
F
O
9
9
9
3
3

5
5
5
6
6

　
　
窟

見
取
皮
人
使

　
　
　
　
ウ

　
ル

　
・
　
　
イ

ル
リ
フ
ト
カ

ミ
ト
ヒ
ヒ
ツ

ホウボウ
ウエ
カタ

テ
ホウ

シカシ
シマイ・ウ
トコロ

カルイ

ヨリ・ル

法方
上
方
手
方

市

中
拠・因

ケショウ（オ）　御化粧

タイセツ
ナ＝
マズ
ミズ

オコリ・‘．

カオ
ニウ

ナツ
イシ

ル●
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
ノ

リ
メ
ケ
ト
レ

ヌ
ツ
ワ
ア
イ

ソして

ドウ

モチ・ツ
ナオリ・ル
ママ

切大
何
先
水

趨
顔

夏
医師

塗
顕
爵
後
入

　6．896
　6。588
　δほユ0

　5．019
　　　　ミ

4．7411

　4。433｝

　㌫農33

ほ1％

）一5

ｷ才（

（接）・

（指）

　
治

　
　

持
直
儘

4．125
3．94e
3．879

3．202
3．140

ハ
Q
7
8
2
0
0

ユ
三
三
三
ユ

玉
1
1
2
り
瑚

2
戸
0
3
2
4

29
42
42
112
46

1細隙
i［ggi　l　n6c

2．771　i　70

2．771　1　55

鍛訓離
2．586　1．　66

2．524　1　48

2．524
2．463
2．463ゴ

2．463

2．463

1
1
工
0
0

0
（
U
△
U
4
占
4

4
晶
4
硅
∩
0
6
0

の
　
　
の
　
　
の
　
　
ロ
　
　
ゆ

9
儲
9
耐
2
9
H
2
2．216
2．093

2．032

2．032
2．032

ユ。970

1．970
ユ．970

玉・9笑0

エ．909

1．909
ユ。847

1．847
1．785
1．785

！懸1二葱
i
i

1．7S5　l

l．7P．4　i

1．72観
　　　1
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20
99
79
36

三3
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三工

三6

26

厚
∂
0
9
ケ
．
1

1
の
0
9
餌
－
轟
り
召

ケ
・
0
7
8
3

噌
三
2
工
3
3 4
4
占
ユ
4
轟
7
‘

9
耐
エ
7
4
A
6
0
6
0
2
戸
∂
n
Q

4
’
3
r
O
P
O
O
O
7
4
病
0
9
8

ρ
0
・
4
▲
n
6
ケ
．
μ
0三〇露　　墨50

82　30
26　52
90　87
8荏　　騒

ユ87　　三50

102　87
ユ19　　36
77　150
40　42

．229

ユ27
160
181
246

ユ69

246
139
ユ64

1．v”

144

1“
74

“pe）g

73

5
2
9
藍
8

μ
∂
ρ
0
ケ
●

　
　
　
　
戸
O

1工1

62
52

n
O
n
O
n
O
2

9
9
9
β
◎

順

位
尊 し

；

66　ウツクシイ
66　ツヨイ
66　ユキー。ク
69　カク’ル

69　カミ

　
ム
ル

モ
。
・
　
テ

ド
ミ
リ
ギ
ア

コ
ノ
オ
ツ
テ

Q
U
9
3
3
0
0

A
O
n
O
ケ
‘
ケ
醒
7

美
強
行
掛
髪

供
　
　
　
当

子
飲
居
撃
手

73　ニンシン　　　妊娠
73　フツウ　　　普通
78　カカリ・ル　　掛
78ジュウブン　　充分
78　ダシ・ス　　　畿

78　ツキ・■ク

78　ハヤィ
78　ヒツヨウ
84　イツ
84　オナジ

84　チョッと
84　マエ
84　ワノLイ

89　ウチ
89　クスヲ

89　ゲンイン
89　ソウ
89　ツクリ・ル
89　ハナ
95　アカチャン

95　アライ・ウ
95　クチベ＝
95　ハエ
99　アイダ
99　アタエル

99　アタマ
99　アマリ
99　キ
99　コウカ
99　コウスイ

9
Q
り
9
Q
σ
Q
レ

Q
レ
G
V
Q
μ
9
9

コトに

シnクモツ
スグ
スクナイ

ナサリ。ル

99　ネツ
99　ヨロシイ

113　イケ触い
113　一バン
玉13　イロイn

工13
113
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ウスイ

ウンドウ
オオキイ，tx
タベ．．

副（

　
　
要
時

着
早
必
三
岡

前
賢
内
薬

原因

作

洗
ll紅

聞
与

　
　
　
果
水

頭
余
罪
掛
香

　
物

三
食
直
少

　
　
可
三
々

熱
宜
不
一
色

　
勤

薄
逮
大
食

（指）

〔虫）

チュウイシ・スル　注意

使用率i事での　での
％　VCB位頽位

腱謝艀
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蓬．662　i　　169　　　　ユδo
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］．662　1　g7　“e
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1．601　1　286　eG

L60ユ　　　1三〇
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エ
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｝
0
4
点
◎
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ケ
σ
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0
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1ユ2　　96
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ユ64
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O
I
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0
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◎
U
ケ
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◎
U
ヴ
．
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韓
蓉
難
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7
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手
の
位

相
で
順

三鼎i魏聾
％　i順位

し見
　
　
…

順
紘

手
の
位

相
で
順

記
の
尊

翰
で

爽
事
順

使用率

　9es

し見順
位

三
聾
懸
鵜
藤

H

ユ1ユ

ユ50

　蓉

D
藍
蓉
畳
　
一
　
魯
0
6

婚
　
　
　
　
　
1
5
1
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5
8
7
1
憩
幕
聾
　
俸
砦
9
6
於
宥
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］ll

掃
輪
　
二
・
囲
茎
溌
　
赫
毒
蔚
騒

幹
露
懸
，
籾
曇
m
擁
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237
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473
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・537
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7ユ6
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．seo

．800

．800

．800
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．739
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ヨウスイ

　
然
肪
鐙
変

先
自
国
少
大
正
卵

　
　
　
　
ン

ケ
シ
コ
キ
ゼ

キ
ケ
コ
サ
シ

164
164
16a
164
164

シボウ
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第8表　使用率順表　r主婦の刻特別読物
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ユ05

’258

281
58

352
89

］09

208
516
950

8］2

墨02

694
173
139
638

8
薫

覆
191

2
量

鷺
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順
位

見　　　　出　　　　し 使用率
@％　　1

実用詑
魔ﾅの
〟@位

順
位

見　　　戯　　　　し i使鋸構

173
301
　　懸

8ユ2
45．o”’

．688

．6S8

．688

．688

．668

　　Cabout）

強
研本入
　　　（副）

159
159
：59

三59
170

ツキ・ク
ツヨィ

ニツポンジン
ハジメて
一ショ

08
R2

｡
曇
6
0
　腸
8
6
1
6
砦
翰

2
4
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
婆
2

．66S

．668

．668

．668

．668

．668

．648

．648

．648

．648

　
代

　
・
真
性

掛
変
三
女
使

170
三70

170
170
」70

カカリ。ル
カワリ。ル
シャシン
ジョセイ
ツカイ・ウ

ユ70
177
ユ77

三77
177

レンアイ
アルキ・ク
ウケル

恋愛
歩
受

ケッコンシ・スル結婚
アそ●ク 泣・鳴

401
301
45t，）

蛎5

．648

．648

．64S

．648

．627

濃幹

�b

叙
ﾝ
懸
符
膿
鈎
鵜
論
罪
善
塒
．
謝
謝
鵬
謝
二
野
脚
讐
目
附
論
議
溺
捌
9
3
魯
藤
下
”
山
砕

．6P－7

．627

．627

．627

．627

，627

．627

．607

．607

．607

（指）

　
気
　
　
　
　
　
争

失
病
身
親
臨
　
　
死
少
戦
他

三77
177
三77
177
三85

ナクナリ・ル
ピョウキ
ミ

ワカK
カタリ・ル

185
185
1sDr

185
185

コンナ
シニ・ヌ
スクナィ
センソウ
タ

　
描

達
・

人
書
知

（指）

185
185
193
193
ユ93

トテモ

ヒトタチ
カキ・ク
シレル
ソンナ

．6り7

．6・」7

．607

．607
．o’W7

．5bb7

．　・5　87

．　・587

．587

．587

変
　
　
　
　
　
　
　
聞

大
出
他
忘
薪
　
思
体
笑
食
入

ユ93
193
三93

玉93
200

タイヘン
ダシ6ス
ホカ

ワスレル
アタフシイ

　
　
　
ン

イ
ダ
・
ル
ゲ

モ
ラ
ツ
ベ
ン

馬
券
ジ
タ
ニ

200
2eo
200
200
200

．587

．587
．一）一 U7
．o”ej7

．567

非常
町・回
送
神

式・訪

ヒジョウ
・マテ

オクリ・ル
カミ
タズ巧ζル

2eo
200
208
208
208

．567

．567

．567

．546
．sa｛s

．546

．546

．546

．546

．5a6

　
　
　
上
界
紙
要
入

力
長
凌
与
以
　
世
手
必
夫
待

　
　
　
ル
ウ

ラ
ィ
　
エ
ヲ

カ
ガ
ル
タ
ジ

チ
づ
ヨ
ア
イ

208
20S
208
214
214

2ユ4
234
2ユ婆

214
21a

セカイ
テガミ
ヒツ封ウ

フジン
マチ・ッ

輪

］6

26
334

　砦

544
402
17

516
432

694
812
238
95

516

24
238
334
191
ユ66

638
208
162
35Lt

216

1S1
371
87

401
371

402
371

5磁
258
　拓

544
455
5ユ6
352
587

藩
必
3
8
0
0
曇
　
8
6
総
7
1
懸
9
3

　
騨
◎
2
Q
U
　
　
　
4
幽
㌘
‘
3
　
　
2

31S
544
30ユ

コ
副
蹉
弓
頭
暁
月
、
虹
翻
鰍
畷
駁
摂
…
藪
垣
劉
謝
；
麹
矧
判
，
轟
副
㏄
口
口
累
日
濁
…
鋤
鍬
鰍
闘
⑱
i
翻
倒
劇
蛾
劉
，
蝕
劉
側
蹴
倒
…
鰍
戦
鍬
鴎
繊
…
鰍
舘
一
触
鰍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
U
6
n
り
凸
D
ρ
0

　
0
り
Q
U
n
◎
（
6
（
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
7
7
7
7
　
7
7
7
7
7
　
7
7
7
7
7
　
7
7
7
6
6

　
　
　
　
　
　
8
8
8
8
8
　
8
8
8
8
8
　
8
8
8
8
8
　
8
8
8
8
8
　
8
8
8
8
7

　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　

●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
9
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　

●
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　

O
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
夢
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
○
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
◎
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　

●
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
9
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

（代）

（握）

　
　
　
　
　
発

　
合

｝置

黷
`
口
　
母
　
立
誰
附
…
　
面
鎌

谷キ・ク
バアイ
アイ・ウ
オ甲マエ

カア夢ン（オ）

ユ簸

三u
工】3

113
ユ13

ツの
　
　
　
レ
　
　
　
レ

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ノ

チ
レ
ケ
識
工

画
タ
ー
グ
ツ
ド
・
こ
、

ヨ三3

ユエ3

113
ユ13
113

　
　
　
　
　
　
渤

　
　
　
　
　
　
G

途
　
頂

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
胸
余
戴
生
　
掛
　
働
上
美

　
　
　
ク

　
　
　

　
　
キ
ル

　
リ
ダ
レ

チ
・
不
マ
タ
マ

ミ
ム
ア
イ
ウ

1エ3
ユ】3

123
123
工23

玉23

12R
ユ23

ユΣ9

12り

カク’ル

ソコ

ハタラキ・ク
アゲル
ウツクシイ

子供達
一甕・

小
夫婦
悪

色々
主入
少
昔

（体）

129
三52
132
玉32

ま32

コドモタチ
ー．．k pン
チイサイ，7S

フウフ
ワノレイ

136
136
136
136
140

イPt　dロ

シユジン
スコシ
ムカシ
アノレ

可
在

不
得
現
共
坊

140
140
143
143

K3

イクない
エノレ

ゲンザイ
トモ

ボゥ卍

《地）

藥
京

言
問
策

コトバ
トイ

トウキョウ
ヤハリ

イラッシャリ・ル

146
146
エ盛6

三蔓6

ユ50

々
懸
庭
臼
　
　
　
　
　
　
三

人
問
秀
感
今
　
讐
姿
早
生
後
　
声
笑

150
ユ50
153
153
ユ53

ヒトビト
モンダイ
カテイ
カンジル
キョウ

1・53

153
ユ53

159
ユ59

コタ等
スガタ
ハヤィ
イキル
コtt

D
D

盲
璽
邑

（
（

二1エ

ショウセイ
スベて
タグ

チStッと

159
10”9

159
159
10rg
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記
の
位

用
で

実
事
順

　
率

卜

順 実痢記 順
見　　　　出　　　　し 使用率 事での 見　　　　出　　　　し 使爾

位 ％ 順　位 位 i 踊

694
401
4S

974
900
187

　　a；

974
694
812

－
藤
エ
6
輪
　
　
4
6

37

�
@
9
7
級
野
猫
軽
四
二
二
．
蔚
藤
二
面

．・“5

．440’

婆2ゲ
釜25一

．425一

．窪25一

。425胴

．婆25一

．425一
．　42・5　’

（副）

（接）

藻
勢
聾

鰍怪

�ﾜ

ﾋ
翰
甚
．
滞
目
語
爵
高
曇
劃

一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
　
｝
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ
∂
「
0
μ
0
”
0
一
り
　
　
爾
∂
μ
∂
4
｛
4
荏
　
　
4
凸
4
占
4
4
ム
4
占
　
4
4
｛
4
4
｛
4
南
　
4
占
4
ゐ
硅
4
4
漏
　
4
4
晶
4
高
4
占
4
▲
　
4
｛
4
ん
4
轟
、
4
轟
4
一

解
0
μ
り
｝
σ
”
0
μ
ひ
　
　
｝
D
μ
0
解
∂
μ
∂
解
∂

2
2
2
2
0
　
0
0
0
0
0
　
0
0
0
0
0
　
0
0
S
8
8
　
8
8
8
8
8
　
8
8
8
6
6
　
6
6
6
6
6
　
6
6
6
6
6
　
6
6
6
6
C

硅
窪
4
4
4
　
硅
4
4
4
4
　
咲
荏
4
喋
4
　
4
4
3
3
3
　
3
3
3
3
3
　
3
3
3
3
3
　
3
3
3
3
3
　
3
3
3
3
3
　
3
3
3
3
3

●
　
　
●
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
●
　
　
，
　
　
9
　
　
　
　
・
　
　
・
　
　
9
　
　
唇
　
　
O
　
　
　
　
O
　
　
・
　
　
・
　
　
．
　
　
●
　
　
　
　
9
　
　
0
　
　
・
　
　
．
　
　
．
　
　
　
　
・
　
　
量
　
　
0
　
　
1
　
　
0
　
　
　
　
“
　
　
ψ
　
　
⑲
　
　
勲
　
　
髄
　
　
　
　
馳
　
　
郁
　
　
妙
　
　
り
　
　
り
　
　
　
　
ゅ
　
　
陽
　
　
Ψ
　
　
ゆ
　
　
，

《入》

（副）

（指）

　
　
年
画
讃
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林

潔
朝
一
映
　
奥
三
　
続
何
　
乗
平
頚

262
262
27S
278
278

ナカナカ
フカィ

アナ
　へ一斗ン
エイガ

オクサマ
三E＃：ン

シカも

ツヅケル
ナゼ

278
278
278
278
278

　
シル

ヤ
。
バ

リ
ラ
ミ
シ
レ

ノ
ヒ
ミ
モ
ア

278
27S
278
278
290

　
　
聞

雷
抱
蒔
白
銀
続

イエル
カカエル
ジカン

シPイ
ソバ

290
290
290
290
290

房
　
　
　
　
　
弓
場
　
　
会
身
第
三
　
　
達
屋
　
　
　
　
度
家
昧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
意

女
工
申
画
毒
細
工
先
司
自
儘
全
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
部
読
明
辺

9－90

290
290
290
290

ツヅet＝　’クe．

ナオ
ニョウボウ
ハゲシイ
モウシのス

　
　
ウ

　
ビ
　
　
ヨ

　
コ
ヤ
ジ

マ
減
シ
ウ
キ

ヤ
ヨ
キ
コ
サ

29．　0

290
，go3

303
303

303
303
303
303
303

シカイ
ジシン
シダイ
・ゼンゼン

ソト

トモダチ
ヘヤ

ヨこ●ム
アカノレィ

アタリ

303
g．03

303
3玉4
314

（感）

仰

314
314
314
314
31G

…ド
ー一，一 J
イミ

エエ
オツシャリのル

等
　
　
年
部
　
　
　
葡

蘭
島
既
十
全
　
確
経
違
名
筈

3ユ4

3ユ4

3コ4

3ユ4

3M

カレフ
シマ
スフーに

セイネン
ゼンフ

g，　14

3M
3］4
314
314

タシカ

タチ・ヅ
チガイ・ウ
ナマエ
ハズ

帝
廟
2
6
一
錫
畳
蔚
聾
軽
曝
”
璽
藩
璽
赫
魯
鰯
．
．
曇
無
認
可
．
．
曇
黙
認
斡
榔
．
舜
鵬
．
．
二
軸
灘
蝿
．
蟻
脚
砦
噸
．
羅

．526

．526

．526

．526

．526

．526

．526
．o”Q6
．526

．506

．506

．506

．506

．506

．506

．506

．506

．506

．486

．486

　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
始
ζ

杯
　
　
　
　
・
旧
情
　
福

　
　
　
　
　
飲
初
話
ソ
愛
　
嫌
幸
好
年
涙

一
入
書
斎
父

イ
ル

パ
レ
ト
ギ
ウ

ー
イ
オ
ツ
ト

サン（オ）

221
22玉

22ユ

221
2Ltl

ノミ・ム
ノ、ジメ

ハナシ◎ス
ソレン
アイジ．ウ

22ユ

221
221
2L1
230

イヤ
コウフク
スキ
トシ

ナミダ

230
230
230
230
230

．486

．486

．486

．486

．486

　
　
旬

娩
鮮

　
・
　
　
様
初

始
引
　
愛
愛
　
奥
最
佳
難
処

230
230
23e
239
239

ハジマリ・ル
ヒキ。ク
ショウク
アイ
アイシ・スル

ン
靭
ム

サ
シ
・
ル

ク
イ
ミ
レ
チ

オ
サ
ス
ツ
ノ

239
239
239
239
239

．486

．486

．486

．486

。蔓86

．465

．465

．465

．465

．465

閤
見
越
夢
呼

マ
ミ・セル

ムカrル
ユメ
ヨビ・プ

239
239
239
239
239

．465
．蔓65

．k65

．465

．465

．465

．445

．415

．445

．445

　
　
　
聞
　
　
三

頭
歌
買
口
二
野
当
皆
毒
我

アガリ・ル
ウタ
カイ。ウ
クチ

シンフン

2j1

251
251
2t・）1

251

タノシイ
トウジ

ミンナ
Mロコビ・ブ
ワが

2｛’）’1

251
2・51

20N1

251

（副）

笑
頭
連
繋

ワライ・ウ
アタ蜘マ

アフワレル
イカに

イクフ

251
262
262
262
262

．445

．445

．445

．445

．445

．445

．445

．445

．e45

．445

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
接

　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
建

臼
　
　
較
後
　
　
当
　
・

一
家
画
学
最
過
樹
立
近

262
26．9．

262
262
262

一一・・＝＝チ

ウチ
ウチ・ッ
ガクコウ
サイゴ

スギル
ソウトウ
タから

タラ㍉
チカ．

262
262
262
26u？

262
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順　1

ﾊ1 見　　　　出　　　　し 使用率

@％

実用記
@での
〟@位

順
位

見　　　　田　　　　し

聾
．
懸
藍
盤
　
擁
畳
一
．
凶
弾
斡
餅
憩
鵬
鶉
脚
聾

一
　
国
難

鰐
愚
聾
粥
蜷
細
評
鰹
鵬
鵬
恥
藤
陶

管
斡
　
　
憩
盤

蹴釜

ｾ
　
一
西
藤
酪
蹴
藍
幣
輔
8
9
蜘

㍉

304
304
304
304
30荏

304
304
304
304
304

．304

．304

．304

．3D4

．304

．304

．304

．304

．304

．304

．304

．304
．　9．．83

．283

．283

．283

．283

．283

．283
．　？，83

283
283
Lt83

283
283

283
283
283
283
283

283
283
283
283
283

283
283
9ku83

283
283

283
283
12’

№R

2S3
g．83

（接）

（穿）

（指）

（地》

（副）

（副）

（人》

乱
騰
四
通
獺
欝
乎
罐
鞠
酔
夢
畑
世
総
藻
勢
敵
営
撫
磯
縦

　
　
　
　
ラ

　
ト
　
　
オ

　
　
　
　
く

ド
ビ
と
ラ
イ

レ
イ
ッ
レ
ガ

ケ
コ
ズ
ソ
タ

38ユ

38ユ

38ユ

381
38工

チョウセン
チョウド
ツウジル
トウトウ

ナガレル

3S三

381
38董

381

38ユ

艶

812
301
486

238
516

　
ウ
ウ
ワ
ィ

ン
コ
ツ
イ
シ

バ
フ
フ
ヘ
ホ

381
381
382
38ユ

381

ホトンド
マイニチ
マイリ・ル
マルデ
ヤマダ

38玉

381
381

38ユ

38エ

38ユ

381
408
408
408

ヨ

mp　nン

イガイ
ウソ

オサナィ

408
408
408
40S
408

オジ・
オトウト
オワリ。ル
キル
キュウ

408
408
408
408
408

クニ
ゲンイン
ゲンキ
コンド
サイキン

下
社会
自由
小学校
随分

粟直
世間
窩

（副）

肝属

申共。党名）

心算
嗣時

花

408
4e8
4e8
408
408

シタ
シャカイ
ジユウ
ショウガクコウ
ズイプン

　
　
　
チ

オ
ン
イ
マ

ナ
ケ
カ
チ
メ

ス
セ
タ
タ
ダ

408
408
408
408
408

　
　
　
　
　
　
憩
鰯
勢
砦
謝
韓
濁
3
8
棘
聾
割
興
聾
菊
畳
勢
艦
聾
遊
興
細
心
偽
町
．

4
聾
聾
S
6

97

@
　
6
3
1
6

．364

．364
，36荏

．364

．364

．344

．344

．344

．344

．344

ウ
ヨキウ

リ
ジ
ぞ

ユ
エ
、
ウ
ウ
ナ

チ
ツ
ド
ド
ハ

408
408
408
408
408

134
401

68
371

脚

．344

．344

．344

．344

．344

．3藍
．34婆

．344

．344

．344

344
344
344
344
344

344
344
344
32岳
324

毒

船
乱
筆
勿論
優

親
必
金
希望
結局

三年
終戦
食事
大切

態度
沢山

（撲）

bus

古
例
水
魅力
向

貸
元・旧
許

（感）

合

314　フネ
314　ミナ
3ユ4　ムスビ・プ
314　モチPtン
314　ヤサシ・イ

336
336
336
336
336

オヤ
カナラズ
カネ
キボウ
グッキョク

336　コマリ・ル
336三ネン
336　シュウセン
336ショクジ
336　タイセッ

336
336
336
336
336

タイド
タクサン
デも

ノ〈ス

ヒラキ・ク

336
336
336
336
336

336
336
336
359
359

フノレイ

vツタク
ミズ
ミリョク
ムカイ・ウ

モツトモ
モト
ユノレシ・ス

アア
アワセル

　
親
法

離
母
甥
方
右

408
408
408
408
408

〈ナレル
ハ一回ヤ
ベツ
ホウボウ
ミギ

］ユ8

8ユ2

4
占
4
凸
4
4
4
漏
　
　
4
占
4
凸
喚
4
ゐ
4
凸
　
　
4
凸
凹
4
凸
4
凸
4
凸
　
　
4
占
4
ム
4
ゐ
4
凸
4
凸
　
　
4
占
4
占
4
貞
4
漏
4
凸

2
2
2
2
2
　
2
2
2
2
2
　
2
2
2
2
2
　
2
2
2
2
2
　
0
0
0
0
0

3
3
3
3
3
　
3
3
3
3
3
　
3
3
3
3
3
　
3
3
3
3
3
　
3
3
3
3
3

0
　
　
　
0
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
0
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
，

　
出
祉
愛
麗
　
果
　
度

海
思
会
四
二
　
曜
結
決
縁
懸

　
デ
ャ
ィ

　
イ
シ
イ
イ

ミ
モ
イ
ワ
レ

ウ
オ
カ
カ
キ

359
359
359
359
359

359
359
359
359
359

クラィ
ケッカ
ケツシて
二zエノレ

テイド

　
　
　
　
　
　
　
　
紛

　
　
　
始
　
　
酵
ζ

　
　
　
・
台
　
　
　
・

点
論
賛
初
舞
先
約
止
　
私

359
359
359
359
359

テン
トオィ

トクに

ハジメル
ブタイ

359
359
359
359
359

」マズ

ヤク
ヤメル
ロオズ（ミス）

ワタシ

　
返

　
・
械
祖

妹
高
機
教
暮

ノ∫モウト

カエシ。ス
キカイ
キ・ヨウソ

クラシ・ス

381
38ユ

381

38ユ

381

｝
300

山「



順

位1
見 出 し

408
408
408
40S
408

446
4－16

446
44，6

4・46

鍛6
446
唇46

4窪6
446

446
4－46

4－46

磁6
446

猛6
446
446
446

鍛6

44．6

4G6
446
446
446

446
446
446
446
446

4－46

446
446
446
446

446
446
446
446
446

446
44－6

446
446
446

446
446
4．46

446
446

ウ
　
ン
　
ク

ユ
コ
ジ
ス
ヤ

チ
モ
ウ
ウ
ウ

ム
モ
ユ
二
二

アカィ

アシ
アソビ・プ
アタリ・ル
アネ

夢中
桃子（入》
友人
様子

赤
門
藩
論
姉

一サイ　　　　　一切
一・Vョウグンメイ　一生懸命
イライ　　　　　以来
ウリ・ル　　　売
ウレシイ　　　嬉：

オドロキ・ク　　驚
カゼ　　　　　　風
カリル　　　　出
駕ソケイ　　　関係
キ』マリ●ル　　　 1夢乏●定

キ・メル

クジラ
クルシイ
ケレドモ
コレ・ラ

シズカ
シバフク
ジョウケン
シンジャ
スミ・ム

　
　
　
イ
ン

　
　
ゴ
タ
ダ

リ
ワ
ン
ン
ウ

ス
セ
セ
ゼ
ソ

　
ク

タ
カッ

嵩
の
カ
ッ

タ
ト
ー
3
ナ
ナ

ニカイ
ノコシ・ス
ノ、ヅキリ

ハナシ（オ）

ヒカリ

　
ン

　
イ

リ
ウ
は
ヨ
ロ

ダ
ヨ
タ
チ
シ

ヒ
ビ
マ
ミ
ム

　
　
　
　
ン

　
　
　
　
シ

　
テ
と
パ
ウ

リ
ガ
ッ
ッ
ヨ

ム
ヤ
ヤ
リ
リ

決
鯨
苦

　
　
件
者
　
摸
話
後
体
談

静
暫
条
僧
済

　
　
　
　
　
　
掬
世
戦
全
相

懸i

仲
夏

二階
残

雪三
光，

左
病院

無理

立派
両親

）
）

接
指

（
（

）
㍉
ノ

副
指∈

（接）

（人）

倒）

使用率
　Sks5

ケ
日
位

用
で

実
事
順

．2S3

．283

．283

．283

．283

．263

．263

．263

．263

．263

．263　1

．263

．263

．263

．263

．263

．263
．2t63

．263

．263

．263

．263

．263

．263

．263

．263　1

．263

・gq3　1

．263

．263

：颯s
g
g
．263

．263

．263

，263

．263

．263

．263

．263

．263

．263

．263

．263

．263

．263

．263

．263

．263

．293

．263

．263

　
聾
蓉
磐

30ユ

638
37ユ

　馨

694

陣
盤
畳

　酋

　7V
974
　’t’

　目

弾
茄
憂

2

638

544

516

一
畳
薦
ユ

　
　
◎

　
　
4

638

281

40ユ

638
974

　f

　W
ユ66

　嘉

5S7

8ユ2

劇
位i見 出 し

446
497
497
497
497

497
497
G97
497
497

497
497
497
4・97

497

497
497
497
497
497

497
4－97

497
497
497

497
497
497
497
497

49c　7

497
497
497
497

497
497
497
強97

蔓97

497
497
497
497
497

497
497
497
497
497

497
497
497
549
549

c
アイジン
アキ
アツィ
アリガタイ

イケン
イシザカ
イノウエ
ウシナイ・ウ
オコナイ・ウ

オシエル
オモイダシ・ス
オモシPイ
カアサマ（オ）

カアサン

カギリ
カネ（オ）

キケン
キヌコサン
キョウ

クロウ
コトシ
ニzン＝ゴ

サz
サフに

シーtfン

シュウイ
ショクバ
ススミ・ム
ステル

セeF　””ン

・セメて

タツノ
タマキ・

タマリ・ル

ダンダン
チ

ツキ
ツチ
ドウリsuウ

　
　
一

人
　
・
難

愛
秋
霜
有

意見
石坂（r人））

井上（入）
失
行

　
　
　
様

　
繊
白
母

教
範
面
御
母

限
御金
危険
絹子《入））

強

労
資
後

苦
今
今

更

然
軽
四
　
　
，
任

自
軍
職
進
捨
費

（感）

辰野ご人》
環　　（人）

堪

斎
　
　
僚

段
血
隠
士
醐

ドリョクシ・スル努力

　
　
ビ

　
イ
タ

ル
ロ
タ
ツ

ハ
ヒ
フ
ニ

ホクセン
’マア

マコト
・マサヒサ

マスサ；／

モトメル
ユケル
ワダイ

ァツマリ・ル
アンナ

春
広
再

北鮮（（地）
　　　（感）

誠
正久ζ入》
　　　（人》

　
　
高

聴
行
話
集

（指）

一一一　231　一一

使用率
　9es

艶
の
位

惰
で

実
事
順

．263

．243
．2荏3

。溢3

．243

．243
．2蔓3

．243

．243
．L）43

．2蔓3

．243
．　IZ43

．243
．2蔓3

．243

．243
．　IZ43

．243

．243

．243
11｝；igi

・2蔓3i

iii2g　I

：繍
：1刷

る2431

．243
。2蔓3

．2G3

．243

．243

：糊

：霧翻

．t143　1

：繍

：鵬

．鍛3

i翻

：聯

iii響

：1職

516
432
　整

　y，

544

639
974
974
746

斡
幹
2
一
魯

　
工　
8

　幹
81　2・

　砦

154一

281
4e1

8工牙

　離

隔
聾

一
軸

　薦・・

　瀞．

832
974

　態
432：

694

334一

［
輯
齢

638．



順
　
位

見　　　　出　　　　し 使爾率

@％

実用艶
[での・
〟@位：

順
位

見　　　　出　　　　し

　　　陵用記使用率願での

@％　i順位
549　’イズレ
δ49一（ダィ）
549　一ポウ
549　インド
549 ウコ“キuク

δ49　ウタイ智ウ
549　ウミ・ム
549　エ
549　エラピ．ブ
549　オオク

549　オクレル
549　オ・コシ●ス

549　オリル
δ49　カゲ
549　カタイ

549　カンガエ
δ49　カンジ
549　カナシミ
549　カンシャク
549　　キニユエ」レ

第一
一方

動

（指）

（地）

　
　
　
　
割

　
　
　
　
（

歌
生
面
選
多

　
　
　
影

　
　
　
　

野
冊
下
陰
駅
　

考
下
歯
箔
開

549　コトe　　　　殊
549　　二r　ト三7り　●　）レ　　　　齢F

549　サクヒン　　　　作晶

549サゲル下549　rり」ッキ　　　　　　　先亥9

549　シアワセ
5壁9　　シカイシャ

549　十ガツ
549　シライサン
δ49　スヅカリ

549　・ゼッタイ

649　セマイ
549　セ1ンコク
δ49　　ソツギ響1ン

549　ソノダシ

仕合
再会者
十月
白井（入，

絶対
狭
全国
卒業
園田氏。入》

δ49　タチアガリ・ル　立上
549　　’タ晶ザキ

549　タノシミ・ム
549　チガイ
549　ツイ

549　ツイに
・549　ツネ
・549　　ツ●マ・リ　o　）1／

549　ツミ
．549　テエプ

る49　トオ・シ●ス
．549　ナ

δ壌9ナオリ。ル
549　ナサリ・ル
5荏9　　こニギリ　●　」レ

549
549
549
549
549

ネル

ネガイ・ウ
ノコリ・ル
ノゾミ・ム
バカ

谷崎（入）
楽
違

　
　
　
　
解

遂
常
詰
罪
ね

　
　
治

　
　
　

適
名
直

二

野
願
残
望

　　I
i33gI

灘
．223

．223
・3．Rl｝1

．223　i

．223

．223

694　　549　ハンタイ
　　　549　ピアノ
54蔓　 549　ヒドイ
　　　549　フランス
638　　　　549　　ホオー

974　　549　マシ・ス
　　　549マモリ・ル
　　　549　ミズカラ
455　　549　ミトメル
　　　δ49　ミナサツ

．223

．223　1　746
．223

：鍵33、
．，，，　1

．223　1

．223　1

．223

．223

．223

．223

．223

，223

．223

δ49　メン
549　モト
549　ユウメイ

強みオ
　e’　　　　549　　リ　ュウニzウ

252　549　ワカレル
　　　549　　ワタリ　●　ル

　　　549　ワフク
　　　625　アニ

8工2

625
625

625　一
62δ　一ブ
62δ　一マイ

反対

下

灘
守
自
認
皆

　
　
名

薗
鉾
膚
夜

流行
別
渡
和服
兄

アメリカグン　　一軍
イタシ・ス　　致

　
　
サ

ヨ
　
シ
　
イ

イ
　
ク
サ
メ

ヨ
ロ
ツ
ワ
ン

イ
イ
ウ
ウ
ウ

5
5
5
5
5

2
2
2
2
2

ρ
O
n
◎
ρ
9
ρ
0
ρ
U

一
一
　
一

榊
8
6

4

0
0
0
0
∩
◎
0
0
0
0

2
2
2
2
2

2
2
2
9
臼
9
耐

，
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
●

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

900　　625　オシ・ス
　ee　　625　オソィ
　藤　　625オソロシイ
　　　625　オトコノコ
　　　625　　；孝一ドリ　・　ル

　　62δ　オリ
　　625　オンガク
　　625　ガイトウ
薦　　625　カズ
　　625　カゾク

　　　625　カンシャ
　　　625　　キヅキ●　ク

　　　625　キノウ
　　　625　クイ・ウ
544　　625　クスリ

352　625ヶイザイテキ
　ee　　625　：コウワ

lll漉紙。
　e　　625　サイワイ

638

40三

625　ジイサン（オ）
625　シブサワ
625　ジュウブン
625シaジン（ゴ）
625　シュフ

一部
一枚

　
　
　
命

色
実
二
三

　
　
　
子

押
回
恐
盆
踊

楽
頭
面

折
音
街
数
着

旧
三
日

感
気
虫
食
薬

（地》

経済的
講和

坦煩
幸

（翻）

（指）

祖父
渋沢（人》
十分
御主人
主婦

　　1
：講

：鋤

　　1，223

5ユ6

486

812

鱗　ユエ8

：鋪

．223　i

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．223

．202

．202

．202

．202

．202

．202

．202

．202

．208

．202

．202

．202

．202

．202

．202

．202

．202

．202

．202

．202

．2e2

．202

．202

．2e2

．202

．202

．202

．202

．202

．202

．2e2

．2egw

．202

．202

．202

．202

砦

4
轟
（
U

7
（
U

Q
り
Q
り

ユ
9
傍
3

△
U
　
4

Ω
り
　
一

69

　畳

　曇

746

8ユ2

587

587

93
　e昏

694

一一　232　一一



　
　
　
「

記
の
位

　
　
　
「

用
で実

察
瞳

率

一
議
懸
鋭
艦
・
謄
憩
凶
二
五
＝
㎜
聴

骨
漕
聾
施
　
一
　
　
一
滞

脚．悔

蛛
@
一
聾
指
謡
愚
，
彊
鰹
蓉
軽
謝
終
憩

一
周
目
涛
雑
　
　
盤
　
一
幣
　
一
畳
　
　
泌
奪
5
繭
。
陸
　
需

順
位

見　　　　出　　　　し 使疑惑 順
位

「　見　　　　濁　　　　し

使用

@％
．182

．182
．ユ82

．工82

．182

．182

．182

．182

。工82

．182

生
般一

一
伺
大
抑
　
落
雪
画
限
各

710
710
710
710
710

一＾ V蜀ウ
　ゆ一論m、ン

ウカガイ。ウ
オオイに
オサ’エル

チル
トズレル

ギリ・ル
ク

オ
オ
ガ
カ
カ

7ユ0

7ユ0

710
710
ht　l　O

2
2
2
2
2
　
2
2
2
2
2

8
8
8
8
8
　
8
8
S
8
8

1
1
1
1
　
一
　
　
　
ユ
　
玉
－
」
王
工

，
　
　
　

●
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　

O
　
　
　
●
　
　
　

●
　
　
　

O

　　　
　
　
代

　
　
常
・
会

議
悲
兼
変
機

ル
イ
ネ

ネ
シ
ツ
リ
イ

サ
ナ
ネ
ワ
再

訂
カ
カ
カ
キ

710
710
710
710
710

ご人》溝
育
襲

お
数
空
輪

7工0

7三〇

7三〇

710
710

キッと
キヨ（オ）

キ・ヨウイク

クウシュウ
コイ

2
2
2
2
2
　
2
2
2
2
2

8
8
8
8
8
　
8
8
S
8
8

エ
ユ
「
■
ー
ユ
　
　
　
玉
三
工
躍
」
－

，
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
肇

710
710
7ユ0

710
710

710
7三〇

7三〇

7三〇

7ユ0

コクサイレンゴウ　国際連舎
サイシ　　　　嚢子
サタル　　　　避
サテ　　　　　　　（接）
四ガツ　　　　四月

シバイ
シメシ・ス
十ニガツ
シュウヨウジョ
ショウライ

芝居
示
十二月
収容駈
将来

．王82

．ユ82

．三82

．182

．182

．182
．18．9．

．182・

．工82

。ユ82

1

（入♪

鋼
隅
切
瀬
野
　
　
非

　
　
　
　
　
　
下
席
是
揃
度

真
信
親
心
挙

7ユ0　シンケン
7ユ0　シンコウ
710　シンセツ
710シンパイ
710　スエノ

7三〇

710
7三〇

7ユ0

710

スグレル
セキ
ーゼヒ

ソロイ・ウ
タビ

．182

．182
。ユ82

．182

．182

。工82

．182

．IS2
．18．9．

，182

）
　
　
）

ひ
喀

　
　
　
　
努

　
性
　
　
・

環
男
近
渡
勤

7工0

710
710
710
7ユ0

タマキサン
ダンセイ
チカク
ツカレル
ツトメル

，182
．ユ82

．！82

．182

．182ζ入》

主
機
地
　
　
度
年
光

亭
鋤
飛
型
似
　
二
二
農
　
等

7ユ0

710
7ユ0

7ユ0

710

テイシュ
ドウキ
トビ・ブ

ナイチ
ニ竃ノレ

7］0

7工0

7工0

7玉0

710

ニド
＿不ン
ノウカ
バフック
ヒトシ

一
恐
一
曇
蛸
＝
語
蓉
．
西
下
騨
一
勢
．
皆
巌
盤
鵡
．
曲

薦
6
8
賢
哲
　
　
曇
　
一
　
［
聾
蔚

　
五
（
1

　
7
n
O

曝
．
饗
御
．
．
革
．
．
騨
蓉
鐸
腎
”
冑
晶
．
．
騨
鵡
二
謝
蓉
鋤
擁

聾
曇
魯
押
入

．202

．202

．202

．202

．202

，202

．202

．202

．202

．202

　
　
校

女
態
学
業

少
状
女
論
調

　
　
ウ
ウ

ヨ
イ
コ
ヨ

ジ
タ
ク
ギ
〃

ウ
ウ
ガ
ク
ベ

厨
蕊
包
隠
ラ

シ
ジ
ジ
シ
シ

625
625
625
625
625

．202

．202

．202

．202

．202

．．9．02

．202

．202

．202

．202

鯛
業
㈱
　
　
㈱

腰
携
憲
期

真柱ラシ
イ

バ
。
ハ
ギ
ゾ

ン
ン
ツ
レ
が

シ
セ
ソ
ソ
ダ

ス
●シウ

釦
ン

625
625
625
625
625

ク
イ
　
　
　
ヨ

ガ
タ
バ
シ
ジ

イ
イ
チ
ン
ン

ダ
ダ
タ
ダ
ダ

625
625
625
620Y

625

．202

．202

，202

．202

．202

．202

．202

．202

．202

．202

　
　
様

　
車
父
然
　
為
　
力

冷
鷲
御
当
通
疇
床
努

625
625
625
625
625

チョウナン
ツマリ
ツメタイ
デンシャ
トウサマ（オ）

トウゼン
トオリ

トキドキ
1一　i

ドリョク

6．9．5

625
62，一t

625
625

　
語　

本
月

懐
臼
登
霞
腹

625
6．9，5

625
69．5

625

ナツカシイ
ニッポンゴ
ノボリ・ル
八ガツ
ハラ

．202

．202

．202
，20．g

．202

．202

．202

．202

，202
．9．e2

．202

．202
．202．

．202

．202

光
不安
不思識
振
落丁目

纒
廻
朱亡入

霧的

625
625
625
625
625

ヒカリ。ル
フアン
フシギ
フリ。ル
マジメ

625
625
620’“

625
625

Vトマリ・ル
マワリ・ル
ミボウジン
ムズカシイ
モクテキ

．202

．202
，20．9．

．2e2

ほ82

．ユ82

．ユ82

．182
．189．，

．182

　
　
　
　
　
服
婚

震
貰
門
奴
肉
離
分
葱
昧

　
ル

　
・
　
ル

と
り
エ

ツ
ド
ラ
ン
ツ

モ
モ
モ
モ
ヤ

625
6．9．5

625
625
625

625
69－5

625
6“95

710

ヨウフク
リコン
ワケル
ワライ
アジ

（（ag）

急
白
至

　
グ
ク
あ

ス
・
。
・
（

一
7
ギ
キ
リ
ョ

ギ
ソ
ダ
タ
シ

イ
イ
イ
ィ
一

710
7ユ0
710
7ユ0
？玉。

匡
「
P
、
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順

傭
見 し

710
710
710
710
710

7iO
7．1　0

710
710
710

ダ
　
ク
ジ
シ

カ
ボ
ラ
ン
ン

フ
フ
ブ
ヘ
ホ

深田¢入）
父溝
部落
返事
本誌

ホンニン　　　　思人
マド　　　　　窓
モウシアゲル　　申上
モエル　　　　燃
ヤキ。ク　　　焼

使用率
　％

記
の
位

用
で

笑
事
順

．182
．］82

．182
．IS9．

．IS2

瀬

位
冤 出 し

．
詑
の
位

｛
南
で

実
窃
順

　
率

　
用
％

　
使

雲

　　　　　讐
：lll　i　9隠

溜　63s
。180　　　3三8

710　ヤ・マモト

710　ユウガタ
7ユ0　ヨシコサン
710　　りHウホウ

山本（（人））

夕方
　　（入））

両方

，ユ82

．」82

。玉82

．18．P．

｛

第9表　使用率順位表　『主婦重圏1小説）

順

位
貸 し

　
レ
ル
ウ

　
ス
．
●

ル
・
リ
イ
ィ

イ
シ
ア
イ
ナ

ユ
．
2
n
δ
4
∴
μ
0

　
ル
　
　
ル

　
．
　
　
　
ク

ト
リ
の
レ
・

コ
ナ
ソ
ソ
キ

6
ケ
‘
0
0
9
0

　
　
　
　
1

IJ　ナニ
」2　Stイ

13　オモイ。ウ
14　カレ
15　ミル

6
簡
’
桝
’
9
0

玉
コ
ユ
ユ
2

工
2
3
4
＝
δ

2
2
2
2
2

カノジョ
コの

モノ
ソウ

ドウ

トキ

ワタクシ
カズマ
ヒト

カオ

25　ジプン
27　アの
28　　コ．一V「り　・　ル

29　ミチロ
30　ココμ

0
0
3
4
4
μ
∂

3
3
0
0
3
3

ソンナ
メ

モウ
フタリ

カエリ・ル

為
有
言
無

事
為・成

来

）
）

ゆ
日
b
日

蓼
才
（
（

　
善

　
■

　
好

　
　

三
四
思
破
晃

勧
の
酌

　
G
　
G
G

　
　
者

女
　
・

彼
　
物

）入ご

　
　
馬

時
私
数
人
顔

自分
（指）

道子（人）
殺

鼠

二入
帰。返

（指）

　　　
ll糊
逡：1認

工3。530

ケ
‘
－
炉
∂
8
2

　
　
　
　
ユ

見 出 し

］　P．．728

10．832・）

9．190
8．680

S．643

0
0
2
（
V
9
、
3

h
♂
n
O
8
ハ
0
2

2
ケ
謬
μ
0
0
Q
v

6
5
5
5
4

4．74ユ、

4．376　1

4．3ア6

G．340
3．79c　3

　　l

　　t
　　t
3．42ts　I

g．p－s2　1

3．2・　09

3．173
2．99工

2．991

2．951
2．918
2．845－

2．808

g”．808

2．808
2．730’

9一．662

2，626

∩
◎
2
（
）
2
9

　
　
1
9
一
3
6
g
1讐
32

曇

・14

4
40ユ

75

甜

，2・，g

　｛
148
974
432

2ユ6

371
85

玉4ユ

900
974

35　クレル
35　デル
38　コエ
38　　ワカリ　．　）レ

40　コレ

40　〈ノ、
42　イ：：L

42　シカシ
4・4　イキ・ク

45　イマ

46　アサコ
46　タミエ
46　ナカ
49　デキル
50　シリ・ル

51　キヌヨ
51　トコロ
53　シマイ・ウ
馨ヤリ’ル
oo　イツ

箆ヒ
Dt　ソm
58　アグリ
59　マエ
60　センセイ

60　タメ
60　ムスメ
63　キ
63　ソして

65　オンナ

66　コ
66　ボク
68　アナタ
6S　カケル
6S　ツ・マ

呉
出
声
分

母
家
　
行
今

（捲）

（接）

朝子（c入））

多美江（入》

申

趣来
知

絹代（入》

了

何暗

日

　
　
生

葡
先

娘
気

女

子

掛

（指）

（（人）

（撲）

）
）

受
隻

ム
ー
ム
ー

（
（

　　　1実騰己
使用率腱での
　％　傾位

6
R
）
9
Q
り
3

2
り
嗣
S
8
倒
O

n
O
6
”
O
p
O
p
◎

2
2
2
2
2

Ω
ゾ
（
ワ
0
7
ユ

5
8
8
◎
7

5
4
4
4
3

9
一
9
臼
2
2
2 荏

4
追
8
8

0
θ
0
0
n
O
g
S

O
δ
n
O
9
り
2
1

2
2
2
2
9
扁
1：1麗

茎：｛l1

1．969　l

i．ge）g　1

瑚ligS？9，1

1：講
li；g；・

ユ・75

i．n41
1：1馨i

lig；g

2
龍

王
驚

コ0δ

2t）S

31S
適3婆

〈18

23
3，一．．．p

2S
52
8曾

20g

鑑

、盤

望
鷺
1

3婆

2
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順

位
見 出 し

6S　ユキーtク
72　オキ。ク
72　コドモ
74　ウエ
ア4　オトコ

74　カンガエル
74　キキ・eク
74　スグ
74　テ
80　マダ

80　ミエル
80　ミツヤ
83　タチ・ッ
83　マタ
85　ホウ

86ハイリ・ル
86　ママ
88　カンジル
88　キョウ
88　クラ

91　コイト
9．　11　ツキ・ク

93　コm
94　アイ・ウ
94　アル

94　スガタ
94　マンジ湾ウ
98　ハナシ
98　モチ・ッ

100　シレル

100　ムネ
100　モライ・ウ
103　チチ
103　IN“m
lO3’ワノレイ

106　コトパ
106　ダレ
玉06　ヒトリ
109　キ・モチ

109　テルコ

　
　
三

筆
鼠
子
上
意

艶
聞・聴・訊
　　　（副）

手
未

見
満也（入》
立。発
　（副・接）

方

面
儘
感
今

（入））

小糸（（’入》

着
　　　（指）

合
　　　（体）

姿
万次郎（入》

話
持
知

慮
貰
憎

悪

（指）

言葉
誰
一人
気持
輝子《ノ〈））

Hl　アグリサン
1三1　カ、タ　　　　　方
131　クタ．サリ●ル　　 下
1難　　；コウ

難1　一ツ

鷺1　ミ
∬7　アンタ
197　ス＝シ
1エ9　アケル
ユ】9　 オーオーキイ．T9

三】9

ま19
119．

玉24

ユ24

ス・
コ
シ

シ
ギ
タ

ダ
ナ
ワ

コウノヨシタカ
ノ、クシ

身

少
開
大

（入》

（指）

（代）

轡
　　，《人）

私
高義孝（入）

博士

詑
の
位

用
で

実
事
順

率用
％

使
順

位
見 出 し

【使陶率二二

【％1順位
1．6781

1：1劉
1，iggg一：i

L605－
1．605－
1．60－5一

ユ．605－

1．568

1．568
1．568
1．532
1．532
ユ．495

1鶉
1：珪器

1．422　l

l．3s6　I

l：1量9

1iglg

工．313

1．3］3

］．276

1．276

1，240

1：舞象8

｛：鑑

1．204
@
ll：藩i

l溜
L三31

ユ．094

ユ。094

1．094
1．094

LO9裟

1，09裟

1．058
1．058
1．021

1．021

｝
i
翻

7．P．

16　　124　・マア
35　　　　124　　ヤノ、り

19　　ユ28　アイダ
曇　　128　ウツクシイ
　　　328　オナジ

工34
258
154
ユ21

271

432

544
g．s

41

ユ28　ホントウ
132　アネ
132　オイエハン
132　デも
ユ32　モシ

］32　ヤヨイ
137　’イヤ

137　オジト
137　カヨコ
137　キミ

ヱな　

ll訓藩躍
　ac　　　　ユ37　　トリ　・　ル

　　　137　ミセル
　　　エ37　ワカイ

166
］51
334
37i

746

694
77

694

8渓2

259

5ま6

2三6

544
401
334
28工

3
ユ
Q
U
O
O

8
桝
了
8
8剛

，s3Z，il

i
z
．
1
1
1

g1

146　　コタエル

146　セイカツ
盗6　タイシ・スル
且6　ツケル
］46ヨビ・ブ

151　アイテ
151　アト
ユ51　オト

ユ51　カカリ・ル
151　セイ求

151　zaンゲン
151　ヘヤ
151　ユウコ
J51　ユリコ
ユ51　ワカサマ

工51　ワスレル
ユ62　アゲル
162　オモイダシ・ス
玉62　カネ
162　カワミナミ

162　キミコ
ユ62　ソバ

162チガイ・ウ
162　マチ・ッ
162　マルデ

　
キマ

撤
ヨ

タ
ケ
シ
チ
チ

ア
イ
ー
ウ
ウ

ユ
ー
王
i
1

7
ヴ
4
ケ
ビ
7
7

1
］
－
玉
茎

エ71

171
ユ7ユ

三71
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カアサン（オ）

シバラク
スミ・ム
ツミ　、

フジン

閥
美

姉

（感）

（接）

（副》

彌生（入》
嬢
夫
　　（入》

連
取
見

生活
＊．if

回
申

手
　
　
　
三

根
後
音
掛
生

（指）

人聞
部屋
雄子（入）
由利子（人））

若様

忘
上
思出
　　（人》
Jiias（（入》

柵
㈱

美貴
鱒
違
待

頭
不可

内
懐

　
　
　
人

暫
佳
罪
夫

　　1
．985－1　　蔚

：811「鷺1

．948　1　166
．948　1　58

．948
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．912

．912

．9ユ2

．912

．875

．875
．87・5

．875

．875

．875

．875

．875
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．839
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．839
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：ll引

：船引

・？9Yi

：18劉

：18舅
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撒
：願

。76引

繍
灘
il劉

烈
繧
i
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6讐

蕊
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　嘉

544

46
694
455

544
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17

　K

　だ

］09

208

81¥

1
4

9
ケ
繹

－
∩
ジ

　茎
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　蓉
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膏
畳
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工

　
　
”
∂
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一縣闇一u門励鳳

噸　i

位｝ 見 し

h

181
181
181

］81

］8］

玉8三

ユ81

玉8ユ

ユ8ユ

18ユ

181
］9．2

192
］92

］92

アイジョウ
アルキ・ク
；！t：‘エ

カキ・ク
カネ

ダが

チガイ
チョッと
ドンナ
バアヤ

　
シ

ホ
タ
ヤ

マ
ァ
イ
イラッシャリ・ル
ガ

］92　クチ
三92　クラィ

192　ケツコン
］92　サア

192　スワリ・ル

192　タズネル
192　トシキ
192ナガメル
ユ92　ナミダ
192　バアイ

192
］92

208
208
2e8

208
208
208
208
208

ホカ
ワが

イカに
ツキ。ク
ツヅキ・ク

　
ウ

ウ
　
ヨ

ヨ
ジ

キ
ウ

ウ
ル
ヨ
ケ
シ

ト
ネ
ヒ
ワ
ワ

20S　ワライ・ウ
2Y　アマリ
217　カラダ
217　コウフク
217　コンド

　
ウ
　
ク
ク

カ
ゴ
リ
ツ
・

ズ
ン
モ
ラ
キ

シ
ゼ
ツ
ト
ナ

7
ヴ
．
ケ
‘
ケ
量
ケ
昌

工
ー
ユ
ユ
ー

り
耐
2
2
2
2
217　　ノリ　●　ル

217　ハイ
217　マ
229　アラスジ
229　イモウト

229　ウケル
229　　；計クサマ

229　オマエ
229　キル
229　Si”　＝Lウ

情愛
歩

書・描
金

違

婆

（感）

（接）

ヘ
ノ
）

副
招

（
（

真帆（（入》

私
否

　
　
三

口
曙
結

坐

（接）

憾）

）％
・
擦

合

の幅

野
墓
眺
涙
場
　
他
我
　
突
続

東京（地》
寝
表情
訳
　　　（代）

　
　
　
福
度

三
余
体
幸
今

静
葡暑
心算
　⊂自動：車3

泣・鴨

乗

積
荒筋

受
奥様

着
急

（感）

（代）

使用率
記
の
位

嗣
で

実
事
順

　　1
．693　1　ec’
．693　i　486

．6931　一一
．693　！　75
。693　　　5三6

．693

．693

．693

．693

．693

．693

．656

．656

．656

．656

．656

．656

，656

．656

．656

．656

．656

．656

．656

．656

．656

．656

．620

．620

．620

：謝
．620　1

．620

．620

．620

．584

．584

艦｝

．584

．584

．584
．o” W4
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．58a
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．584
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．547

．547

．547

．547

．547

　曇

30ユ

191
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318

516

974

　冨

26

258
516
　憩

974

516
638

28ユ
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352
974
638

544

脚
聾

7
一
於

8伊
O

2ユ6

　聾

8ユ2
974

見順
位

出 し

1

使用率
　％

実用記
事での

順位

229　シ＝・ヌ
229　チカイ
229　テガミ
229　トモ
229　ナ

229　ノゾキ●ク
229　ノ、ズ

229　ノ、ヤイ

229　ブタイ
229　モッと

229　ヨ
247　　オリ　・　ル

247　カエシ・ス
247　カンジョウ
247　　コマリ　●　ル

247　ショウジ
247　タダ
247　タチバナ
247　ダマリ・ル
247　ツクリ・ル

247　ナガイ
247　ナゼ
247　・マタシチ
247　　ムカニ＝ル

247　モリミツ

247　　ヨリ　●　ル

247　ロウカ
263　アラ
263　アレ
263　アンナ

　
　
　
　
ウ

　
　
　
ロ
ヨ

ラ
コ
　
イ
チ

ク
セ
ド
ロ
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4語の使われる度合に関する分析

　われわれの語藁調査が行きつく勝の一つには，基本語彙の決定ということが考えられている。

ところで，ある語が基本三二に属するか否かを主観窃勺に論ずるだけでは，結局水掛け論に終りや

すい。この場・合，語の言わば基本度を濁る物さしが作れたら，大いに好都合であろう。そうなれ

ば，たとい甲の物さしと乙の物さしとの優劣が問題になったとしても，議論は現状よりもよほど

客観的に行われようし，また物さしの優劣その事も，どちらが現実の要求を一層よく満たすかに

より，次第に決まって行くであろう。

　そのような実用化された物さしは，様々に異なった次元を総合して得られるものと予想され

る。たとえば，現にその語がどれほどの度合で使われているかという面，その語が美しい感じを

与えるか否かという面，その語を捨てても代用となる留い方があるかという面，…などを㌧すぐ

思いつく。ここには質的なものの定量化という問題が控えているので，基本度函数を今日直ちに

作り上げるような試みは望めない。しかし今並べた画のうちでも，語の使われる度合は経験的な

結果が相当正確につかめる面である。そこでこの章ではこの薗に二三の分析を加え，将来の梅効

な物さしをたぐり寄せるための糸口にしたいと思う。

4。1　使用率に墓つく語の格づけ

　4・11一つの理雛帥考察

　個々の語に藩二度とでもいうべきものを考え，これを測る試みは，基本語言の問題で特1こ必要

である。そうした基本度を測る物さしとして，従来は使用度数が暗々のうちに採られていた。無

論これだけでは基本度は決まるまい。それは，どの範囲に広く使われているか乏か，そのほか様

様の要因の函数だということが，予想される。しかし問題を使用度数の立場に限っても，今まで

の所は至って便宜的な等位の区分（切りのよい順位とか度数とかで主観的に分ける方法）しか行

われていない。そこで，もっと合理的な区分を考えよう。たとい語の使用率に基づくだけの試み

であっても，これは更に有効で妥当な基本度函数を考える足場ともなるであろう。

　慈てこの聞題を次のような態度で解いて行こう。

　　　ユ。ここで設けようとする等位は，使用率だけを言語上の因子とする。（従ってその等位

　　　　がそのまま基二度とはならない。）

　　　2。等位は，実際にとった抽出調査という行動を通してのみ，経験的に定める，

　　　3。経験的に定めると書っても，同じ調査対象についての等位は，調査ごとに浮動するよ

　　　　うなものになることを，出来る限り避ける。

以上の事から次のような方針が立つe

　　　　ある選ばれた標本使用率汐から有意的：こは隔たらないような標本使用率をとる語は，岡

　　　　じ等位に属するものと見なす。

すなわちPを基点とする等位には，次の式で定義される蹉閥1を与える。
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（1）

この基点の取り：方が問題になるが．

って定まる区聞の境グを：求める方法を考えよう。

　われわれは語の等位を調査結果に立って設けようとする。従って基点のPも，ある「常数」と

しては考えず，たまたま基点に擦るのに便利なある値となった「変量の実現値」と見る。ゆえに

ρは分布を持つ。このPの標本分布の母分散を02で表わそう。周様の考え方から，等位の境に

当る標本使用率グの標本分布の母分散をO’gで表わす。一上述の事柄を数学的に模型化すれぽ，

等位を設定するということは，Pとんとが指矩された時，次の条件を満足するP’の値を求めるこ

とに帰する。

（2）　　’　　　1掴Lゑ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，’bi2　一fL’bg

（われわれの場合，P＝＝0　にとらない限り，グには栢異なる二つの実数値が得られる。）

　この解き方：PやP’の分布型がどんなものであろうと，TCF：EBYCHEVの定理によって次の式が

成り立つ。

　　　　　　　　　　　　　　・・｛！グーρi≧・ゾ7菊・｝≦葎

この右辺は上に述べた危険率αである。濁αを指定すればここからんが決まる。次にσ2とσ’2

とを推定しなければならない。理論の見還しをよくするため大きさが無限の仮想母集団　（hypo－

th硫ical　population）を考え，われわれの調査した標本はここから単純な抽出で抜いたものとす

る。この時

　　　　　　　　　　　。塾2旦望）　ただしP，並幅

〆も同様。ところで汐～P、

　　　　　　　　　　　　．・。σ・～鯉空、　。’・～互（1二豊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　　　　　　　　銘

さてここに求めたこ個の分散の推定量を式2に代入して変形すれば，

　　　　　　　　　　　　　（P’一i｝2T一．！1’i一£’　｛P，（1一一P’）一FP（1－P）｝

ここで。　＝　lc2／n　と置いて整頓すれば，

　（3）　（1十。）p’2一（2p十。）p’十（p2十cp2一一ep）　：O

これをP’について解いた際のこ二実根をβ1・r2（ただしβi＜轟）　とすれば，今：求めている等位の

　注　この定理には，更に能率をよくする試みがある。たとえ，ば水野塩r或不等式についてC一）」蜜猷計数理

　　研究所講究録』5巻9号，昭24．12。そうしたものによれば，ここに述べたより小さな危険率で同じ事

　　柄が主張出来る。
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1…海神，砺）　　　　　　　ただし　　σゐ蟹三、P（P；2＞，n；々）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　砺箋評（P；呪％；k）

　ここに　N：母集団の大きさ　n：標本の大きさ　le：「Pと有意差あり」と判断す

　る危険率αを指定すれば決まるある値：である。

　　　　　　　　　　　後に述べることとして，まず基点ρが指定された時それによ

一2荏0一
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境は次のように定まる。

　　　　　　　　　　　　　　　an　：i？1，　acr　：P一！

　さて次に基点の選び方を考えよう。

　この基点ρを選ぶには，それを定めた結果設けられる等位が次の条件を満たすもののうち適当

なものを採る：下限が0で上限が実際に扱う最大の使用率より小さくない区間の任意の一一点が，

どの等位に属さないこともなく，同時に二つ以上の等位に属することもないという事。書い換え

れば，隣り合うどの等位の間にも，すきまや重なりが属来ないように，順々に基点を選んで行く

のである。

　その第一の基点であるが，われわれの関心はよく使われる語の方にある。だからその限りでは

等位も，使用率の大きい方から第一等，第二等，…と決めるのが便利かに恩われよう。しかし他

の点まで老え合わせると，この方針はかえって不都合である。その理由：一一

　1）理論上　　使用率の大きいものから等位を決めようとすれぽ，第一の基ノ勲こ取るカさえ

確定しない。たとえば，最大の標本使用率を第一の等位の基点にするとしても，この値は標本を

抜くたびにおどり，それぞれの等位もこれに応じて変わる。これが欠点の一。次に，使用率の大

きいあたりでは，使用率を代回する点の密度が疎である。従って使用率が統計的に有意の差を示

す二つの語も，言語の実用上は問類と見てさしつかえないことがある。つまりこのあたりでは，

言語の面からの要求以上に細かな等位がつけられてしまう（この事は後でもう一一一一ue取り上げる）。

これが欠点の二。そこでこれを避けるには，第一の基点を0に選べばよい。等位の境aは式1に

示した通り，P，N，　n，々の函数である。ここでPが0から串発するものとすれば，々を指定する

時σは全くnの函数となってしまう（先にN＝＝。。と置いたことに注意）。言い換えれば．この方

法を採る限り7Zの等しい場合は必ず一定した等位が設けられ，その三二は標本抽出という操作に

よっても浮動しないのである。これで欠点の一は克服出来た。その二については3）で述べる。

　2）計算上　　等雌の境の算毘には式3を使う訳だが，実際にはその根が近似値として得ら

れるであろう。かつ筋に算出した近似値をもとにして次々と境を計算するのだから，有効数字の

個数は次第に滅って行く。ここで思うべきは，使用率の大きいあたりでは等位の境を表わす値の

有効数字が少なくても，どちらの等位に属するか見分けられるが，使用率が小さくなるにつれそ

れを代表する点の密度が高くなるから，有効数字の個数が多くないと格づけの壌来ないことであ

る。この事もまた等位は使用率の小さい方から決めるのが便利なことを物語っている。

　3）応用上　　われわれが語を使用率によって格づけるのは，その結果を何かに役立てるた

めである。たとえば§4・13に試みるように，文章の用語が目慣れたものである度合を濁るた

めの尺度とする場合もあろう。こういう指数を作るには，いずれそれぞれの等位に数値を与える

こととな：るが，その時，語の種類としては数多く現われる使用率の小さい語に小さい値を与える

のが，手続きの上で便利である。つまり等位の著いほど小さな値が与えてある一更にもしそれ

が十分に合理的なら，等位の番号をそのまま等位の値にするのが，最も便利である。従って応用

の立場からも等位は0から購発するのがよい。最初の等位の下限が使用率0であれば・こ〉いう

尺度として使う時，標本に現われなかった語に出会っても，簡単に処理することが出来る。最i麦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　241　一一
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に目を再び使用率の大きい方に転じて，統計上は有意差が認められるが，言語上は必ずしも分け

るには及ばないものの処置を考えよう。これは，等位が0から出発している場合は，割に簡単で

あろう。看語の面から適当に選んだ第茗等の下限を境とし，これ以上を一つの等位とすればよい。

　以上の考察の結果，使用率による等位の設け方として，次の方法が提案される。

　leの値を定めて　C　＝＝　fe2fn　の値を求める。

　第（）等：　IO，　au（1））となる。この上限は，

　　　　　　　a・（1）一毒　 試3をρ織磐・・して解いた根・1

　第i等：第（i一一1）等の上限λは，第茗等を定める時までに既知の値：となる。

　　　　そこで，i）第づ等の下限はλである。　ii）方程式

　　　　　　　（1十。）P2　一　（2A十。）P　十　（R2　十　cR2　一一一　cl）　＝　O

　　　　をPについて解き，大きい：方の根βoを求めれば，これが第5等の基点である。iii）方

　　　　程式

　　　　　　　（1十。）P’2一（2S－o十e）P’十（Ro2十cp’02一一一。　o）＝＝O

　　　　をP’について解き，大きい方の根βを求めれば，これが第5等の上限である。すなわ

　　　　ち第i等は，区聞［λ，β）として定まる。

これを実際に箕幽するには，

　　　　第。等・「③舜τ）

　　　　第・等・［毒・2毒藷の

は，この形から計算し，それより高い等位は（このようなきれいな形にならず，近似式も書けな

いから）上に述べた算出法を繰り返して行く。

　4・12　この婦人雑誌語彙での結果

　以上の方針によって語の使用率に基づく等位を設ける時，姻々の語を等位に格づけるためる弁

別力を強めようとするには，等位の区間が狭くなるようにすればよい。それには母集団を大きな

ものに取ればよい濁。逆に雷えば母集団の小さいものに対して等位を設けることは，さして意

　注　この事は，等位の境を標；本使用度数で表わした上で昏眠を求めて見れば，すぐ分る。たとえば策プ

　　等について考えよう。その区聞を標本使用度数で表したものを∬とすれば，

　　　　　　　・一・〔　　c　F・十。　c21＋。て1萄壱一一i・Fif〕一一帯〔・｛毒・，、皐の，｝一・〕

　　ここで鶏上㍉りだから，

　　　　　　nc　　　　1　　　　　王
　　　　　了喜篇1　1＝1　1≒k2
　　　　　　　　　菊＋天『葎＋竃『

　　就口の中は・＋・≒・の近国許樹ま5となる．従・て1’e｝1tie体5ん・2膿オ・，刷綻すれ

　　ば一定となる。このアを糎薄度数で去はすには　1ノ／nを作ればよいのだから，・nが大きくたろほどア

　　は狭くなる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一242一
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昧がない。そこでわれわれの婦人雑誌語彙に適用するには，まず次の三つの範囲を選んだ一一

『主婦之友』の本文全体，同じく実用記事全体，『婦人生活』の実用記事全体。結果は第1表のよ

うになった。

　　　　　　　　　　　第1表　婦人雑誌語藁での等位の一例（その一）
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ここで等位の数を四つにしたのは，便宜上の事である。第三等の所は，統計的に有意差のある使

用率を示す語が混ざっている。これは，よく使われる何語かについては，使用率の有意差があっ

ても言藷上は同類と扱った方がよさそうだからである一一たとえば，『主婦之友』全記事で雷っ

て，〈する〉の19．235％とくゆく〉の2．375％との闇のごとき。（このような主観的判断をさ

しはさんだのは，最高の等位を決めた時だけである。）

　こうして設けた等位というものは，大づかみに言って，それぞれ

　　　　非常にしばしば使われる語の段階

　　　　しばしば使われる語の段階

　　　　かなりしばしば使われる語の段：階

　　　　それ以外の語の段階

に対応するとも見られよう。具体的にどんな語がどの等位に格づけられているかは，先の第1褒

に掲げた数値を基として，§3・4の第3・1，3・2，4表から読み取ること。そこでは，異なる

等位の間が点線で仕切ってある注）。　さて試みに『婦入生活』の実用記事について，それぞれに

格づけられた語を見渡そう。その第三等には次の25語が属している：一

　　　　する　なる　こと　ある　もの（者・物）　よい　いる（居）　一　いう（書）　その　と

　　　　き　つける（付）おく（置）二　いれる　ζの　ない　これ　三　うえ（上）できる

　　　　ばあい　四　編む　縫代

こ5してあげてみると，〈編む　縫代〉を除けば，いずれもごく一般的な語ばかりである。そう

した等位に上の二語がはさまっていることは，一一・一A応洗輿に価する。『主婦之友』実用記事の第三

等24語申には，こういう語がはいって来なかった。嗣じく本丈全体に範囲を広げても，やはり

三等の所は余り特殊なものをさす言葉を含まない。さて等位を一つ下ってr婦人生活』実用記事

　注等位の境の数値を表わす有効数宇も使用率の有効数字も，この報告書に掲げたよりは多く一ある使

　　用率の語がどちらの等位に農するかが十分見分けられる程度まで求めた。

　　　　　　　　　．　一243　一一
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の第二等を見る≧，

　　　　縫う　袖　前＝身頃　塩：砂糖　一センチ　ふせどめる

など，いかにも婦人雑誌を思わせる語が多くなって来ると共に，

　　　裏表切る　水色幅材料作り一輪参照
のような語が顔を並べるのも，婦入雑誌実用記事ということが利いているのである。第二等より

低い等位では，今の所序しい特色はつかめない。

　以上は実用記事の場合だが，本四全体ではどんなかを『主婦之友』について見て置こう。（た

だしここの流儀の等位は，241ペーージの1）に述べた通り，標本の大きさの函数として定まる。

ゆえ．に本文全体での等位と実用記事でのとでは，語を格づける弁別力にかなりの差が繊る。たと

えば同じく第二等に属する語数といっても，相当開きがあることに注意しなければならない。）

本文全体の場合も，使用率順の二十位ぐらいまでは，やはり具象性の薄い語が並ぶ。ただし順位

の点では実用記事の場合とかなり動きがある　（cf．§3第4表くわたくし　思う　何〉など）。

また今度は，第三等にも実質的な意味をさす語が栢当に嵐て来て，しかもその多くは二上雑誌ら

しい語だと言えよう。たとえば：

　　　　子ども目濁夫家母
第二等以下について直観的にこのような語をふるい分けることは，語数が多いので霞来ない。こ

れにはもっと客観的な分析が必要となる（cf．§4・2）。

　こう見て来ると，実用記事でない部分はどんなあんばいかが問題となる。今，婦人雑誌の中で

も総合雑誌的な色彩を帯びた記事一一特別読物を取　　　第2表　婦入雑誌語鐘での等

り上げれば，第2表の通りである。この範囲での第　　　　　　　位の一例（その二）

三等の語を見るのに，

　　　　わたくし人思う何回今
などが浮び上がっている以外は，実用記事の範囲で

の場合と似ている。ところが二等にまで下ると，そ

の区間に属する語は大分趣を異にする。これは，扱

ってある事柄が違うのだから当然である。言うまで

もないが，この事からしても，現代薗語の全般につ

いてという広い範囲で基本語彙を定める資料を作る

等
位

第三等

第二等

第一等

第。等

r主　　婦　　之　　友』
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場合の調査では，材料の選び：方に細心の注意を要することが分る。

　さて以上の各等位を通じて著しい特徴は・第二等までに格づけられる語に宇音語がはなはだ少

ない事である。そのすべてを拾ってみよう（数詞〈一一二〉などと固有名詞とは除く）。

　　『主婦戦友』実用記事：方芯図中央方法以上十分（一）杯原型

　　『婦人生活』実用記事：　材料　参照　少々　砂糖　e杯　醤漉　（→段

　　r主婦之友』全記事：．自：分　方　先生　対する　生活　以上　本当　e杯　ξ→晩　必要

　　　　結婚　感じる　方奉　十分　家庭　記者　一所（緒）後　評　夫婦　芯　普通　主入

　　　　中央　最後　図　婦入　（一）H　前後　大切　人間　問題　〔→枚　時間　現在　最初　非

　注　編物の賢をさす用法が多い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一24硅一
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　　　　常病気　挙校大変

　　r主婦之友』特別読物：　自分方　僕　生活

といった離合であって，薪聞語聾などとはきわだった対照を示すのである。

4・13稲づけの応用例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ee

　このようなしかたでの語の格づけは，一体どんな意！朱を持つか。ただ語を組分けしてみただけ

なら，大して価値がない。かつ連続と見てもよい使用率に句切りを入れたのだから，何ほどかの

無理はあろう。にもかかわらず雲霞を設けて語を格づけるのは，その結果が言語生活の実際面に

応用出来るだろうとの予想があればこそである。この報告で試みた等位は，語の使用率の分布に

騨する研究が今まで行われなかったため，かなり感度の鈍いものにとどまった。それゆえあざや

かな応用例を示すことは出来まいが，次に述べるような定墨的な用途はひらけよう。すなわち，

それぞれの等位に属する語に一定の数値を薄応させることによって，第一に，（今の場合で言え

ば）婦入雑誌実用記事でかなりの長さをもつ二つの文章のどちらの方が，よく使われる語でつづ

ってあるかを判定するようなことが爵来る。牟だしここでは，そのような等位の尺度をこれらの

文章に適用しても不都合のないことを仮定している。もしこの仮定が疑わしい時，たとえば尺度

を作ってから年月がたったため語彙に大分出入りが嵐来たのではないかと思われる時などには，

前もってその検定をする必要があるが，これち可能である。それゆえ第二に曝，ある時期に見ら

れた語藁の状態が変化するまでの時聞の測定も出来るであろう。（これには幾つかの方法が考え

られるけれど，実証にはなお何回かの調査を今後に重ねなくてはならないから，ただこういう事

も理論的に可能だと言うにとどめる。）さて第三に，ランダムに抜き取った幾つかの丈章に対し

て，（たとえば『主婦之友濃とr婦入生活』との察用記事の綱査結熟こ立って作った）それぞれの

等位の尺慶を適用して得た値に，分散：分析を施すことによって，（義脚の実用記；事の）語鑓の異

同を検定し得るはずである。またそれほど一般的の論を立てなくても，第四に，それぞれの雑誌

についての尺度を特定の記事に適用して得た撤暮し雑誌の性格のある面を推すよすがとなるであ

ろう

　さてこの辺で具体例に移ろう。以下の分析に資料として取ったのは，次の五つの記事である濁。

　　〔ワンピ…一ス〕「秋の流行婦人子供服とオーバ…の作り方」の中

　　　　　　　　　　　　　「三溺歳女児用ワンピース」の項（田中千代）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『主婦之友』十一鍔号　245～246ページ

〔ゆかた〕

（親子丼〕

〔焼魚〕

rゆかたの美容仕：立の秘訣」　（岩松マス）

　　　　　　　　　　　　　　　『主婦之友』　七月号

「：お好み丼と変り御飯」の「親子井」の項　（鉄村光子）

　　　　　　　　　　　　　　　k’婦入生活』　三月号

「焼魚の美馨しい作り方」　（長谷州武二郎）

　　　　　　　　　　　　　　　r婦入生活』　十月暑

202～203ページ

206～207　ぺ＿ジ

235～2）7ページ

注　この報吉書の附録を参照。そこには，上の五つの文章をα単位に句切って，それぞれの単位がどの等

　位に属するかがしるしてある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　245　一
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　　〔内職〕　　　「紙上内職展」書き出しの一節　（主婦之友記者）’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r主婦之友』　四呼号2G9～210ページ

これらに上述の格づけの結果を適用して，これら個々の淫事が雑誌の申で占める位置のある面を

定量的に見窮めよ♪と酔う。すなわち

　　（1）記事Aと記事Bとのどちらが，よく使われる語で書かれているか。夏に幾つかの記事

　　　　の間でこのような順序をつけること。Cとにあげた第一の問題）。

　　α）　一方の雑誌のある記事が仮に他方の雑誌の記事だったとした時，よく使われる語で書

　　　　かれている度合に変りがないか。つまり同一記事を他の雑誌に移しても，語彙の点で目

　　　　慣れの凄合が1等しいだろうかを見ること。（上にあげた第四の問題。）

この分析にはくよく使われる語で書かれている度合〉が数量化してなくてはならない。そこで

§4・11に3）として述べた方針のもとに次の約束をする。

　　　　ある記事がMmaのα単位Xl，　x2、…，鋤から成る時，

　　　　　XiN◎　　Xiが第O等に属する場合

　　　　　　　1　　　　　第一等に属する場合

　　　　　　　2　　　　　第二等に属する場合

　　　　　　　3　　　　　第三等に属する場合

　　　　のように数値を与えた上で，

　　　　　　　　　　　　　　ぶ
　　　　　　目慣れの指数をΣのi／M凝露
　　　　　　　　　　　　　f臨　t

　　　　と定める。

こうすれば，よく使われ為語を多く用いている記事ほど・その指数が大きな値となる。

　（1）　記事Aと記事8とのどちらが，よく使われる語で書いてあるか。

　婦人雑誌の実用記事には，何と言っても洋裁記事が多い。そこでまず，洋裁記事の一つをそれ

以外の実用記事の一つと比べよう。例としで『主婦之：友』から上記のICワンピース3と〔内職⊃

とを取る。その結果次の値を得た。

　　　　　記　　事　　　　　　　　指　　数　　　　　　不偏分散　　　　　延べ語数

　　　　〔ワンピ・・一ス〕　　　　　　hi　・＝　1．434　　　　u．2　＝1．　0◎7738　　　　M　・311

　　　　（内　　　　　職〕　　　　　　　　　　　　雪＝1．100　　　　　　　　z動2＝＝1．239930　　　　　　　　1＞・＝429

さて（1）の聞題を数学的に抽象すれば，この二つの平；均値：藷，ず（習語的には碍慣れの指数）

の間に有意差があるか否かの問題に帰する。普通，そういう場合にはか検定を用いるが，この方

法はり5エ，賜…，x．；f；Yl，　Y2，…，　YNが共に，：分散を等しくする正規型母集団からの標本である事

を前提にしている。われわれの場合をえると，第1図に示した標本（各記事）内部の分布からも

暗示される通り，母集団に正規分布は期待しがたい。従って当面の問題を解くのにか検定でよ

いとは言い切れない。ただしわれわれの場合・指数は延づ300語以上から作ってある。この程

度の語数を取れば，指数影そのものの分布は実用上正規型と見なせよう。ゆえに，以下の確かめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　246　一一
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　　　　　　第ユ図

幾つ7sの詑事について等位の分布

　　　　　F、：主婦之友

　　　　　F2：婦入生活

〉〔ゆかた⊃

挙婦人生活』の

〔焼　魚〕　〉〔親子丼）
　　　　19．　8．oii

またこれら比べ合わせている記事が，共に他方の雑誌

に載っていたと仮定しても，上の閣係は変らないだろ

うか，結果は

『主婦之友』ならば

〔焼　魚〕＝〔親干井〕
　　　24．8．”．i

　r婦入生活diならば
〔ワ

v＝ス）》〔内職⊃

　　　　2．　6．oiX

C脳ス〕》〔ゆ醐
　　　　4．0／ae／

〔ゆかた〕＝〔内　職）
　　　・　50．　OiO．／

の通りである。雑誌を取り替えて見るとやや違った結

論が得られたが，その意味は（豊）で考えよう。　　　，

　上に述べた方法はわれわれのA．度の調査対象に限ら

ず，どのような対象についてでも，等位さえ設けられ

ていれば使える方法である。従って先のく目慣れの指

数〉が実際に役立つものならば，ここに語の格づけは

注等分散の仮説が捨てられる場合には，大標本の理論によった。
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具体的な用途を…つ持ったことになる。

　（聾）　雑誌アと雑誌イとのどちらででも，同晶記事が等しい目慣れの度合を保つか。

　ある特定の記事のく目曲れの指数〉と言っても，これは絶対的に決まるものではなく，基盤に

ある語彙の総体のいかんによって色々に変る。つまり周一の記事も，それが載せられる雑誌によ

って指数が様々になる。そこで逆に記事の：方を固定して考えれば，指数が変ることはそれその雑

誌の語魏の有様の違いの反映だとも言えよう。この違いを厳密に検出するには分散分析を施すな

どの：方法によらなければなるまいが，二つの雑誌の間の違いに見当をつけるくらいの事なら，記

事を適当に選んで次のような方法を使うことも許されよう。

　たとえば『主婦之友』には和裁の記事がほとんど無かった。またE”婦入生活』は家計経済記事

の扱いに望主婦之友』ほどのウェイトをかけないように見受けられた。そこで和裁闘係の記事

に，両誌の点滴記事での等位を適用すれば，恐らく『婦人生活』での指数が腐意的に大きいだろ

うし，家計記事ではそれと反対の結論を得るだろう。先の〔ゆかた〕について確かめよう。この

記事は『主婦之友』に和裁の載っていたわずかの例である。今この記事の個々の語に『主婦之

友』実用記事の等位を適用して得られる数値をXi，仮にこの記事が『婦入生活』に載ったと考え

て『婦入生活』実用記事の等位を適用した場合を跳とする。新たに　2‘攣簸一跳　を考え，その

算術平均をが0から有意的に隔たっているかどうかを検定すればよい。すなわち測定値に蒲応

のある場合の差の検定である。今度は第2図に見る通り，変量訂の分布が（1）の場合よりは正

規型に近い（他の四つの忌事でも同様）。そこでか検定を用いれば

　　　　〔ゆかた〕　　　　主婦之友　《　婦人生活

他の記事についても同じ方法で，

　　　　〔内　職〕　　　主嬬之友　》　婦入生活

　　　　〔ワンピ・・ス〕　主婦急心　＝　潜入生活

　　　　〔親子丼〕　　　　主婦心友　《　婦入生活

　　　　〔焼　魚〕　　　主婦愚心　《　心入生活

を得る。（ゆかた〕〔内職〕についてはわれわれの予想通りだっ

　ewl

　ル

汐
延躍
籍

鋼
9i川

崎2

ハ　　【ゆ8’t：〕

ハ1
／
，

って異なる結論を与えた事を思い出すべきである。〔ワンピース〕　　7…

は，洋裁記事だけあって差が認められない。料理記；事に見られる　　　第2図　等位の差の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分；布の一例
差がどんな言語上の応酬に対応するかは今の虚血っていない。し

かし有意差が出たことは，一層詳しい分析に何らか手掛りを供するものであろう。

　これ以上細かい事は，この（豆）で執った態度がさほど厳密なものでないから，述べる訳には

行かない。それはそれで，別に計画された分析を行うべきである。しかし（亘）の程度でも，今

まで主観的にしか言われなかった語彙の異同を，ある次元から数量化して客観的に論ずる糸口と

することが慮来た。これも語の格づけの用途の一一つである。

4・2記事別と語の散らばうと
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　4・21　一つの理論酌考察

　個々の語の基本度を測り基本語彙を定めるという課題に答えるには，使用度数一われわれが

使月捧と呼ぶ物さしだけでは不十分である。これは今までにも指摘されていて，その改良も試み

られた。たとえば甲・乙の両面が等しい使用率を漏しても，もし甲力闘冊の文献にしか瑳われな

かったのに，乙の方が1（＞k）冊もに現われたならば，乙を甲よりも基本的だと考える立場であ

る。この時，甲についてはんを，乙については1を，その語の範囲（range）湖と呼び慣わして

来た。

　この判別法は，1が々よりも十分に大きい場合，いかにももっともな考え方である。かつそ

の語の使われた度合のほかに，どれほどの範囲に用いられたかという散らばりの度合を取り上げ

た点で，大いに意義はある。しかし下に述べる欠陥があるので，今までのく範囲〉という観念は

さして有効とは言えない。すなわち

　　　i　抽繊誤差を考えに入れていない。

従って有意差の有り無しなど聞題にされなかった。ただしこれは抽出理論が広まっていなかった

ころの事だから，〈範囲〉そのものの欠点とは言いがたい。次に

　　　ii　範囲を測る単位に，なぜこの本あの本の一冊などという分量を採り得るかが，十分に

　　　　検討されてはいない。

単位を畷確に意識しない以上，到底く範囲〉は役に立つ観念となり得なかろう。そのk

　　　iii使用度数がたとえばAの本に9回Bの本に工國という場合と，　AにもBにも5回とい

　　　　う場合とを，範囲の立場では等しなみにしか扱え．ない。

以上三点を考えると，語の散らばり呉合を表わす量として，〈範囲〉には余り期待が寄せられな

い。また語の難要度を表わす目印として，Ex’nest　HORNは　weighted　cred鶯…葺使用度数×

4範囲　を用いた注2）が，この式も常識で考え患した以外の特別な根拠は無さそうである。、そこ

で今までのく範囲〉に取って替るべき，もっとすぐれた量的表現が必要になる。

　これから述べるある種の量的表現は，上のiiとiiiとの点でく範囲〉よりはまさっているが，

それでもなお三の問題を十分目解決していないので，まだまだ満足すべきものではない。しかし

ながら基本語藁論の開臼の発展のために，あえて一つの試みを掲げる次第である。

　以下の考察のため次の仮定を置く。

　　　1。ある語が使われた散らばり具合を調べるのに適切なように，調査対象全体を幾つかの

　　　　榔分に組分け出来るものとする。言い換えれば，分けられた各組において聞題の語が使

　　　　われている度数を調べる事に基づき，その散らばり具合が数値で蓑わせるような　調査

　　　　対象の単位　が設けられたとする。

　　　2。われわれの調査対象全体から成る母集団πを今この単位に分翻して，互に挑反するR

　　注1　このrangeは，績1計掌でいうrange三≡Xmax－Xmhiとは全く剥のものである。

　　注2彼のABas三。　Wrigh撫g　Vocabulary（1926）によれば：…these　weight¢d　credits　were　ob

　　tained　ln　the　case　of　each　type　of　1nvestigation　by　mul’t’lplying　the　tota！　frequency　of　a　word

　　by　the　sa．uare　root　of　the　number　of　different　sources　in　which　the　word　was　found　（p．47）．

　　なおその正の平方根は，計算の便宜から整数の近似値を採爾している（p．26）。
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　　　　　　　　　　　　　　　S　4・2

個の部分母集鎚G1，　Ge，…，　Gnが得られたとする。

更に次の約束をもしようtJ

　　　　この母集膨の一語一語を調べた時，今問題の語

　　　　であれぽ！を与え，他の語であれば0を与

　　　　える。

　これらの前提に立って母集団金体を調べる事を考える

と，それはたとえば窟のように模型化される。ただし

　　　　　　　P戸瓦μv‘

　　　　　　　P≡…E’N＝Σ．疏／Σムτ‘

　　〔和の記号・Σは，G，からGaまで加え合わせる。）

’aこで問題の語の散らばりの度合を測るため
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を作れば，これが級間変動Sbになる事，すなわち

　　　　　　　　　　　　　　　　　sb＝：lxN，（p，一p）e

である事：は，容易に舞明される。このSbを見ると，それは次のように組み立てられている一

各組の使用率疏と全体での使用率Pとの隔たり（Ps－P）の璽みつき平：方和であって，その重み

は各組の大きさ（延べ語数）である。

　これを今までのく記法〉と比べれば，次の二点ですぐれている。

　　　1）範囲では単に各組でその語が使ってあるか否かという報知（information）しか資料か

　　　　ら引き出せなかったのに反し，この級聞変動では各組での使用度数は何ほどかζいう報

　　　　知まで使っているので，効率が高い。

　　　2）範囲ではそれを数える単位（一冊一冊）の分量が等しくないために起る不都合に資を

　　　　つぶっていたのに反し，級闇変動では単位になる集団が等大でなくても，ATsという重

　　　　みがついているので，範囲に見られるような不都合が除かれる注）e

　ところで級闇変動のままでは，資料の分析上何かと不便である。この値が母集団の大きさに強

く影響されるからである，。しかも抽出調査の場合は，その上に抽出比の影響も薯しい。そこで延

べ語数の影響を消すために相対尺度に変えよう。そのしかたには，次の二つが思い当る。

．　　i）相関比　　　　　　　　η馨厳σむ2／σ2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただ・癖券Σ蔚（P・一P）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み寿P（・一P）

　　　ii）級聞変異係数ともいうべきもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cb　＝　ab　／P

さてく相輿比〉の標本分布は…般に求められていないし，またわれわれの場合PtもPも小さな

　注　HoRNの方法では，　sourceについての，またgroup　of　sourcesについての重みが無視されてい

る。これは理論上：大きな欠陥である。
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値なのでηの推定値がどの語についても似寄った値となってしまう。それゆえ，われわれの用

途にかなうような童的表現とは言いがたい。第二の量的表現についてもその標本分布をつまびら

かにしてはいないが，§4・22に述べる通り経験的にはわれわれのねらいを満たすように思われ

る。また少し考え：方を変え℃語の散らばりの度合を測る尺度を求めれば，

　　　・ii）カイニ乗　　ジ5Σ瓦（禦ア

もある。これは，ち柔つと見たところでは色々の検定に便利のようだが，実際にはある組の標本

度数が5以下になる場合がきわめて多いため・やはり、具合が悪い㊧である。そこで今はii）のCb

を採って仮にく散らばり度〉と名づけ，語の散らばり具合を考える目安としよう。これによれ

ば，どの組にも満遍なく使われる語のCbほど0に近く，ある組に集中して使われる語のCbほ

ど大きくなるであろう。

　なおく散らばり度〉については，将来も更によい物さしを作る努力を重ねるべきである。ここ

では，従来のく範囲〉を幾分でも改良した量的表現としてのCbを，ただ記述的な意昧でだけ使

うにとどめる。また散らばり度をどのように使用率と闘係づけて，使われる度合の，更に基本度

の揖数を作るかも，今後に残された大きな宿題である。

　4・22　この婦人雑誌語彙あで結果

　前軍の考察では，母集団πをく散らばり度〉を測るのに適切な部分母集団Gエ，G，，…，　GRに

分ち得ると仮定した。それは，われわれの婦入雑誌の場合どういう事になるか。そのような組の

単位としては様々のものがあ1）得るが，ここでは記事別号をこれに当てることとした。詑事の違

いによって使用率がどう踊るかを見るのは，基本語彙論の立場から大切である。従って記事別ご

とに組を作ることは一往妥渚であろう。ただし一一つの組の大きさは余り小さく．てはいけない。ゆ

えに藥計の際の層を利用することにした。また雑誌間の比較も考えて，母集団はそれぞれの雑誌

の実記事全体とした。つまりく散らばり度〉を測るための組分けは，こうである：衣生活詑事・

食生活記事・家計経済記事・衛生美容記事・その他の実用認事。

　さて標本値から散らばり度Cbを推定するには次の式を用いた。

砺一
SΣ勢（カi－iP）2疹ノ・Σ甕イβ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし　ni：第5組（層）の標本の大きさ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ff：第i組（層）での標本使用度数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nEiEiiΣ惣，　　　プ＝nt－2ft，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pi　iiiii　fdni，　P　eei　fln．

これを幾つかのα単位（の見撮し形）について算出してみたが，その語の選び方は・メ≧エO（つ

まり§4・1に述べた第一等以上）のものの中から両町とも25語抜かれるような，かつ使用率

を考えに入れて重みづけしたランダム抽出である。

　さてその結果は，たとえば『主婦之友』（実用記事全体）について，直観しやすいように図で

示すと，第3図の通りである。（たたしこの図では，散らばり度を使用率と蘭係づけて見ようと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　251’一
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している。）まずこの図を縦の：方向にながめよう。

り上下にばらまかれている。ラ

ンダムに抜いた語からの結果が

こうなった；事は，6bについて語

の散らばりの度合の弁別しやす

さを意味するかも知れない。な

お見ると，下方の点に対応する

書手はくモノ　ナ’イ　トキ　’イ

レルホ均（方）オル（居）

スコシ〉などであり，これに反

し上方の点に対応する嘗葉は

｛アA（編）、ミ導出Yフタ

メ（：目一編物の）　四セン

チフキトル〉などである。：大

ざっぱに費えば，婦人雑誌の実

用記事に特徴的な語の。わは大き

く，どんな記事にも満遍なぐ使

われそうな語のCbは小さい。か

駄らげワ巌

25個の書葉に薄応ずる25個の点は，かな
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．2　．8　．4　．S，67．a．Pl　X5　2　8　4　S

　　第3図散らばり度と使用率と

7夕”％二

つCbと使用率との関係を：先の図によって見る注）のに，この聞にたとい逆相関の傾向を認めて

も，それは相当ゆるい関係である。従ってやはり散らばり渡を使用率で代用させる駅には行かな

い。以上の事からしてCbは，’一：・“往く散らばり度〉と呼んで一つの物さしに取り上げるに価しよ

う。

　もしもく散らばり度Cb＞を物さしに使えば，使用率と組み合わせることによって，ある種：の

記事に特徴的な語が見出だせよう。たとえば先の図で右上方に打たれた点に対応する言葉くミカ

エシ　クワエル　フタメ　ヌウ　アム〉などは，使用率がかなり大きいと共に散らばり度も大き

い。と言う事は，これらの語が実用記事内のどの層かに集中して使われ，かつその層で多く使わ

れる事を午下する。事実この五語について見ると，次の通りである。

記　；薯　追

回
活
済
容
他

面
聾
の

表
食
家
衛
そ

ミ　カエシ’

標；本　使用
度数　率％

60　3．　431

0　　　－

o　　　－

o　一一
e　一一一

クワエルレタメ
標本　　使用　　標本　　使用
慶数　　率％　　度：数　　率％

12　．一686

50　5．226

2　．28e
5　．528
4　．308

86　4．　918

0　　　－

8　1．119
0　　　－

o　　　一

ヌ　　列ア　　ム
標本　使用　　標本　使用
度数　率％　　度数　…率％

84　4．　803

0　　　－

6　．839
1　　ほ06

3　．231

11e　6．290

　0　　－

34　4．754

　e　一一

　e　一一

実用記事i・・…59レ3・・288ig4・・6・9【94・・6・g陣2・…

注　第3図の横軸は対数目賂である。このままの形を普通の相幾図のように読んではならない。
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〈ミカエシ　フクメ　ヌウ　アム〉はどれも衣生活記事に集中して使われている。〈アム〉は家

誹経済記事にも多いが，これは内職紹介で手袋・花瓶敷・サックコ・・｝などの編み：方を述べた所

があったからである。またくクワエル〉は，以kの四つに比べればさほど特殊な意昧をになうも

のとは思われず，先の表でも五層のすべてに現われているが，しかし食生活記事に著しく多い。

これは

　　　　　片栗粉大さじ一杯を加えてどろっとさせた生姜砂糖醤油一一合に…　　　　・

　　　　　…二一’勺を加え．るとなおよい…

　　　　　青豆と三つ葉はそのまま加えます。

などいう使い方が多いためで，その見方からは，（雪葉そのものは特殊でないけれども）料理闘
　　　1
係の寵事に特徴的な語だとは書える。すなわちくクワエル〉の幾つかの意味のうち，ある意昧だ

けに多く使われるという点に，婦入雑誌での，更に食生活紀事でのこの雷葉の特微がある（cf．

§5・2）。以上散らばり度を使用率と麗係づけて扱って来た。こういう扱い方は，次のような性質

の言葉をふるい分ける網碍ともなろう：すなわち三）ある種類の記事でかなりしばしば使われ，

かつil）その種の記事にとって特徴的な語注）。そこでr主婦之友』の実用記事の範囲内でこれ

を試みよう。

　まずkのiの条件を満たすものとして使用率による等位が第二等より高い語を採ろう。そのよ

うな言葉が今の場合104語ある（cf．§3の第3・1表）。それらを散らばり度。。’（の標本値）の

大きい方から順に並べてみる（第3表，次のページを見よ）。

　さて次に条件iiにかなう語をふるい分ける訳だが，われわれが先に第3図を見たところでは，

大体Cb　・1あたりを境に，それより上の部分に来る語は特殊のものであった。今度も一往Cb＞1

であれば条件iiが満たされるとしてみよう。仮にこう決めれば，第3表の始めから34語（〈九〉

まで）が浮かび上がる。そこでこれらがどんな記事刷層にとって特徴的かを調べる。：先にく見返

し　加える　ふため　縫う　編む〉について分析したと同じ：方法でこれを確かめると，次の結果

になった。（上の五語をも再録。）まず

　　衣生活記事に特徴的な語

　　　　見返し縫代一・五原型身頃一センチ衿褻裏後身頃三二欝中央

　　　　囁縫う．二項二九　くさりこ奈編編む一目

ただしくくさり〉以下四語は家計経済記事にも多いが，それは内職案内の所に衣生活記事とほと

んど同性質の記事があったためである。

　食生活記事に特徴的な語

　　　　夕　昼　朝　加える　一一一一杯

このく朝　昼　夕〉は献立カレンダーの中で使っている。なお

　　衣生活・食生活記事に特徴的な語

注‘k・y“w・rd’とい二念鯵照・それは・読み繋勧調麟員三編rβ本人の読旧き能加，陥

　　26，7ぺ…ジその他に述べられている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　as3　一
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隔壁之tt．＄．eemua．／己事の説の塾ヂ瞳

　　使用率順Cb @　％　　位

仕事　　　　　　3．100　　1．112　　95

ユウ（夕）　2．191　1．694　54

昼　　　　　　　　2．069　　1．853　　46

章月　　　　　　　　1．786　　　1．817　　48

見返シ　　　1．500　1．059102

縫代　　　1．497　2，02943

一・
ﾜ　　　　　1．497　　　1．712　　52

原型　　　1．497　1．059202
身婁ミ　　　　　　1．473　　　1．570　　61

力員エノレ　　　　1．472　　　1．288　　73

一センチ　　　1．466　　　1．218　　79

衿　　　　　　　　1．462　　　1．094　　98

オモテ（表）1．450　2．453　29

pa　1．416　2．347　30
．クサジ（鎖）L398　1．094　98

後身種頁　　　　1．361　　1．182　　8S

前身頃　　1．360　1．28873

袖1．3431。39969
フタメ　　　　1．　339　1．　659　55　　（二冒）
同機　　　　　　1．300　　　1．147　　89

wt　1．299　1．729　51
縫ウ　　　　　　1．27δ　　＝L．659　　55

芯叉．2491．23577
一杯　　　　　　1．239　　　1．094　　98

コーマ蓬覇　　　　　1．186　　　1．094　　98

編ム　　　　1．154　2．541　25

－H　L144　2．223　35
1Kik　1．e99　2．22E　35

ew　1．093　1．218　79
作り方　　1．087　1．11295
ドウ（（指））　1．066　1．27G　75

二二　　　　　　　1．047　　　5．717　　11

人1．0141．64158
九1。0051．21879
合ワセノレ　　1．OOO一　1。870　45

語 Cb 痘ｦ燈
fi　．977　1．182　83
六　　　　　　　　　．965　　　2：100　　40

一一　．964　6．141　9
行ク　　　。933　1．32372
十　　　　　　　　　．951　　　1．218　　79

八．9491．50063
ヤノレ　　　　　　　　．948　　　1．M7　　89

翼遇　　　　　　　　．932　　3．406　　18

ワタクシ’　　．931　1．570　61

七　　　　　　　　　。906　　　窪．．782　　50

er．　．881　2．259　33
出ノレ　　　　　　　．871　　　1．500　　63

三三　　　　　　　　．855　　3．300　．20

アル　　　　．846　9．　229　5

八八（方）　．821　1．20083

モツ　　　　．802　L235　77
カク（書・描）’ D　782　1．　270　75

」憲ウ　　　　　　　　．767　　　1。976　　44

多ノぎ　　　　　　　。745　　1．659　　54

コト　　　　　　　．737　　　9，828　　3

イウ　　　　　　　。734　　　7．005　　8

クタサル　　．731　1．341　71

イノレ（居）　　．729　7．57◎　7

ママ（儘）　。726　1．059102

来ノレ　　　　　　　。724　　2．153　　39

何．701L48266
色．6941．35969、
水　　　　．692　2．17e：8｝

ソレ　　．6592．894221

場合　　　　　　　．641　　　2．506　　26

オク（置）　　　　．622　　　4．076　　16

シマゥ　　　　　　．616　　1．712　　52

見ル　　　　．611　2．31232
ヒトツ　　　　　　．611　　　1．200　　83

タメ　　　　．596　2．047　42
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．591『 Q。繭『「膏

．583　2．241　34

．554　1．129　93

．547　1．641　5S

．537　5．629　12

．530　4．747　13

．527　3．264　21

．527　2．700　24

，527　1．465　67

．521　1．165　87

．500　3．335　19

．496　2．3t17　3e

．494　4．023　17

．478　2．506　26

．477　9．899　2

．476　1．129　93

．453　1．50e　63

．〈L53　1．112　95

．452　4．253　15

．440　6．052　le

．418　4．535　14

．396　1．623　60

．388　1．853　46’

．384　i．165　87

．384　1．M7　89

．378　2．223　35

．357　9．529　4

．313　1．147　89

．279　22．092　1

．247　1．ce9　68

．242　8．276　6

．224　2．488　28

．220　1．817　48

．211　2．082　41

　　　作り方

がある。次に

　　家計経済記事に特徴的な語

　　　仕事

　　教育証事に特微的な語

　　　子供

があげられる。〈子供〉は家計記事・衛生龍事にもかなり現われる。最後に

　　　　ど5　入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　254　一
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であるが，これらは実用記事の夫部秀を濱める衣生活・食生活記事に余り現われなか6たことに

よって，そのCbの値を増したのであろう。ただしいずれも1．　00｛）をわずかに越えた程度であ

る。、

　以上述べた所よりくわしい分析は，Cbの標本分布を明らかにした後でなければ，行えない。従

って今はわれわれの得た結果を記述するにとどめる。

　終りに二竃の点を：取り上げながら，＜散らばり度Cb＞という考え：方について補う。まず上の

叙述には，〈どう　入〉のように衣生活・食生活記事をこほとんど現われないことがおもな原因と

なってCbの増し癒ものがあった。これはCbそのものがよくないか，または前項の記号で言え

ばG曇の選び方がよくないかではあるまいか。また食生活記事の所にあげたく朝　昼　夕〉は，

r婦人生活』では余り使われていない力旧く使われないかで，r主婦之友』の場合とは事惰を異

にする。雑誌間の差というものが大いに問題ではあるまいか。一一これらに答えよう。始めの問

題のためには散らばり度の定義式を患い回す必要がある。それは

　　　　　　砺≠卸Σ密画　　ただ圃幾

であった（cf．§4・21のiiにあげた式）。つまりCbは，　G‘ごとの重み・，Wt（ただしWi・c　Nt）

をふまえてその上に立つ数量である・ゆえtlこ・も膨みが著しくまちまちの場合に々ちこ嫡ど

の一つかの黒みだけが他よりもきわだって大きい時には，Cbの値はその大きい重みのかかって

いるG‘での結果に強く左右されるであろう。われわれの場合，衣生活記事の重みが他より大き

い（cf．§2・25の第12表）し，衣生活と食生活との重みの和は全体の五割近くを占める。そ

こで上のくどう　入〉のような事が起ったのかも知れない。しかし一方ではNtを箪みにかける

のは合理的である．何となれば雑誌の現状で，大切だと（編集者が）考える誉己事には余訂ページ

をさき，従6て延べ語数がその類の記事の重要度の目安になり得るからである。そのような重み

ば．われわれの場合，退けるべきものではない。G‘の選び方には，なお彰えなければならない

点もあろうが，その大きさ薪をかけ：ることは，数理上も言語上も適当である。ここで次の問題

に移る。〈朝　昼　夕〉などが『婦人生活』食生活記事の特徴的な語ではない事は，今の場合何

らさしつかえない。というのは，元来ここではr主婦之友』昭和25年度本誌の実用罷事という

限定を旧いていたので，その限度を越えて一般に婦入雑誌食生活についての結論は主張していな

いからである。なおそれでも参考までに，岡一の語の散らばり度をこの二つの雑誌の実稽記事の

範囲で比べてみよう。先に『主婦之友』から25語抜いたうち，霧婦入生活』実用記事でも第一等

より高く格づけられている語を取って計算した結果が，次の装である。

一一　255　一
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第4表　散らばり度の雑誌間の栢関

　　　　　主　　　　婦　　　　之 友

・2一・4卜4一・6卜・一・・卜・一・・1…ん・・i・・一…卜・一・・

スコシ

モノ

ホウ（方）

入レル
長イ

オル（居）

イ
ナ
時

長サ

今

六

二。長サ

編ム

栄養

ハシ（端）

こ二質

縫ウ

食欲

加エル
見返シ

四センチ

4・3使用牽の分布の型

　前の二つの節では鰯々の語について扱ったが，今度は立場を改めて　どのくらいの使用率の語

が全体の何割ほどを古めるか　すなわち使用率の分布の問題を取り上げよう。実はこの分布の型

が十分明らかになρて始めて，§4・1や§4・2の分析も精密に，しかもよい効率で行えるので

ある。そこでこの節では，われわれの標本に立って使用率がどのように分布しているかを探ろう

と思う。ただしこうした憎憎の先例はまだ聞いたことがないので，予備知識は何も得られなかっ

た・従・て以下に述べる所も単に一つの試みの域を出てはいない・灘にこの分布函数を求め

砿めには・分画の齪．とか標本の大きさ脚a・m・t・rの推定に測ます影響とか・分・てい

勧三焦みしている・ゆえに台状で堺われが選べ碓一嘗は課本ρ守門もよく
記述し得る函数を求めることに過ぎない。

こ1し上甑謙賜．聯が見込みと町た駕鱒噸

　　　　tt（1）F（P）・蕊0’〔P＜0の所で】　　　　　　’　ta

　　　　　　　ttrご㌧φ
　　　　　　　　　　一gpttb

　　　　　　　　　　厳1　　　t最大の使用率以上の所で1

　　　　と想定される。ただしaとbとは，調査対象によって統計的に定まる常数である。

さてこのF（P）の値を考えてみると・これはP以下の使用率の語の異なり語数が，異なり語数全

体に対して占める割合にほかならない。今その割合をKで表わせば，以上の事は次のように書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　25・6　一
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い換え．られるη

　　　　pとKとの逆：数の聞には，線型の関係

　　　　　　　（2）　一；ir＝a＋b（一；ir）　’‘’

　　　　が近似的に成り立つdi．

　もしこうい5想定が許されるとすれば，次になすべきはaとbとの値の推定である。実勉には

最小二乗解を，『主婦之友』のそれぞれ実用記事・特別読物・記事全体および『婦入生淘の琴

用紀事について求めたが，結果を掲げる前にその推定法に解れて置く。

　以下この節で使うnotationを，改めて次のように約束しよう。

　　　　ノ：（標本）使用度数

　　　　n・：（標本の）延べ語数

　　　　母使用率～P→’ln

　　　　々：度数∫以下の語を累加した異なり語数

　　　　ler：（標本）全体での異なり語数

　　　　母分布函数～K＝kfkr

さて当てはめるべき曲線は，もちろん上にあげた式1または式2の曲線であるが，われわれは標

本値からの計算がなるべぐ容易になるように工夫した方がよい。そこで上の式を変形して

　　　　　　　　　　　　　雄誘δ論轟砺一一論う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴垂げ樋

とした上磯画一雫B・・nbと置魔変換した蝿について≠の一次式が得られる・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y＝af＋B

ζこに調整値に課すべき条件は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fヨ！1一げ一βコ0

である。次に重みを定め正規：方程式を作るために，この条件函数Fを微分すれば，

　　　ft　Fr＝一’一a，　Fy＝＝1；　．Ea＝：’一f，　Fb”一一1

さて鋤翻三三噸み聡・その点でのf・yの鄭をそれぞれw・…2／・・’・解・綱・・’

とする時，

　　　　　tT　　が響＋響一一圭（a’・・’÷avt）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴匹グ。隣げ

となる。濁そこで疋規：方得式

　注　a2’は・理論上は，霊みが1である函数の分融。爽際㊧計算に当っては，必ずしも1に販らな：くてよ

　　い。以下で述べるわれわれの場合は100に取った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一25ヅー
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　　　　　　　　　　　　　　　　［Wffja十［WfSB　m［WfyI

　　　　　　　　　　　　　　　　｛Wfla　十　［W］B　＝　［rvy］

を解けば，その一一・meの根が求める推定値∂，倉であり，更：に盆をnで割ってδを得る。（た

だし上の方程式の［］は，観測点のすべてにわたっし（加えることを意味する。）

　ところでWを算出するにはσr2やaveが分っていなければなちない。これは次のように考え

られる。第一にOfeは，軸出誤差の分散と測定誤差（カードの数え違い）の秀散との和と見なさ

れる。われわれの現状は一と言うより冒語硬究の現在の水準は一それらについてめ正確な知

識を用意するまでになってはいない。しかし次の程度の近似は可能であろう。まず抽出誤差のi方

は，単純な抽出法（unrestricted　sampling）を用いたとして

棚誤差の鷺吻（1－p）一ノ（Fチ）

また採集カードの勘定違いの標準誤差は撃高に一枚ほどで，かつ数えられた枚数の平方根に比例

しているらしく思われたから，それをそのまま仮定に置いた。そうすると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
　　　　　　　　　　　　　　　測定誤差の：分散　v
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IOOO

ゆえにノの：分散は

／tt @　　…ssf（IX）＋壷一ノ（・999一÷）

第二に　y＝（鳥／々）」の分散を考える。もちろん　Cv29i111E（dy）2であって，

吻≒募4＋器∠々一二が讐ノ々

だから

げ塊釜・（功・＋箏E（dfe）・一・誓、ヲ・（df・dk）

　　　　　・・・…（チ＋千景鰍）

ただしρは∠ゲとAkとの母相関係数で，今の場合には　ρ＝O　と見てもよかろう。またσkf

は集計カードの勘定違いの分散であって，先に述べた通り　a．2　・le／looe　と見積れる。従って

　　　　　　　　　　　げ艀1ヂ＋睾，r庖・吾毒）

と考えられるのである。

　これで先の正規方程式を作ることが出来る。われわれは次の様式の表によ6て計算した。

　　　　　　　　　　　　　　　　重　み　の　計算

　」　〈1）　〈2）

蝶々
　董

1
3
・
：
γ

二’kT
n

〈3）　（4）

fln　．999一（3＞

〈5）

　ofl
（3）　×　（4｝

（9）

ao2df2

一一一

〈7）　（8）　（9｝　aO）
16t＆ioole　（5）一1一く7）　（2｝！i’fkr　K2

。・蜜　　　　…

aD

　　aye
i　（8）÷Cf¢

1

一一　as8　一一



　
表

　
儲3

準

4§
　
列

　
行

h

1
2
・
：
ン

a2
　　シ
　（1）÷（9）

eq，　as”rma，wt
a2－f一｛（6）＋（11）｝　ath　x　aS　．　（1）×ftsi

鱒助ア

　鱒×ω

㈲翼伽

　as×za

t’

@　　訓　　［VVJ　圃　　醐　　　［嘲　　［聯1
この表の様式は，われわれが使った計箕器で運算が便利なように手順を定めたものである。①と

（2）との欄は「度数分布原表」．から転写する。⑥の欄のao　ai・aの近似値で，観測点をゾロットし

たグラフから求める。

　以上の方法によってaとbとを推定した。なお観測点の取り方は，標本に現われたすべてのノ

ではなく，便宜に従って20個の点を選んだ。その選び方は，∫の実現値の範囲の全般にわたる

ようll・iしかも物大ぎいあたりで砕ま観測点が密　　第5表俊用率の分布函数の

になるようにした。結果は第5表の通りである。　　　　　　　　parameteurの推定三

見議蕪誓叢叢聖馨峯皇講の酬・」一一
婦之友』特別読物を除いて，大体2．5％ぐらいに

なり，特別読物では更に悪い適合度を示した。、し

かし第4図のようにグラフを書いて見ると，また

第6表のように計算値と標本値とを比べて見る

と，主観的には相当よく合っているらしく思われ

・に・

　全記事主

管欄読物
友
　実用記事

婦全活期記事

k．．．

　　　サ・999362し518・7又1・偏5

　　　ミ　ド
．998867i　1．1112　x10－s
　　　；
．998二88　｝　1．4129　x10｝fi

　　　き
．ggsls2　1’　1．797s　×lo－s

　　　P
響9f181881ワrト．OOOO　4123

9

，8．

7

6

5

y

／
／

／

f

，51　2　3　A　5　6『7　9’壷　鱒tt　一　層　　　15
　　　　　ec　4図　使用率の分布函数（『主婦乏友』実用髭嬢）

　　　　　　　　　　　　　　　一259一
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第6表　使用事の分布の理論値と観測値：と

　　　　　　　　　　　　　（r主婦之友」全記慕）

　　薯

観測点

｝分布函数

2
8
1
4
2
0
2
9
4
3
5
8
鴉
8
7
1
6
妬
7
2

　
　
　
　
　
　
　
　
噌
⊥
　
1
　
1

理舗陶測値
．7259＆9

．914174

．　949326

．964162

。975エ93

．　983336

．　987754

．990231

．992010

．　994155

．　995448

．　996258

232　1　．9973P86

290　i　．998035

347　1　．998461

495　i　．999112

5esi　．999352

790　1　．999682

翻1：1欝

．723044

．　911348

　947022

．962．824

．　975216

．984235

．989111

．　991934

．　993547

．995344

．996334

．997287

．　998277

・　9987ee

．　999157

．999304

．　999t151

．　999634

．999817

1．　000000

　
　
値

伽
合
測

に
割
旧

聞
の
…
…

奇
数
鶴

の
藷
誌

左
る
。
儲
ロ

　
　
理

．
鷲
間区

　2以下
　3一一　8

　9’一　14

　15N　20
　21’一　29

　30一一　43

　44・v　58

　59N　72
　73’v　87

　88’v　116

117tv　145

’146”v　172

173N　232

233一一　290

291N　347

348h一　495

496“v　：’88

589一一　790

791・”1596

1597以上

．　7“）sgs2　1

　　　　．723e44
1iggliS　l　igl1564一

・035152卜035674

．e14836

．OllO31

．　Oe8i4・3

．　004418

．002477

．OO1779

，　002145

．OO1293

．ooosle

．Oe1128

．ooe64g

．　OOO426

．OOO650

．OCO240

．OOO330

．　OOO318

．ooocoe

．0エ5802

．〇三2392

．009019

．　eO4876

．　eO28．？．3

．CO1613

．OO1797

．OOO990

．eoogs3

．OOO990

．OOO513

．OOO367

．BOO147

．　oeog7

．OOO183

．　OOO183

．OOGエ83

　　注斐観測点および区間は，便宜上標本使用度数によって示した。

　　　＊K篇ρ／（ゆ十b）の値が1を越える場合はジ定義によって1

　　　　とする。

：先に1に近づく。たとえば脹劃（aP十b）　でK＝＝1

7表の通り，実際の最大使用率の推定値よりも梱当に小さ

い。ジの値が大きくなったのも，この辺の適合の悪さが

働いている。こうした事柄からすると，よく使われる書葉

の一群と，数においては圧倒的に多いがそれほど使われな

い書葉の一群とは，あるいは異なる分布に従っているのか

も知れない。それもまた，ありぞう．ts事である。

る。そこで次のような事が考

えられる。第一に，標本が大

きい場合にカイニ乗検定を行

うと，実際以上に適合度が悪

く見える傾きのあること。ま

た，平乗の切り方も結論に影

響し勝ちなこと。われわれの

標本は四つとも，すこぶる大

きいものであった。第二に，

F（P）のための近似式が必ず

・び箒L畑の近似式

を与えはしないζと。この節

で求めたのはF（カ）の近似式

だった。しかるに検定には，

言わばf（P）の方を使った。

第三に，想定した分；布のi型が

まだまだ真の分布函数に近く

ないかも知れないこと。　独線

を当てはめた四つの例のどれ

も，使用率の大きい所の適合

が悪い。経験的分布函数より

も想定した分布函数の：方が，

と置いて使用率の上諭を求めると，第

　　第7表　理論的分布函数から

　　　　　　求めた使用率の上限

　　　　　　　　理論値　観測値
　　　　　　　　　9・lje　’　％o

主婦之X＝　全　言己　事　　8．12　　　19．235

　〃　　　　辱着…男騒読物1　9．803　i23，999

　〃　　実用記事　7．797、22、092

婦入生活　実用記事　9．58622．586

そこで改めて別の適合度を考える注）。その考えは，母集団にR個の目印A1，　A2，…，A£があ

り，母集団でこれらを占める割合がPl，　P2，…，P恥ま搾大きさnの標本で貝印Atに属するも

のの割合が及翻酬π（ただしn　・1］：｝£ni）とした時，

　　　　　　　　　　　　　　　ε環

s？　Eff　一ii

毎黶@x（x，　一p，）2

注瀬己央樋畿噸赴・・検定」r襯数理磯彌究録』・権婦；ng．25、7．め面の雛
　ここでは都合によりnQtation’lt変えた。　　　tt　』・

　　　　　　　　　　　　　　　　　一260一
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を隔たりの尺度に使い，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　S！一一E（S2）　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vv（s！）

の値によって適合農を判定しようと雷うのである。ここで考えられている適合度は，食い違いの

絶対的な大きさのみを問題にし，従って母集照での割合の大きな部分が物を言うことになる。で

は適合ということをこのように考えた時，計算曲線は標本の有様をよく代表するだろうか。『主

婦二三』全記事について（cf．第6褒）検定した結果は：

　　　　　　st＝．oooo　eo67　1806

　　　　　E（s2）1EES｝一zup，（li　：Pf）　＝，　．　oooo　ook　g327

　　　　　　　　　2油1）
　　　　　V（Si）i＝vts．R），，　T＝］Pt2｛2（1一一Pt）　一　IE］P，（1　一・一Pi）｝］　＝　2．　4357　×10－iS

　　　　　　　　　　　　　　　∴i魏讐L335

この結果は，高能率化されたTCHEBYCHEVの定理注2）から判定すると，やはり適舎渡が悪い。

その原因を考えるに，Piの一番大きい区聞（標本度数2以下一一cf．第6表）での食い遼い

が利いたのであろう。

　先に立てた見込は，これらの倹定を経て，次のように訂正されなければならない。

　　　　使用率Pの分布函数は，Pのごく小さい所とごく大きい所を除けば，

　　　　　　　　　　　　　　　認印6［・・・…rkut計的碇ま脚数｝

　　　　で近似される。従って，そヒではρとKとの逆数の闇に線型の関係が考えられる。

ただしこれは，まだ結論ではない。標本での分布を記述する透似式である。われわれはこれを第

一近似として，更に母集団での構造の探究にと進まなければならない。Pのごく小さい所と大き

い所とで，上述の計算曲線が観測値とよく合わないのは，あるいは轡語上葱味のあることかも知

れない。また第5表でaの推定値は大同小異なのに，bの方はすこぶるまちまちな値：を取った。

ここにも今後にゆだねる様々の問題がある。しかし今は，それらについて述べる場所に居ない。

ただ，α単位という調査単位を前提として，われわれの標本から得た結果がこうだったとの報告

にとどめる。なお，このような分布函数を考えるには，助詞・助動詞をも他の品詞の言葉と同じ

資格でi数え，考察の対i象に加えた方がよいのかも知れない。

　最後に一丸したい。およそ基本語彙を定めるために定量的研究が役立つとすれば，使用率の分

；布函数の追求などは，その最も基礎的な研究である。ここに「基礎的」とは，現実から遠いとい

う意昧でなく，多：方面にわたって応用の可骨性をはらむとの意味なのである。

以上§4では，将来いつか作られるであろう語の基本度函数への，たとい一歩なりともの接近

注1原論文では係数が1となっているが，恐らく2のミスプリントであろう。

注2水野坦「或不等式について（一lj『統計数理研究所講究録』5巻9号，昭24．12。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　開26ユ♂
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を試みた。著しい具体的な成果は，今の所これと言ってあがっていない。今臼の言語調査・書語

研究の水準では，こういう試みは，幾多の困難に打ちびしがれてしまう。しかしながら，国民大

衆のための国語政策に科学的な根拠を提供し得るためにも，こうした盤格の調査翫究を進めて行

くことが大切だと信ずる。

一一 Q62噌



5意味論上の試み

5。1　分類語彙表

　5・11まえがき
　次に掲げる語国表はこの婦入雑誌の語藁調査で使用度数が5およびそれ以上に上った語注1＞

（蜀有名詞および数詞を除く，四千三百語足らず）について，語の意味から分類して撲列したも

のである6

　ここでいう「意昧」は，実際の誌面から読みとられる，前後の関係をふくんだ具体的なその場

の「意昧」ではなく，語が本来示していると考えられる，辞書に解説されるような「意蜘であ

る。ただ，われわれが一つの語と認めて勘塾したものの中には，区別してよい幾つかの「意味」

にあたるものがあるが，そのくわしい分析を雨露までに完了していないので（cf．§5・2），ここで

は，そのうち比較的多数醐用いられていると認められる「意味」について考えることとした。す

なわち理想的には同じ見幽しが数箇所に現われてよいはずであるが，ここでは一箇所にしか現わ

れないことになる。

　一一つの語のr意昧」といっても，中心的な基盤的なものと，附加的な従属的補助的なものとが

区別されることがある。たとえば，概念の複合として見られる語にあっては，一方が他方の限定

をなすものが多く，その限定を従属朗なものと見ることが出来る。また，語感（その語が用いら

れる時に常に起される，待遇の感情，美醜の感情など）や，自動，他動，受動，能動等の別や，

構交論，品詞論上の機能などは，補助的な意昧と考えられる。もし，これらの補助的な「意味」

を，企く無視することができれば，すべての語藁を，一つの意味体系の中にそれぞれ配置するこ

とができるかもしれないが，ここでは，品詞縫上の機能までを完全に無視することは不可能であ

った。（もっとも，これをすべて無視することは，もともと無意味なことで，品詞論上の区別のう

ちのあるもの，また，たとえば佐久間鼎博士の説かれるような，注1）表現機能の四種類に対応す

る譜の分類などは，ここで試みるような「意昧」の組み分けには，むしろ最初にとりあげられて

よいものと考えるべきかも知れない。）　ここに用いた第一次の晶詞論的な組み分けは次のような

ものである。

　　1　名詞

　　H　動詞

　　醸　形容詞・副詞及び形容動詞語幹

　　蟹　その他（写生詞・連体詞・副詞2・接続詞・感動詞・雑）

　これは，必ずしも従来普通の文法学説によって，一貫した品詞分類を行ったものでもなく，か

といって，それに異を立てるつもりのものでもない。いまのところ，意味上の組み分けに楽なよ

うに試みたまでである。注3）

　上の各組の内部の細分は，いわば分類体辞書の体裁である。これは部分貞勺には，専門領域にお

ける専門家の分類（たとえば臼本動物図鑑　日本植：物図鑑，商品辞典などの）を参彰したが，全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一263一
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体的には，先例t「4）を求めたものでもなく，また多勢の論議をつくした結果でもない。しかし，

この企ては，なるべく便利で妥当な，分類体辞書または類義語辞典が作られる時の，また文体論

上の用語の偏りをはかる時の，物さしを作る第一着手なのである。注5）

　この試みでは，名詞の分類を中心として，できるだけ動詞・形容詞の分類をそれに近づけよう

としたのであるが，やはり過不足があって，三者を総合することが結局できなかったのは前述の

通りである。分類の各項には，とりたてて名前を与えず，グループごとに代表的な語を一字左に

出して，それに小見出しの役鼠をさせることにした。それは必ずしもそのグル・・プの語を総括す

る三昧をもつものではないし，中にはもっと細かく見出しを掲げた方がよさそうな場合もあるで

あろう。一つのグループの中には同心的な意味において，問義と認められるものも類縁関係をも

つと認められるものもふくまれている。なるべくは一つの小見出しに率いられる語が，多寡のな

いように心がけはしたが，分類作業の不手際は，一つには恐らくこの語彙（この調査における度

数5以．上の語の総体）が，限られた範囲に止まることを原因として，指摘されるであろう。そし

て，めいめいの読者のばくぜんと期待される，基本語体系からのずれも大きいことと思われる。

　注1　§3の語彙表に収めたのは度数9およびそれ以上の語で，それらはこの表では「。」印を附してあ

る。ここに度数5を限ったのは，分類を五チ語以内の程度で試みようとしたからであって，統計的な意昧で

はない。

　注零　佐久間鼎博士は，昭和21年10月の雷語学会講演会における，「言語機能についてのワダ・サクマ学

説」で，Karl　BithlerのAusdruck，　ApPel，　Darste11，mgの三大機能にLaut斑aIe磁eを加えられた。この

第四機能に対応するのは，擬声語・擬態語である。なお，以下の品詞論的な組み分けにおいては，佐久聞博

士のコソアド体系に属する語は，名詞，連体調，副詞等に分属させた。

　注3　この分類のうちi「その鯉の「写生詞」は，いわゆる擬声語・擬態語およびそれに準ずるものを指

し，都竹都年夫氏の命名による。「副詞2」は，いわ峰）る陳述の副詞にあたると思われるものである。

　なお，数詞と固有名詞とを最初に除外しているが，それは表を簡潔にするためで，この分類のうちにそれ

をふくめるとすれば，名詞の下位分類の聞でそれぞれ位置を与えることが出来るであろう。

　注4　先例としては，Roget：及びB認yのものが，著名でかつ有益である。

　Peter　Mark　Roget（1779－1869），その分類は，　C・O．S・Mawson　：Roget’s　Internatiomal　Thesaurus

of£agll畷Words　and　Phrasesまたは，　Roget’s　Pocket　Thesaurusに見られる。垣内松三『基本語藁

学忍昭秘3年刊，に小学圏語読本巻一ないし巻四の用譲をその公類体系にあてはめた例が出ている。（6類，

24贋，1GCO鷺）

　Charles　Bally（1865－Z947）のは，　Traitξde　sty1istique　frangaise，　VoL　II．　AppendiX，　Tab！eau

syn・ptique　de・termes　d’・identificati。n　et　de　leur　principaux・yn・nymes・（1G類，42頂，297籔）以上の

二種，ことにBal！yの著では特に明らかに，具体名詞（les　mots　purement　concrets）が除外されている。

　Carl　Darling　BuckのADictionary　of　Selected　Synonyms　in　the　Principa1　lndQ－European　Lan一

一・XUages，1929には，千語あまりについての蜘較的やさしそうな分類が施してある。　（珍類，152項）　その

捻か英仏莉図解辞典や児童語彙研究の諸著における分類は，実用的ではあるがくわしくない。

　日本語については，土農光知博士の基礎臼本三千芭語が分類体でも示されている。また動詞に蘭しては，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　264　一
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広鳥女子短期大学研究紀要（昭称25年）に，木原舐の，狂書本を資籍とする「鋤詞の意昧体系」がある。

　注6　昭和28年2月の日本言語学会例会で，林はこの拗さしを，白地図にたとえ，意昧論に冷する諸種の

用途のために，意昧の盤界を見わたす便りとして，よりよき輪郭が描き出されるようになることを希望し

た。この白地図は，ある言語体系に属する一々の語がそれぞれの位置に書き込まれるためのもので，それは

意味そのものを直接分類することによっても幽来るかも知れないが，比較的平均した，かたよらない語糞を

手がかりにして考え，その仕察を累積するということによっても得られると思う。われわれは後者によろう

とするものであるが，以下に掲げる語彙表は，白地図そのものではもちろんなく，完婚な霞地図の上に記入

されたものでもなく，ただこの語彙表の上に境界線を引くことによって一つの試作的な白他図が得られよう

かというべきものである。

　もしこのよ5な意昧の世舞の分野が，より適切な形で画定されるならば，各領域に番暑（たとえば十進番

号一RogetやBaliyでも索引のための番号がそれぞれのグ7u・e一プの見出しについている。）をつけ，意昧

の複合した語はその番琴を詑号で組合せることによって，ずべての語の意三目の所属を，数字や弓弩で示す

ことができるかも知れない。

5・12　労類語嚢表

　　総　H

　　　I．1　　抽象貞烈関係

　　　1．2　入聞および行為の場

　　　1．3　精神および行為

　　　1．4　生産物および用具

　　　1．5　自然現象および貞然物

　　　fl．　動　詞

　　　醗．　形容詞，形容動調，副詞

　　　IEI．　写生詞，連体詞，副詞2，接続詞，感動詞，雑

概数

620語

350

6eo

640

42e

エ000

460

190

　　　1．1

此れ。此れら。其れ。あれ。どれ。どちら。か（も）

存在　事。対象　何。何事。事件。出来事　何物

項　遡頂。前項。由」

事実。六二。真　実際。現実。」

塞物。正体　実魎　モデル。原型。」

カ。強力勢い。効目」

方法。法。術　標準　手駿　手続　仕方。仕様。や

　り方。慶し方　付け方。切り方　持ち方　選び方

　　見分け方　導き方　書方　生き方。作り方。使

　い方。保存法　処法。洗い方。裁ち方。縫：方。標

　付け方　編み方。染め方　料理法　お化粧法」

IH。元。仮。他6ほか（外）。溺。留守。空洞　襟

　附録」

痩（跡）　焼け跡。裁国。縫鼠。針鼠。折り目　出来

　上り。完成」

状態。現状　有様　回状。様子。下構。旧情　実態

　趣。　風。　禾口回　　洋風。　中隔筆風　　修業蒙凝り。見力zけ。

　気配。傾向。調子。奪合。加減　火加減　按排」

調和。釣合　榔含。坂り合せ。配色　アクセント

　安否　差益：え。最適　混乱　欠点。故障　むら

　強み。余裕。粘り固さ良不良美しさ。良
　さ。」

内容。組織膚効成分構造　浮洲　性質。素質

　体質　晶質。良質。質　上質　特徴（特長）。特

　色　性格。燭性」

種類。種　類。例。」

幽門。基礎。根本　下地　仲。条件。原因。理由。

　故。因。動機。目的。駈為。為。結果。効果。影響。」

絹違。違い。変り。」

現われ。変化。上達作用。働ぢき：。運動6動き。
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安静絶体安静抵航。リズム吸収雨もり：t

傭環　往来　外出　帰り。帰還　帰宅」

位置。環境。雰囲気。場。立場。境遇　場舎。地位

境地苦境」

時。機会　時聞。年月　聞。世。既の琶　生涯。一

　生。年。丙午、年（ねん）。半年。月　いっ。時

　代。賭期。期聞　時分　時刻。頃。折。際。途端。

　瞬聞。一瞬　咄墜　ひととき　あげく。」

都慶。度。毎穣。縷々。象いばん　朝夕　毎月　月

　々　：普段。貝頃　資常　初めて。絶え間　序」

朝。午前。燈。正午午後。昼間。夕。夕方。夕
　　　　　　　よる　　　よ
　（ゆ5べ）。娩。夜。夜。夜申」

摩i節。新年。塗込　卑春春。初夏。夏。夏休み申

　秋。冬。悪。正月。お正月　一月　二月　一・二

　月。四月。五月。七月。八月。九月。十月。」
さニち

厩（臼曜の意）臼曜　日曜臼　休日」

現在。現今。今頃今日（きょう）。今日（こんに

　ち）。今朝。今夜。今宥。今月。今年。近頃。鰻

　近。此の頃。昨今」

過表。昨日。昨夜　去年。昨年。先つき。先程。此

　の間。昔。」

将来。あした。あす。今後。」

順。順序。薪　前。次。後。始め（靭）。編み始め。

　最初。途申。最中食事中　在学申終り。末。

　：醗後。果　付止り。」

同時。轟蒔。以前。直前　以来。後。後（ご）。食後。

　　戦後。翌貰。翌年今度。葡後。前回」

ところ。ここ。そこ。どこ。場所。偶所局所許。

　手許　まくらもと　点。ピント。起点　スタρ｝

　庸。座車中上座視野買標方向。行方。」

手前。こちら。こっち。先。向こう。彼方。中。真

　申。中差　中心。中央。中央寄り。道央側　左

　宕。左。右。右手。右側　上下。上。上部。上

　側。下。下側。」

面。両面。正面　水面　表。表面。表側。表裏。中

　表。外表　裏。裏側。縁。側　爾側。反対側　向

　う側　後前　蔚後。前。前端。適期央。葡中心

　うしろ。うしろ中央。間。中間。際　端。両端。

　角（かど）。隅　境。」

内外。うち。内（ない）。内部　内側。箋内。場内

　外。外側。奥。底。慈。陰。両横　脇。両脇。

　隣。余所。」

附近　ほとり　傍ら。そば。近く。還く　遠方　周

　り。周囲。あたり。辺　方面。界鰻」

懐。小口　入口。つけ根」

型。ノ」・型。藝曇＝本芋芝型　形式　体裁。ス、タイノレ。ニユ

　一ルック」

形。野瀬。姿。颪影」

線Q筋。直線。　、嚢（線　 出来」二り線　 電線。二言葦囲線。

　W懸場線。脇線。折山線。切替線。見返し線Q

　野山線　切聰き線　君諏線j

麺（かく）。薦：角。三角。長方形　円。丸。段。丸

　み。カーブ。鐵　襲。ギャザt一’。タック。ダーツ。

　プリノレ。カールウェーブ玉縁。繊。枠。輪。

　わな。大輪

漢様。一一模様。柄。小柄　布冒。汚点。汚れ。輪

　驕。」

切輿　切込み。傷　縢　船側　穴。塊　管　殻」

数。差。増獄。増購。作り目。減目　分。平均。

　害ID割合。率能率ゲージ。いくつ。お幾つ

　回数　何園。幾度。何度。数回　無数　多i数　合

　計不足」

：巌。分一。長さ。深さ。高さ　厚さ。厚み。大き

　さ。大。中。小。寸法。必要寸法　出来上り寸法

　用尺。丈。：砦丈。背丈。禎丈。腰丈。脇町。スカ

　｛ト丈後弓丈上り袖丈。幅。身巾。肩幅並

　ゆ　上り巾　服幅　衿帳　直径。胸囲。外廻り。

　距離　間隔　置き。明き。体重：。温度。盟るさ

　金額入口　年齢。中年。年頃」

一同。全体。全目。全部。部分。大部分。半。半

　分。野駆半々　半ば一部。あまり’。余分。同

　寸。単。群　大勢。少盤　同量　両方。双方　一

　方。片方　程藻：。程。限り。隈度以上。以下。

　弱　以外。j

　　　I．2

人間。人。入物入々。入達。お方　方。方々。

　奴。糊入。」

私。あたし。わたし。私共。私逮。あたし達　僕。

　僕達i。ぼくら俺。わし。ウチ我。我々。」

あなた。あんた。あなた様　あなたたち。あなたが

　た　君。お箭。お宅。皆様。皆さん。」

彼。彼等。微　彼女。彼女達。誰。誰方。某。」

本人。自身。自己　自分。御自分。自分逡　お互。

　各自　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

家族。家中　妻子。親子。母子」

親。父母。爾親。父。父親。お父さま。お父さん。

　親父。パパ　母。母親。おふくろ　お母様。お母

　ちゃま　おかあさん。かあさん。ママ　生母。義

　母。養母　姑（しゅうと）。姑（しゅ5とめ）。お祖

　父さん。祖母。おばあさま。おばあちゃん。」

兄弟。姉殊。兄。お兄ちゃん　義兄　姉。お姉さん
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　姉さん。弟。妹。」

子。お子さん。子等吾子。愛艶。息子。伜。若

　様。坊や。娘。令嬢。お嬢さま。お嬢さん。長

　男。次男　長女。次女。隠し子　孫　嫁。」

夫婦。御夫婦　夫婦閥　夫。夫（つま）。亭主。御

　亭主　且那様　妻。入i藝　面掛　家内。女房。譲i

　慰。奥様。奥さん。御家はん。夫人。未亡人。や

　もめ」

親戚。叔父。伯（叔）母さん　叔父様　おじさん。

　伯母。伯（叔小）母様J

男女。男。男性。男子。女。女達　女性。婦人。御

　婦入　婦入用。女史。美女」

子供。子供さん達。乳児。浮浪児　少年。男の子。

　男児絹　少女。女の子女児用。娘さん。子娘

　娘さんたち。家出娘　青年。大入。老人。老婆

　お婆さん。美人。

主入。主婦。客。お客様。お客。他入。先方。梱

　手。先輩。賢上　仲間。隅僚。同志。友入。友達。

　お友達　知入。知り合い　御近所　恋入。愛人。

　籍婦婚約者ファy頼り。山方保証入」

国民　日本人。晶民　江戸っ子　職員　社員　会員

　出席者」

紳。神様仏。公爵夢腸者専門家素AV。博

　士。医学欝士　選手。水泳選手　助手。：先生。教

　授。教廓　家庭教師　師匠。生徒。生徒達　掌

　生。女学生。一年生　医師。医者。お医春　お医

　嚢様　お医嚢さん　専門医　署護婦。作家　詩入

　言賭。芸術家。鰍手役者女優。スes7　N．。花形

　画家　弁護士。教祖。真挽。家元。社長。重役

　砿業家。院長　主事　女将（おかみ）業者。問匿。

　メPtカー一L。サラリーマン　農家。巡査　兵隊。運

　転手。旧聞使婆や　ボーイ　掬摸。」

司会。座長　乗客　被害者　監督。患者。病人。信

　者。クリ訊チャン　作髭。持主。祷主　家主　貸

　主」

三際連合。ソ連軍　共産党　バレエ界　クラス　一

　座　婦入会」

家庭。一i豪。世帯　家（うち）。家（や）。実家。分家

　　故郷。部落。村。農…村町。都道府立国。内

　勉。全国。夕掴。各国世態世界的都会

　郊外。いなか。世の中。等差。社会。街頭。戦

　場」

教蜜　掌校。小学校。中学　女子師範　大学。事務

　所。役場　讐察。公庫　回書所。家庭裁判所　優

　生結婚根談所。授魔場。会社。工場。収容所。病

　醗。薬局　市場　店。お店。デ・〈・一一h。喫茶店

　美容院　写真部。麻雀屋　ホ隅ル　ダンスホール

　駅。旅館。ホテル宿寮。職場。」

会。バkティ　受付

　　　1．3

心；身。心。精神。潔。暑気　意識」

印象・感じ・感覚・興奮疲疲労痛み。苦痛。

　美凍しさ」

気。気分。気持。心持。気立　心構　機嫌　御機嫌

　心境　情。感情。感動　感激　感傷　落手　無我

　驚き套び。楽しみ。嬉しさ不快苦しみ。苦

　悩　悩み。哀れ。悲しみ。悲しさ　回しさ。恐怖

　恐れ　恐しさ　怒り　措属。憤り。心配。不安。

　満足　不満。誇り　好み。愛。愛情。恋。恋愛。

　嫉娠。遠慮　反感　恨み　憐れ　友情　好意　感

　謝。迷惑。ユーモア　謙譲　何気」

表構。顔つき　笑い。微笑。笑顔　眼差　瞑付　色

　気」

注意。用意。関心　視線　入目　準備。麦度。練

　習。稽古。勉強。」

御承知　記憶　早出。知識。常識。経験。体験。

　思。考。お考え　考え方　工夫。疑。疑問　不審

　判断　診断　悶違い。」

計算。愚計　選。磁壁。調査　参照。参考　解釈

　誤解　想像。真似。応用。理科。」

夢。空想あて。理工。計画デザイy。案意
　見。証拠。理窟。見方」

意志。念　態度。習慣。癖。常習　心掛。努力。蕃

　心。我慢　苦労。浮気　お心遺い」

自信。勇気。決心。覚悟　自覚反雀希望。i塁

　期待。蝉騒。趣昧　願　お願　祈り　心得　絶

　望」

真心。誠。あやまち。罪。義理。名懲：礼儀　エチ

　ケット　頂き方　失礼。責任。義務　権利　同権

　捷儒用」

信仰。迷信　宗教　使命　伝統　権威　民主主義」

規定　規則　法律。愚息　戸籍　講郡条約」

三昧。観念　訳。嘘。あらすじ。要領。急所。こ

　つ。秘訣。問題。話題。ゴ

雪葉。日本語。英語　名。名前。匿名　句。文句。

　下句　字。：文字。図。上図　始末図　綜合魍　裁

　ち：方図　裁合せ図。縫方図　標し。矢印。合標

　口明標出来上り標標（へら）名刺。震板」

発表。芸現。記入　お独り書　厭い：方　沈黙　記録

　話。お話。会話　話合い。お話合い。問い。質

　問。答。答案　返事。評。講評　お盤辞　説明。
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　図解。知らせ。報告　便り　手紙。お手紙　電i報

　冗談。前述前記放送　電話。」

作贔。作。：文学　小説。歌。歌詞。詩。i詩集　短

　漱。俳句。本文。控え。書類」

芸術。音楽。曲。画。絵。背景　口絵。折込み口絵

　挿絵　連載漫画　写真。映画。芝居。歌蘭　悲

　劇。少女歌劇」

技術。仕上げ。芸。演技。」

人格人柄実力。学力魅力。身分。二丁。籍

　出身　生れ　役。役国　係り。」

行行為振舞」
入生　運。運命。しあわせ。さいわい。幸福。幸運

　不幸。」

生濃。家庭生活　結婚生活。央婦生活。兆し。食

　事。三食：入浴。結髪　洗顔。洗髪。化避　お化

　避。パック。爽既　マジサージ　マニキコ．ア。抜

　き衣紋」

式結婚式入学。在学卒業。旅行。漸婚旅行

　祝い。結婚。：再婚　離婚。勤め。ひま。お休み

　夏休み　就職　家出　遊び。悪戯　舞踊。ダソ

　ス。踊。野球茶道　お弓勢道　盛花。生花

　長唄」

交際。挨拶。魑嘩。紹介。申訳　相談。身の上相談

　縁談。講和会議　御馳走。1面会。取り次　約束。

　訪問　お邪魔　再会　みあい　援助　救い　世

　語。お世話。厄介面倒　弁護看護　お陰。

　お陰様御恩　愚鈍　お率L。男女関係　独身

　内縁ロマンス良縁。評判。入学。瑠。」

外交　戦争。朝鮮動乱　騒ぎ　戦火　空襲。終戦。

　講和。疎騨　引き揚げ。平和。流行。世相」

教育。携導。講習　三二　躾。誘惑。命令　許可

　要求　請求　申込み　御免　ノーベル賞」

労働。仕事。アルバイト　専門。職業。職。内職。

　職場　家業　翻業　出張凶職　下請け　求入」

経済　分与。財産契約　頂戴。　お返し　需要　配

　給。商売。行商　仕入れ　鋒。買物。」

財産。金。お金。親金。資金。賞金。大金。税金

　値段。物価　家賃。工賃。月給。慰籍絢。チツ

　プ。無糾　費用。交通費　結婚費思」

予算家計。収入。日収　月収　入り。　収穫　支

嶺　繰越し。節約。やりくり　切下げ　損。　利

　益　蜜経済力　手持ち　貧乏　贅沢　景気　金

　謡り　保険

野業　社会事業　作業　仕事　経営　成功　用」

利用　処置　始末。手入。造作　手当てvお手当。4

簸凄。料理。お料理。献立。一晶澗懇　薄切り。微

　塵切　繊切り。輪切。三枚　空揚げ。掻き揚　す

　き焼鳥焼蒸し焼き　甘から煮紗め煮富合
　せ　甘心濃　裏漉」

洋裁。地縫い。悶止　蹴出　割縫。伏止め。揺ぐけ

　ハ刺。i酬えミシン。飾りミシン。端ミシン。落し

　ミシン　穴かがり刺繍。　le　r＝　yウe一　・一ク　編み

　物。喪編。長々編　短か編。表編。裏編。円編。
　こま
　細編。杉編。袋編。模様編。鎖編　ドライブ編

　ガPタ編。ガーター。ゴム編。引抜き編　引返

　し編　メリヤス編。うらメリヤス。レース編み

　一翼ゴム。一篇ゴム編。二目ゴム編。はずし冒

　ステッチ　掛鼠　被せ目　千鳥がけ。糸縫い　メ

　リヤス繋ぎ。」

アップリグ絞り　板締め絞り　洗濯お洗灘濯

　ぎ。袋貼り　漆喰塗。浮彫　製図。撮影。録音。

　根〆ゴ

治療。手術。注財。予防。消毒　屋烏　医学　運

　搬。施設　設備　建築　飼育　霜除け」

お辞儀　キッス拍手

　　　1．4

物。贔。難物。贈り物　土産。荷物。紙幣　甥符。

　本。巻ジャ｛ナル雑誌。本誌。前号。次号

　婦入雑誌　薪聞。レ誠一ド。」

道具。用具。材料。花材。肥料　薪　ゴム　糊。」

飯。紙。新聞紙。型紙。短冊」

繊叢建。糸。生糸　　毛糸　　白糸　　｛反糸。地糸　　’i＞糸

　針金。釘　鎖。網」

綿。脱脂綿。フイルム　テープ　バイヤステープ。

　ゴムテープ」

霧（きれ）。布（ぬの）。共布　用布。白布。i墨布

　表布。裏：帯。中央庵　　降霜。心・布。見返し布。葡

　布　禰布。衿足布。抽目霧　脇窃　裾廻し　肩妾

　ポグヅ1・布　袋布。比翼霜　配色布飾布」

編物。しぼ物　色物　ビニロン。生地。布地　薄

　地。バイヤス。露地。洋服地　芯馳　；目地　袷

　木綿。キャラコ晒白木綿緋絹。絹物入
　網　メリヤス。ビ胃齢ド　毛織物　タオル。レー

　ス。ガ’一ゼ。」

服装。洋装。衣類。婦人服　引入子供服　外出着。

　評論。服。洋賑。お洋胆　着物。羽織。長着。浴

　衣ねんねこ　帯。腹合せ帯背広上衣。チョ

　ッキ　ズボン。ワイシャツ　ワンピース。ツーピ

　ース。スーツ。ドレス。コ・・i・。オーバー。外套

　ボックス駆Pト。：7ラウス。一tr　・一　Pt　一・。カ・・デa

　ガン　半袖ボレロ　ジレ榊。ジャケット。スカμ
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　卜。下着　シャツ　パンツ。瓢一セット

　つ。靴下　ストッキング　足袋」

袖。表抽。二三。身頃。前身頃。上前身頃　左前勢

　頃　後身頃。後前身頃　前後身頃　表身頃。製身

　頃。上蕾。下前。裾。福。衿。表衿　裏衿。摘み

　衿半衿妊。サイドピース　胸先　ヨーク。麟

　ヨーク。後ヨー・ク。カラー。ショーノレカラー　表

　カラー。褒カラー。　カフス。　表カフス。贋カフ

　ス。前ズボン。後ズボy。前立。上1前立。下前立。

　前後パンツ前パyツ。後パンツ。ラペノレ縫代。

　背縫代　ギャザー労　ダーツ分　縫込み　ポグッ

　y。増芯　四七糸芯腰嚢　パヅF■

衿附’け。カラー附け闇衿薦。衿回朗衿劇り。うし

　ろ糖閉り。酋廻り　衿廻り　袷調廻り　衿劇測

　衿先蔀。衿元　カラー側　萬脇　後脇　身頃側

　ウエスト。脇明き。櫨下。後明き　肺門。肩下り。

　打合い　折返り　打舎せ。見返し。持ち引し。
　　　　　　　　　　　　メぼ
　出。疑奥二上　裾欝。出施　ポケット撹。被劃

　り。袖翻り廻り　袖附け。抽口。袖下。軸山。股

　下。股上粗き止まり。附け附止り　付側。き

　せ　返し時折先。折丁。ボタン附　三二。脇

　縫。背縫い。獺替」

昂紐。紐。釦穴。ボタンかけループヵギホック。

　スナヅプ。釦。チャヅク　ファスナー」

アクセサヲ㌦服飾服飾最リボン。フード。糧

　子。ベル｝。バンド。手袋。靴。笑絹靴お酒落

　鞘籔i革草履下駄」

ハンケチ　手拭。タオル　蒸タオル　鞄　被せ

　嚢。リユツク。バッグ　ハンドバッグ。財布　掲

　輪　税。布団　座蒲団。」

食最　食糧　食物。食べ物。栄養。栄養素　お昼

　夕食　夕飯　主食。お慾葉　お葉。」　　　〔

米。お米。外米　御飯。鮨飯　綜込物飯　寿驚　海

　苔巻三菱粉。パン。蒸しパy。サンドイッチ

　食羅飾。干うどん」

昧囎昧噌二胡麻昧瞼醤油。佃煮。ソース　白

　ソース　生姜臆油。嘗酢　揚油　ラード　サラダ

　油　オリーブ油」

サラダ。油揚。天獄羅。ころも。フライ　カツレ

　ツ。薩摩揚　漬し。灘の物　煮附。旨煮　煮汁

　出汁。たれスープ。溝上。具。薬昧。青昧大

　根下し。」

青菜　青豆　刻み葱　切干大根　紅生姜　豆腐。焼

　豆腐　おから　鋪姦。干海苔。揉み海苔」

塩鮭　干鱈。身欠鎌　白子干。桜えび　鰹節。花鰹

　切り身。刺身　焼魚　腸（わた）　弗　牛肉　豚

　E5・1

おむ 　肉。豚肉（とんにく）　鯨肉。鶏肉　娩肉。紬切肉

　ハム　二身。」

牛乳生クリームチーズ．バタ．片栗粉。ゼラチ

　y　コンスタt・一チ　砂糖。黒砂糖。蜂蜜。塩。蘭

　撫。芥子　昧の素。酔。」

ジャムeq”iお菓子。グーキドウナツツニrイ

　スクリーム餓漉鱈飴茶。お茶。紅茶＝
　一ヒー　煙草。酒。罐詰」

薬・お三等贔丁丁アルコーノ・砒素剤サル

　フア剤。ペニシリン。ストレプトマイシン　ビリ

　ルビン　鰐慰　防虫剤　千振」

香料。エッセンス膨し糧べ・一・e“yグパウダ，．

　石鹸。石けん液　洗い糧　晒糧洗髪料　染料。

　直接染料」

化粧癩。化粧水。白甥。糧白粉。パソスティツ47

　クiJ　’一ム。コールドクy・・一ム。口紅。頼紅。番

　フk。紅呼子ポヲッシュ」

家。住居。お住い　巣　住宅。自宅　邸（鷺敷）邸

　宅　建物。平屋　パラヅク。防火建築。木造。

塀　門。玄閾。　お玄関　土聞　部屋。　箋　三野

　座敷。茶の間　幌場　床。輝入れ。居聞。食堂。

　勝手。台所。お台断　お風昆。便所。車庫　物駿

　廊下。宿醗　門門。舞台。座席」

屋帳。野　柱。天井　床（ゆか）。畳。窓。窓際

　戸。ガラス戸　扉i。ドア　障子。観　格子　壁。

　幕。三界。」

台。：y“　・一ブル。机。食車。椅子。ベンチ　寝床。躍

　笥。窓駅子」

器。容賑　箱　蓋。陶磁器　せともの　瀦陶器。京

　焼　唐津焼　洗面器　花器　水盤」

食器髄。お皿　お小皿罐罎。小瓶磁鉢
　小鉢　摺鉢　椀。茶碗。カップ。コップ。杯。

　旅。龍　串金串。箸。スプーン。二二。小品

　野選。フs一ク　四一J㌔卸し金薙。釜。大釜

　鍋。フライパy。

針。綴針。待針　鈎針　一三針。二号針。二号二本

　針花留鍬。伸子棒杖三竿」
籔。ペン潤筆はけブラシ。パフコソ・・“・v7・　｝

　布「恥濡布巾　鏡。」

楽器　鑛。太鼓　ピアノ。三昧諒　人形。三物

　玉。ボール　矢　原子爆弾　飾り」

灯（あかり）灯（ひ）。燈鷺燈。ラソプヘッドラ

　イト　アイPtソ。　天火！i

機械。蓮由　時計　腕時計　 カタラ　ラジオ。　ミシ

　ン。手証機　メリヤス甲飯」

乗物　車。汽車。列車　電車　自鋤軍。バス。’｝Lラ
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　ツク。嵐転車。飛行機船。器ボウト。エレベ

　ーター」

道・鋪道橋。紹。畠。庭。花壇。港。醐

　　　1．5

刺戦。光。置光　闇。艶。光沢　色彩　色調　色。

　黒・白。三白紺。青。淡青ブルー。水色。

　緑。緑色。紫。グリーン’黄。黄色赤。真赤。

　ドンク。ローズ色　茶　海老茶。グレー　パステ

　ル調」

音。足音。蚕。匂い（臭）。香り。臭み　昧。淡昧風

　味。」

空気。液体。韓葦　汁。霊弩…り汁　 汁気　 フ董く。冷＝がく。塩

　水　泡　水気。かく分。湿気　湿り　湯気。湯。お

　　　　　ぬるミゆ
　湯。熱湯。微温湯。」

粉。埃。ごみ　微塵　金。鉄　含水炭素。醇酸。酸

　牲。灰。灰汁。土。粘土　石。砂。石炭」

あぶら。脂肪　蛋撫質。ビタミンBlビタミンC」

火。強火。中火。弱火　炭：火。漂白作用」

風。あらし。暴風平野。霧。雨。梅雨　雪。欝

　煙。」

自然。天。察。夜空艮。夕日　月。墨　土地。

　地。大地　野　出。出々。泉　川。流　海。波。

　潮　島。岸　海母　浜　各地」

風景　景色　光景　松林　空地　敷勉」

生命。いのち。発育。死。新陳代謝呼吸。息。溜

　息　咳。声。男声　笑声。呼び声　癖び　消化。

　健康。月経。妊娠。妊娠中。生み。分娩　お塵。

　出産安産。流産。」

病気。病。：重症。発作　熱。高熱　出田　動悸　風

　邪。　頭痛　　肋膜炎。　肺炎。　消イヒフ1く良症。　一1ぐ騨奪。　赤

　痢。栄養三揃症。小児麻痺　悪痕。発疹。麻疹

　　　淋疾癌　結核。」

体。身。母体。肉体。全身　体内　細胞。頭。頭部

　顔。お顔　顔色。美貌。冒。お揖。瞳。瞼　耳

　耳朶轟。口。唇。上唇。下唇。二二。はえぎ

　わ　類。あご。菖。喉。」

慶。肩先胴。胸。乳首腹。お腹。腰。お尻菅。背

　中　手足。手。両手。片手左乎。腕。肘。掌。

　足。両足　襟足。膝。琿招。指先。爪先　捲指。

　小指」

畳　軟骨　涙管　中耳　気管　肺。心臓　腎腸

　胃。腸。肝臓　子富。子宮内　卵巣。胎盤　神

　癒～。」　　　　　薄

撲鳳肌。お肌縫肱胱霞　薦れ性そIXかす
　粘膜　皮。毛孔」

臨臨毛払風先覆
、一

ﾚ
一髪髪
　
　
　
　
コ

　
　
聡
面
昧
ラ
小
ひ
鯨

　
」
　
　
　
白
り

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む

軸
上
　
　
黄

。
脂
血
二
卵
性
馬
鱗
隔
離
菜
花

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
二
二
尿
卵

を汗
猛

春
山

論
調

母
モ．

ψ

乳
か

お　
物

イ
出

パ
吹

ッ
。

オ
麹

季
。

膿
渓

0
　
　
0

0
　
　
0

血

羊
の
い
。
。
。
餌
壷
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廷
争
樵
徽

野
際
藩
灘
戦
闘
聡
慧
臨
」

　
　
　
　
螺
軋
塑
姦
瓢
誼
熔
議
蝦
謹
言
騰
㏄
徽

ゴ
鳥
総
三
栄
薬
。
。
爪
き
菜
。
。
Q
菌

　
　
　
　
　
。
。
策
三
宮
萄
精
ず
桜
白
血
芋
苔
核

　
　
　
　
　
　
　
。
。
　
　
あ
。
　
生
里
海
結

中
。
。
。
。
野
。
枝
蓼
籔
桃
。
檎
菜
。
　
。
c

　
　
　
　
　
　
花
役
午
干
竹
子
林
京
草
草
茸
菌

　
豚
魚
鯖
か

離
　
　
　
　
草

　　　R

；會る。襟在する　いる（居）。おる（居）。いらっしtO

　る。御座る。成：立つ　供（綾）む。保つ。違う。

　似る。兼ねる　一致する」

勝る　秀（優，勝）れる。劣る　役：立つ」

残す。縫い残す　残る。成り切る。成れる。出来

　る。起こす。起る。作り出す　生み繊す　湧く。

　なくな：る。失う。亡くす　消える。消す。絶える

　尽きる　尽す。除く。拭き販る。取り表る　洗い

　落す　捨てる。放る　省く　麗われる。現（表）

　わす。隠す。隠れる。綴廻る1

整5　i整える。鮪え．る。揃える。切り揃える　揃

　う。乱す　要する。いる（要）。満ちる。満たす

　足りる。調和する　過ぎる。趨える。余る。あふ

　れる（濫）。叶う。いける（不可）。構う。補う。ゆ

　きとどく」

変える。変る。梱変る　取替える。漕替える　直

　す。引直す。描直す　改まる　改める。回復す

　る。経つ。過す。始まる。始める。歩き出す　編

　繊す　已む。やめる。止まる。とめる。縫止め

　る。伏止める。済む。仕舞5。終る。終える　編

　みJzげる。縫い上げる　果たす。出来上がる。仕
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　上がる。，彼上げる。作り上げる　続く。繰返す。

　続ける。永続きする　休む。休める。愈ぐ。遅れ

　る。荒れる　静まる」

揺れる。振る。震え．る。　動く。　1走る。　飛ぶ。　≡飛ば

　す。流す。流れる。弾む。」

移る。移す　瀬す。遡る。渡る。渡す。恥く。陶け

　る。向かう。追う。追掛ける　おっかける　進

　む。進める。掌る引く。来る虫る。行く。行

　ける。疹る。・遣る。返す。帰る。帰れる　戻る。

　戻す。帰宅する　往復する　通う。交す。廻る。

　廻す。めぐる　経る　越す。追越す　繊掛ける。

　嵐発する　藩く。至る。及ぶ　届く。とどける。

　駈けつける」

登（上，昇）る。上げる。上がる。揚る　引き上げ

　る。こみ上げる　くだる　下げる。下がる。くだ

　す沈む。降る。振鎖ける。落ちる。落す。陥る

　下りる。下す。i垂れる　滴らす　こぼれる　こぼ

　す　通じる。浮かべる。浮かぶ。浮く。」

出入する　出る。轟でる。飛び出す。出す。圧し出

　す販り出す。引き掲す。持ち出す。連れ出す

　演れる。漏らすはいる。入る。入れる。加え

　る。編み入れる。打込む　乗り込む。飛び込む。

　濃み込む　すりこむ。鋏む。繊まる　嵌める。差

　し込む　詰める。詰まる。込める。つっこむ　籠

　る。抜く。抜ける。引き抜く。外す。」

麗く。配厩する　継める。立つ。立てる。衝立つ

　：立ち上る。坐る。i据える。植える　傾く　傾け

　る。倒す。転がす　投げる　撒く。注ぐ。掬う。

　埋める　潜める　潜る。漫ける。漬け込む　浸る

　優す。掛ける。吊れる。連れる。品る　昂ず　乗

　る。粟せる。’下車する　敷く。交え，る。」

触れる。さわる。打つ。蔽く。はたく　当る。当て

　る。ぶつかる　i｝串す。押える。圧迫する　突く。

　突倉せる　蹴る　こする。摺る。摩擦する　撫で

　る　掻く。締める。引っぱる」

伴う。坂り含せろ。向い合う　並べる。競ぶ。配す

　る重なる。：重ねる積む。盛る。沿う添える。」

緊張する　引きしめる　ゆるめる　強む」

顧る。曲げる　折髄げる　巻く。折る。折返す。畳

　む。折れる　折り上げる　片返しする。伏せる

　：丸める　尖る“崩れる。破る。破れる　破門す

　る。嬢す　傷つける　潰す　痛（傷）む　痛める」

關く。開ける　切り開く。響くρ明け胃る。踊じる。

　緊める　塞ぐ　すく（空）」

凝る　密る。審せる。添える。近付く。夢｝きつける

　近窃る　擾近する　迫る。付ける。縫附ける。綴

　し付ける。編みつける　止付ける。煮付ける。離

　れる。放つ。放（離）す。集める。集まる。纏め

　る。振る。合わせる。三値わせる。はぎ舎わせ

　る。綴じ金わせる。組合せる　はぐ（蟹）　張る。

　貼る　結ぶ。結び着く　繋ぐ。編みつなぐ　絃

　う。組立てる　絡む・縫る　中綴じする　回る
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほを　縫割る　分（別）ける。盛れる。解く。解す。徹る

　隔「〔る」

囲む。被る。被せる。着る。着せる着こなす召

　す　脱ぐ。窪く　葱む。くるむ　覆（被）う。　浴

　びる。まぶす　帯びる　劒く。」

含む。含める　収まる　収容する　湛える」

舶滅する増える。増す。増冒する。作り心する

　限る。減る　減目する　広げる。拡がる。驚わ

　る。縮める。縮む。足す　延長する。伸びる。伸，

　ばす。縫縮める。溜る　貯める　蓄え．る　弱る

　衰える」

感じる。意識する　驚く。吃驚する。覚める。ねむ

　る。寝かせる。寝る。やすむ　飽きる　渡れる。

　痛む　狂う　販り乱す　酔う　麻輝する。ゴ

笑う。微災む　苦笑する　泣く。泣ける　泣き出

　す。嵐しゃぐ　困る。あわてる。あせる。落着

　く。興奮する　慣れる。感動する　毒ぶ。怒る。

　楽しむ。苦しむ。苦しめる　苦労する　悩む。悲

　しむ　恐れる　恐れ入る‘ガッカりする　満足す

　る　好む。愛す。愛し合う。可愛いがる。馴染む

　慕う　甘える惚れる憎む　感心する　感謝す

　る　尊敬する　頼る。」

女（附く。注意する。御注意下さる　昧わ5。昧わえ。

　る　練習する。用意する。構える。」

思う。思える。考え∫る。考慮する　工炎する　存ず

　る。ご存じ。見受ける　肯定する　疑う　迷う、，

　判断する　誤る。闘違う　まちがえる　見違える

　悟る。あきらめる。思い切る。粛正する　愚いが

　ける　憶える。思い出す。思い付く　忘れる。」

見聞きする　見る。御覧。御覧なさる。ごらん下さ

　る拝見する見上げる見定める見えるσ見
　せる。示す。見諮める。見守る。見分ける　見兼

　ねる。還廻す。眺める。見惚れる覗く。見張る

　観察する　狙う。睨む。読む。聞く。聞ける　閣

　こえ．る。　うかがう（飼）。　お伺いする　　お3轟ねす

　る」

冒措す探す。求める。尋ねる。見出す。見つか

　る。見つける。認める。発見する。見当る」

鄭る。知れる。解る。理解する。会得する　学ぶ。

　勉強する。学習する　習う　数える。計る。計弊
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　する比べる。調べる。研究する。盤理する解

　決する　参照する。御参照下さる　選ぶ。」

発表する。述べる。掲げる　表現する。歌う。叫

　ぶ。琶う。言える。仰言る。鳴す。申し上げる。

　話す。お話する。語る。喋雪る。眩く。黙る。呼

　ぶ。称する　名乗る　話し掛ける。説く。説明す

　る。伝える。告げる。吹き込む　知らす　知らせ

　る　答える。轡く。書ける　記す。描く。掲載す

　る」

償じる。断じる　定める。決める。決定する　決

　る。反雀する。省みる。決心する　覚悟する　努

　属する。頑張る。励む励ます控える。お控え

　なさる。見合わす。我慢する。忍ぶ。堪える。こ

　らえる。たまる（堪）。　安心する。心配する。案

　ずる。嘆く　確かりする。投げ出す」

誇る。秘める。包む。祈る。お願いする。願5。希

　帰する　予期する　期待する　祝福する　鯨露す

　る　洒落る」

する。なす。なさる。いたす。行う。血行する。試

　みる　振舞う　犯す。」

得る。坂る。取れる。持てる。占める。」

相談する。打明ける。訴え．る。頼む。申込み　；募る

　応ずる。応召する。’引き受ける。承諾する　断

　る。拒む。取り合う　販り上げる。j

付き合う。あう。お会いする　招く。待つ。お待ち

　下さる　訪聞する。訪れる。見舞う　迎える。見

　送る。案内する。紹介する。御紹介する」

生活する　暮す。営む　入学する　卒業する。働

　く。鋤かす　勤める。結婚する。結婚なさる　嫁

　ぐ　再婚する　離婚する　復員する。引き揚げ

　る。入饒する。旅行する　散歩する」

作る。作れる　心え．る。設ける。」

使う。使える。用いる。使用する。内用する　あし

　らう。扱う。応用する。利用する。御利用下さる

　重宝する」

養う　飼う　教える。お教えくださる。　指導する

　導く　溢す　命ずる　要求する　請求する。促

　す。誘う。勧める。お奨めする　責める　解放す

　る。許す。許せる　御免なさる　御免下さる　あ

　やまる。旧びる　賞める（褒・滋）。　叱る。懸め

　る。労わる　失礼する」

委せる。お委せする従う。叛く」

受ける。受け取る。貰う。貰える。いただく。頂け

　る。引き取る。≡奪う。与え．る。呉れる。下さる。

　譲る。差し上げる。捧げる。憲む。贈る　供す

　る。寄附する　託す　顎ける　揮附ける　差出

　す。払5。売る。売れる。売込む　卜う。買える

　貸す。借りる。醗る」

手乞う。協力する。助ける。助かる。救う。」

成功する　欝む　貧乏する　稼ぐ　儲かる　節約す

　る　経営する。仕入れる　切り下げる」

争う　戦う。勝つ。負ける。防ぐ。守る。避ける。

　逃げる。逃れる　逃げ出す。襲う」

始末する　切る。｛勇れる。切り取る。切込む。裁

　つ。裁ち落とす。裁切る　切り込みする　切り落

　す削る。剃る刻む。刺す。」

かきまわす。煉る　握ねる。揉む。絞る。拭く。拭

　う　磨く　塗る。洗5。濯ぐ　氷洗いする。漉す

　仕立てる。編む。縫う。地縫する。くける。かが

　る。まつる。いせ込む」

摺りおろす　繕う　灰汁抜きする　写す。襲囲す

　る。」

築く　建つ。炊く。飾る。消選する　潰療する　注

　射する　マッサージする　洗顔する　ひく（弾）

　酒ける　逮ぶ。送る。麹る」

遊ぶ。騒ぐ。頷く。仰ぐ。振返る。起きる。踏む。

　泳ぐ歩く。踊る跳ねる飛び付く　腰掛ける

　i樽つポ握る。掴む。ts　5。つまむ。摘む　いじる

　捉える．捉まる。いだく。抱く。かかえる。負

　う」

食う。食べる。召上る　舐める。吸う。蟹る　衡え

　る魎む吐く。飲む。吹く。捻るつむ・る」

鳴る。響く。光る。照す。纒く。映る。目立つ。は

　つき一ipする。染める。染め上げる　染る　汚れ

　る。青ざめる　ぼかす　匂5。」

曝す。固まる。薄める　澄む　清める　濁る　吸収

　する。浸みる。干す。乾燥する。乾く。乾かす

　湿める　濡れる。濡す　泡立てる　混（交・雑）

　じる。混（交・雑）ぜる。混合せるb掻き混ぜる。

　混ぜ込む　水溶きする　莉える。」

晒れる。嚢る　熱する。温（暖）める。焼く。焼け

　る。焼き上げる　燃える。燃やす　ともる　紗る

　窮める。溶（解・融）ける。溶かす。煮る。煮込

　む。煮立つ。煮立てる。煮附ける。煮詰める。煮

　溶かす。煎じる　茄でる。蒸す。沸騰する　冷え

　る　冷やす。冷ます。冴える　刺戟する。’」『

生きる。生かす。生む。生れる。安塵する　死ぬ。

　戦死する　殺す　蘇る　育つ。育てる。老いる

　太る。与せる。孕む　腫れる　瞬く　病む　羅

　る。治る。藻う　ぐったりする　朕く。」

糊する。麗する。拘わる。」
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　　　團

無い。無え故。勢い同じ。同様。同じく。ひと

　しい　一定　純粋。真。本当。正しい。正当　正

　式　当然。当り前」

良い。宜しい軌編応しい。適当。適宜。悪いΩ不可

　ん　確か。正確。万還ない。普通。平凡　一応。

　ひと通り　一般。一般的　一人前。　並大抵

　変。妙。異常。大変。珍らしい。意外。特蘇。縛

　別。珊々。様々。いろいろ　いろんな。

主（おも）。主（しゅ）。具体的　代表的　根本的　特

　有　著しい　盛。幌別。殊更　特に。ことに。無

　階。簡単。単純　複雑　詳しい。」

易しい　成易い。成勝。出来易い　客易。手軽。，難

　かしい。治りにくい　困難。不可能。あぶない。

　危険。妥全。無異。無難　大丈夫。無理。秘密。

　禁物。必要。直接。」
セか

直　霞ら。各。夫々。銘々。各々　一斉交互。

　互。逆。反対。錦て。縦。’横。斜め。上忠平行

　向き合ぜ両。共。一緒。綴ト緒。対」

究全。充分。満　不充分　全く。皆。皆んな。一

　切。尽く　凡て。あらゆる。すっかり。殆ど。大

　体。約。大抵。」

多い。余欝。沢由。豊か。難雷。莫大数数。大い

　に。うんと（沢山の意）少ない。乏しい　僅。た

　つた。ホンの。少し。少々。ちょっと。稿。些か

　幾分多少。」

比較的。一撃。ひとしお　より　ずっと。もっと。

　尤も。再々。碕更’余程。可成。随分。大分。糧

　適。大した。非密。極めて。はなはだ至極極

　（ごく）。実に。まばら」

強い。弱い。激しい。酷い。強烈」

常。しょっちゅう　絶えず。頻りに。屡　徳：ぐ。早

　速。取敢えず　忽ち。早々　いきなり。突然。不

　意　段々と。次第。やがて。いずれ。暫く。薮分

　先ず。」

し・よいよ。遂に。とうとうρ悉自局。丁度。｛轟々　果

　して。漸く。やっと。つい。今さら。：又。更に。

　再び。薪に久し振り」

次々。度々。時々。偶に。まだ。まだまだ。もう。

最早ハヤ既に．かつて。予て．揃もって従

　来　もともと。元来（がんらい）もとより。先々

　永久」

長い。短かい。遠い。遙か。近い。高い。低い。厚

　い。深い。浅い」

広い。狭い。太い。細い。極細。大きい。大き財

　ノ」・さい。ささやか　あらい。細かい。躍：い。軽

　い。」

早い。手早い。遅い。斬しい。古い。若い。幼い。」

丸い。平。真直。急。緩やか　堅い。固目　軟らか

　い。弛い　弛目　なめらか　するどい　鈍い　丈

　夫。9

明るい。暗い。薄旧いQ濃い。濃い目。淡い薄

　い。明らか。あざやか。不明。灰。白い。黒い。

　赤い。青い。美しい。縞麗。」

静か。甘い。辛い。美昧しい。　うまい。香ばしい。

　臭い　暑い。暖かい。冷たい。寒い。痛い。清潔

　清らカ■　不潔。　汚㌧、　新鮮。　蒲ノrしし、。応力、

　長閑軽侠　スポーティ」

楽。気楽　のんき　切ない　快い　面面。楽しい。

　嬉しい。面白い。おかしい。藩しい。悲しい。淵匿

　しい。嘉しい憂鯵。恐ろしい。怖い。凄い」

恋しい。好き。大好き。お馴染懐かしい。親しい

　嫌い。いや。厭らしい　可憐。気の毒。お気の雛

　かわいそう。恥かしい。ありがた：い。欲しい。塁

　ましい　残念。不思議。三三」

偉い。馬鹿。上手。巧み　下手。可愛いい。可愛ら

　しい　素直。純血　正直。率直　真面劉。優し

　い。大人しい。温厚　朗らか　明朗　勝気　気軽

　神経質　孤独　円満。厳格　厳しい。やかましい

　真剣。回申。熱心。必死　一生懸命。得意　いい

　漏壷　親切。丁寧。しつこい　5るさい　こまや

　か」

あくまで。只管。専ら　能く能く。態と。態々　折

　角。知らず知らず　くれぐれも　思いきり　一一

　気。散々」

精神的。回心的封建的モダン深刻。聴込健
　全　旧い。潔白　清純　濃刺　若々しい。」

優秀。秀逸。最：上　素子しい。駄目。有名◎結構。

　上品　立派。豪華派手。俗地昧輩か。見事。

　みっともない　スマーモ・。｛ンック　大げさ」

自由。不自由。便利。貴い　有効。効果的。経済

　的。有利安い。無駄。：重宝大切。大事。肝

　腎。肝要　重要一1、

お目繊度い。いそがしい。せわしい　おいそがしい

　貧しL、。　三州・」’

生（なま）性的元気。お元気年輩」

　　　rv

そっくり　ぴったり。きちんと。ちゃんと。ざウ

　と。たっぷ：り。点・々　善柔つきり。　＜つきり　ボーa

　ッと　ぼんやり。赤々　からりと　からっと　と
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　っぶり　とうりと　どろりと　とろっと　どろっ

　と　どろどろ　さっくり　あっさり　すっきり

　さρぱ％」

ふと。7c．oと。じっと、。ぐんぐん　ぐっと。きゅっ

　と．がらり　そろそろ　ゆっくり　ゆったり　悠

　々　はるばる　ぐるつと　ぐるりと。颯と。ばち

　ぼち　ぱらぱら。ひたひた」

確かり。うっかり　呆然生き生き。しみじみ。に

　こにこ　にっこり　むっと　堂々　ほっと。はっ

　と。」

此の。其の。彼の。あの。どの。」

；断う。そう。どう。いかに。いかが。」

こんな。そんな。あんな。どんな。」

或。いわゆる。わカ㌔」

鰍．実に．無論吻論．雌閉るべく．瀬．やは

％兎角．兎に角．兎も焦壷めて．燭詳．どう

ぞ。一体。寧ろ。恐らく。多分　必ず。きっと。

決して。到底iとても。全然。絶魁。一向。ち

っとも。まさか　さほど　あんまり。申々。まる

で。況て。若し。例え。たといいくら。一旦。

なにしろ。唯。

然し。が。けれど。けれども。だが。だって。で

　も。だから。ですから。従って。で。では。じ

　ゃ。じゃあ　と。および。並びに　乃至　そし

　て。しかも。：叉は。あるいは。鄭ち。詰り。例え

　ば。猶。但し。もっともQさて。」

あっ。ああ。あら。おお。まあ。やあ　なんだ　う

　むはい。はあ。ええ。うん。え。えっいい

　え。いえいや。否。あのうおいなあね
　え。ね　さあ。さ　いざ。よし　左様なら」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ。ロ。ハ。＝。ホ。へ。5ABC。1D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通り。標通り。積り。筈。毎。1芳。儘…。以て・

○以上の分類語藁表の用字は，便宜に従ったもので，必ずしも標本のま寒ではない。

o

5・2語の意味の解析

　上述のように，一々の語の意昧の分析は，まだ十分には行われていない。ただ，使用率の最も

大きい動詞くする〉に関する用法の分類を§5・3に掲げることができるだけである。それでここ

には，それほど使用率の大きくない語の閤で，注意された少数の例を附記しておくことにする。

　〈ねつ〉の用例は，次のような意味の分布を示している。（解説は明解国語辞典による。数ば

第ユ肇

　〈ねつ〉

　　使　　　馬　　　度　　　数

Kl）脇俸の濫度を

i欝麗る原7
｝璽伽聯1・・……i…li・6…lnisl…国

目ト闇目・｛司i・ii・嗣

1く3’畿いおこる幽・目レ1’i…｝……掘．
　

i（4）の搬・｝1ili　PU　lli担1
馬あつさ　目i目目■目M｝｝日
睾

標本度数を示す。以下第5表まで同じ。）

記事の種類によって，用法がかたよって，いる

ことがほぼ見られるであろう。

匝気・ん目馴田口…糧…｝1

　〈なおる〉とくなおす〉とは，同じ語根から出た自動詞と他動詞で，われわれの調査でも，

§3の第3・1表に見られる逓り，全体としては，互によく似た使用率を示している。その意味

も辞書に掲げられるところでは，ほぼ対応をもっているが，しかもそれぞれの意昧の用例からす

ると・両者は必ずしも・平行的頓は現われていない。次のページの第2衷と第3表とを比較すれ

球，〈なおる〉の：方は，一義的に用いられるが，〈なおす〉の方は，爾義納嶺しくは多i養的な傾
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向のあることが知られるであろう。

　なお，用字の上では，（5）にあたるものは，

　
そ
　
の
＆

篠
下
妻

豪
下
手

．
食
生
V

衣
生
V

｝
一
羅
h

小
　
　
側

特
下
髪

本
文
蓼

　
そ
の
鍋

一
衛
崖
華

葱
肇

褒
生
　

塞
正
義

豪
彊

2

〉るおなく

　使　　　用
主　　蔀　　之

「治」を用いた例が多い。

iω正しく泌

第3表

　使　　　用　　　慶
主　　蝿　闇之　　友！l
　　　　　　　F一一　ll

　薮｝一
嬬人tk活

・3…榊・目目田［肩｝目嗣

〈なおす〉魏瞬i繋i・i顯脇縫・
、本歴固1衣園寮i細そ輿…輿衣食塞翻そ

聯i物、畿ii丁字i丁字池；購ii翁活活i済，朔他

・3）・・t・・目用用量｝｝1用・

lton，　iEL〈一s－631　i．Lttt．t一11ill／al1

1・・…ろ・剛1・i田口ff・i目引

（4）もとどおりにき　なる
｝（5墜が繊す剛・刺・1目剛・7旧藩日

1・3鵬…　剛・日・1・山剛｝用
1（4）添田婆ずる

i（5）輪療する

口目1目目iyjlli1
1・・剛・無縫・図1目

1…磁・・　　　　　　　｝（6）騨つ捌i田田田i目IN
｝…勲

くくわえる〉とくくわわる〉も醜の対応であるが・これ三三騨おい嚇各段の差があ

る。他動詞のくくわえる〉が使用率が大きく，しかもそれは，両誌とも食生活の記事に著しいこ

とは，度数表に見られる通りである。しかもその食生活記事における意昧は，避く一一一X一的に統一

されている。辞書には，（1）そえる。かさねる。②ます。③あげる。のぼせる。（4）置く。のせる。

（5）層間に入れる。（6）加弊する。（7）こうむらせる。与える。以上のような七つの意味が区別されて

いるが，食生活における用例は，たとえば「それに壇を小さp「杯加えて味をつけ」のようなも

ので，辞・書の解説にあてはめるとすれば，SP分（1）にふくめられるべきなのであろう。しかし，｛1）

としては，別に「今冒は，今までの復習に加えて，初等背泳を覚えましよう。」の類があるので，’

この，混合のために別の材料をあとから入れる場合を，別に一一つの意味として立てるべきである

かも知れない。このような意味の用例は，食生活記事ばかりではなく，他の実用記事にもあり，

もしこれらを除外するとすれば，＜くわえる〉の使用率は，はなはだしく小さな懇のになる。婦

人雑誌の用語の意味に関して，最：も特色のある一例といえるであろう。

　意味の分布を参考までに示すと次の通りである。　　　　　　’

1慕え・＞llilll！lill！｝羅ll

　使　　　用　　　度
主　　蝿　　乏　　宏

　　数
1醜鵬活

（1）菱・える 陣li・・。摂・i・i5gli72、21・i311・1

（2）ます ：・・酬剛・il牌5i・iii・1・

（・）欄・入梱測臼・i目｛目i｝illi

（？）・うむち鯛・中i目■i｛素目日
1£lrl）一st！z－Es2）（4）（6）

it／i熱熱ii目1｝

」
そ
の
仙

・
衛
虚
美
響

芸
、
」
と
ワ
、
二
戸
「

翁
尋
無
麗
濯

食
焦
活

衣
生
活

一
実
擁
墨
田

爽
耀
認
慕

．
そ
⑳
．
麗

衛
薦
蔓
容

寂
計
測
済

食
生
活

衣
生
落

　
　
雑

小
　
窺

特
別
醗
胸

本
交
全
体

　
　
〉

　
　
る

薮
わ

ら
V
　
く

研
く

　　使　　　珊　　　度

購急。蓑…議1聡蒙轟

（1）添う ｝・酬目目i・i・B

．（2）こえる ｝4i中｛2目i　昌

（3）紳閣・・網・矧・lll川il

（4）及ぶ ｝・i川1目頃・1…・1｛

5・3　くする〉の用法

　〈する〉という動詞は，われわれの調査において，α単位に自立して用いられるもの（助詞・

助動詞を伴うものをふくむ）として，四千近くの実例が得られた。、この実際の用法について分類
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を施した結果を次に掲げる。紙数に制限されて，例をあげることはごく少数で，説明を補足す惹

に止まっている。この分類には，助詞・助動詞に関係する点が少なくないので，それについては，

r現代語の助詞・助動詞一用法と実例一瓢およびこの報告書の§7を参照されることを希望する。

5・31〈する〉の用法の分類

f・1する　一般書字に「行為すること」を表わ

す。他の動詞の意味をくりかえす時に，用い

ることもある。（意昧の上では3．　i”・3．3に近

いが，をで受けるものが同じ丈：の中にないも

のをふくむ。）

　O～授業申に勝手に教室から出ても先生は黙って

　　子供のするままにしている～

　○奥様結婚なさいますか～「しないわ」

　○一番厭だと思うことから先にするがいい。

1．2　動詞の連用形を重ねたもの，または動詞

に並立助詞（たり，なり，か，とか）もしくは

副助詞（など）を伴ったものを受け牽する

　○～囎子を；右にいじり，左にいじりしながら～

　○～摺鉢でよくすりつぶし，葡の茄汁をかけかけ

　　して旅で漉し，～

　○～記者が何か話しかけたり，質聞したりすると

1．3　動詞の連用形に係助詞（は，も等）を伴

ったものを受けたする

　～はを受けたものは，打消または逆接条

件の形になる。（その他の場合，たとえば推重の

形になることもあるべきであるが，ここには例がな

い。）

　～さえ（でも）を受けたものは，仮定条件

の形になる。

　○胸でも悪くしはしないか，と～

　○お歳より若く見えはするけれども，～

　0声をかけさへす血ば，すぐにも，～

　○もし吐きでもしたらなお更です。

f．4（こそあど）を受けたする

　こう（そう，ああ，どう，こ．のように，そ

のように，あのように，かく，何と，いかに，

そうこう）する，

　行為をその場で指示する用法であるが，　行

為の意味が薄くなっている例もある。こう（そ

う…）したは，こう（そう…）いう　とか，

この（その…）ような　　に似た意味を蓑わす。

こう（そう，ああ）して　は，接続詞的用法が

あるとともに，存在の状態，作用，行為の経

過を指示するに用いられる。どう（いかに）し

て　　は，　理由・原因・方法を質問反問する

時，どう（何と）しても　は，不可能の判籔，

必要の主張，必然的結果を述べる博に．副詞

的に用いられる。なお，予想に反する状態を

強調する時に用いられるどうしでがある。

　○どうしてもこの点をゆずるというわけにはゆか

　　ないのです。

　○どうしても畳の聞が欲しかったら，ここへ敷け

　　ばいい。

　○そういう過渡期にはどうしても行過ぎや過ちが

　　起る。

　○～おやじの奴，どうして凄iえ握りやでなあ，～

　なお，すると（しますと）は，接続詞的に

用いられているが，　そうまたはこうの指示が

略されているものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　（4．とする参照）

　してみれば　も例があればこの類に入れる。

1・5　感じ，気持，音，二等を表わす体書の，

助詞が（の）を伴ったものを受けたする

　金体として一つの用言のように用いられる

が，がの代りに，係助詞（は，も等）を伴っ

た場合もある。

　体言には，次のような例がある。

　　愚い，感じ，気，気持，けわい；員まい，動

　　悸，寒む気嚢鴨り，頭痛，息切れ，世帯やつ

　　れ，気乗り，気ぬけ；見劣り，藻上り巣え，石

　　鹸やけ，型崩れ，お化滋崩れ，雨洩り，永保

　　ち，かかり；音，足音，声，話声，呼び声，鴨

　　声；臭，匂，香，草いきれ，人いきれ；廉。
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f・6　時間または値段を示す語を受けたする

　時閥が経過すること，値段がかかることを

衷わす。副助詞（ほど，ばかり，ぐらい）係

助詞（も）を伴ったものを受けている場合も

ある。

　○暫くして眼を開けて見たら，～

　O一カ月すれば一貫厨ふえる。

　O「おい，これ五十円したろう」

L7　動詞に助動詞う（よう，ん）　まい　を伴

ったものを格助詞とで受けたナる。

　　　　　　　　（報告3　う，よう，まし、参照）

　意志を婁行に移す態勢をとること，　その努

力をすることを表わす。意志を用いない自然

の作用で，実現の寸前にある状態を表わす場

合もある。

　○漁船から潜永しようとしている～氏。

　○もし夫婦財産契約をとり結ぼうとするときは～

　○殺伐なまでの復興欲に，朝子は貰頃の理牲をさ

　　へも見失はうとした。

　○かわいい花横様のお洋服が出来上ろうとしてい

　　ます。

t．8　蘭島に格助詞から，より，またはそれら

に準じて考えられる　をもつで　を伴ったも

のを受けたする　　　　　（報俊3　p．34参照）

　からするは体言の率いる意味を理由，根拠，

原因，動機として，判断する物質を表わす。

　　　　　　　　　　　　　　　　（7・2参卿

　をもってするは，それを力として処置する

こと，それをある目的に当てることを表わす。

　Oそれからしても戦争はいやですね。

　○昨今の就職難は国家のカをもってしてもどうに

　　もならない。

　○才能ある男魅に配するに，～機智に審める女性

　　Nもってすべし。

2．1擬態語，または擬態語に準じて湾えられ

る畳語，漢語を格助詞とで受けたする

　　　　　　　　　　　　（報告3P．IC9参照）

　格助詞とを伴わない場合も少なくないが，

この報告書では，〈はっきりと1する〉に対

するくはっきりする〉は，〈勉強を｝する〉

に対するく勉強する〉と同様に，一一st位（州

つの複合動詞）と認められている。

　とで受けている語の鋳

　　ちゃん，はっきり，ぼおっ；ほっそり，すら

　　り，びん；さっぱり，さばさば，ふわっ，とろ

　　り，だらっ，どっしり；ちよっ，ひよっ，ふ；

　　じつ，まんじり，ゆったり；にやり，むつ，つ

　　ん，きょとん，し．よんぼり，はきはぎ；等

　　ひろびろ，ほそぼそ，さむざむ，ひえびえ，い

　　きいき，等

　漠然，混沌，索漠，鷲条；依然；悶々，冷然，

　呆然，押明，女優然，颯爽，無塩，嬉々；等

2．2　形容詞，形容動詞の連用形を受けたナる

　助動詞ようだ，ふうだの連用形，また助詞

ほどに，ばかりにを伴ったものを受けている

例もある。　　　　　　（1・4及び報告3参照）

2．21自動詞的に用いられた例。　（使役の意味

の力詩わった場合には，次項の例との闇に混乱

が見られるようである。）

　○川合先生には～お優しくしていただきました。

　○偉くもないのに偉そうにしたりするような～

　○子供を高漫ちきにさせることは禁物ですが・・V

　ようにするの例は，その受ける動詞が自動

詞であると他動詞であるとにかかわらず，多

くの場合は自動詞的なものと考えられる。～

することを心がける，　～の目的にかなう処置

をする，　～と同様の態勢をとる，などの意味

を示す。

　○鳥をきかないように！．．ましStうと～

　○～糸で縛って撚れないようにして洗います。

　○～なだらかな線が出るようにします。

　○～お湯の申に石鹸を入れて，ブラッシで掻くよ

　　うにすると楽にとけます。

2．22他動詞的に用いられた例。（助詞をを伴

った客語があったり，　助詞がを伴った主語が

あってされるとなったりする場合）

　形容動詞の例としては，体言に助詞にを伴

ったもの，または副詞と，鷹別の十分でな：い
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ものがある。．たとえば　を孟にする　など。

　　　　　　　　　　　　　　　　（e・．1参照）

　○家庭を楽しくすることの上手な妻ett’V

O～彼女の生活感構を豊蜜にし，新鮮をこした。

　○～毛布で子供を愚苦しそうにしておく入があり

　　ますが～

　○～ヒップをぐっとウエスFの方へ上げ気昧にし

　　て～

3．　体雷を格助詞をで受けたする

3．1　作柳，行為を表わす体書を助詞iをで受け

たする

　助詞がを伴ったものを受けたされる，しで

あるを含む。をの代りに係助詞（は，も等）で

あることもある。

　体言が修飾を受けていない場合は，格助詞

をを伴わずに直接にすると結合したものを用

いても通ずる場合である。後考は，この報告

書では・一単位，（一つの複含動詞）と認めら

れている。　　　　（§3．32　五十音順燐表参照）

　をで受：けている体言としては，　次のような

種類のものがある。

動作作矯を表わすもの

　　漢語（挨拶，彩色，抑留生活，等）

　　漢語以外の外来藷（インタビュド，スケッチ，

　　　パーティ，等）

　　動詞の連用形から出た名詞（恋，話，盗み，ま

　　　たたき’，　ヨがけ，脇縫，湯のし，：食事ごし

　　　らえ，ごきげんとり，使：い分け，等；）

　　その他（あんなこと，三つのこと；生き方，惹

　　かれ方；さし蟹，凹目，考え事，買物，仕上げ

　　　アイVソ；さようなら，バタ足；旅，芝居，

　　支変；等）

　職業・身分を表わすもの（相手，仲入，教師，板

　　前，等）

　状態を表わすもの（病気，けが，へま，へた，等）

　　昼付（おしっこ，せき）

3．2　せん，ふた，きぶた，おおい，しもよ

け，マスク，はらまき，しっぷ等の体言を助

詞をで受けたする

　受けている体言としては，次のような種類

のものがある。

　　建造物または器物の野分（それで遮断ミ．たり隈

　　　局したりする意昧を表わす）

　　衣類，装身具等（藩絹する意味を表わす）

　　その他（塩をする，水盃をする，畠をする，等）

　なお，ブランコ，おてだま，カルタ等の遊

び道具を使って遊ぶことを表わすものは，実

｛列が得られていない。

3．3　「タト見」「『服装」　ということを哀わす・casc

言，身体または身体部分を表わす体書を助詞

をで受けたするtt

　それらの体雷が修飾を受けているような外

見，服装，身体または部分をもっていること

を表わす。

　　受けている体言の例；顔，顔つき，匿，頃つき，

服装，ふり，身ぶり，態度，髪，既，等

’4．体言または文を格助詞とで受けたする

　　　　　　　　　　　　　（報｛警3P．99参照）

4．f　体言をとで受けた例一さらに，体書に

をを伴った客語を受けるのが常である。

4。！1ならせる意味．rっρ状態から他の状態

へ変える意味を表わす。

　○～水油で練って軟瀞状としてつけます。

　○まず入参をせん切りとし，前の茄汁でさρと茄

　　でて～

　○～おだんごを作り由木綿で包んで心とします。

4．121修飾語を受けたことを受けて，意志

をきめる意味を表わす。

○～と思い・ここに掲載する一・・ζした・

4．f22　採用を決定したり，判定したりする意

味を表わす。

　○昼食はお弁当向のお菜としまし起。

　○半分は貯金とし，一部を保険のカに振向けれ

　ば～

　○～と，（7）～㈲線との摩点を⑨とします。

　○ハ刺しは周囲出来上り糠から1cm奥迄とする。

　○つまり妊娠では～六グ月以後を後醗とします。

4・　「23　数量を表わす語をとで受けて，数量を
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定めたり，計算，換算の基準をきめたりする

愚昧を表わす。

　○裾は五十センチ幡として，上下を結んで～

　○～著通の離て方で坪二万円として計算しましs

　　う．。

　〇十蟹を一由として都合十鶏肉を～あんで～

4．131　i考える，思う等の意昧を表わす。（は溺

としての卜い方をここにふくめる。）

　○～世界の謎とされていた原子の核を結びつける

　　力が～

　○～ことは私どもの深くよろこびとするところで

　　あります。

　○洋服の生地も舶来のものは劉として，羅塵品

　　は～

　○それはともかくとして，今年の臼本には～

4．14述べる，書く等の意昧を表わす。

　○「秋の灯に」は「灯の下1’こ　！！とする方が単純で

　　よい。

　　（この1殊ま不適切か。「名あては～とする」の

　　ようなものは実例がない。）

4．！5関係概念を含む体言をとで受けて，別に

をで受けている客語の示すものに対して，何

らかの関係的地位，資格，取扱いの名黛を与

えることをii賑わす。（としての形が多い。）

　　　　　　　（5．13および報膏3　P．104参照）

　とで受けている体言には，次のようなもの

がある。

　　主，主眼，主体，主材；申心，境，度，基点，

　　スタート，はじめ，最終，生活の絆；足がか

　　り，三二，鼠的，蟹安，理由，旨；資，頼み，

　　素，下地，薬味，手7」く，柱；遜例，モツトre；

　　職，渡匿；後見人，妻，母；等

　○生後十二ヵ月を申心とするこの離乳期の消化不：

　　良識が多く～

　O入を霞安とせず神を国安に，心の成人を念じつ

　　つ～
　○霊鳥好きで知られた公達だったが，今は，それ

　　を渡世としてるにちがひなかった。

4．筍形容i動詞の語幹と考えられるものを受：け

て1「～を～とする」を「～が～である」と眠

いかえ得るような性質状態の意味をii蔓わす。

とで受ける語は，次のようなものである。

　　必要，当り前，普趨。

　○～また母体のためにも完全な栄養を必要とする

　　のは当然ですが～9803

4．1ア　ことまたは，専門，業の意昧を表わす

体言をとで受けて，別にをで受ける体書の

示す行為を鴬にし，　またその性質を持つこと

を表わす。（閣争をこととする，暴行などを常習と

する，等の場舎であるが，実例はない。）

4．2　：文をとで受けた例。終止形を月いた普通

の陳述を受けるもの。

4．2董i考える，思う等の意i球…を表わす。　（実例

としては，受身の形だけある。ここに入るべきは：

業界では～ではないかとして期待している；～に言

わせれば～やむを得ないとする；～のおそれなしと

しない；等の鯛である。）

　○特に由南天がよいとされていますが～

4。22仮定する意味を蓑わす。

　　　（1．4こそあどを受けたする一すると参照）

　あとにつづく判断に対して，　条件を仮設す

る用法で，したら，すれば，して，してもの

形が多い。

　○たとえ．ば僕が江戸っ子で女房も江戸っ子だとし

　　ますね～

　○公庫の規定内で建てるとしたら，どんな象が～

　Orとすると，何だろう？」

4．23動詞の終止形をとで受けて，しようの形

をとる。実行開始の意志を蓑わす。　（支度にか

かるとしよう等の場合であるが，実廃はない。）

5、体書または：交を格助詞にで受けたする

　　　　　　　　　　　　（報告3　P．141参照）

5．1体言を格助詞にで受けたする

5。Slならせる意味，一つの状態から絶の状態

へ変える意味を蓑わす。（内容役目、位置，

形状等を変化させる，　ある出来．上りの形にま

で処置する等の意味）なお，ものにする，た

めにするの例もここにふくめる。

　○秀審がここを商業都市にしょうと思い立ったの
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　　が～

　○小書幸兵衛を女にしたらこんなだろうと思われ

　　る～

　○だしは煮干を糧｝：　して用いた方が～

　○～主婦の働きを能率的なものにするためにも～

　○～煮ないで昧噌漬にすればおいしいですね。

　○残った卵白は刻んで瑠え物にするなど～

　○窓は～日本間なら二重窓にして内側に～

　○表前身’頃の裏側に，表を上にした心をのせ～

　○角は一，ニセンチのカーブにします。

　○焼豆腐は，庖丁をいれて三角形にします。

　○～心を一つにして，みんながたすけあってい

　　る。

5．f21　修飾語を受けたことをにで受けて

仮に考える意味，意志をきめる意味を表わ

す。　　　　　　　　（4・121こ口とする参照）

　○数馬は，購躇したカ£，結局，そテくことにした。

　○～そういうものを参考にしていただくことge　L

　　て，今贋は～

　○～もう何も知らないことにして～暮して行こう

　　と～

5．f22選択して決定する意昧を表わす。

　○劉黒にしようか，大森にしようか，それとも～

　　と，迷っているところなの。

　○～情婦を殺した嚢を殺入罪にするというのは～

　○口紅の色は明るい系統の紅にします。

5．i23数量，程度を示す語をにで受けて，程

度を定める意味を衷わす。

　○～謙遜であることは，女の魅力を二倍にし三倍

　　にするほどの効果がある。

　○御飯は米と同燈の水加減にして，ふっくりと～

　○～建坪はどれくらいにするか～

　○抽ぐりは肩でニセソチ，袖下で一一icソチにし

　　て，’裾は五センチにします。

　○袖は四模様ずつにして：平均して～

5．言24計算，換算の基準をきめる意味を表わす。

　○手取は自給にして蒼八十円，～

　○これが一興i間を簾にしますと三千五百門になり

　　ます。

5．13関係概念をふくむ体言をにで受けて，別

にをで受けている客語の示すものに対してジ何

らかの関係的地位資格を与えることを表わす。

　　　　　　　　　　　　　　　　（4．15i参照）

　にで受けている体君には，次のよ5なもの

がある。

　　主材凸，主入公；境；あて，目標，標準，たより，

　　足場，巣；緩手，かわり，雛，売物；資料，

　　参考；もと，足し苗；問題，話題，たね；等

5．f4位置の蘭係を示す体言をにで受けて，別

にをで受けている客語を位置関係の基準にす

る意昧を表わす。

　○朗臼の故鼠への乗船を前にして～

　○リュックを背e：　してi薪婚旅行に出た。

　○心残して開城をあとにしたのであった。

　○局部を申出にして唇が一面に腫れ～

5．15気，耳，mその他の体言をにで受けて，

全体として，思う，聞く，冒うその他の他動

詞的な意味を表わす。

　にで受ける体面の例：気，口，目，耳，手，ふと

　　ころ

　○～まだ疎開できないでいる家具類を気にしなが

　　ら～

5．f6作業の手順を示す体言をにで受けて，そ

の体言の示す状態，またはその手順のとられ

た状態になるように処置することを表わす。

　にで受けている体言には2’次のような例が

ある（少数をあげる）。

　　紙塩，磁気録音，　窪友き衣紋，　返し針，　ガータ

　　　一，防火建築，賛から」

　　一つかみ，一まとめ」

　　主入扱い，呼びつけ，おき盛り，お預け，金縛

　　　り，流し放し，造りつけ，なしくずし」

　　三つ折り，六枚はぎ，褻返し，みじん切り，四

　　　つ割り」

　　袋縫，縞編，千鳥掛，比翼歓立，醸し絞り，も

　　　み洗い，糊づけ，浮彫，蝶結び」

　　から揚げ，二二め，：丸ゆで，照焼，忌め焼き，

　　　旨煮，；目潰i，陰干し，湯ざまし」

5．IT仕事，商売等の意昧を表わす体言をにで

受けて，別にをで受ける体言の示す行為を常

にすることを表わす。　　　　　（4，17参照）

　○～朴直らしい入は，～梁霞の職こ裁縫を商売に
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　　し，～

5．18作用，行為または問題の主（主体）を示

す語をにで受けて，条件を示す形をとり，主

（主体）としての立場が後に陳述される判断

の基準または条件であることを示す。こそあ

どを受けている場合には，にしては，にして

もの例だけがある。

　○～役者にして見れば，～足元がフうつく．申での

　　立廻りだ。

　○伊勢子にすれば予期した結果ではあったらう

　　が～

　○それにしてはお元気で結構ですね。

　○円を切下げれば物価が上り，切下げねに失業・

　　どちらにしても浮ばれませんね。

　○船舶にしても，鉄，石炭にしても，戦争に醐係

　　ある最駒は～

　○あの入にしても，もはや私と一一しょにならない

　　以上は，永久に魂はすくはれないのです。

52　：文をにで受けたする

　終止形を用いる普通の陳述を受けて，何ら

か条件を示す形をとり，その陳述を，後に述

べられる判断に対する基準または条件とする。

　○～疇には～うるさく言はれたにした，L　aろで，

　　～製返しに出来るものではない。

　○～たとへ握意的に解釈を下すにしても，あんま

　　りのんきすぎた。

　〇三味線が騨けて踊るのと，～弾けないのとでは，

　　聞を～合せるにしても～踊りを工夫するにして

　　も，表そうな違いがあります。

　○歌を歌5にせよ楽器を弾くにせよ楽譜を正しく

　　読むことが線本であることは～

6．　副詞的な語連結の中に用いられたする

　もしか，とも，等の副詞的語旬を受けたする

（2．1の中に，ふと，ひょっと等の例が入れてある。）

　○～もしかすると，胸でも悪くはしないか，～

　○今夜はもしかしたら逢へるだらうと～

　○～，ともすれば白い眼で見ようとする外来春

　　の～

　○～クラは，ややともすると，弟に，昔を忘れぬ

　　ことを戒めた。

　○～このような色は，ともすると～アクセン5が

　　なくなりますから～

7．　しでの形で，一つの助詞のように用いら

れたもの。　　　　　　　（報告3　p．79参照）

7．1　体言ををで受けたもの。一一をし．で

使役の意昧を含む陳述を修飾して，　その体言

の表わすものが使役の相手であることを示す。・

（築例力監な㌔、。）

7．2　体嘗をからで受けたもの一一からして

　あとにつづく陳述に対して，主語を示す。そ

の界雷の表わすものが主語としてまず第一一に

あげられる価値のあることをいう気分がある。

（1．8からする参照）（「第一s闘氏自身からして

～その心境に．i変化をきたしているのではない．かと

思われる」のよ5な場合であるが，ここに実例は

ない。）

L3　形容詞，形容動詞の連用形を受けたもの

及び体言をにで受けたもの一一く／にしで

　主として時及び所に関する体言をにで受け

て，位置を強調する例。　（隠にしてこの雷ある

か」のような実1例はない。）

　〇三十西塔にして初めて勤めに韻た私には～

　○家庭にして幸福たらんためには～

　○お喋りの効験，いまにして顕著なわけで～

　形容調，形容動詞，副詞を受けて，櫃態を

強調する例。

　O幼くして罪を犯した保護少女の～

　○不幸にして麻痺の起ってしまったときは～

　0～儒者が往々にして悟り違いをする場合も生じ

　　てきます。

　○芸術家というものは，えてして主観が強くてへ

　形容詞，形容動詞を受けて，条件を示す例。

　○～女は男手なくしては生きてゆけなかったのだ

　　から～

　○～入らずして温泉の街の湯気にむされたよう。

　名詞，形容動詞を受けて，併列の意味を示す

例。

一　281　一



g5・3

　○～入間は薄倖にじて醜悪なものであると～

　○慰との恋愛が最初にして最後だ。

7．4・体智または副詞をとで受けたもの一と

して　　　　　　　　（報告3　P．82，104参照）

L4f受けている体言または副詞とともに，一一

つの副詞のように用いられたものtt，

　とで受けている語の例：主，原則，全捧，大櫨，

　　時；一度；頑，厳，断乎，蒼々；等

　○～言葉はいまでも主として賞本語が用いられて

　　いる。

　O～て養生するのだから，給気として次のことを

　　実行する。

7．42あとに陳述される行為の主体を，その：立

場，　資格について強調してとりあげるもの。

係助詞（は，も）を伴う場合が多い。

　　　　　　　　　　　　　　　　（5．18参照）

　○～私としては，結婚なさいませと申上げること

　　はできません。

　○～担任教宮としても将来を嘱望していたのであ

　　ります。

　○ますますおさかんで，友逮として大いによろこ

　　んでいる。

1．43あるものが行為（存在，作用）をする時

の，また受ける時の，資格，地位，名欝を示

すもの。

　○私はこのまま女優として立たう。

　○三二盛光の母親として，言ひ渡しますそ。

　○婦入雑誌の記蓼として働く彼女の牧入で～

　○ますさんは～篤行者として表彰をう』けた。

　○今賃はお客様として～さんをお招きしました。

　○彼等が臨抜の場所として選ぶのが海水浴場であ

　　る。

　あるものが評価を受ける時の基準となる資

格，地位，名目を示す例。

　○湯川簿士は～臼本人として初めての賞を授与さ

　　れる。

　○～手紙には誤字もあり，田本文として～十分で

　　ない所も～

　○～全面講禾口は望ましいのだが，実際問題として

　　はむつかしい～

　あと鵜述ざられる行為作鳳状態の名霞
または性格を示す例。

　○～現実として人肉の市は今なお存在している。

　○～資金ができたら，第二段として六畳一聞を建

　　て増す。

　○かねは順序として，どうしても，さう雷はずに

　　はみられなかった。

　○～どうも僕の脳合いとして～が好きになれなか

　　うた。

　○それでだめなら最後の手段としてヤニをなめ

　　る。

　○貴女のみだしなみとして是非～お手入れして頂

　　きたいと思います。

7．44助詞のを伴って体言につづくもの

　あとの体書の示す意昧に対する行為，（作用）

の主体の地位，資格，名目を示す例。

　　アクセサリP・としての意昧，女としての立：場，

　　嚢としての資絡，女優としての自覚，母として

　　の義務，父親としての無責任さ；芸術家として

　　の信念，夫婦としての生活，漫画家としての門

　　出，夫婦としての試練，豚カツ屋としての歴史

　　私生子としての過去，等。

　あとの体書の示す意味が作用をし，　または

作用を受ける時の地位資格，名目を示す

例。

　　妻としてのあなた，中央委員としてのミス・ロ

　　N一ズ，帆手としての野；菜，智能教育の基礎とし

　　ての性格形成，病気としてのつわり，等。

5．32各用法の使用傘

　上に掲げた各用法における使用率は第6表の通りである。

この用法の分類は，かつて薪聞語彙の調査の際に試みておいたものを利用したので，　『主婦之

友jiの金体，『主婦之友』の案用記事，『婦入生活』の実用記事におけるとともに，薪聞（朝口薪

聞東京本社版，昭灘24年6月分の全数）における使用率をあわぜ掲げることにする。
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第6表　くする〉の各用法の使用率 （一は用例のないことを示す。）

用法翻
`覇実議璽瓢響用法番愚轟覇轟饗籠購

L（雑） 4．π
｝ 一 一 03

Lτ 1．5 1．9 0．9 0．3 4．2 1．7 1．2 0．7 6．1

L2 4．9 5．3 7．0 1．1 5．（～にする）

響．3 1．3 0．3 0．7 0．8 5」響 4．3 6．8 7．1 1．4

！．4 12．0 7．4 7．4 6．6 5」21 0．6 0．9 α4 0．7

L5 3．1 1．7 2．a 1．0 5．霊22 o．5 0．3 0．7 0．0

L5 0．4 0．4 0．8 0．2 5」23 1．5 3．0 2．4 0．5

7．6 4．4 1．4 0．7 7．3 5．響24 0．0 0．工 0．2 0．1

L8 0．1
一 一

0．5 5」3 o．9 1．0 o．5 2．0

2（～くムニ脇） 5．1壕 0．5 0．3 o．4 0．4

2．！ 5．0 3．0 3．2 1．0 5．め 0．7 0．3 O．3 0．3

2．2霊 5．2 ＆2 9．3 1．8 5．16 5．7 1L3 9．7 0．6

2．22 5．5 6．4 14．0 8．0 5．π 0．0
一 一 一

3．（～をする） 5．18 1．2 0．2 一
2．0

3．1 31．6 21．5 20．6 11．4 5．2 o．4 o．4 一
◎．6

3．2 0．5 1．1 L7 0．1 6 0．4
一 α3 0．0

33 1．4 0．4 0．7 0．7 7．（～として）

4．（～とする） 7．響

一 一 一
｛｝。2

4．賀 0．7 1．5 0．4 0ほ 7．2 一 一 ㎜
〔｝．工

4．12聾 0．0
一 一

1．1 7．3 G．9 G．3 0．1 （3．6

4．！22 0．3 0．8 1．1 2．2 7．4饗 0．6 ◎．3 0．5 ’　＝ヨ．3

4．言23 0．7 1．7 0．3 L2 7．42 0．9 0．9 0．2 5．2

4．13 1．2 1．0 0．1 2．3 7．43 6．5 6．4 3．4 18．9

4．饗4 0．1 G．1
一

0．2 7．44 1．1 0．7 o．4 2．0

4．15 1．2 1．7 1．0 6．2 計 1◎0．0 1GO．0 100．0 10◎．0

4．16 0．1
㎝

0．4 1．2 標本度数 2807 11252 1180 2865
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6語構造に関する分析一婦入雑誌に使わ

　　　れブe漢語の複合形式について一

6●1　’tlr：聞納£き

　6・H　　貝　　　標

　婦入雑誌の語頭を種々の角度から分析する際の課題の一つとして，語の構造に関する調査をと

りあげた。この語構造の調査では，あらかじめ次の二つの目標を用意した。

　（D　複合している要素の蓑の作成

　（巫）複合のしかたの類型を求める試み

　この報告書では（Dの結果については省略するが，少し説明を加えておこう。われわれが図

入雑誌の語彙調査において採用した調査単位は，§2・21で述べたα単位と名づけるものである。

この単位の認定にあたっては，複合語は一部の例外（§2・21参照）を除いては，原則として複

合したままの形を一単位と認めるのであって，それぞれの構成要素ごとに分解して考えるような

乎段はとらなかった。たとえばく和服裁縫独：習講座〉という複合語が出てくれば，これだけの形

が一つの見出しになるのであって，〈和服裁縫〉とく独習講座〉もしくは，〈勅服〉〈裁縫〉＜

独習〉〈講座〉のごとく切り離されることはない。したがって，たとえばく独習〉という語が曲

人雑誌ではどのくらい用いられているかを知ろうとして，われわれの作成した語彙表をさがした

としても，そこで知りうるのは，単独に用いられたく独習〉の場合についてだけであって，＜○

○独習講座〉〈○○独習書〉〈○○独習法〉などのように，複合語を構成する要素となって用

．・ 轤黷ｽ場合がどのくらいあったかということは，すぐには知ることができない。これは，α単

位を調査単位とする以上，止むを得ない一つの制約である。この制約を補う意昧で，α単位にお

ける複合語を，それぞれの構成要素にいったん分解して，その要素どとに，使われた延べ語数を

数え直そうというのが，（1）め角乗なのであった。

　一口に複合語といっても，少ない要素から構成されるものもあれば，かなり多くの要素によっ

て組み立てられるものもある6またそれぞれの要素と要素との間の結合のしかたについても，さ

まざまな関係があるにちがいない。このような予想のもとに，複合譜における複合のしかたの類

型を試験的に求めてみようとするのが（E）の霞標なのであって，われわれが婦入雑誌でとりあ

げたa単位の語について，それらがどんな型によって講成されているか，またどんな型がしばし

ば用いられるものであるか等を検討しようとするものである。

　6・12　調査対象の限定

　目標を十分に達成するためには，“単位として取り上げられた語のすべてにわたっての調査が

必要であろうが，それは鮭鍋や労力が到底許さないので，対象を次のように限定した。

　1）漢　語

　2）　重箱読みおよび湯桶読みの語
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　3）　わや2）を，その構成要素に含む語

すなわち，慶単位の語のうちでその語の全体が漢語であるもの，あるいはその語の∴部分に漢語

を含んでいるものだけに限ったのであって，駒語および外来語ならびに和語と外来語とから成る

複合語などについてはすべて調査対象から除外することにした。ここに漢語というのは，EF音語

というのと同義に用いた。すなわち漢意の字音によって組み立てられる語をさすのであって，そ

の語が元来の中国語にあったものか，それともR本で製造されたものかということなどは問題と

しない。したがって現代の中国語音から成る語（中国語）は漢語としては扱わないし，その反対

に元来は漢語でなくても，常に漢字の字音を用いて表記される1〈歌舞岐〉＜天袋羅）弘などの語

は，調i査の対i象に含めるのである。

　また，重箱読みの語，湯女読みの語という名称は，いずれも通称にしたがったもので，字音語

と本来の和語とが結合して，一一¢9の語となったものをさす。

　次に外来語というのは，厳密には漢語もこれに含まれるのであろうカミ，こXでは，漢語とは別

に，主として西洋系の各国語から國語の中に入ってきたものをさす。

　以上のようなきわめて常識的な限：定のもとに作業を進めたので，その過程においでは，判定に

苦しむ語例も一二に止まらなかったが，その場合は辞書等の記載に従って処理することとした。

　調査対i象を以上のごとく漢語に限ったのは，ここでは主としてi調査対象をせばめるためである

が，その選択にあたって，落語問題の中に占める漢語の位置を重視したのであることはもちろん

である。

　6・13　語構i成単位の認定

　作業にあたってもっとも難題となるのは，複合語をその構威要素に分解する際に，’いかなる単

位を規準にするかという点である。すなわち，さきにあげたく糊艮裁縫独習講座）」という語を例

にとればく和服〉〈裁縫〉〈独習〉〈講座〉という四つの単位に分解するか，それとも，〈和〉

〈服〉〈裁〉〈縫〉〈独〉〈習〉〈講〉〈塵〉という八つの単位にしてしま5’かという閃題であ

るが，ここでは前者の分け方を採ることにした。つまり後者はあまりに語源にざかのぼるきらい

があり，前者の像う1が単語という～ものに近いと考えたからである。’teだし，たとえ．ぼく独習法〉

〈独習書〉などの場合は，〈独習〉〈法〉，〈独習〉〈書〉のように分解することにした。な

ぜならこれらのく法〉〈書〉は，〈方法〉〈読書〉などめごとき語を構成する場合のく法〉や

ぐ書〉どは，、奮構造上の次元が異なると考えられるかちである。すなわち，前者の場合，＜独

習〉という一つの安定した出国め上にさらに結びくいて別の単位を構成するのであるが，後者が

結びつくべき相手のく方〉〈読〉は，この場合どちらもそれだけでは用いられることのないもの

であるという差異が見られるからである。このように考えてくれば，〈楽麗〉〈現場〉〈薪型〉

などの重箱読みの語や，〈欝絵〉〈値段〉〈挙句〉な：どの湯桶読みの語も，漢語と和語，または

釦語と漢語というふうに分解せずにこのままの形を一つの単位として扱うほうが適切であろう。

またく子供服〉〈裾模様〉〈炊き込み御飯〉などのような和語と漢語どの結びつぎ匿対し’tは1

それぞれく子供〉〈服〉，’〈裾）k模様〉，〈炊き込み〉＜御飯メのように分けて考える1ごとに

するのでおる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　2・85　一一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S6・2

　すなわち，複合語を構成する単位として

　　1）一宇の漢語（漢字～字に対応する漢語のこと。以下これに準ずる。）

　　2）二字の漢語

　　3）　三字の漢語

　　4）四字以上の漢語

　　5）　重箱読みの語

　　6）　湯桶読みの語

の縁類を考え，それらの摺互の並み合わせの上に，さらにそれらの語と和語もしくはそれらの語

と外来語との組み合わせを加えた様々の形式について検討することになるのである。

　その検討の手順としては，標本にあらわれたすべての漢語および漢語を含む複合語を，まず，

形式的な面を手がかりとして分類し，続いて，複合した部分と部分との意味的蘭係について調べ

たのであるが，種々の制約があって，はウきりした類型の発見までには到直することができなか

った。したがって，不十分な形式のままではあるが，その聞に試みた一二の分析の例を次項以下

において略述する。

6・2　漢語みよび漢語を含む語の複合の形式

　標本にあらわれたすべての漢語および漢語を含む複合語について，その複合の形式を調査する

にあたっては，次の二類に属する語を，あらかじめ調査対象から除外した。

　　　1。画名，地名その他のいわゆる固有名詞とよばれるもの，およびそれを構成要素の一部

　　　　に含む語。

　　　2。数量や順序を示すいわゆる数詞とよばれるもの，およびそれを構成要素の一部に含む

　　　　語Q

　したがって，標本にあらわれたすべての語のうちから，和語のみの構成の語，外来語のみの構

成の語，および豪語と外来語とから成る複合語とを除き，さらに上記の固有名詞・数詞とを除け

ば，のごりが，複合形式の分析の対象となるべき漢語，もしくは漢語を含む複合語ということに

なる。

　これだけの対象について調べた結果を以下に報告するのであるが，主として述べるのは一字の

漢語と二宇の漢語とについてである。これ以外のものは，複合語の単位としてさほど活発には用

いられていないためである。なお，以下に掲げる表にはそれぞれ細かな数字があがっているが，、

それをもって直ちに婦人雑誌における，または国語における，漢語一般の語講造がこうであると

類推することは危険である。この数字はどこまでも，限られた標本の中での，しかもα単位とい

う特殊な単位の語の構造を示しているだけで，それ以上の意味づけは何もできないことはもちろ

んである。

　6・21　単独で用いられる形式

　漢語および重箱読みの語，湯桶読みの語などについて，その複合形式を見る前に，それらの語

が単独の形式としてはどの程度に用いられるものかを調べる必要があろう。第1・1i菱はそれぞ
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れの部類について，単独に用いられた場合の延べ語数と異なり語数とを掲げたものである。

　　　なお・以下の各回では延べ語数の欄の下段にところどころイタリヅクで示した数字があるが，それは

　　標本全体における延べ語数，　すなわち　145930〈r主婦之友』全体），　56672（問，築用記事），

　　52237（『婦人生活譲実用記察）のそれぞれに対する否分比であり，異なり語数の欄の下段にイタリ

　　ックで示した数字は，同じく標本全体における異なり語数，すなわち，27275（r主婦之友』全体），

　　12238（同，契用詑；審），9986（r婦入生活』爽用記察）のそれぞれに対する胃分比を激したものであ

　　るg（以下のすべての表においても！司様である。）

悲心群れ震’1劉論語箋｛
　　　　　　　　　　鯛曲面蜘期舞
　　語脈釧，多謝，、謝，、忽閣、鍬1，謂（、覇語　　例

i

2

3

4

5

6

一字の漢語

二丁の漢語

三字の漢語

四字以上の漢語

震箱読みの語

湯桶i読みの語

　2707　1115　　961　　331　312　　136愛，駅，気，後，図，勉，方，
（1．85）（1．97）（1．84）（1．21）（2．55）（1．38）僕etc．

（？1｝lg（、階（、ll器（エ多1器（、糊（調意臨晒学憐察麹・

　166　　　　　71　　　　　54　　　　　60　　　　　26　　　　　15　爽竹杉E，　除虫菊，　馬鈴薯，　塞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲気，不思議etc．

　　13　　10　　　2　　　5　　　3　　　2璽珠沙華，公私親疎，市区町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村，都道府県etc．

（摺（澗（藷（。講（。講（。携隅隅嚇王手・t・・
　829　　　　38G　　　　284　　　　224　　　　141　　　　104　；輿車，　裾蕊裏，　挙句，　）tLll｛ミ，　薄

（0．57）（0。67）（0．5の（0．82）（1．15）（ズ．05）地etc．

　この衷を一覧すれぽわかるように，麺べ語数異なり語数ともに圧倒的に多く用いられている

のは二字の漢語である。二字の漢語はまた複合語を構成する要素としてもきわめて広く用いられ

ていることは，第3・1表や第3・2表にも見られるとおりである。このことは，漢語の中でも

この二字の結びつきという形式のものが，もっとも安定酌な単位であることを物語っていよう。

　なお，それぞれの単位について，二三注意すべき’点をつけ加えておこう。

　一字の漢語の単独に用いられるものとしては，名詞としての用法が普通なのであるが，この申

には次のようなものも含まれている。すなわちく各政党〉〈旧直家〉〈諸先生〉のように，他の

語の前について連体詞のような機能をもつく各〉＜IR＞〈現〉〈故〉〈諸〉〈該〉〈金〉〈前〉

〈当〉〈陶〉〈約〉等の語である。これらの語はそれだけ単独に用いられることはほとんどない

のであるが，“単位としては連体詞として独立させる扱いをとったため，ここにあらわれたもの

である。（cf．§2・21）

　三字の漢語というのは，その内部が，一・竿もしくはこ宇のより小さい単位に分解できぬものを

さすのであるが，便宜上次のような構成の語も含めてある。

　　　lQ〈二二土〉〈和洋華〉〈仏法僧〉のごとく一字ずつ並列したもの。

　　　2。　〈下半身〉〈二二者〉のごとく，切れ目をどちちの聞におくべきか疑わしいもの。

　　　3。〈乳幼児〉〈動植物〉またはく暴風雨〉〈養父母〉のごとく，それぞれ二字の漢籍か

　　　　らなる二つの語を合わぜて一語にしたもの。
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　四字以上の漢語としては，表に語例として挙げたも彦）以外には一一二を数えるのみである。以上

述べた以外で，三字もし：くは四字以上に漢語の並んだ語があgても，それはほと掬ど，一字もし

くは二字の漢語の複合しあったものである。．

　璽箱読み・湯桶読みの語として集めたものの中には，〈駅前〉〈晩飯〉またはく朝娩〉＜豚

肉〉などのごとく，二つの部分にわけても，それぞれが名詞として独立させうるような語もまじ

っており，むしろ一単位とは考えず，湘語と漢語との複合語として扱うべきかいなかで判定に迷

った語例も少くなかった。しかし二字の漢語の場合と見合わせて，一一往これを一つの単位と認め

ることにしたのである。

　また，一字の漢語に和語動詞の連用形が結びついてできた複合名詞，すなわちく地縫い〉＜客

引き〉〈役割り〉などの語（第2・1表の14の二段目を参照）の～群の中には，湯桶読みの語

として’iつの単位をなすと認められる語例も多いが，この場合個々の例について迷うよりもこの

形式をもつものは一括したほうが便利だと思われたので，以上のものはすべて一宇の漢語の複合

形式どして扱うことにした。したがって，〈罐詰〉やく気持〉などの語を湯桶読みの語の単独形

式として取扱いたければ，第2・1表の14の二段目にあげた数宇をそのまま，湯桶読みの語の単

独形式に加えればよいのである。

　なお，以上の場合に準じて考えられるものとして，それぞれに接辞的要棄を伴なって用いられ

る形式がある。次の第1・2表に示したのがそれである。

零露遜っ延べ油壷な・講、
　　ける形式　蜘厳奨建慰峯」愛
　　　　　　　　　　錨葎用卸全鰍用膿
嚢噸類とつける形，。鷲帰葦li，遜レ謂，湯ll，講語　　・n

・一躍漢語（。甥（，．i・ll（。甥

2　二

体言的接罵要素
をつける

動詞的接尾要素
をつける

形容詞的接毘要
素をつける

副詞的接尾要素
をつける

接頭的要素をつ
ける

　寧の漢語

体嘗的接毘要素
をつける

動詞酌接尾要素
をつ1ナる

形容書幅白勺接尾要

素をつける

接頭的要素をつ
ける

接頭・接犀轍勺要

素をつける

195

16e

1

13

77

48

11

3

2
3

7
つ
e

　69　　　　　29
（O．　25）　（O．　24）　（O．　．95）

9

3

4
凸
2

　
1
41

1

4

5

19

　856　219　209　328　109
（O．6）　（O．38）　（O．4）　（1．20）　（O．89）　（0．73）

175

219

19

16

w
12

17　118

29

6

18

9

414　152　146　163

ee 10 1i 20

一288一

12

6

3

81

7

25

2王様，象さん，坊や，僕たち
　etc．

　秘める，カむeヒ。．

1愛らしい，香ばしい，熱っぽ
　いetc．
7急に，遂｝こ，特に，決して

　etc．

15　オ5宅，　お茶，　御本，　お客様，

　お嬢さんetc．
72

14自分たち，車掌さん，快活さ，
　純情さetc．

4貴璽がる，迷信じみる，馬鹿
　げる，皮肉る，牛：耳るetc．

4忠告がましい，麗々しい，淑
　女らしい，四角いetc．

48お化粧，お洗濯，御家庭．御
　主入etc．

2御主入様，お弟子さん，お師
　匠さんがたetc．
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　3　重箱読みの藷　　　11　　　4　　　8　　　6　　　1　　　2お座敷，お台所etc．

・踊諦曙　16　1－　41一建艦ん・微たち・鰍
6・22　一字の漢譜の複合の形弐

　一宇の漢語の複合形式を第2・1表に示す。この表は，一宇の漢語が複合語の前の要素となっ

ている場合，そのあとにいかなる語をつづけているかによって，その形式を分類したものである。

　　　ただし，後につづけるべき相手の語は，いずれも前の要素たる一字の漢語を基準にして第一次的に結

　　びついたものを取り出して見出しとした。したがってく要保護児童〉という語に対しても，〈要〉とい

　　う基準の語に第一次的に結びつくのはく保護〉であるため「二孚の灘語をつけるもの」という項にいっ

　　たん分属させておいて，後にその内部で種々な複含形式を分析するという処置をとった。〈感じはじめ

　　る〉という形は「〈する〉をつけるもの」として分類するのである。

　　　この処置は，以下の寄櫨の藷の複舎形式を調べる際にもすべて同様に扱った。

　なお，乏の表と見比べられるように，高じく一字の漢語が複合語の後もしくは中間の要素とし

て用いられた場合を，第2・2表として掲げておく。

　　齢の形式（、鷺（澗（。1碧ll｝（、燗（、謝（、．，ll語　　例

・難て臆こなる（蕩（。，，、

　　　　　　　　　　　42611漢語をつける

　　二字の漢語をつ

・響騨み囎をつ　1

・響騨みの謙つ　一

　　　　　　　　　　　44314和語をつける
　　　　　　　　　　（O．3）　（O．37）

　　和語名詞をつけ

　　　　　　　　　　　26　15外来語をつける

・難して聰こなる（麟

　　／〈する〉をつけ　　543

　　　　　　　　　　　69　　動詞をつける

　　形容詞をつける

（O．　2JC　）　（O．　22）　（O．　23）

349
　　（O．　51）

123

12S

266

119

118

　1

屠。〉以外の（o・　37）（o・　24）（o・　18）

／＃i’il．li；ZS，．　ll　1：

　209
　　　（O．　2n’）

　18

　188

　　3

　　i7

　146
（O．26）　（O．20）

　エ35

　　8

（1．42）　（1．43）　（1．42）

（O．87）　（O．74）　（O．83）

387

240

238

　2

　1

131
　　（O．　47　）

　5

118

　8

16

工05

　　（O．　46）

94
　　（O．39）

10

175

91

91

127

14

106

　7

ユ9

126
　　（O．　38）

94
　　（0．3の

26

9

一　289　一

　73
（O．　6）　（O．　46）

　10

　10

　3

　11

　46
　　　（O．　3．o）

　2・8

　5

3

（0。23）ずるetc．

140

82

81食生活，重労鋤，縣家庭，大
　　歓迎，不可能etc．

1非衛生的，総司令部，小図書
　　館

　名番組

45

5小花輪，綿織物，新家虫，新
　玉葱etc．
37　詩病㌧、，　客夢1き，　繊切り，　念

　　入ウ，役回etc．

　3気短か，気軽，地厚，分厚
　　etc．

13正バイヤス，性ホルモン，急
　　ピッチ，難コ戸スetc・

31

23愛する，感ずる，対する，通

7頑張る，気づく，役：立つ，面
　喰うetc．

礪鍬。響い・輝い・



・糊藷を轍する

　　　　　　　g6・2

76　15　19　19
7 ・灘轟鱒序の崎

　第2・2衷
一字の漢語の複
合の形式
（後の要素として）

複合形式

延べ語数
主婦之友

全体1期

婦
入
生
活

　異なり語数l
i

ド轟
婦
入
生
活

（欄（，闘（、．§ll…i（、｝器1｝（，1笥（、121
語 例

　　　　　　　　2422　1033二字の瑛語につく
　　　　　　　（1．66）　（1．82）　（1．36）

三字の漢語につく　　　5　　3　　3

騨読み囎こつ　96・
騨読み囎こつ・28・
和　語　｝こ　つ　　く　　　　　　254　　　　182　　　　165

外来語につく　108　81　86

713　1388　614
　　（5．09）　（5．02）

　5　　　3

　3　　　2

　8　　　5

エ29　　　79

63　45

415慰籍料，運転手，司会者，写
（4．2）真部etc．

・融タ蒲撒灘生
　3三橋駅，心布線，美肌法

　1油絵科，手数料，挽肉鱈etc．

74灘箋…，浄槻型綱子

・・τ㌻轟膨轟オ

　表を一覧すれば，大体の傾向はうかがえると思うので特別の説明は加えない。漢語どうしの複

含関係の申では，二字の漢語を後につける複合形式が目立って多い。この形式をとるものをさら

に細かく見ると，その前後の要素の悪編年閣係によって，いくつかの型に分けられる。もっとも

多く使われている型は，前の要素が後の要素の性質・性格・状態等を隈毒する関係にあるもの，

したがって前の要素たる一字の漢語を訓よみにすれば，そのまま国語の形容詞・形容動詞になる

ような類のものである。すなわち，〈悪感情〉〈媒都合〉〈新家庭〉〈大好物〉〈急角度〉＜逆

効果〉等の語がその例であって，とくにく薪〉〈大〉などは，きわめて多くのちがった種類の語

についている。そのつぎに多く見られる型はく未発育〉〈無責任〉〈非公式〉〈不可能〉など，

〈未〉〈無〉〈非〉〈不〉の打消に関する語が頭部にくる形式である。以上の二つの型だけで，

この，r一一一ti＃　十二字」という複合形式をとる語の過半数を占めている状況である。

　また，この「一字十二字」という構成の語のあとに，さらに他の種々の語を複合させる場合が

ある。これは数の上ではきわめてわずかではあるが（『主婦之友』『晶晶生活』合わせても三十

数語しかあらわれない。），その複合形式は大体次のようになっている，

　　1。　一字の漢語をつける

　　　D〈軽犯罪法〉・〈小工場主〉　〈初感染時〉　など。

　　圭i）〈被選挙権〉　〈未回収金〉　〈要保護者〉　など。

　　2。　二宇の漢語をつける

　　　く消石灰乳剤〉　〈薪家庭日記〉　〈葺距離電話〉　〈半昏睡状態〉　〈要保護児童〉

　　　など。

　　3。三字の漢語をあとにつける　・　　　　’

　　　＜賃貸借契約書＞

　　4。和語をあとにつける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一290一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g6・2

　　　〈絵草紙麗〉　〈市役所前〉　〈駄菓子屋〉　〈長距離手当〉　〈美少女揃い〉　＜老夫

　　　婦めぐり〉　〈不自由する〉　〈大出血する〉　〈不甲斐ない〉　など。

　一宇の漢語の複合形式の中で，いま一つ目立つ形式は，その後にくする〉をつけるもの，つま

りサ行変格活用の動詞になるものである。これには，「感じる2「瀧じる」のように下一段活用

をするものもそれぞれ「感ずる」「通ずる」に含めて数えてある。

　6・23　二掌の漢語の複合の形式

　二字の漢語の複合形式を，一字の漢語の場合と周じ要領で，第3・1表および第3・2表に

示す。第3・1衷は，二字の漢語が複合語の前の要素としてあらわれた場合，第3・2表は復合語

の後の要素として用いられた場合を示すものである。

二霧謡複延べ融匪な・雛

　　齢の倣，珊，霧，みllli！，調，謂i，、l189語　　例

1複合して体器になる　4546　2051　1263
　もの　　　　　　　（3．11）（3．　62）（2。　43）

　　　　　　　　　　3745　1589　92911漢語をつける　　　　　　　　　（2・　57）　（一“・　81）　（1．　78）

　一字の漢語をつけ　　2422　1033　　713
　る（1．66）（1．82）（1．36）
　二字の漢語をつけ　　1295　　538　　215

　る
　許噸語をつけ　・5・・

　馨磐の灘を　・3　8　・

・2離読みの諭つ　4　　2

・3醐読擁をつ　・・2
　　　　　　　　　　728　418　29414和語をつける

｛灘：脚：｝

15外来語をつける　　67　　43　　36

・難して聰こなる（、甥（、．9｝9（、腸

　くする，なさる，
　
r 薦・〉の類をつ・瑠，・？81・・．S31

鱗劉の醐を　・5　2　4

　＼形容詞をつける　　18　　1　　6

　2802

　2278
（8．　34）

　1388

　870

（10．3）　（10．2）

（5．　OS　）　（i　o．e）

エ246

　978
（8．　0）

　614

　352
（0．88）（0．95）（0．41）（3．19）（2．88）（1．55）築，必要寸法etc．

12

　8

　4

　2

461
（O．5）　（O．74）　（O．56）　（1．69）

247

220

　4

　57

1171

1144

7
5

（4．29）　（3．82）

　　1

　23e
（1．88）

　112

　118

　37
　467

　464
（4．　20）　（3．　”t’g）

4
3

1
2
【
噌
↓

　750
（7．　6）

　569
（5．8）

　41｛　慰籍料，　運転手，　司会者，　写

（4．2）真部etc．

　153夫婦生活，婦人雑誌，防火建

　　依頼弁護士，赤化教職員，直
　　　驕経料婦etc．

　璽懸難響欝続講

　・難轡糠騒灘工
　2化粧下地，木綿生地etc・

（藷1

96雛齢。畢縮稽楊

・・雑翫響届膜様繍

　・蕊轡る註齢物鵬

・・野畜蘇∠《・。獅ラソ

調
　345安心する，理解できる，御覧
（3．5）なさるetc．

　・慰み蕊。幣立てる澱

　・騰費’・醐臭い’　ng’t・ee
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S6・2

　第3・2衷　　’

二字の漢語の複
合の形式
（後のi要素として）

複合の形式

延べ藷数 異なり語数

主婦之友陳錘婦之友、
全体｝実用…簿1全体1丁目1

調瀦遭il誘窮1－閲一遜

婦
入
生

活
364

　　　語（3．　7）1 例

1　一字の漢語につく

2　二字の漢語につく

・3　三瀬の漠語につく

・騨読みの諏つ

・響読みの諏つ

6　和語につく

7外X4．語をこっく

423

1295

　1

　5

　6

618

　47

123

538

　2

　5

391

30

118

215

　1

　1

　3

249

　7

L，t7・8

87J

　1

　5

　5

392

36

91

352

　2

　4

231

20

・・鑛潭縞籠騨家庭i￥、

・53 X糠羅騰＆防火建

　1高中小学生，歌舞伎役者

・裏離爵欝柵魏編

喋響菜購顎謹瓢
・2・量灘・。欝映組合緻

6裂巌ゴ艦芸鰭・。誌り

　二字の漢語の複合形式を見渡すと，一字の漢語の場合に比して，きわめて活発に種々の語と複

舎していることが知られよう。

　複合体言を構成するものの中では一字の漢語を後に従える形式が目立って多く，ついで二字の

漢語どうしが複合した形式もかなり多い。

　なお，一字の漢語を従える形式のものがもとになって，さらに種々の語をつけて次のような複

合形式をとるものがある。

　　1。一字の漢語をつける

　　　i）　〈海水浴場〉　〈入事弓長〉　〈動物学者〉　〈保釈金額〉　＜連絡船客？など。

　　　呈i）　〈三三旧風〉　〈気管支炎〉　〈化粧晶店〉　〈自転車業〉　〈小児科医〉など。

　　2。二宇の漢語をつける

　　　く歌謡麟大会〉　〈子宮外妊娠〉　〈自動軍学校〉　〈小学生時代〉　〈天然色撮影〉な

　　　ど。

　　3。その他さらに長く漢語をつける

　　　く自動車墨跡試験所〉　＜自動箪運転者試験＞

　　4e漢語以外のものをつける

　　　i）　〈師弟愛物語〉　〈従業員組合）〉’．．．〈戦後派娘〉など。

　　　ii）〈調度品調べ〉〈図案集つき〉など。

　　　i三i）＜歌謡睡ファン＞

　　　iv）　〈生姜館かけ〉

　次に「二字十二字」の漢語のあとに2さらに他の謁が複令する場合を示亭ておこう。これは，

　　1。一字の漢語をつける

　　　i）　〈共産主義者〉　〈教員養成会〉　〈講癩条約案〉　〈論説記事欄〉など。

　　　ii）　〈汽車汽給賃〉　〈趣味娯楽費〉　〈内圃外柔性〉　〈清潔整頓性〉など。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　96・2

　2。　二字の漢語をつける

　　　く共産主義思想〉　〈生姜砂糖醤油〉　〈結婚準備期閥〉　〈少女歌劇年鑑〉　＜人権擁

　　護団体〉　〈単独講和条約〉　〈借家借地問題〉など。

　　3。その他さらに長く漢語をつける

　　　く公共企業体労働関係法〉　〈人工放射線物質〉　〈優生保護法指定医〉　＜和独裁縫独

　　　習講塵〉など。

　　4。瓢語をつける

　　　く胡麻醤油焼〉　〈生姜醤油附焼き〉　〈女性：職場巡り〉

　　　〈家事相談係〉　〈結婚記念日〉など

　6・24　その勉の語の複合の形式

　董字の漢譜・璽箱読みの語・湯桶読みの語が，それぞれ複合語の前の要素となるときの形式を，

第4・1蓑，第4・2表，第4。3表に掲げる。

　表に見るように，いずれもきわめて用例が少ないので，分析の対象にはならなかった。

　　齢の形式　・・ii6i州・・1・・i・i語　　例
・講騨をつけ

　二字の漢語をつけ2
　るもの

・醗難の謙つ

・三門をつける

・窮二野用形）

・鰹勲つ％も

5
　
1
　
1
柳
　
5
　
4
一
　
4
一

3

一

1
3
3
1
幽

・鑑嘘掌宙町村税灘生

1高中小学生，歌舞伎役渚

1市町村役場，落花生鱈かけ

1天獄羅鍋，落花生酔e仁。．

1抽子香焼，落花生麹えe七c．

一落花生バタ

　笙4・2表
璽箱読みの語の
複合の形式

複含の形式

延べ語数 異なり諮数

主婦之友

全体i期俵

思
入
生

1
　主婦之友
こ

i全体1実馴

婦
人
生
活

4gi　221 sil　26i　i3i 7 語 例

・肝心諭つけ

・ヂの漢謙つけ

3　ラ和語名詞をつける

・藝絢（連用形）

5　外来語をつける

9
561
5
6
　

4　　　　3

1　　　5

1　　　9

一一一　5

2　　　　4

　一露93一

3淺橋駅，心布線，美肌法

磯醗諾。騨柵翻編
1　　≧襲…屋；＝！i　台所口，　団子汁　 et（：・

　二巴附，・毎月ばらい，台勝廻
　りetrc．

・肇鶴諺髪驚タ帥・



g6・3

　第4・4衰
湯桶読みの語の
複合の形式

複合の形式

延べ語数1
主婦之友

全体陳用

婦
入
生
活

異なり語数

主婦之友

除体擦用

婦
入
生
活

ssl　361　i6／　d．・61　30［ 羅 語 例

・ぎの漢勲つけ

・夢の灘をDlr」一

・磯読みの語をつ

・醐翻の諭つ

5　和語名詞をつける

・霧翻（連用形）

7　外来語をつける

8　サ変動詞をつくる

9　働詞をつける

12

6

2

2

4
7

1

4

8

8

5

2

2

9

5

4

1

1

3

3

4

2

1

2

8

5
珍
2

露
7
・

1

3
7

5

4

2

2

8

5

3

1

1油絵科，手数賢，二幅鱈etc．

・叢野口三三灘紅

一豚肉団子，（豚肉闘子汁）

一マル公家賃，（口絵色届巨写真）

3薄地物，浮気者，親分胱etc．

・魅温石瀦え・撚入

・輸識離隔テー　7’・

・磐藩構慰画手酎

1三昧がかる

6・3あとがき
　以上は，まだきわめて不十分ではあるが，今回の語彙調査のためにわれわれの設定した窪単位

の語というものが，どのような構造をもつものか，またその中では乏くにどのような構造の語が

多く用いられているかという点に限ウては，以上の結果からだけでも大体の見通しがつけられる

ものと思う。

　ただ，つけ加えておくべきは，α単位という単位の語を，語構造の調査対象に取り上げたこと

に関する反省である。それはCt単位の認定の項に詳述してあるように（cf．§2・2エ），この単位で

は，形式的にはひとつづきのものであっても，特別な条件のもとでは短かく切ることにするとい

う項属がかなりあって，その適用をうけて短かく切られた例が実際には相当の範囲に及んでお

り，またその原則の適用にあたっても，かならずしも常に一貫した処概がとれたとは言えない状

況であった。このような事誇のために，複合語として取上げるべくして取五げられずに終った例

が，かなり多かったのではないかと思われる。語講造の調査にあたって複合のしかたの類型を求

めようとするためには，なるべく多くの条件をもった複合語の用例に接することが必要で，その

限りにおいては，ともかくひとつづきの形式であらわれる語は，なるべくそのままの形でとらえ

て分析するという：方法のほうがより適：切ではあるまいかと反省させられるのである。

一一　294　一一



7『婦人生活』の実用記事に使われた助詞・助動詞

7・1　助詞・助動詞の用法別度数表

　次に掲げる第エ表・第2表は，『婦人生活』の実用記事から採集した9795語の助詞および助

動調を，意義・用法によって分類し，これを五十音順に排列し，それぞれの使嗣度数と，代表的

な用例とを一覧できるように作ったものである。（ce．§2・21，2・26（il　），2・45）。

　各語の用法の分類は，おおむね，国立顛語研究所報告3r現代語の助詞・助動詞』（以下『報

告3sと略称）によった。各語のそれぞれの用法とr報告3』とを参照する便宜のため，衷に

「報告3」という欄を設けた。たとえば，〈10一③〉〈三2一（／）〉などというのは，それぞれ，

『報告3』の10ページの④，12ページの｛／）という項に当ることを示す。また，〔〕でかこ

ったのは，r報告3』で，連接形式・呼応形式・連語と呼んだものに当る。　r報告3譲でもやは

り〔〕でかこって，〔～h｝もしれない⊃のようにしてあるが，表で〔3〕のように数字が入れ

てあるのは，　r報一告3露のそのページの（　コの中で，上から何番目に当るかを示したものであ

る。たとえば〈17一〔3〕〉というのは，　r墨打3』の17ページにある〔　〕でかこったものの

うち，kから三番目のに相当することを示したものである。

　なお，おおむね，r報告3Sによったとは書うものの，必ずしも金面的に一致してはいない。

それは，r報岱3凄で細かく分けたのを合併したものと，　r報岱3』に漏れたのを新しく立てた

ものとである。合併したもののうち，おもなものは，澄によって示した。また薪しく立てたもの

は，表の「報告3」の欄にダッシPt←）で示しておいた。なお，いわゆる形容動詞の活用語尾

も，助動詞に煽えて採集した。

　使用度数は，「い」とか「か」とか「だ」とかのそれぞれの慶数と，各用法別の度数とに分け

て示した。いずれも，実際の数，すなわち絶対度数である。相対度数（使用率）に換算しておけ

ば，他の記事について助詞・助動詞の度数調査をした場合の比較に便利ではあるが，それはそう

いう必要が起こったときにやることにして，今回ほ省略した。

　重た，たとえば，〔～と～と⊃のよ5回分のには，「と」が二つ含まれている。このような場合

は，度数2と数え．てある。だから，（～と～と〕の度数ユ8というのは，〔～と～と〕の形として

は9という意味である。また，（～か～か⊃の度数が11と奇数になっているようなのは，たまた

ま，この形がニページにわたったため，サンプルが半分でちxんぎられたものがあるというよう

な事情によるのである。

　用例は，原則として一つずつ，紙面の許す範囲で二つ以kあげたものもある。また，その譜の

意昧を具体的につかむことができるように，なるべく長く取ることにした。

　注の欄には，前記の「報告3」の欄の補足のほか，連語などの岡種類として扱ったものの内

駅，局じ活用形に属しながら語形を異にするものの内訳などを記した。
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第
1表

助
詞

用
法
SI
J度

数
表

藷
意

昧
用

報
告
3

度
数

副
用

爾
用

例
注

1 邸 ゆ Φ 一

1
　

い
（

終
助

詞
）

　
　

　
質

問
・

反
問

（
〔

だ
い

・
か

い
〕

の
形

）

2
カ

、
（

副
助

講
）

　
　

　
不

定
・

不
確

か
（
疑
問
の
意
の
語
に
つ
く
）

　
　

　
　

　
　

〔
な

ん
と

か
〕

　
　

　
　

　
　

〔
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
〕

　
　
　
　
　
　
〔
か
も

し
；

れ
な

い
〕

3
カ

、
（

並
立

助
詞

）

　
　
　
選
択
　
（
4）

〔
～
か
～
か
〕
の
形

　
　
　
　
　
　
（
m）

〔
～
か
～
〕
の
形

　
　

　
　

　
　

〔
か

ど
う

か
・

か
否

か
〕

4
　

か
（

終
助

詞
）

　
　

　
疑

問
・

質
問

・
寛

厚

　
　

　
窪

答
・

ひ
と

り
合

点
　
　
　
　
　
　
〔
カ
・
と
思
5と

〕

5　
が
（
絡
助
i
蜀
）

　
　
　
主
語

　
　

　
　

　
　

〔
気

が
つ

く
・

聞
が

抜
け

る
e
t
c．

〕

　
　

　
対

象
語

　
　

　
　

　
　

〔
わ

が
〕

6　
が

（
接

続
助

詞
）

　
　

　
つ

な
ぎ

（
共

存
ま
た
は
雨
間
的
推
移
）

　
　

　
題

目
・

場
面

・
前

お
き

　
　

　
既

竈
の

逆
説

条
件

　
　

　
　

　
　

〔
だ

が
〕

7カ
ミ

（
終

助
詞

）

　
　
　
窮
実
と
反
対
の
事
が
ら
の
実
現
を
願
う
気
持

8　
か
し
ら
（
終
助
詞
）

　
　

　
不

審
・

聴
聞

（
自
分
肇
身
に
問
い
か
け
る
）

10
一
＠

11
一
＠

　
（

1］

　
［

2）

　
（

3）

12
－

C4
）

　
　

〔
切

　
（
1）

　
　

（
i）

14
KS
）

15
一
＠

17
一

（
3）

エ
8一

②

19
一

（
3］

19
一
＠

2i
K2
）

22
一
＠

25
－

C2
］

o“
7n

dt
e

27
一

（
4）

1

14 41 20

41
3 83 エ 1

1　
陽
子
ち
ゃ
ん
の
顔
は
，
ど
っ
ち
が
裏
で
ど
っ
ち
が
表
だ
い
な
ん
て

0 1 2 1三

ー バ 驚 ρ 0

1 1 噌 ■

ど
こ
か
ら
か
潔
白
が
入
れ
ば
変
化
を
お
こ
す
も
の
と

思
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

何
と

か
治

す
方

法
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

気
管
の
壁
は
ど
右
ら
か
と
い
え
ば
蒼
白
で
～

こ
れ
は
少
し
む
ず
か
し
い
か
も
知
牝
ま
せ
ん
が

水
切
り
台
に
あ
げ
て
お
く
か
，
乾
燥
羅
に
か
け
る
か

し
て
～

眼
尻
の
と
こ
ろ
に
ほ
ん
の
二
粍
か
三
春
，
横
に
墨
で

線
を
入
れ
て
～

果
た
し
て
あ
な
た
の
信
頼
に
価
す
る
事
た
り
得
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ

エ
8　

エ
キ

ビ
の

あ
と

の
凸

凶
は

治
る

で
し

ょ
う

か
。

1　
一
時
は
死
ん
で
し
ま
お
う
か
と
取
乱
し
た
私
も
～

1　
「
お
繭
は
果
報
者
だ
ぞ
…
…
」
と
い
5か

と
思
う
と

，
～
・

34
7

　
4 60

　
2 6 4 8 認 1

消
化

力
が

弱
く

な
る

：
充

分
昧

が
浸

み
た

縛

さ
ら

り
と

し
て

い
る

か
ら

気
が

つ
か

な
い

だ
け

で
す

。

話
の
あ
ら
す
じ
が
っ
か
め
る
よ
う
に
恥
く
：
鉛
筆
で

か
く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
わ
が
家
自
慢
の
も
の
で
～

o ee

陽
が
い
っ
ぱ
い
あ
た
る
場
所
が
い
ち
ば
ん
望
ま
し
い
の
で
す
が
，
風
通
し
も
よ
く
な
い
と

離
麻
疹
が
よ
く
磁
る
の
で
す
が
，
何
と
か
治
す
方
法
は
な
い
で
し
x
う
か
。

流
産

の
し

る
し

と
似

て
い

ま
す

が
，

出
血

は
そ

れ
ほ
ど
は
げ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
O

出
来

る
だ

け
円

満
に

，
だ

が
キ

’
ッ

パ
リ

と
手

を
お

切
り

な
さ

い
。

1横
穴

な
ど

の
な

い
洞

穴
に

し
て

お
け

ば
，

い
や

な
病
気
に
な
ら
ず
に
す
む
の
だ
が

1伯
母

さ
ま

が
ご

ら
ん

に
な

っ
た

ら
，

～
な

ん
て

お
っ
し
ゃ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
J

（
注

）
⑳

か
ど

う
か

14
，

か
否

か
2。

④
16

一
〔

1〕
，

17
一

〔
1）

〔
2〕

を
含

む
。

④
気

が
つ

く
1，

気
が

利
く

1，
気

が
狂

う
1，

聞
が

抜
け

る
1
．
　
0
2
3
一
〔
1
〕
を
含
む
。
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l N ゆ 刈 i

藷
意

用
法

　
　

．
　

　
　

　
一

�
吹
D3

度
　
　
数

用
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
働

注

語
別
睡
別

9
　

か
ら

（
格

助
詞

）

　
　

　
時

間
的

出
発

点
・

藩
点

　
　
　
　
　
　
〔
て
か
ら
〕

　
　

　
　

　
　

〔
そ

れ
か

ら
〕

　
　

　
　

　
　

〔
見

る
か

ち
に

〕

　
　

　
　

　
　

〔
朝

か
ら

晩
ま

で
〕

　
　
　
空
聞
爵
勺
替
玉
発
点
・
基
点
・
方
向
・
位
置

　
　

　
　

　
　

〔
し

ん
か

ら
〕

　
　

　
経

　
由

　
　
　
計
燈
の
籟
囲
を
承
す
際
の
基
点

　
　
　
順
序
，
発
端
，
列
挙
の
際
の
叢
初
の
も
の

　
　
　
　
　
　
〔
て
か
ら
〕
　
（
手
順
・
順
序
）

　
　

　
　

　
　

〔
臨

分
か

ら
〕

　
　
　
理
由
・
根
鍵
・
原
因
・
動
機

　
　

　
原

料
・

材
料

　
　
　
受
身
の
作
用
の
繊
　
at

ろ

　
　

　
獲

得
す

る
梢

手

10
　
か
ら
（
接
続
助
詞
）

　
　
　
原
e
q　

；
理
由

　
　

　
　

　
　

〔
～

は
～

か
ら

だ
〕

　
　

　
　

　
　

〔
だ

か
ら

・
で

す
か

ら
〕

　
　
　
極
端
な
場
合
を
立
論
の
根
挺
と
す
る

11
　

ぐ
ら

い
・

ぐ
ら

い
（

副
助

詞
）

　
　

　
お

お
よ

そ
の

分
蟻

・
程

度
　
　
　
事
柄
を
例
承
し
，
動
作
・
状
態
の
程
慶
を
派
す

　
　

　
　

　
　

〔
く

ら
い

で
す

か
ら

〕

　
　

　
毘

較
の

基
準

　
　
　
事
柄
を
例
承
し
，
そ
め
程
度
を
軽
く
扱
う

12
　

け
’

Ft
，

ど
も

・
け

乳
ど

・
け

ど
（

援
続

助
詞

）

　
　

　
既

定
の

逆
説

条
件

28
・

一
・

O

　
　
（
2）

29
・
一
（
1）

　
　
＠

31
一
（
2｝

　
　
一
＠

32
S

32
一
〔
エ
〕

33
一
＠

35
一

＠

　
　
＠

　
　
tw

35
一

＠
37
一
（
1］

38
一
（
3］

39
一
（
2）

瑠
41 S2

O ③ ④〔

45
一
＠

17
4 68 66

3

12 R 5 エ ー 7 6 2 4 8 1 7 お 1 2 1 2 1 43 9 3 35 7 9 2 4 4 一4

妊
娠
の
初
期
か
ら
た
く
さ
ん
尿
申
に
撲
泄
さ
れ
ま
す

か
ら
，

こ
ち
ら
へ
ま
い
り
ま
し
て
か
ら
，
私
も
，
む
か
し

の
お
友
達
に
何
枚
も
佳
立
て
て
差
上
げ

脂
肪
を
洗
い
落
し
ま
す
。
そ
乳
か
ら
，
水
を
固
く
搾

っ
て
鍋
に
入
れ
，

色
彩

と
彩

態
と

を
見

る
か

ら
に

初
夏

む
き

’
の

感
じ
に

ま
と

め
た

も
の

で

朝
か
ら
晩
ま
で
借
金
取
り
に
云
い
わ
け
し
て
い
る
よ

う
に
，

争
一
ズ
が
す
っ
か
り
溶
け
ま
し
た
ら
火
か
ら
下
し
：
こ
れ
を
御
飯
の
上
か
ら
か
け
ま
す
。

　
　
　
ヘ
　
へ

色
黒

を
し

ん
か

ら
白

く
し

た
体

験

ホ
ル
モ
ン
剤
は
～
皮
虜
か
ら
も
吸
収
さ
れ
て
効
果
が
あ
り
ま
す
。

三
十

九
度

か
ら

四
十

度
く

ら
い

の
熱

：
叢

週
聞

か
ら
一
ケ
月
近
く
も
お
り
も
の
が
あ
る
人

タ
イ
ト
ス
カ
ー
ト
か
ら
描
き
ま
す
：
妊
娠
申
の
経
過

か
ら
お
塵
の
槙
様
，
～

庖
丁

で
叩

い
て

か
ら

裏
ご

し
に

か
け

ま
す

：
ス

ー
プ
が
終
っ
て
か
ら
頂
き
始
め

子
供

が
自

分
か

ら
す

す
ん

で
学

習
す

る
よ

う
に

と
い
う
の
で

一
時
の
軽
卒
か
ら
処
女
を
捨
て
て
も

キ
ウ

リ
や

ヘ
チ

マ
か

ら
作

っ
た

も
の

で
す

。

近
ご

ろ
お

友
達

か
ら

，
「

～
」

と
い

わ
れ

ま
す

が
，

そ
の
医
師
か
ら
妊
娠
届
を
書
い
て
も
ら
っ
て

。

私
は

肺
病

で
は

な
い

か
ら

，
湊

は
出

ま
せ

ん

蟹
り
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
乳
は
～
涙
が
鼻

に
流
れ
て
く
る
か
ら
で
す
。

た
え

ず
ト

リ
モ

チ
の

如
く

水
を

出
し

て
い

ま
す

。
だ
か
ら
粘
膜
と
い
5
わ
け
で
す
。
　
　
　
鰍
・

藁
で

炊
く

の
が

最
も

美
味

し
い

と
い

わ
れ

て
い

る
位
で
す
か
ら
，
そ
の
心
地
で
炊
き
ま
す
。
⑧

灘
に
二
十
坪
く
ら
い
の
菜
園
を
つ
く
り
：
五
針
位
縫
っ
て

少
し
色
が
つ
く
位
に
責
め
て
か
ら
：
手
の
入
れ
ら
れ
る
位
の
お
湯
の
中
に

絶
食
さ
せ
る
療
法
が
あ
る
く
ら
い
で
す
か
ら
水
分
さ
え
充
分
に
与
え
て
お
け
ば

袋
の

半
径

が
一

一
一

一
ミ

リ
の

五
分

の
一

一
か

ら
十

分
の

一
，
目
で
見
て
も
白
墨
の
’
il
　
〈
“
ら
い
の
も
の

こ
の
璽
に
な
り
ま
し
た
ら
ち
ょ
っ
と
外
へ
繊
る
く

ら
い
は
出
来
ま
す
。

3　
お
野
葉
は
何
を
入
れ
て
も
よ
い
と
申
し
ま
す
け
？
t
，
ど

や
は

り
南

瓜
と

馬
鈴

薯
が

一
一

・
ts
～

（
注

）
03
0一

一
一

〔
1〕

〔
2〕

，
31
一
〔
三
〕
を
含
む
。
　
㊨

だ
か
ら
1，

で
す
か
ら
2．

　
㊥
ほ
ど
で
す
か
ら
1，

く
ら
い
で
す
か
ら
2．

　
⑪
け
れ
ど
も
1
，
け
れ
ど
1
，
け
ど
1
・

ゆ 刈 ・ ド



i 曇 り ◎ o 一

盆
意

味
用

法
報
告
3

度
　
　
数

用
例

注
口

口

酬
用
蘭

1
3　

さ
（
終
助
詞
）

　
　

　
軽

く
あ

：
っ

さ
り
と
書
い
は
な
す

1
4　

さ
え
（
係
助
詞
）

　
　
　
極
端
な
，
予
想
外
の
場
合
と
し
て
，
強
調
的
に
例
示

　
　
　
そ
れ
だ
け
の
条
件
が
備
わ
れ
ば
結
果
が
期
待
で
き
る

15
　
　
し
　
．
（
接
綾
助
調
）

　
　
　
列
挙
し
て
，
強
調
の
意
を
含
ま
ぜ
る

　
　

　
　

　
　

〔
～

し
～

か
ら

（
の

で
）

〕

16
　
し
も
（
係
助
詞
）
『

　
　

　
〔

必
ず

し
も

〕
（

部
分

否
定

）

　
　
　
〔
ま
だ
し
も
〕

　
（

部
分

肯
定

）

17
　
ず
つ
（
副
面
謁
）

　
　

　
等

燈
の

反
覆

　
　

　
等

盤
の

配
当

（
分
野
を
含
む
）

1
8ぞ

（
終

助
講

）
’

　
　

　
念

を
押

ナ
形

で
主

張

19
　
　
だ
‘
ナ
　
（
翻
助
詞
）

　
　
　
限
度
を
画
す
る
形
で
程
度
を
示
す

　
　

　
　

　
　

〔
で

き
る

だ
け

〕

　
　
　
　
　
　
〔
だ
け
に
〕
　
（
接
続
助
詞
的
）

　
　

　
範

囲
を

限
定

す
る

2
0　

た
り

・
だ

リ
（

並
立

助
詞

）

　
　

　
動

作
・

状
態

の
並

列
　

（
4
）

～
た

り
～

た
り

　
　
　
　
　
　
（
m）

～
た
り
～

　
　

　
一

一
・

p
m］

と
し
て
あ
げ
る
（
〔
た
り
す
る
〕
の
形
）

2
1　

つ
つ
（
接
続
助
詞
）

　
　
　
〔
つ
つ
あ
る
〕

22
て

・
で

（
接

i続
助
詞
）

　
　

　
動

作
。

作
田

の
推

移
・

連
続

　
　

　
　

》

　
　

　
　

　
　

〔
て

か
ら

〕

53
一
＠

54
－
O

sJ
r一

（
iD

56
一

一
〇

57
一

（
1）

60
一
＠

　
　
＠

60
－
CD

61
nd
＠

63
一
＠

64
一
一
Cl
）

　
（
3）

　
（

6）

65
一

（
2）

70
－
oo

　
　
（
ロ
）

　
　
＠

75
－

3）

76
一
一
一
［
1）

1 4 5 3

34 1 39

1　
泣
い
て
い
る
藤
さ

1子
供
に
み
せ
る
笑
顔
さ
え
心
し
そ
う
で

3早
く

手
当

を
し

さ
え

す
れ

ば
，

決
し

て
心

配
す

る
こ
と
は
い
り
ま
せ
ん
。

o

2赤
ち

ゃ
ん

に
も

よ
い

影
響

を
与

え
ま

す
し

，
医

者
と

し
て
も
そ
の
後
の
治
療
が
ず
っ
と
楽
～
t
t

3　
量

が
少

い
し

，
さ

ら
り

と
し

て
い

る
か

ら
気

が
つ
か
な
い
だ
け
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
④

2　
空
気
は
必
ず
し
も
清
潔
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1　
ゴ
ミ
位
な
ら
ま
だ
し
も
，
空
気
に
混
っ
て
い
ろ
ん
な
バ
イ
キ
ソ
類
ま
で
入
っ
て
き
ま
す
。

19
　
茶
匙
に
二
，
三
杯
ず
つ
を
何
回
も
何
回
も
間
を
お
い

て
飲
ま
せ
ま
す
。

15
　

玉
葱

を
・

一
入

筋
ず

つ
事

脛
に

分
け

て

1　
お

い
憂

子
，

お
前

は
果

i報
者

だ
ぞ

…
…

　
　
　
　
　
2　

輿
由
の
神
は
，
そ
れ
に
価
す
る
だ
け
の
聰
明
さ
と
強
さ
の
な
い
憲
を
手
ひ
ど
く
罰
し
ま
す
。

　
　

　
　

　
8　

生
魚

を
扱

う
孔

孟
は

出
来

る
だ

け
手

早
く

し

　
　

　
　

　
4私

に
母

が
な

か
っ

た
だ

け
に

私
は

ど
う

な
っ

て
も

子
供
だ
け
は
両
親
揃
っ
て
育
て
た
い

　
　

　
　

25
　

二
三

だ
け

綴
じ

　
39

　
　

　
　

24
　

煮
た

り
爺

で
た

り
し

た
野

菜
は

　
　
　
　
　
9　

ス
フ
の
布
で
は
す
ぐ
破
れ
f：

り
，
チ
ャ
ッ
ク
の
具

合
が
悪
く
な
っ
て
損
で
す
。

　
　
　
　
　
6　

ア
メ
リ
カ
の
婦
人
は
，
け
っ
し
て
食
器
を
布
ゆ
で
ふ
い
た
り
し
な
い
も
の
で
す
。

　
1

　
　

　
　

　
1　

本
i当

の
節

約
が

実
行

さ
れ

つ
つ

あ
る

こ
と

は
悦

ば
し

’
L・

ご
と

で
す

。

10
34

　
　

　
　

27
4細

い
ゴ

ミ
は

ゆ
う

ゆ
「

）
「

声
門

」
を

通
過

し
て

「
気

管
」

に
入

っ
て

き
’

ま
す

。

　
　

　
　

27
芯

を
入

れ
て

の
？

；
で

貼
っ

て
か

ら
，

口
に

な
る

と
こ

ろ
を
ぐ
る
り
と
ミ
シ
》
で
お
さ
え
ま
す
。

（
浅

）
0〔

さ
え

～
ば
〕
の
形
。
②
か
ら
2，

の
で
1．

ゆ N ・ 、 μ
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皆
3

度
　
　
　
数

用
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

例
注

訓
用
法
携

　
　

　
原

因
・

理
由

の
意

を
含

む

　
　

　
　

　
　

〔
て

な
ら

な
い

〕

　
　
　
方
法
・
三
手
段

　
　

　
　

　
　

〔
あ

ら
た

め
て

・
す

べ
て

et
c
，

〕

　
　

　
並

列
・

添
加

・
・

対
比

　
　
　
纂
態
・
状
況
・
関
係
事
物
の
提
承

　
　

　
　

　
　

〔
と

し
て

〕
　

（
資

格
の

提
…

示
）

　
　

　
　

　
　

〔
状

態
語
＋
て
＋
数
返
を
表
わ
す
語
〕

　
　
　
　
　
　
〔
て
は

〕
　

（
条

件
の

提
示

）

　
　
　
　
　
　
〔
て
（
一
は
）
な
ら
な
い
〕

　
　
　
　
　
　
〔
て
（

一
も

）
よ

い
（

か
ま

わ
な

い
e七

C．
）

〕

　
　

　
　

　
　

〔
ど

う
し

て
い

い
か

〕

　
　

　
　

　
　

〔
従

っ
て

〕
（

接
続

詞
）

　
　
　
　
　
　
〔
な
い
で
〕

　
　

　
動

作
・

作
用

の
様
態
（
補
助
用
言
に
連
な
る
）

　
　
　
　
　
　
〔
て
る
・
で
る
〕
　
（
接
尾
語
的
）

23
て

（
終

助
詞

）

　
　

　
依

頼
24

で
（

格
助

詞
）

　
　

　
空

間
的

な
場

所
・
i舞

台

　
　
　
旧
作
主
体
と
し
て
の
組
織
・
団
体

　
　
　
独
象
的
な
場
所
・
場
薗
・
事
態

　
　
　
　
　
　
〔
こ
こ
で
・
そ
こ
で
〕
　
（
接
続
詞
）

　
　

　
時

　
期

　
　
　
時
隈
・
再
度
・
基
準

　
　
　
状
態
・
態
度
・
立
場

　
　
　
手
段
・
方
法
・
道
具
・
材
料

　
　
　
理
由
・
二
二
い
原
因
・
動
機

　
　
　
　
　
　
〔
そ
れ

で
〕

　
（

接
続

詞
）

77
一
＠

78
一

（
1）

　
　

＠
79
－

C4
）

80
一
一
く
D

81
一

＠

82
P［

1）

82
一

一
一

一
（

2）

　
　

（
3）

83
一
一
［
1）

8…
レ
｛
4〕

86
一
一
（
3）

84
一
一
＠

84
一
（
1）

87
一

＠

87
－
O

sg
KI
D

gg
一
＠

89
一
一
（
1）

　
　
＠

se
一

く
＄

　
　
＠

　
　
（
lz

）

91
一
一
く
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92
一
一
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）
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3

7 1 3 4 4 3 9 1 3 5 4 1 1 0 6 14 　 2 1 3 2 1 　 　 　 1 　 　 1 3

　 　 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

縮
緬

類
は

四
つ

縫
に

す
る

と
縫

輿
が

ち
り

つ
い

て
見
に
く
い

不
甲

斐
な

い
豪

商
が

嘆
か

れ
て

な
り

ま
せ

ん
。

治
ら
な
い
場
合
は
帝
王
切
開
手
術
を
し
て
胎
児
を
禺

し
て
し
ま
い
ま
す
。

入
体

の
最

尖
端

は
す

べ
て

凍
傷

に
か

xり
や

す
い

と
こ
ろ
で
す
か
ら
御
用
心
。
　
　
　
　
　
0

背
が
二
つ
害
1に

な
っ
て
，
響
ヨ
ネ
｛
ズ
が
か
か
っ

て
い
ま
す
：
安
く
て
栄
養
の
あ
る
イ
ワ
シ

夫
に
と
っ
て
す
で
に
未
簿
数
の
な
く
な
っ
た
妻
と
い
う
も
の
は

ビ
ー

ル
の

講
と

し
て

釘
が

一
番

お
好

き
で

す
か

。

せ
い

ぜ
い

高
く

て
五

十
円

程
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

全
収
入
の
五
割
以
上
を
口
に
運
ん
で
い
て
は
，
と
て
も
暮
し
が
楽
に
な
ら
ぬ
の
で
す
か
ら

牛
乳

や
お

粥
な

ど
は

決
し

て
与

え
て

は
な

り
ま

せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

紐
で

し
っ

か
り

く
く

っ
て

お
い

て
も

い
い

の
で

す
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

私
は
苦
し
く
て
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た

不
可

能
な

こ
と

で
ず

。
従

っ
て

理
論

的
に

は
治

ら
な
い
わ
け
で
す
が

座
布
団
に
．
坐
ら
な
い
で
待
つ
方
が
よ
ろ
し
い
で
し
x
5
が

金
具

の
最

終
が

止
っ

て
い

る
型

と
，

周
り

は
っ
し
て
両
剣
が
離
れ
て
し
ま
う
型
と
が
あ
り
⑤

～
な

ど
と

思
っ

て
る

方
が

も
し

あ
っ

た
ら

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t
．

1　
お
み
足
を
お
楽
に
な
さ
っ
て

89 　
3 13 ．
3

　
6 18 　
8

15
8

14

　
工

朝
鮮
で
十
幾
年
悪
し
：
お
店
で
亮
っ
て
い
る
三
型
チ
ー
ズ

家
で

お
や

つ
を

作
っ

て
あ

げ
る

よ
う

に
い

た
し

ま
す
。

糊
が
乾
い
た
と
こ
ろ
で
周
囲
を
点
線
の
よ
5に

ミ
シ
ン
で
縫
い
ま
す
。

～
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
，
ど
な
た
に
も
判
り
易
い
よ
う
に
⑥

近
頃
で
は
ペ
ユ
シ
リ
yな

ど
と
い
う
よ
い
薬
が
｝
葺
来
ま
し
た
が

一
週

間
で

三
千

五
百

円
な

ら
：

麦
畑

・
一

一
斗

六
十

円
で

農
家

か
ら

譲
っ

て
も

ら
っ

て

私
は
母
親
の
よ
う
な
気
持
で
夫
の
恋
愛
を
み
つ
め
て

い
る
べ
ぎ
で
し
ょ
う
か
。

左
手
で
皿
を
少
し
か
た
む
け
て
：
塩
胡
嶽
で
味
を
つ

け
ま
す

血
液
病
で
血
液
の
凝
固
す
る
力
が
減
っ
て
い
た
り
す

る
と

～
と
い
っ
て
も
圏
罪
な
話
で
す
。
そ
札
で
学
校
で
は
聞
ぎ
方
や
話
し
方
や
読
み
方
や
作
文
を

（
注

）
｛

｝
次

し
て

5
，

す
べ

て
2，

あ
ら

た
あ

重
，

果
た

し
て

，
つ

と
め

て
，

は
じ

め
て

，
総

じ
て

，
前

も
っ

て
，

載
り

：
立

て
て

，
各

】
．

㊨
駆

眼
の

数
量

を
表

わ
す

塑
。

　
㊧

て
は

4，
て

1．
の

て
も

10
，

て
4：

よ
い

5，
い
い
5，

結
構
2，

か
ま
わ
な
い
1，

さ
し
つ

か
え
な
い
1．

⑤
て
い
る
12
2，

て
お
く
49
，
て
お
る
28
’
Jて

下
さ
い
2零

，
て
し
ま
52
1，

て
く
る
1
7
，
て
み
る
1
6
，
て
ゆ
く
1
2
，
て
あ

る
8，

て
い
た
だ
く
8
，
て
も
ら
う
8
，
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
6，

て
あ
げ
る

3，
て

や
る

3，
て

い
く

2，
て

く
れ

る
2，

て
ま

い
る

2，
て

な
い

1，
て

さ
し

あ
げ

る
1，

て
ご

ら
ん

1，
て

歩
く

1．
㊦

こ
こ

で
2，

そ
こ

で
1．

ゆ ご μ
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25

て
も

・
で

も
（

接
続

助
詞

）

　
　

　
　

仮
定

の
逆

説
条
件

　
　
　
　
　
　
　
〔
な
ん
と
し
て
も
〕
　
（
副
詞
）

　
　

　
　

　
　

　
〔

な
ん
と

雷
っ

て
も

〕
　

（
副

詞
・

接
続

詞
）

　
　

　
　

　
　

　
〔

い
ず
れ
に
し
て
も
〕
（
接
続
詞
）

　
　
　

　
既

定
の

逆
説

条
件

　
　
　
　
　
　
　
〔
と
言
っ
て
も
〕
　
（
接
統
詞
）

　
　
　
　
い
つ
で
も
内
容
の
衝
突
す
る
結
果
が
生
ず
る

　
26
　
　
’
で
も
　
　
（
係
助
詞
）

　
　
　
　
は
な
は
だ
し
い
場
合
を
あ
げ
て
強
調
す
る

　
　
　
　
例
外
で
あ
り
え
な
い
事
物
を
提
示
す
る

　
　

　
　

　
　

　
〔

い
や
で

も
お

う
で

も
〕

　
　

　
　

全
面

肯
定

（
不
定
称
の
指
示
藷
に
つ
く
）

　
　
　

　
投

げ
や

り
な

例
示

　
27

と
（

格
助

詞
）

　
　

　
　

零
墨

・
共

同
者
（

4
）

本
来

相
手

を
要

す
る

動
作

作
用

　
　

　
　

　
　

　
（

m｝
必

ず
し

も
相

手
を

要
し

な
い

動
作

作
用

　
　

　
　

　
　

　
〔

と
共
に

〕

　
　
　
　
比
較
の
基
準
と
し
て
め
対
象

　
　
　
　
帰
着
点
，
な
っ
て
ゆ
く
結
果
，
す
る
員
標

　
　
　
　
動
作
・
作
髭
・
状
態
の
内
容
の
指
楚

　
　
　
　
　
　
　
〔
よ
う
と
す
る
）
’

　
　
　
　
　
　
　
〔
と
し
て

〕
．

（
：

立
場

・
資

酪
。

名
目

）

　
　
　
　
　
　
　
〔
と
蓄
え

ば
〕

　
（

提
題

）

　
　
　
　
　
　
　
〔
と
い
う
〕
　
（
同
格
・
内
容
説
明
的
修
飾
）

　
　
　
　
　
　
　
（
と
の
〕
　
（
岡
格
・
内
容
説
明
的
修
飾
）

　
　
　
　
　
　
　
〔
と
は
〕

　
（

定
蓑

i・
命

題
の

主
題

）

　
　
　
　
　
　
　
〔
と
思
5
と
〕
　
（
接
続
助
詞
的
）

　
　

　
　

　
　

　
〔

と
い
5の

で
〕
（
接
続
助
詞
的
）

　
　
　
　
　
　
　
〔
何
と
い
っ
て
も
e
tc

．
〕

一
一
一

嶋

93
一

｛
D

95
一

［
1）

95
一
一
一
［
2）

g5
一
一
く
iD

96
一
一
［
1）

97
一

＠

98
一

＠

　
　
＠

99
KD

　
　
＠

99
－
co

Ci
j）

　
1G
1一

（
切

10
0一

（
2）

　
10
1一

＠

　
　

　
＠

10
2一

一
Q．

　
to

10
4一

［
1）

　
　
　
C3

）

10
5r

一
｛
4）

10
6一

（
1）

　
　

（
3）

10
7一

く
3・

4］

2ズ 21

23
6

9私
は

ど
う

な
っ

て
も

子
供

だ
け

は
両

親
揃

っ
て

育
て

た
い
の
で
す
。

2何
と

し
て

も
こ

の
貧

乏
を

追
越

す
よ

う
に

努
力

や
工

央
が
必
要
で
す
。

1俺
と

い
っ

て
も

摂
生

が
第

一
で

す
。

1卵
胞

ホ
ル

モ
ン

は
～

黄
体

ホ
ル

モ
yは

～
。

い
ず

勉
に
し
て
も
妊
娠
中
は
血
液
内
に
両
方
の

2　
一
時
の
軽
卒
か
ら
処
女
を
捨
て
て
も
「
貞
潔
」
の
大
切
な
こ
と
を
銘
黙
す
る
限
り

1　
～

と
心

が
け

て
下

さ
い

。
と

云
っ

て
も

Mの
丸

の
よ
う
に
つ
け
る
こ
と
は
な
さ
ら
な
い
で

5そ
5し

た
菌

を
吸

い
こ

ん
で

も
，

相
遜

部
分

は
渓

に
混
っ
て
送
り
繊
さ
れ
て
し
ま
5
の
で

5 8 2 り 0 311 P 3 3 4 8 5 6 1 1 8 3 4 6 2 2 1 1 8

思
っ
て
み
る
だ
け
で
も
恐
ろ
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す

消
化
不
良
症
の
治
療
法
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
，
小
児
科
の
医
者
で
も
手
こ
ず
る
も
の

斎
妙
に
水
気
が
鼻
の
中
に
ふ
え
て
き
て
，
い
や
で
も

忘
で
も
懸
り
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
誰
で
も
，
ち
kつ

と
し
た
心
が
け
で
出
来
る

こ
と
な
の
で
す
。
　
　
　
“

下
に

絵
で

も
書

き
ま

す
。

そ
ら

豆
は

茄
で

て
皮

を
剣

い
て

う
に

と
和

え
ま

す
。

早
く
話
を
ま
と
め
て
）
．
あ
な
た
は
肉
体
的
に
も
H
さ
ん
と
陶
酔
に
お
浸
り
な
さ
い

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

玉
葱
を
み
じ
ん
切
り
に
し
娩
肉
と
共
に
バ
タ
ー
で
妙

め

天
然
ホ
ル
モ
ン
と
岡
じ
効
果
：
流
薩
の
し
る
し
と
似

て
い
ま
す
が

全
目

を
二

目
一

度
し

て
四

十
五

爲
と

す
る

：
不

便
な
台
所
は
自
然
に
不
潔
と
な
り
が
ち
で

そ
の
名
を
肺
胞
と
い
い
ま
す
。
：
結
構
だ
と
思
い
ま
す
。

と
け

よ
5と

け
よ

う
と

し
て

い
る

性
質

で
す

か
ら

原
鋼
と
し
て
ス
ー
プ
が
終
っ
て
か
ら
：
ビ
ー
ル
の
着
と
し
て
何
が
一
番
お
好
き
で
す
か

一
キ
μ
と
超
え
ば
七
合
，
そ
の
着
分
の
五
と
言
え
ば

三
・
五
勺

抗
ヒ

ス
タ

ミ
ン

剤
と

い
う

薬
＝

ヒ
フ

な
緊

張
さ

せ
る
と
い
う
方
法

今
年
は
こ
ち
ら
へ
お
帰
り
に
な
る
と
の
お
便
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

こ
れ
程
迄
に
心
を
傾
け
て
い
る
女
の
入
と
は
ど
ん
な

入
か

「
お
前
は
果
報
者
だ
ぞ
…
…
」
と
い
う
か
と
思
う
と
～

子
供
が
自
分
か
ら
す
す
ん
で
学
習
す
る
よ
う
に
と
い
う
の
で
～
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す

何
と
い
っ
て
も
摂
生
が
第
一
で
す
：
夫
の
友
人
達
に
そ
れ
と
な
く
話
を
聞
い
て
み
ま
す
と

㈱ 、 8 μ

（
注

）
0何

と
し

て
も

2，
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
2
，

何
と

い
っ

て
も

1，
何

と
か

1，
暗

と
し

て
は

1，
そ

れ
と

な
く

し
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飯

「 解

意
味

P
　

　
趨

p
法

報
告
3

度
　
　
数

用
鯛

淺
口

環

語
別

1用
法

別
買
　
「
　
…
　
｝
　
　
…

　
　
　
　
　
　
〔
と
い

5の
は

et
c．

〕
　

（
接

続
詞

）

　
　

　
無

調
語

句
を

示
す
（
直
説
法
）

　
　

　
心

理
的

葡
提

　
　
　
動
作
・
作
用
の
し
か
た
・
行
わ
れ
方

　
　

　
副

調
の

語
尾

　
　

　
　

　
　

〔
と

す
る

。
と

し
て

〕

28
　
と
（
接
続
助
詞
）

　
　
　
同
時
〔
ど
思
う
と
｝
　
（
掻
i
続
助
詞
的
）

　
　
（
7）

10
8一

イ
ロ
）

　
　

os
10
9一

（
za
）

　
　

el
．

i“
s

　
　
（
1）

動
作

や
作

用
が

相
つ

い
で

行
わ

れ
る

場
合

の
つ

な
ぎ

　
　
11

1一
（

m）

き
っ

か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
2一

②
C4
）

習
慣

，
反
覆
さ
れ
る
動
作
作
用
，
羅
定
事
笑
　
　
　
　

　
11
3－

1切

瀬
説

の
仮

定
条

件
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
三

14
一

囚

　
　
　
〔
と
よ
い
・
と
い
け
な
い
〕
　
　
　
　
　
　
　
　

11
5一

〔
2］

　
　
　
〔
と

も
す

る
と

〕
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

11
5一

〔
3〕

　
　

　
髄

お
き

　
　

　
　

　
　

〔
と

い
．

ヲ
と

〕
　

（
提

題
）

29
と
（

並
立

助
詞

）
　
　
　
叢
歩
旺
。
11
；
lj

as
：
a＞

〔
～
と
㌣
と
〕

　
　
　
　
　
　
｛
b）

　
（
’
一

　
L　

一
一
）
’
　
’

3σ
　
と
か
（
並
立
助

詞
）

　
　
　
玄
セ
　
噛
・
　
唖

挙
〔
～
と
カ
、
～
〕

3f
　

ど
こ

ろ
か

、
（

接
続

助
詞

）

　
　

　
〔

ど
こ

ろ
で
な

い
〕

32
　
と
こ
ろ
で
（
掻

i続
助
詞
）

　
　

　
逆

説
条

件
K無

益
に
終
わ
る
か
食
し
k違

う
か
）

33
　
と
も
（
接
続
助
詞
）
、

、
、

　
　

　
逆

説
の

仮
定

条
件

零
41

叡
〈

終
助

詞
〉

　
　

　
軽

い
断

定
35
　

　
な

カ
ミ

ら
　

（
接
続
助
詞
）

　
；

　
二

つ
の

動
作
作
用
が
平
行
す
る
事
態
（
時
に
手
段
）

（
注
）
の
と
い
う
の

は
2，

と
い
っ
て
も
1
．

11
6一

＠
11

7一
一
一
一
（
1）

11
8一

（
a）

　
　

（
b）

11
9一

｛
ロ
）

12
1一

謡
〔

1ゴ

12
2一

つ

12
4・

一
（
D

12
7一

一
（

m）

12
8　

一
Kl
）

58 11
3 A 1 1 婆 1

21

3～
頂

き
た

い
と

恩
い

ま
す

。
と

い
う

の
ば

，
私

は
一
週
聞
（
七
臼
間
）
の
や
り
く
り
よ
り
は
0

11
　
「
央
礼
い
た
し
ま
す
」
と
云
っ
て

2一
時

は
死

ん
で

し
ま

お
う

か
と

取
乱

し
た

私
：

出
来

上
る
か
ど
う
か
と
あ
わ
て
て
お
り
ま
す

8胴
廻
り
か
ら
裾
へ
と
編
下
げ
て
ゆ
き

17
　

む
や

み
と

心
配

し
な

い
で

：
た

っ
ぷ

り
と

描
き

ま
す

6　
轟

の
奥

が
ツ

・
一

　
Yと

し
て

：
ど

ろ
り

と
し

た
そ

ぼ
ろ

鱈

1 1 3 5 8 5 1 幽　 　 　 3 3 1

「
～

」
と

い
う

か
と

思
う

と
「

鴨
～

」
と

い
っ

た
り
し

ま
す

風
呂
か
ら
上
る
と
化
粧
水
で
さ
っ
と
ふ
い
て
か
ら
床
に
つ
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
し
た

子
供

の
事

を
思

う
と

～
私

は
ど

5な
っ

て
も

子
供
だ
け
は
爾
親
揃
っ
て
育
て
た
い
の
で
す

魚
雷
は
滅
す
ぎ
る
と
ま
ず
く
な
り
ま
す
か
ら

側
と

し
て

も
一

一
一

段
ig

こ
の

枠
の

中
に

収
め

な
い

と
生

計
を

た
て

て
ゆ

く
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん

軽
く

や
い

て
お

く
と

よ
い

：
風

通
し

も
よ

く
な

い
と
い
け
康
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

美
人

に
多

い
と

い
わ

れ
る

顔
立

ち
で

す
が

，
と

も
す
る
と
，
少
し
長
す
ぎ
て
間
が
抜
け
て
見

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
の
方
で
申
し
ま
す
と
，
～

卵
型
と
更
し
ま
す
と
，
瓜
実
形
の
一
番
美
入
に
多

い
と
い
わ
れ
る
顔
立
ち
で
す
が
，

18
塩
と
二
二
と
を
准
半
位
に
混
ぜ
た
も
の
を

95
塩

と
胡

撫
で

調
愉

し
て

　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
ヘ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

11
お

腹
に

か
い

ろ
を

あ
て

て
や

る
と

か
，

お
湯

で
蒸

し
た
ダ
オ
ル
で
濾
湿
布
を
し
て
や
り
ま
す

1　
こ
れ
で
は
衛
生
ど
ご
ろ
で
な
く
，
思
っ
て
み
る
だ
け
で
も
恐
ろ
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

1・
動
物
の
卵
巣
を
た
べ
た
と
こ
ろ
で
，
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
お
る
蚤
は
少
い
し

4何
も

食
べ

さ
せ

な
く

と
秀

大
丈

夫
で

す
し

，
又

よ
い

治
療
法
に
も
な
る
わ
け
で
す

1　
こ
こ
へ
来
て
お
坐
り
，
う
ん
可
愛
い
な

Zl
．

　
頁

を
し

ょ
ぼ

っ
か

せ
な

が
ら

，
お

勝
手

を
し

て
い
ま

し
た

④
と
よ
い
2
，
と

よ
ろ

し
い

1，
と

い
け

な
い

1，
と

い
け

ま
せ

ん
1．

螂 『 み
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例

語
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用
法
別

1注

36
．

な
ど

．
（

翻
助

詞
）

　
　

　
轡

事
物

の
例
云

　
　

　
二

つ
以

上
の

事
物

の
総

指

　
　
　
例
示
し
て
，

そ
れ
を
軽
し
め
て
扱
う

37
　

な
り

（
並

立
助

詞
）

　
　
　
並
列
・
列
挙

し
て
選
択
〔
～
な
り
～
な
り
〕

’
3
8　

な
ん

て
（

格
助
詞

）

　
　
　
動
作
・
作
用

の
内
容
を
軽
く
例
示
的
に
示
す

39
　

　
に

　
（

絡
助

詞
）

　
　
　
空
聞
的
な
場

所
の
定
位
，
窮
物
存
在
の
場
駈

　
　

　
独

象
豹

な
場

所
の

爵
位

　
　
　
動
作
・
作
用

の
行
わ
れ
る
時
・
場
合
・
察
態

　
　

　
　

　
　

〔
こ
こ

に
〕

　
　

　
　

　
　

〔
だ
け

に
〕

　
　

　
　

　
　

〔
見
る

か
ら

に
〕

　
　

　
　

　
　

〔
に
お

い
て

〕

　
　
　
到
達
点
，
行

き
着
く
場
駈
，
方
向

　
　

　
　

　
　

〔
手
に
入
れ
る
・
昌
に
出
す
〕

　
　

　
な

っ
て

ゆ
く

状
態

・
結

果

　
　

　
　

　
　

〔
こ
と

に
な

る
〕

　
　

　
　

　
　

〔
に

．
な

る
〕

　
（

敬
語

）

　
　
　
　
　
　
〔
気
に
な

る
et
c．

〕

　
　

　
変

化
・

帰
着

さ
せ

る
状

態
　
　
　
　
　
　
〔
こ

と
に
す
る
〕
　
（
意
向
の
決
定
）

　
　

　
赴

　
　

〔
を
～

に
〕

　
　

　
　

　
　

〔
ば
か

に
す

る
〕

　
　

　
　

　
　

〔
に
し

て
も

〕

　
　

　
　

　
　

〔
に
し

ろ
〕

　
　
　
動
作
・
作
用

の
向
け
ら
れ
る
相
手
。
事
物

　
　

　
　

　
　

〔
に
～

ぜ
る

〕

13
1一

（
t）

13
2一

’
ロ
｝

13
3一

一
＠

13
4－

e）

13
4K
D

13
5一

＠

　
　

　
＠

13
7一

＠
13
8一

（
1）

　
　

（
2）

Z3
9一

一
一

（
4）

13
9一

一
＠
（
ij
）

14
0K

m）

　
　

（
1）

14
1一

［
1）

　
　

（
3］

　
　

　
の

　
　

［
4）

　
　

［
5）

14
2－

Cl
）

　
　

（
2）

　
　
　
＠

14
3一

一
一

［
1］

・
54 4 1

11
54

21 R 8

、
Fお

浸
し
物
」
な
ど
は
腐
り
が
早
い
も
の
で
す
か

ら

副
食
費
は
味
噌
，
醤
油
，
砂
糖
な
ど
を
ふ
く
ん
で

い
ま
す
が

今
ま

で
男

の
方

に
心

を
う

ば
わ

れ
た

こ
と

な
ど
一
度
も
な
か
っ
た
私
で
し
た
が

4　
五
本
な
り
六
本
な
り
の
哺
乳
瓶
に
入
れ
ま
す
。

1　
ど
っ
ち
が
裏
で
，
ど
っ
ち
が
表
だ
い
な
ん
て
お
っ
し
m
p
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら

59 灯 F 1 4 1 1 6 3 2 5 5 2 1 1 3 謎 3 5 1 1 1 9 2 ーウ 甜 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4 ⊥

甲
状
軟
骨
の
内
側
に
声
帯
が
あ
る
：
卵
巣
に
起
る

変
化

生
活
に
余
裕
が
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
は

二
三

ケ
月

こ
ろ

に
下

腹
が

突
然

は
げ

し
く

痛
み

：
飲
ま
せ
る
度
に
そ
の
分
だ
け
調
乳
し

’
・

Vと
思

い
ま

す
が

，
こ

こ
に

忘
れ

て
な

ら
な

い
ご
つ

の
～

私
に

母
が

な
か

っ
た

だ
け

に
私

は
ど

う
な

っ
て

も
子
供
だ
け
は
爾
親
揃
っ
て
育
て
た
い

見
る
か
ら
に
初
夏
む
き
の
感
じ
に
ま
と
め
た
も
の

で

一
円

た
り

な
い

こ
と

も
百

円
た

り
な

い
こ

と
も

，
余
裕
の
な
い
こ
と
に
お
い
て
は
同
じ
で
す

魚
釣

野
良

に
出

て
は

た
ら

い
て

お
り

ま
す

が

九
円
五
十
銭
で
手
に
入
れ
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す

増
し
目
を
し
な
が
ら
十
七
糎
に
な
る
ま
で
編
み

一
キ

ワ
の

お
米

を
五

十
瓦

節
約

す
る

こ
と

に
な

る
の
で
す

酢
を

お
使

℃
、

に
な

る
の

が
よ

い
で

し
ょ

う

臭
み
は
気
に
な
ら
な
い
ほ
ど
去
っ
て
い
ま
す

牛
肉
を
す
き
焼
き
位
の
籾
身
に
し
ま
す

化
博
労
で
ざ
っ
と
ふ
い
て
か
ら
床
に
つ
く
こ
と
に

し
て
お
り
ま
し
た

こ
れ
を
機
会
に
久
し
ぶ
り
で
皆
様
が
お
集
り
に
な

っ
て

二
十

円
で

も
日

干
円

で
も

馬
鹿

に
せ

ず

い
ず

れ
に

し
て

も
妊

娠
申

は
血

液
内

に
両

方
の

ホ
ル
モ
y
が
た
く
さ
ん
に
流
れ
こ
ん
で

何
れ

に
し

ろ
，

横
に

長
い

め
に

お
描

き
に

な
れ

ば
よ
い
わ
け
で
す

何
事
も
包
み
か
．
く
さ
ず
Hさ

ん
に
打
ち
囲
け
て

乾
い

た
布

に
吸

い
取

ら
せ

。

@
1
　
’

塑 臼 ’ 轟

（
注
）
O
l気

に
な
る
2，

ど
う
に
も
な
ら
な
い
1
．
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倒

注
韻
…

轍 告 3 驚

臨
機
矧

　
　
　
　
　
　
〔
に
つ
い
て

et
c
。

〕

　
　

　
　

　
　

〔
間

に
合

う
〕

　
　

　
動

作
・

作
帯

の
鼠

的

　
　
　
　
　
　
〔
た
め
に
〕

　
　
　
減
段
と
し
て
の
よ
り
ど
こ
ろ

　
　

　
捌

合
・

翻
当

め
鼠

捕

　
　

　
計

1駈
の

基
準

と
な
る
道
具

　
　

　
比

較
の

i籔
準

と
な
る
事
物

　
　

　
　

　
　

〔
に

ほ
か

な
ら

な
い

〕

　
　

　
　

　
　

〔
に

す
ぎ

な
い

〕

　
　

　
評

価
の

基
準

と
な

る
事

物

　
　

　
　

　
　

〔
に

と
っ

て
〕

　
　
　
影
響
・
作
用
を
う
け
る
由
来
・
出
所

　
　

　
　

　
　

〔
に

～
れ

る
・

ら
れ

る
〕

　
　
　
動
機
・
き
っ
か
け
・
原
因

　
　

　
　

　
　

〔
た

め
に

〕

　
　

　
名

頃
・

資
絡

　
　
　
　
　
　
〔
こ
と
に
〕

　
　

　
動

作
．

・
作

用
・

状
態

の
行

わ
れ

方
・

あ
り

方

　
　

　
　

　
　

〔
と

と
も

に
〕

　
　

　
　

　
　

〔
と

く
に

。
こ

二
と

に
e
tc

．
〕

40
　

　
1こ

　
　

（
熊

立
助

詞
）

　
　

　
並

列
・

列
挙

・
枚

挙
41
　

　
ね

　
（

終
助

詞
）

　
　
　
軽
い
主
張
，
念
を
押
す
気
持

　
　

　
同

意
を

求
：

め
る

，
返

答
を

促
す

42
の

（
格

助
詞

）
　
　
　
前
に
後
が
所
属
　
ω
所
有
主

　
　
　
　
　
　
回
執
筆
・
発
儒
・
主
催
・
主
演
者

　
　

　
　

　
　

〔
の

お
か

げ
〕

14
4一

（
1）

14
ng

14
5一

の
　
Ql

（
if

）

13
9一

一
tO

14
6～

囚

　
　

［
2）

14
7一

（
1）

　
　

（
2］

Y．
8一

（
pt

　
　
〔
工
〕

　
　

（
2）

　
　
　
｛
5）

14
8－

tw

14
9一

（
2］

15
0一

［
1）

15
1K
m）

15
2一

＠

15
3－

KI
D

1
55
KD
（
／
）

　
15
6一

｛
切

1．
．
　
7一

｛
1）

i 3

13
13

1 　 　 　 　 11 1 8 8 6 5 3 4 1 2 9 2 8 5 3 4 5 1 6 3 63 　 　 ρ 0

1 　 　 1

メ
イ
キ
ャ
ジ
プ
と
ヘ
ヤ
”
・
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
の
お
話

ご
嵩
む
し
で
も
間
に
合
い
ま
す

回
復
す
る
に
は
場
当
の
酒
毒
を
要
し
ま
す
か
ら
：
沖
へ
蟹
を
捕
り
I
C
い
っ
た
り

血
液
の
循
環
を
よ
く
す
る
為
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て

医
師
の
指
導
に
よ
っ
て
，
流
産
の
防
止
，
子
宮
出
血
の
治
療
な
ど
に
使
用
さ
れ
る

一
i升

の
水

に
茶

匙
ご

，
三

杯

冷
め
た
い
水
を
コ
ヅ
プ
に
一
杯
の
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い

脳
下

垂
体

ホ
ル

モ
ン

に
似

た
卵

熱
こ

作
用

す
る

ホ
ル
モ
y

試
験
の
答
案
に
外
な
り
ま
せ
ん

男
瓦
の
身
勝
手
な
「
初
物
マ
ニ
ア
」
に
過
ぎ
ま
せ
ん

面
面
に
価
す
る
夫
た
り
得
る
か
ど
う
か

夫
に
と
っ
て
す
で
に
来
知
数
の
な
ぐ
な
っ
た
妻
と
い
う

も
の
は

煙
に

む
・

琶
ジ

冒
を

し
ょ

ぼ
っ

か
せ

な
が

ら

風
に

吹
か

れ
た

り
冷

い
か

く
に

ふ
れ

る
と

一
銭
を
笑
う
も
の
は
一
銭
に
泣
く

夏
は
む
し
暑
い
た
め
に
消
化
器
の
は
た
ら
き
が
弱
る
の

で

食
費
に
い
く
ら
，
光
熱
費
に
い
く
ら
と
い
う
風
に

残
念
な
こ
と
に
扁
桃
腺
な
ど
と
い
う
代
物
が

o e e

天
引
貯
金
式
に
や
っ
て
い
ま
す
：
お
会
い
せ
ず
に
は
い

ら
れ
ぬ
：
小
遣
い
と
し
て
与
え
ず
に

挽
肉

と
共

に
バ

，
P「

　
・

一
で

踏
め

少
い
胃
液
が
更
に
薄
め
ら
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
の

1　
お
乳
七
合
に
玉
子
三
ケ

2　
こ

れ
を

ノ
ド

ボ
ト

グ
と

名
付

け
た

の
は

面
白

い
で

す
ね

1ず
い

分
水

が
出

ま
す

ね

26
2．

　
5

　
2

あ
な
た
の
手
：
お
子
様
の
学
用
愚
：
腰
の
ふ
く
ら
み
：
針
の
尖

横
雲
さ
ん
の
記
録
処
理

こ
れ
も
み
な
伯
燭
さ
ま
の
お
蔭
と
署
っ
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す

　
（

灘
）

0に
つ

い
て

6，
に

つ
れ

て
2，

に
つ

き
1，

に
．

し
た

が
っ

て
1，

に
対

す
る

1．
⑳

動
作

挫
名

詞
6，

終
止

形
1，

運
用

形
1．

④
16

6・
一

〔
1〕

を
含

む
。

⑪
更

に
11
，

特
に

1◎
，

一
緒

に
10
，

こ
と

に
8，

同
様

に
8，

BI
J
　

k　
eこ

7，
別

に
6
，

時
に

6，
非

常
に

6
，

じ
ょ

う
ず

に
5，

平
ら

に
4，

充
分

に
4，

簡
単

に
4，

き
れ

い
に

4，
絶

対
に

4，
実

に
3，

適
宜

に
3，

静
か

に
3，

す
で
に
2，

交
互
に
2，

急
に
2，

本
当
に
2，

ほ

．
ん
と
に
2，

完
全
に
2，

、
了

寧
に

2，
真

直
に

2，
細

か
に

22
正

確
に

2，
楽
に
2，

以
上
の
ほ
か
度
数
1の

も
の
鰺
藷
・

励 刈 ・ μ
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語
．

意
用

法
報
告
3

度
数

膣
り

用
酬

絹
汁

注

　
　

　
的

所
属

の
団

体

　
　

　
｛

⇒
数

澱
関

係
。

空
間

翻
係

な
ど

の
基

点

　
　
　
㈱
存
覆
の
場
所
・
盛
衰

　
　
　
（
A・

）
dS

象
三

皇
な

場
薙

斤

　
　

　
（

？
・

）
選
択
の
範
囲
，
全
体
と
部
分

　
　
　
〔
～
分
の

～
〕

　
　
　
㈱
存
在
の
蒔
刻
・
時
期

前
が
後
の
属
性
　

（
イ

）
性

質
。

性
絡

・
状

態

　
　

　
〔

て
の

〕

　
　

　
〔

か
ら

（
で

et
c．

）
の

〕

　
　

　
｛

女
の

子
航
C．

〕

　
　
　
（
ロ
）
材

　
料

　
　
　
㊨
数
疑
・
順
序

　
　

　
〔

ほ
ん

の
〕

　
　

　
←

9
鳶

職
・

領
域

　
　

　
（

ト
）

目
的

物
・

関
与

物

　
　
　
㈱
同
格
の
関
係
で
修
飾

　
　

　
〔

と
の

〕

　
　

　
観

’
関

係
代

名
詞

的
用

法

　
　

　
㈱

”
諭

示
語

に
つ

く
用

法

　
　
　
〔
こ
（
そ
・
あ
・
ど
）
の
〕

　
　
　
（
り
膨
式
名
詞
に
接
続

連
体

修
飾

節
の
ω
主
語

　
　
　
〔
ロ
〉
対
象
藷

動
作
性
の
体
露
に
対
し
て
勿
主
語

　
　
　
〔
～
の
～

体
当

〕

　
　
　
（
ロ
）
客
　
語

　
　
　
〔
～
の
～

体
書

〕

　
　
　
「
よ
う
だ
・
ご
と
し
」
に
接
続

　
　

　
的

　
エ
ダ
8一

鋤

　
1呂

9一
㈱

　
16
0一

（
掃

　
　
　
（
1）

1
61
一

（
？

）
（

4＞

16
1一

｛
ユ
〕

16
2一

・
（

1）

16
2一

（
n）

　
　

gi
）

　
16
4一

一
〈
“
〉

　
　
　
（
F）

16
『
遍
チ
）
：
a）

16
6一

・
・

（
2）

16
7一

（
1）

）

16
7ヨ

リ
）

　
（
3）

（
ij

）

16
8…

（
ロ
）

　
G｛

4）

16
9一

（
切

17
0一

（
1］

　
　
　
C・

rD

　
2私

は
農

家
の

娘
と

し
て

79
　

ウ
ェ

ス
ト

寸
法

の
四

分
の

一
一

：
こ

ね
汁

㊧
中

：
こ

れ
㊧
手

前

41
　
秋
田
の
仁
部
光
子
さ
ん
：
胸
の
刺
繍

　
2　

献
立

中
の

主
菜

13
　
中
指
，
薬
指
，
小
指
の
何
れ
か

11
　

四
分

の
一

一
：

百
分

の
五

24
　

冬
の

子
供

服
：

流
早

塵
の

あ
と

の
手

当

24
3　

ソ
ー

ス
編

の
ブ

ル
ー

オ
ー

バ
ー

1の
っ

ぺ
ら

ぼ
う

の
袋

：
泣
い
た
経
験
を
お
持
ち
の
方

　
4人

聞
と
し
て
め
強
さ
や
女
と
し
て
の
魅
力

　
8　

な
に

も
し

る
し

の
な

い
う

ち
か

ら
の

と
り

こ
し

苦
労
二
脇
で
の
い
せ
こ
み
分

　
4　

食
事

を
ま

か
せ

ら
れ

た
女

の
子

が
：

男
の

方
に

心
を
う
ば
わ
れ
た
こ
ど
な
ど

41
野

菜
の

天
ぷ

ら
：

小
罎

粉
の

お
団

子
：

真
珠

玉
の

ネ
ッ
ク
レ
ー
ス

26
二
つ
の
管
：
一
升
の
水
：
早
産
，
死
薩
の
第
一
一
の
原
因

　
3　

ほ
ん

の
少

蟄
ず

つ

　
5企

部
の
羅
を
伏
丘
め
ま
す

32
生

活
の

枠
：

お
祖

母
様

の
お

彼
岸

：
チ

ャ
ッ

ク
の

常
識

：
洗
い
張
り
の
秘
訣

49
　
サ
バ
な
ど
の
青
い
魚

　
2　

こ
ち
ら
へ
お
帰
り
に
な
る
と
の
お
便
り

　
3芝

蝦
の

む
い

た
も

の
　
6　

こ
れ
ら
の
収
穫
物
を

17
4こ

の
標

準
型

：
そ

の
土

地
：

あ
の

臭
み

：
ど

の
お

顔
で

も
56
今
の
と
こ
ろ
：
頭
の
方
が
旧
き
’
す
ぎ
る
　
　
　
　
．
　

「

80
私
の
婚
き
な
ビ
r一

？
uの

肴
：
油
気
の
多
い
も
の

　
3手

の
入
れ
ら
れ
る
位
の
お
湯

23
か

び
の

発
生

：
生

活
様

武
の

急
変

：
人

の
出

入
り

　
1’

心
の

は
け

B
30
　

袖
の

始
末

：
ビ

タ
ミ

ン
Cの

注
射

：
雑

費
の

麦
出

33
穴
め
か
が
り
方
：
ス
プ
Nソ

の
お
き
方

46
（
1）

國
の
よ
う
に
編
み
ま
す
：
’
1・

ツ
モ
チ
の
如
ぐ
：
水
を
出
し

て
い

玄
す

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
⑪

そ
の

89
，

こ
の

79
，

あ
の

4
，
ど
の
2
．

o ee e

（
注

）
⑳

16
3
一

（
＝

）
を

含
む

。
④

で
の

3，
・

ま
で

の
3，

か
ら

の
1
，

へ
の

し
　

㊥
女

の
子

1，
女

4）
入

1，
男

の
方

1，
床

の
闘

1．

娚 ご H
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語
意

昧
用

法
報

告
3

度
数

語
別
三
吟

用
例

注

43
の
（
準
｛
本
助
詞
）

　
　

　
用

書
の

連
体

形
を

体
言

と
同

資
格

に
す

る
　

　
　

　
　

17
1一

①

　
　
　
　
　
　
〔
と
い
う
の
は
〕
　
（
等
流
詞
）

　
　
　
　
　
　
〔
の
だ
・
の
で
あ
る
・
の
で
す
〕
　
　
　
　
　
　

17
2一

㈹

　
　

　
　

　
　

〔
ん

だ
〕

　
　

　
　

　
　

〔
の

か
〕

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

17
3一

（
nj

4
4　

の
（
終
助
詞
）

　
　

　
質

問
・

発
問

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

17
・

ト
②

45
　
の
で
（
接
続
助
詞
）

　
　

　
原

因
．

理
由

・
根
撚
・
き
っ
か
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
17
4一

一
〇

　
　

　
　

　
　

〔
と

い
う

の
で

〕
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
17

5一
ξ

1〕

46
の

に
（

接
続

助
詞

）

　
　
　
逆
説
条
件
（
意
外
・
不
股
の
意
を
こ
め
て
）
　
　
　
　
　

17
6一

〇
47

　
【
ま
（
係
助
詞
）

　
　
　
題
目
の
握
示
（
4）

一
一
W
，
的
事
物
に
関
す
る
判
断
　
　
　
ユ
8〕

一
①

紛

　
　
　
　
　
　
回
読
蘇
な
三
体
的
な
事
物
に
間
す
る
判
断
　
　
　

三
81
一

㈲

　
　

　
　

　
　

〔
～

が
，

こ
れ

は
〕

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

18
i
l一

一
一

〔
1〕

　
　

　
　

　
　

〔
と

い
う
の
は
〕
（
接
続
詞
）

　
　

　
　

　
　

〔
と

は
〕

　
　

　
　

　
　

〔
～

の
は
～
で
あ
る
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
18
5一

〔
3〕

　
　
　
　
　
　
｛
こ
と
は
な
い
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

〔
4〕

　
　
　
判
断
を
対
照
さ
せ
る
　
ω
　
～
は
～
，
～
は
～
　
　
　
18

7一
一

②
〈

／
）

　
　

　
　

　
　

（
ロ

）
～

は
～

だ
が

，
～

は
～

　
　

　
　

　
　

　
　

18
8冠

ロ
）

　
　

　
　

　
　

囚
　

～
は

も
ち

ろ
ん

，
～

も
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
A）

　
　
　
　
　
　
（
：
）
対
照
語
句
が
「
は
」
以
外
の
形
の
も
の
　

　
　

　
圓

　
　

　
　

二
二

の
上

気
（

4
）

否
定

を
予

想
し

て
の

条
件

　
　

　
エ

89
③

（
イ

陶

　
　
　
　
　
　
　
〔
て
は
な
ら
な
い
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

〔
1〕

　
　

　
　

　
　

α
γ

て
は
？

　
　
　
　
　
　
　
（
切

　
察

態
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
19

｝
《
ロ
）

　
　

　
　

　
　

　
的

格
助

詞
に

つ
け

て
強

意
の

響
き

を
こ

め
る

　
　

　
④

　
（
注
）
⑪
の
で
す
62

，
の
だ
1，

の
で
あ
り
ま
す
1．

②
1
86

一
囚

を
禽

観

11
9 1

一
93 0 》

6，
94

50
切

長
の

感
じ

を
出

す
の

は
効

果
的

で
す

：
処

女
が

貴
い
の
は

2　
複

雑
に

分
れ

て
い

る
の

で
す

。
と

い
う

の
は

，
酸
素
を
体
の
申
へ
吸
い
込
ん
で

64
　

冷
蔵

保
存

が
一

番
よ

ろ
し

い
の

で
す

2光
夫

鑑
の

よ
う

な
人

の
と

こ
ろ

へ
お

嫁
に

い
け

ば
幸
福
だ
っ
た
ん
だ

1　
ど
ん
な
程
度
の
能
力
を
考
え
て
い
る
の
か

1何
を
使
っ
て
い
ら
っ
し
括
る
の

22
子

供
逮

が
薯

び
ま

す
の

で
よ

く
作

り
ま

す
1子

供
が

自
分

か
ら

す
す

ん
で

学
習

す
る

よ
う

に
と

い
う
の
で
，
～
工
炎
さ
れ
て
い
ま
す

2　
そ
の
毛
が
，
風
も
な
い
の
に
，
河
原
の
誤
れ
す
す
き
の
よ
う
に
そ
よ
い
で
い
ま
す

o

11
4一

銭
を

笑
う

も
の

は
一

銭
に

泣
く

：
簿

約
と

い
う

こ
と

は
一

般
に

キ
リ

ツ
メ

ル
こ

と
の

②
32
2　

図
は

チ
ャ

ッ
ク

の
爾

鯉
に

裏
が

つ
い

た
処

で
す

：
主
人
は
高
等
学
校
教
員

　
3　

調
乳

を
吸

っ
て

み
て

，
温

度
を

調
べ

る
お

母
さ

ん
が
あ
り
ま
す
が
，
こ
れ
は
不
潔
で

　
2～

膜
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

・
と

い
う

の
は

～
私

は
～
希
望
し
ま
す

　
2　

総
数

二
億

と
は

慾
ば

っ
た

も
の

で
す

11
　

私
が

初
恋

を
知

っ
た

の
は

十
九

の
秋

で
し

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
3　

簡
単

に
流

盧
を

す
る

よ
う

な
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
か
ら

38
　

一
つ

は
前

の
方

で
，

も
う

一
一

つ
は

ほ
と

ん
ど

ノ
ド
に

近
い

ず
っ

と
奥

で
す

　
6　

幽
来

て
い

る
ソ

バ
カ

ス
は

簡
単

に
と

れ
ま

す
が

，
旧
来
易
い
素
質
は
治
せ
ま
せ
ん

　
1　

こ
の

汁
を

顔
は

勿
論

，
糠

昆
に

ま
で

よ
く

つ
け

て
す
り
こ
み
ま
し
た

14
　

初
」

期
｝

こ
は

過
労

や
激

動
を

さ
け

，
後

期
に

な
っ

た
ら

～

　
2　

全
収
入
の
五
二
以
上
を
㌶
に
運
ん
で
い
て
1ま

，
と
て
も
暮
し
が
楽
に
な
ら
ぬ
の
で
す
か
ら

　
3　

牛
乳

や
お

粥
な

ど
は

決
し

て
与

え
て

は
な

り
ま

せ
ん

ユ
　
祖
父
様
を
お
な
ぐ
さ
め
し
て
は
，
と
の
父
の
意
見

で
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

53
所

に
よ

っ
て

ぽ
い

と
こ

煮
と

書
い

ま
す

：
治

ら
な

い
場
創
よ
帝
王
切
醐
を
し
て
．
一

　
給

　
外

か
ら

は
見

え
ま

せ
ん

：
全

く
健

康
な

ヒ
フ

と
！

ま
違

っ
て

し
ま

っ
て

い
る

の
で

㊥
18

6一
一

い
）

を
含

む
。

　
0の

は
9，

こ
と

は
2。

姻 刈 高



1 8 の 一

半
意
　
，

昧
用

法
報

告
3

度
　
釧
畑
焼
爾

用
鋼

注

　
　
　
　
　
　
＠
　
副
詞
的
修
飾
語
に
つ
け
る

　
　
　
　
　
　
〔
今
で

は
e
tc
。

〕

　
　

　
　

　
　

〔
そ

れ
で

は
，

で
は

〕
（

接
続

詞
）

　
　
　
叙
述
藷
を
提
示
し
，
否
定
の
語
を
伴
な
い
強
く
否
定

　
　

　
　

　
　

〔
で

は
な

い
〕

　
　
　
譲
歩

　
　

　
選

択
の

意
の

接
続

詞
の

語
羅

48
　
ば
（
接
続
助
詞
）

　
　

　
仮

定
の

順
説

条
件

　
　

　
　

　
　

〔
さ

え
～

ば
〕

　
　

　
　

　
　

〔
ば

よ
い

〕

　
　

　
　

　
　

〔
な

け
才

し
ば

な
ら

な
い

et
c
，

〕

　
　
　
　
　
　
〔
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
e
tc

．
〕
　
（
副
詞
的
）

　
　

　
前

お
き

　
　

　
　

　
　

〔
と

い
え

．
ば

〕
　

（
話

題
の

提
Ei

k）

　
　
　
　
　
　
〔
た
と
え
ば
〕
　
〈
副
詞
的
）

　
　

　
　

　
　

〔
な

ぜ
な

ら
ば

e七
c．

〕
　

（
接

続
詞

）

　
　
　
習
慣
・
反
覆
納
事
象
・
真
理
な
ど
の
条
件

　
　
　
列
挙

4
9
　

ば
か

り
（

副
助

詞
）

　
　

　
範

囲
を

限
る

50
へ

（
絡

助
調

）
　

　
　

方
向

・
方

角
・

目
標

　
　

　
絹

手
・

対
象

　
　
　
帰
着
点

5
1　

ほ
ど
（
副
助
詞
）

　
　

　
お

お
よ

そ
の

分
：
簸
・
程
度

　
　
　
あ
る
事
が
ら
を
あ
げ
，
動
作
や
状
態
の
程
度
を
示
す

　
　
　
程
度
を
比
較
す
る
基
準
〔
そ
れ
ほ
ど
〕

　
　

　
程

度
の

高
ま

る
に

比
例

し
て

，
の

意

19
1K
＝

）

19
2一

一
＠

　
　

（
1）

19
3一

（
S）

　
　
＠

19
－
1一

＠

19
5一

（
2）

19
6一

［
2）

　
　
C3
）

19
7一

［
2）

　
　
　
＠

王
98

一
（
1〕

19
9－

Cl
）

　
　
（
2）

20
0一

く
D

eo
lK
］
1）

20
2K
iD

ee
3一

＠
20
4一

一
＠

　
　
＠

20
5一

一
一
co

　
　
＠

20
6一

一
＠

64

2

47 IS

蹴 6 4 2 7 1 1 67 3 6 2 3 2 3 3 2 2 1｛ λ 　 　 　 － み 　 　 　 　 　 　 　 一

時
に
は
飲
め
も
し
な
い
酒
を
の
み

最
近

で
は

右
手

な
ど

に
も

は
め

る
よ

う
に

な
っ

て
来
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

～
美

し
さ

を
発

揮
出

来
る

も
の

で
す

。
で

は
ち

ょ
っ
と
鏡
の
前
に
立
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
②

物
置

き
か

台
所

か
わ

か
ら

な
い

よ
5な

乱
雑

さ
に

な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か

空
気
は
必
ず
し
も
溝
潔
で
ぽ
あ
り
蔑
せ
ん

た
と

え
繊

1面
ま

止
ま

っ
て

も

小
変
粉
：
又
は
片
栗
粉
：
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
，
手
袋
，

あ
る
い
は
先
方
に
お
上
げ
す
る
鼎
以
外
は
⑦

こ
ん
な
し
る
し
を
見
た
ら
ば
，
一
刻
を
争
っ
て
医
師

を
迎
え
る
こ
と
で
す

私
に
子
供
さ
え
な
け
れ
ば
，
～
Sl
jれ

て
も
い
い
と

思
い
ま
す

四
枚
一
緒
に
縫
え
ば
よ
ろ
し
い
の
で
す
が

大
い
に
讐
威
し
な
け
れ
ぽ
な
り
ま
せ
ん

気
管

の
壁

は
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
蕉

：
白

で

一
口
に
議
え
1ま

，
麓
乏
を
追
越
す
こ
と
で
す

一
キ
ロ
と
云
え
ば
七
合
，
そ
の
薫
分
の
五
と
云
え
ば

三
・
五
勺

ほ
ん
の
少
澱
ず
つ
，
例
え
ば
茶
匙
に
二
三
杯
ず
つ
を

左
手
の
薬
指
と
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
こ

の
指
が
一
番
心
臓
に
近
い
か
ら

水
分
が
溺
に
入
れ
ば
，
少
い
欝
液
が
更
に
薄
め
ら
れ
て

そ
の

肉
体

は
汚

れ
て

も
い

な
け

’
れ

ば
坂

り
返

し
の

つ
か

な
い

体
で

も
あ

り
ま

せ
ん

2彼
女

を
待

つ
も

の
は

冷
た

い
「

孤
独

」
と

r飼
え

」
と
ば
か
り
で
す

エ
4模

様
編

に
か

え
て

肩
へ

編
上

げ
ま

す

2帰
省
中
の
洋
裁
生
よ
り
東
京
の
伯
母
へ

31
早
く
東
京
へ
帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

1 4 一 2 1t
弱

火
で

二
十

労
程

煮
て

：
価

は
五

円
程

で
し

X5
～
か
ど
う
か
と
い
う
ご
と
は
，
小
児
科
医
の
良
い
か
わ
る
い
か
の
薫
安
に
も
な
る
ぼ
ど
で
す

軽
く
焼
い
て
お
く
と
そ
れ
ほ
ど
早
く
腐
り
ま
せ
ん
。

多
い
ほ
ど
よ
い

⑪ ⑤ o

（
注

）
⑪

最
：

近
で

は
2，

近
頃

で
は

2，
現

在
で

は
1，

今
で

は
1、

｛
9で

は
3，

そ
れ

で
は

1．
㊧

19
3一

一
・

（
1〕

を
含

む
：

3こ
は

12
，

あ
る

い
は

4。
⑪
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

4，
な

け
れ

ば
い

け
ま

せ

ん
3，

ね
ば

な
り

ま
せ

ん
3，

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
1，

な
け
れ
ば

い
け
な
い
1．

㊤
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
2，

で
き
れ
ば
1．

⑥
な
ぜ
な
ら
ば
1，

そ
う
す
れ
ば

1
．

ゆ ？ H



駈
意

陳
用

濫
報
欝
3

慶
　
　
数

用
例

注
冒

口

語
別
騰
別

・ i 8 “ i

5
2　

ま
で
（
副
助
詞
）

　
　
　
到
達
の
終
点
　

ω
　
場
所
。
も
の

　
　

　
　

　
　

回
　

時
期

。
期

限
　

　
　

　
　

　
〔

ま
で
に

〕

　
　

　
　

　
　

㊥
　

程
度

・
限

度

　
　

　
　

　
　

〔
ま

で
に

〕

　
　

　
　

　
　

〔
ま

で
も

な
い

〕

　
　

　
　

　
　

〔
あ

く
ま

で
〕

　
　
　
極
端
な
場
合
を

あ
げ
て
強
調
し
，
他
を
書
外
に
確
ゑ

53
　

　
も

　
（

孫
助

詞
）

　
　

　
同

類
の

も
の
の
提
示
ω
宴
情
の
似
た
事
物
を
提
示

　
　
　
　
　
　
（
m）

事
情
の
似
た
判
断
を
あ
わ
せ
提
示

　
　
　
　
　
　
〔
～
，
～

も
〕

（
第

一
一

の
累

物
に

つ
け

燦
え

て
）

　
　
　
代
表
的
橿
示
（

一
対
の
語
で
代
表
さ
ぜ
る
）

　
　
　
他
を
暗
示
す
る

形
で
提
沃
α
）
既
知
の
も
の
と
同
様

　
　

　
　

　
　

（
ロ

）
含

蓄
的

提
承

（
順

当
な

・
周

知
の

話
題

）

　
　

　
　

　
　

〔
か

も
し

れ
な

い
〕

　
　
　
　
　
　
〔
と
も
い

え
る
〕
　
（
控
え
め
な
主
張
）

　
　
　
　
　
　
〔
て
も
よ

い
・
で
も
よ
い
〕
　
（
許
容
）

　
　

　
全

藤
1白

日
主

張
　

　
（

イ
）
　
全
面
’
責
蒙
達

　
　

　
　

　
　

　
（

m｝
全
面
否
定

　
　

　
数

鷺
の

多
い

こ
と

を
蓑

わ
す

　
　
　
誇
張
（
徴
立
た

ぬ
も
の
や
思
い
が
け
な
い
事
例
で
）

　
　

　
強

㌔
、

否
気

腫
白

勺
主
張

　
　

　
お

お
よ

そ
の
程
度
の
鯛
菰

　
　
　
強
　
調

　
　

　
　

　
　

〔
ま

で
も
な
い
〕

　
　

　
　

　
　

〔
と

も
す
る

と
et

（
；

■
〕

54
　
　
や
　
（
並
立
助
詞
）

　
　
　
　
§
髭
〃
u。

ダ
麺
挙
　
　

（
イ
）
　
　
～
や
～

　
　

　
　

　
　

（
ロ

）
～
や
～
な
ど

mo
6K

l）
（

a）

　
20

7一
（
ロ
）

20
8一

一
一
（
1：

　
20
8一

い
）

eo
7一

（
2）

　
　
　
C4

］

　
　

　
（

6］

　
　

　
＠

nc
9一

＠
（
ij

）

　
　
　
（
切

21
0－

C1
］

　
　

C2
D’

a）

21
1－

ex
4）

　
21

3一
〔
ロ
）

21
4一

一
一
一
（
2）

　
　

　
C4

）

21
5一

（
2］

　
21
0一

魏
1）

）

　
21

1一
一
一
一
（
c）

21
5K
il
）

21
6一

一
く
ID

　
　

　
g（

5）

　
　
　
＠

21
7－

C3
．
　
）

　
　
C4
）

22
3一

一
〇

．

22
4K
　

）
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右
と
向
合
せ
に
肩
ま
で
編
み
ま
し
た
ら

入
学
す
る
ま
で
の
成
長
の
工
合

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
心
を
傾
け
て
い
る
女
の
入
と
は
ど
ん
な
人
か

母
体

が
妊

娠
菌

の
状

態
に

ま
で

回
復

す
る

に
は

東
京
へ
か
え
る
ま
で
に

凸
凹
の
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

あ
く
ま
で
も
個
性
を
生
か
し

ゴ
ミ
位
な
ら
ま
だ
し
も
，
空
気
に
混
っ
て
い
ろ
ん
な

バ
イ
キ
ソ
顧
ま
で
入
っ
て
き
ま
す

0 ④

転
用

の
工

夫
で

，
質

も
量

も
増

す
こ

と
が

で
き

る
の

で
す

出
血

す
る

こ
と

奄
な

く
，

痕
も

残
り

ま
ぜ

ん
が

こ
れ
は
ビ
ー
ル
に
限
ら
ず
，
濃
い
コ
ー
ヒ
”
と
も
非

常
に
よ
く
V
・
7
チ
す
る

痛
み

も
何

も
な

い
何

か
わ

か
ら

な
い

高
熱

藩
い

女
性

も
霞

ら
進

ん
で

職
場

に
進

出
し

て
お

り
ま
し
た
の
で

お
休
み
も
そ
ろ
そ
ろ
の
こ
り
少
な
に
な
り

こ
れ
は
少
し
む
ず
か
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

時
に

は
生

命
に

か
か

わ
る

こ
と

が
な

い
と

も
云

え
ま
せ
ん

お
野

菜
は

何
を

入
れ

て
も

よ
し

、
と

申
し

ま
ず

け
れ
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

す
こ

し
注

意
す

れ
ば

誰
に

も
で

き
る

こ
と

で
す

ニ
ン

ニ
ク

の
あ

の
臭

み
，

あ
の

辛
さ

，
誰

も
婚

み
ま
せ

．
〈

け
れ

ど

副
帥

も
仕

立
て

て
：

一
臼

も
二

日
も

絶
食

さ
せ

る
療
法

～
か

ど
う

か
と

い
5こ

と
は

，
小

児
科

医
の

良
い
か
b
る
い
か
の
鼠
多
に
も
な
る
ほ
ど
で
す

暗
に
は
飲
め
も
し
な
い
酒
を
の
み

皐
躍

も
た

ち
ま

す
と

熱
が

一
週

聞
以

上
も

続
く

、
こ

と
が

あ
り

ま
す

が
：

造
物

主
は

人
聞

よ
り

も
賢

明
で

あ
り

ま
ナ

。
⑪

凸
麟
の
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

と
も
す
る
と
，
少
し
長
す
ぎ
て
問
が
叛

け
て

見
え

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

⑤

49
入

間
と

し
で

の
強

さ
欝

女
と

し
て

の
魅

力
が

少
い

と

12
ス

ル
フ

ア
ミ

ソ
剤

や
ペ

ニ
シ

ジ
ソ

な
ど

を
雨

い
れ

ば

ゆ 鴫 ・ H

（
注

）
0
20

7
一

一
一

〔
1
〕

を
含

む
。

　
②

2
0
7一

〔
3〕

を
含

む
。

　
④

て
も

よ
い

9，
で

も
よ
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7・2ご三の特徴

　第1表および第2表から知られるとおり，語によって，また，用法によって，使用度数は非常

にまちまちである。それはもちろん，それぞれの助詞なり助動詞なりが，実際の表現において必

要とされる度合を反硬しているわけであるが，しかし，この衷だけで，助詞・助動詞を一一般的に

論ずるわけにはいかない。というのは，これは，ある婦人雑誌の実用記事に現れた限りの助詞・

助動詞の実情を表わしているにとどまるのであって，その意昧で，非常に特殊な一つの場合にす

ぎないからである。

　その特殊性は，他のいろいろな種類の記事について，同じような調査をし，それらと比較して

みれば，はっきりつかむことができるであろうし，また，そういう比較の上に立たなければ，こ

の表の特質，すなわち，婦入雑誌実嗣記事の助詞・助動詞の特殊性は正確には見きわめるわけに
　　　　注）
いかない。だから，ここでは，こういう一つの場合について調査をした結果を発表するというに

とどめておいて，ただ，きわめて証しい二三の特徴を指摘することとしよう。

　わかりやすくするために，いま，語ごとの度数順に排列してみると，まず，助詞は次の第3表

のとおりである。

第3表助詞度数順表
tt一＝mtnpt一一一一一一＝tin一一th一一一　一一＝＝一一

語　1醐i 語 ｝旧劇 藷 陶1 語 陵数
1

の　（格）
［　1313

t

に　（格）

を　（格）

て　（で）　（接）

は　（係）

1154

1068

1034

694

が　（絡）
1　4．i，

で　（格）

と　（格）

313

236

も　（係） 176

から㈱　巨7・
の（準体）｝・・9

と　（並） 巨・3

が　（接） 83

縁1（副）

iば（接）

や（並）”

66　li

　’
64

61

と　（接）

．！耀㈱
｝まで（副）

「・格）

か　（並）

だけ　（翻）

たり（だの（並）

ずつ　（副）

｝より（格）

ミ

｝ので　（接）
…

gg7

・列

r，1

47

1．
4

39

93

4つ
」

33

32

でも　（係）

ながら　（接）

か　（終）

ほど　（翻）

か　（副）

は
い
一
力

御
疇

とかく並）

し　（接γ

さえ　（係）

とも　（接）

なり　（並）

けれども・け　　　　　（援）
れど・けど

しも　（係）

から　（接）
！681ても（でも）（刻・i’liの…

ね（終）

　　（接）

0
8
4
【

2
1
耀
⊥11

5

4

4

4

3

3

3

ばかり　（副） 2

（終） 1

が　（終） 1

かしら　（終） 1

さ　（終） 1

ぞ　（終） 1

つつ　（接） 1

て　（終） 1

ど・うか（劇　・
　　　　　　E
・・ろで・劇・

な　（終） 1

なんて　（格） 1

に　（並）

・iの・終）

1

1

注推計学的な標縄出はって・暉’助翻磁轍えるという議は・おそらく詠が最伽こと
　である。（母集団における使月渡数の推定値は，この場合，標；本度数を1！83！46倍して得ちれる。その

　精度は，§2・52の式4と同じ考え方で算出される。）今後，同じ方法で，．．keの各種の資料について調査

　し，いろいろな玩較硫究を試みたいと念じている。
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　第一に目につくことは，〈　の　に　を　が　で　と　から〉めよ）な格助詞と，＜て（：接）濁

は（係）　も（係）　と（並）〉のような，多分に格助詞的な性質を帯びたものとが，上位を占

めている事実である。しかも，これらだけで，助詞全体の86％強にあたる。…体，格助詞とい

うものは，語と語との関係というか，交舗相互の関係を直接に決定する役わりを持っているもの

であって，これなくしては，Ptの表現ヵミできないほ二上な役わりを持つものであるから，これ

の使用度数が多いのは，けだし当然のことと嘗える。特に，〈の〉についで，いおゆる「てにを

は」が多いことは興昧ある事実であろう。この格助詞および格助詞的なものが多いことは，婦人

雑誌実用旧事だけでなく，おそらくあらゆる種類のものを通じて恥じであろうと思われる。

　次に潅意すべきことは，終助詞が非常に少ないということである。くか〉の20，〈ね〉の3

のほかは，くい　が　かしら　さ　ぞ　て　な　の〉，それぞれ1ずつである。度数8以下は抽

出誤差が大きいとすると，rか」以外は，使用率の上で問題にならないわけである。これほどに

終助詞が少ないことは，実用記事の特色であると書ってさしつかえないと思う。あるいは，実用

記事というよりは，も少し広く考えて，解説文の特徴と言うべきかもしれない。というのは，も

ともと，終助詞は，疑聞・質問・感動・禁丘・勧誘・強調・放任などのような，縛殊な表現小半

を表わすものであって，書き言葉よりは話し言葉に多く現れるものであり，特に書き言葉の中で

も，淡々とした表現に終始する解説文では，あまり多く出てこないということは，常識的にも了

解できることであろう。ただ，疑問や質問を爽わす「か1だけは，例外と嘗えるのであるが，他

のものは，事実，会話丈のような箇所にだけしか現れていないのであって，それは，第1表の用

例を見ればよくわかると思う。

　副助詞や係助詞，あるいは，接続助詞の度数は，記事の種類や，執筆者個人によってもいろい

ろに違ってくることと思われるが，こういう問題は，比較すべきものがないので，ここでは残念な

がら論ずることができない。のみならず，たとえば接続助詞のようなものは，助詞だけでなく，

接続詞とか指示代名詞などの使用状況もあわせ考えないと厳密な分析はできないことでもあるの

で，前記のとおり，ここでは一切触れないこととする。

　以上のほか，＜くらい〉が漢字で「位」と表記されている例が圧倒的なことが目についた。

　次に，助動詞を度数順に並べると，第4表のとおりである。

第4蓑助動詞度数順表

藷1鱗語pa－g語陣i「護”麟1語藤
ます

た　（だ）

です

だ

ようだ
ようです

722 ^ぬ・ん＿
銘2i臨、
　　II

1．02

100

269　う 59

2謬れる
　il

べき

たい

2・／させる

　・1

14’ 謔､

られる 121らしい

間ぜ・

：il一’ll　lilす・＋書ぞ

　li

3歴る

2

1

2
…
1
…
1

注　くて〉の中で，いわゆる補助絹言に達なる用法，たとえば，＜ている

　占めている。
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　ここには，いかにも婦入雑誌の実用記事らしい特色が現れている。それは，〈ます　です〉が

圧倒的に多いことである。婦入を読考対象としtc解説記事がいわゆる「です・ます調」でつづち

れることはきわめて自然のことであろう。〈だ　ようだ（です）〉もこれに次いで多いけれど

も，その内訳を第2表によってみると，〈だ〉は総数214のうち，終血形はわずかに14であっ

ズ，他は，連用形・連体形・仮定形のような，〈です〉に欠けている活用形と，〈だが　では〉

などのような連語である。しかも，終止形のくだ〉にしても，〈～だと〉のような形とか，ある

いは，会話文の中だけに出てくるのである。また，〈ようだ〉は終止形は金然現れず，大多数が

「内容指示」のくように〉の形（約三分の二），終止形としては，〈ようです〉が3例である。打消

のくぬ　ん＞102のうち，Cません〕の形が63例を占めることも特微的である。

　これを要するに，助動詞としては乳「です・ます調」という文体の特徴が非常によく現れてい

ると言うことができるのである。

　〈た（だ）〉とくない〉との多いことは，おそらく，他の種類の記纂にも通じて言える助動詞

一般の盤質であろうと思われる。
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8　この調査の反省

8・1調査対象

　われわれが調査対象として婦入雑誌の中から『主婦之友』と『婦入生活譲との12か月分を選

んだ経緯については，§1・1以下に述べた通りである。これが現代語の語彙調査であるならば，

材料の範囲を広く考えて，話し言葉にも及ぶべきだというような批評も出るであろうが，それは

現在の第二薪究室に課せられた問題の範囲ではない。われわれは，書き雷雨の世界で，書き言葉

としての問題を明らかにしょうとするのである。

　また，書き書葉のうちで，もっと日常卑近に国民が丈字を書し・たり読んだりしている実態に注

目すべきだという批評も出るであろう。その問題が，国民の読み書き能力に直接閣漉して，重要

なものであることは，われわれも十分に認めなければならないが，基本的素心を求めようとする

立場からするならば，：方法の上で，われわれが準備し得るよりもはるかに多くの労力を費さなけ

ればならない。われわれは，マス累メディアとして丈化伝達の任務を負う，新聞雑誌その他の印

捌物が，どのような嘗語を用い，どのように表記されるかを見きわめることも，よし，これらを

読むことが全言語生活の中で時闇的に小さいものであったにせよ，糞：要さにおいて決して少なく

ないものであると必ずる。

　しかし，呉体fl勺にわれわれが反省しなければならないのは，選ばれた二つの雑誌と，それを含

む言入雑誌というものとの位置づけについてである。婦入雑誌という部門を立てることが，すべ

ての視覚的なマス＝メディアの中で，はたして適当な一部門を占め得るかを，その読者の性質，

読まれる目的や態度や効果等から，深く考えなければならない。また縞入雑誌という部門が立て

られるとして，二つの雑誌はよくその全体を反映するものといえるであろうか。初めr主婦之

友謁を調査対象に選んだのは，婦入雑誌で最も発行部数が多いという理由であって，ランダム抽

嵐によったのではない。　（従って調査対象は，婦入雑誌全般とはしていない点に注意せられた

い。）ゆえにわれわれは，言上之友』調盗の結論を直ちに婦入雑誌全般に推し及ぼそうとは考え

ていない。後にこの結果と対照するためにランダム抽繊によって『婦入生活』をも採ったが，両

方の語藁組織の全般的な比較は十分に厳密に1ま行えなかった。それゆえ，われわれの資料で婦人

雑誌金品の語藁を反険し得たかと言えば，なおそのような確言は撮来ないことを認める。

　次に，これらの雑誌について，本誌だけをとりあげて，別冊附録を金魚除外したことが反省さ

れる。毎月の購読者の閣心が，附録にも相当多く泣かれていると認められる（cf・§2・エ2）以k，

嫌人雑誌という全体の形態からしては，重要な部分を落したことになるであろう。

　別鷺附録を調査対象に含めなかったのは，この調査に着手当時の技術上の制約からやむを得な

かったし，附録の大部分の内容が本誌の実用記事と縮おおうものだとしたからである。もちろん

附録までを調査対象に含めて，本誌の実用記事に璽みをつけた推定値を作った：方が，なおよかっ

たであろうとは考える。（ただしこの場合は，その箪みをどのくらいに定めるかの調査を，当然

行わなければならない。）
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8・2調査毒忌

　われわれがこの調査で採用した言語単位としての“単位は，§2・21に記す通りのものであっ

た，これは，ある点では橋本博士の「文節」と柑おおうものではあるが，橋本博士はそれをもっ

ぱら音韻論的な性質で限定されているのに対して，われわれは，書かれた（印廟された）資料に

ついてなるべく案際上の疑義がないように，その音韻論的限定から一往離れて，金く薪たな規定

を設けようと試みた。その出発においては，音韻結合の形に還元した時に「交簾」の原定義に含

致するような範囲で規定されたが，しかし意昧上の関係を考えると，そのままでは不つりあいの

ひどく感ぜられる場合がしばしば現われる。そこで，なるべく多くの例から一通りの見通しをつ

け，つりあいのとれるようにと調整して，原則を補ったのである。けれども，論理的には一貫さ

せながらも，なお十分でない部分が残っている。たとえば，原則21のただし書きなどは，あま

りにも論理的だとの批評を一方に受けるに違いない。

　最：這われわれの問でも，もう少し小さい，音韻連続としてより短小な，構造の上でより単純な

単位を考えようとしないでもなかったが，注）そのような単位の動揺のない厳密な規定について意

見を一致させるひまがなかったのと，大きい単位は，あとで一括して小さい単位に分割すること

が容易であり，かつそれが便利であると考えられたのとで，いわば「：交飾相当」とでもいうべき

ところがら出発したα単位で進むことになった。しかし，結周あとでは，a単位としての調整は

行われたけれども，根本的に単位を切り替えるには表ばず，α単位のまま（もちろん助詞・助動

詞ははずしてあるが），この報告書に掲げられることになった。

注たとえば，われわれが先に行った新聞拳々の調査で採用された単位。『語藁調査一現代新聞用語の

　一例』4～9ページ参照。この度では，〈所得税　積極的〉等におけるく税　的〉等の取扱について，

　集計単位として疑義があった。

　　また強こ小さい語源的単位（morphemeといわれるような）を求めようとする考えもあったが，造

　語機能や原義の分析のみを目標としない限り，尋常の言語手段と見るにはあまり細かすぎるように感ぜ

　られた。

　　なお，調査単位に関連して附記する。調査の準備的段階において，語の単位及び構成要累について，

次のような概念を命名しておくことが提案された。（以下で「形式」というのは，「語」と読みかえられ

　てもさしっかえない。また，ここでは，いわゆる助詞・助動詞を除外する。なお，これらの編語は，こ

　のi報膏書には用いられてし・ない。）

　　完全二心：三々の文節に助詞・助動詞をつけまたはつけずに用いられるもの。（この報告護の語彙表

　　　　　　に掲げる見出し形は，磁単位を：文節とみなすとき，この完全形式にあたる。）

　　部分形式：i完全形式の部分として用いられるもの。

　　語源単位：語構造上の単位として，完全形式および部分形式の構造上最小のものについていう（「この

　　　　　　完全形式は，3語源単位からなるjのように）。

　　複合形式：部分形式の複合したもの。部分形式に分解しうる部分形式または完全形式。
　　ぼえ
　　前部分：後合形式における前部の部分形式。
　　おと
　　後部分：複合形式における後部の部分形式。
　　はか
　　中出分：三箇以上の部分形式の併列的に結含された場合の複合形式における申閤の部分形式（たと

　　　　　　えば，〈市町村〉のく町〉）。

　　安定単位：藷構造上および藷数勘定上の単位として，完全形式に最も普通に現われる構造についてい

　　　　　　う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次ページに続く。）
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　それゆえ，われわれとしても，語i麓調査における単位として，α単位に十：分の満足をしている

わけではない。その原因は，主として作業計画における時間的見通し，すなわち運営の不手際に

ある。単位の認定は，もちろん短時藏に準備され，たやすく意見の一致を見るべきものと亀思わ

ないが，作業の当初に，よりよき原則を十分に確立していなければならないというのは，最も根

本的な反省である。

　しかし，上に琶及した原則21に感ぜられるような不つりあいの例は，実は全体からすれば，

種類からいっても使用度数からいっても少数であって，ことにこの報告書に掲げる語藁表（§3

の，また§5・1の）の中に，そのような複雑な語形をもつものは，見られる逓りまれである。す

なわち大部分のものは，意味講造の上で，また音韻連続の上で，ほぼ一定の傾向を示している。

もしわれ：われが，原則1のみに止まったならば，§6に見るような語構造の問題も，一般納な見

通しの上で一層はっきりということが霞来たかも知れないが，それに修正を加えたα単位という

範囲においても，修正し得たこと自体が，大体の方向を知らせているともいえよう。

8。3　層別法・抽出法

　調査薄象の層別を含めて標本抽畠という作業は，このたびの調査で最も統計的技術を要したと

ころである。どんな仕方で標本を抜くかは，それ以後の作業の設計図を引くことにほかならな

い。ところでこの方面に卜するわれわれの知識・技術は，調査を企画した当時，高いものだとは

言えなかった。また調査にかかったころと後とでは，そこに生長がある。競在からこれを省みれ

ば，足らない所，一貫性を欠く所もかなり目につく。以下に述べるそうした不備は，今後の調査

では除き去られるべきものである。

　まず層別法だが，一一往ここで語彙調査における層別の意昧を考えよう。普通の調査で層別をす

るのは，調査項目に関係の深い事柄を利用して似たものどうしを組にまとめ，それによって結果

（得たいところの推定櫨）の精度を高めるためである。さて語漿調査では，層別のこの元来の属

　　　安定形式：安定単位の完全形式及びそれに対応する部分形式。

　　　完全形式の構造としては，次のようなものが図式的に予想される。

0
冒
5

c

4
6

1　語源単位

｛窪‡z4a（併列）

｛う十a
α牽う

｛C十　（J

a十。

3
オ
駕

b　（c・　ny　・）　十b（a…）

∫s率わ（c…）

嵐b（c…）＋s

｛　5（の＋a
a＋s（t）

　このうち，どの構造が最も普通のものであるか，考え様によって範囲が異なってくる可能性がある。

4はたとえばく化駐蔽店〉の例で，aの結合だけで表わせば，｛（a十a）十a｝十aになる。冨はたとえば

く型紙裁断引受所〉の例で，［｛（a÷a）十（a十a）｝十（a－Fa）］十aになる。結局完全形式を更に分捌しょう

とする時，問題は，図式の＋で表わされる結含の強さまたゆるさを，意昧的醐係と音韻的特徴とのいず

れを重視して測るかにかかっているわけである。

ただし，なお語源単位をすべて一様のaとして軽重なしに取扱うことには，考える余地が十分にある。
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的は従とならざるを得ない。なぜならば，甲という語の使用率推定童に適した層別が，必ずしも

乙という語の場合に役立たない一そして使用率の推定を要する語の数が漸時に何千語飛騨認と

あるからである。では何ゆえ層別をするのか。答はこうである。一一口に婦入雑誌語群と言って

も，雑誌自体がかなり性格の異なる様々の記事一実用記事・小説・特別読物・娯楽読物などか

ら成っている。だからある語はある種の記事に多く使われるという事も予想される。とすれば調

査結果には，どのたぐいの記事もそれぞれの重み（weight）に応じて反映することが墓まれる。

この要件は，ランダム抽出を反覆すれば平均として満たされる。しかしわれわれは，ζの一一回の

調査で上の要件を満たしたい。その望ましい状態に計画的に近づく方法が，層別法なのである。

また，単に推定値の繕度を高めるだけの層別ならば，層についての集計結果はさほど意昧を持た

ない。しかし語藁調査では層を適当に設ければ，ある語の使用率が層の違いにつれで一たとえ

ば記事別によってどう動くかが，それ自体大いに調査の課題となるのである。

　このような見地から，われわれは国事別をおもな鷹野とする層別を行った。かつ，抽畠単位と

調査単位とを違うものに選んだから，標本に含まれる調査単位の数を前もって予測し得るよう

に，各ページの段組をも考えに入れて第二次層を作った。なお層別の規準は，何も記事別に限っ

たものではなく，他にも季飾などが考えられよう。しかし得られるであろう結果になるべく豊か

なproductivityを与えようとすれば，今の場合やはり詑事別を採るのが適当であろう（理由は

．上述の通り）。

　さてこうした立場から実際に施した屡別が，果して計画通りに行われ，また効果をあげたろう

か。層別であるからには，層内ではなるべく等質に，屡と層との聞は出来るだけ異質になった方

がよい。ところが現実の：対i象は，常に申聞的性格の記事を含んでいる。この分類が聞題である。

一例を示せば，

　　　　タリーPtングとプレスの仕方（『主婦之友』二月畳）

　　　　上手な虫干しとしまい方（同じく九月号）

という二つの記事について，『主婦之友』の十二月号に載った「実用記事と附録分類総員次」で

は，前者を「家事・経済」の項に入れ，後者を「洋裁・編物・手芸」の項に収めている。内容は，

われわれの見るところ相似た性格のものである6従ってわれわれは，この覇記事を同じ層に加え

た。層別の黒印が数：量で表わせる場合には，たとい対i象が連続的なものでも，特定の値を境に指

定することで分類が決まる。しかしわれわれの場合はそう行かないので，よし記事の部類分け自

体は妥当だったとしても，個々を分類するとき識別を誤らないとは限らない。事実，例があった

が，われわれは「衣生活」（21層，91層）という層を立てた。これに属する記事の大部分が裁縫

記事だったから，調査台緩作成の際，洗濯を扱った記事に出会うと「その他の実用記事」（20圏，

90層）に分類し勝ちだった。われわれは，一往仕上った調査台幌を唖聾かの貰によって反覆検討

して，この種のミスを出来る限り減らすことに努めたが，二つ以上の分類濤に関係する中闘的な

牲絡の記事については意見の対立する場合があり，その時には再び層の定義そのものが開墾され

ずとはいなかった。これは質的なものを層別の規準に立てる以土，宿命的な論点である。今後と

も語魏調査では繰り返し問題となるであろう。論点がここに移ると，われわれが現に試みた層別
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が果して妥当か否かの反臣が必要になる。その点で具体白勺には次の二つの事柄について述べなけ

ればならない。第一一よ「家計・経済」厨である。われわれは内職紹介の記事をここに属せしめ

た。ところが建主婦之友」四月号の内職特集には，内職技能の指口として編物の作り方なども載

っており，これも「家計・経済」層に入れられた。その結果§4・22で触れた通り，ある類の語

については，衣生活記事とここの記事とで語言率が高いという結果になって出て来た。われわれ

が記事別を中心に対象を1謙こ分ったのは，一つには，ある語がどの層かに集中してi現われるか，

それとも二二別にかかわらずどの層にも現われるかが見たいためであった。とすれば，こうした

結果になったことは，余り墓ましくない。（もっとも今臼内職をするのに，編物の知識が物を誉

うとの事実があって，その現実の反映だと見られるならば，かえって意昧のあることだが。）こ

れにかんがみて『婦人生活毒を層別した蒔には，頭から特集を全体として一つの層に分類するこ

とを避け，個々め段についてそれぞれの所属を考えた。たとえば薪婚特集でも，入物の選び方と

か愛情の技巧とかは特別読物に，家計の切りまわし方は家計龍事にという風に分類した。単に推

定値の精渡を高めるための屡別なら，分類に適切でない場合があっても，それは推定量の分敬を

増すだけの話である。これに引き替えわれわれの場合には深刻な層別が行われないと，結果をあ

いまいなものにするおそれがある。璽ねて反省すべき事柄だと思う。第二に，われわれがまず

r主婦之友』の調査を志し，後に『婦入生活卿との比較を計画に織り込んだため，麿別法が前者

につき過ぎ，後者の分類にはやや回る場合があった。これはむしろ層別法以前の問題だが，企：画

の際にもっと色々の条件を考え，比較をするなら最？Bからそのように厨の分け：方を工夫すべきで

あった。

　さて願別法の反省の最後に，われわれの分け方が有効だったか否かの聞題が残る。これは，実

際に層別して得た調査結果がどれほど現実に対してproductivityを持ち得たかによって，判定

しなければならない。従って今はこの闇題に及ぶことを差し控える。

　次に抽出法について省みよう。他の場所で述べた通り，われわれの中には抽出理論の専門家が

いなかったので，様々な点で手際の悪い所があったろう。そのうちで最：も反省すべきは，既に

§2・52の題で述べて罎いたが，始め第疹層の標本の大き’さ（調査単位数）72iをその層の母集団

調査単位数Nsに比例させるように計画したのに，集計に当っては，　ec　i層の標本の抽出単位数

（ページ数）純が母集闘での抽嵐単位数Mtに比例するものと見なした点である。NtとMe

との闇には完全な相関がない（すなわち母：相関係数ρキ1）から，このため実用記事なり全記事

なりについての使用率の推定量はわずかながら片寄りを持たざるを得なくなった。（もともと比

推定による片寄りがあるが，その上にまたこの片寄：りが加わウた。）もし　nt。cNt　になってい

れば，結果を色々分析する際にきおめて便利である。しかしそれが可能なためには，初めに対象

全体を調査単位に分割して通し番号を打つか，または集計に当って層ごとに異なる重みをつける

かしなくてはならない。いずれも大変な労力である。われわれは，前者の方法は断念したけれど

も，後者の方法を採ることを予定した。ところが実際に集計の段階に来てみると，後考の：方法も

第二研究室の計算能力では荷が勝ち過ぎるのであった。こうして最初考えていた集計法を改める

ほかなくなったのだが，これは何としても不手際だったと言わなければならない。始めにもつと
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先々の作業まで見通して設計すべきだったと思う。（正直の所，当時としては抽出理論に暗くそ

の経験も乏しかったので，やむを得ない点もあったのだが。）

　以上は次の調査においては注意して避け得べき不備であるが，これらを避け得たとしても，な

お問題がない訳ではない。それは，富盛調査のための抽墨法（更にこれと同様の漢字調査の抽轟

法）が，従前の作劇面穣調査とか世論調査とかの抽出方式をそのまま流用するだけでよいか，す

なわち語彙調査にもっと適した抽出法がないものかという問題である。この解決には統計理論の

専門家の助力が是非とも璽ましい。そしてそのような理論の展開のために，われわれが今度の調

査を通して得た体験から一：の事柄を言い添えて置く。　　　　　　　　　　　　　　1

　第一に抽出単紘の選び方である。これは直ちに使用率推定法に連なる問題であるが，調蚕単位

をそのまま抽出単位にしない限り，（そうする事は，前もって対象を調査単位に分って通し番号

を打つか，またはページごとなどの調査単位数を知って確率比例抽出法を用いるかのどちらかに

なり，実際上はCGstの点で望めないから，）何らか調査単位の群を考えてこれを抽出単位にしな

くてはならない。慌惚の場合，それはページだった。ここに二つの問題が残る。第一に，ページ

がそのような抽象単位として最適かどうか。雑誌調査では恐らく最適かと思うが，なお考えるべ

きである。また雑誌調査にしても，婦人雑誌の附録まで対象に含めると，たとえば型紙などにつ

いては，ページという単位はもう歯が立たない。薪聞を対象にする場合もそうである。そこで，

今後あるいは一種のarea　samplingのようなものを研究する必要があろう。しかもそれは，既

成の：方式の利用にとどまらず，語糞調査の実状に幽した理論に改造されなくてはなるまい。

　なおこの問題と関連して，使用率の推定法は，どんな形かのgエ　oup　samplingを使う限り，

比推定によらざるを得ないかどうか。語彙調査にあっては，ほとんど常に母集団の大きさがあら

かじめ正確に与えられることはない。とすれば，まず比推定を用いるのだが，この場合の精度は

（われわれが標本から更に精度計算のための第二次標本を抜いて調べた限られた結果から推せ

ば）伝えられるほどには良好でないらしい。ここにも今後への問題が残るのである。

　第二に層別が使用率の推定に及ぼす効果である。われわれは先に，この点は一一往従になるのも

やむを得まいと考えたが，ノ馨別を施す以上そのために一層精度が高まる方が望ましい。ところで

記事別集というものは，特定の部類の記事に集中して現われる語のためには効果が著しいが，ど

んな記事でもよく使われるたぐいの語一躍わばわれわれの関心をそそる基本的な語のために

は，一1醸こ利いて来ない。たといそうでも，記事湖層がきかないこと自体が言語上の意味を持つ

のだから，それで溝足すべきなのであろうか。しかしなお，記事別を第一次屡に立てた上で，第

二次々に推定値の精度を高めるような何らかの規準が，余り労力を新たに注がずに済むものの中

から，見つけられないものだろうか。

　とまれ語再調査のための薪しい抽出理論は，今後にその展開が期待される宿題なのである。

8・4　i整理・集計

このたびの調査には、着手から報告書の作成までに足掛け二年五箇月を費した。これは予定よ

りも約半年ほど長引いている。その原因のづち大きな部分を占めるのは，整理・集計の段階に
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（今から省みれば）むだがあクたことであろう。

　採集カードを五十音順に癖列した時，われわれはまずその層についての語彙表を作った。これ

は，後にまとめた基礎工数回さえ作ればそれで代E出来るから，全く余計な手聞をかけたと言わ

ざるを得ない。なおその前に，筆生が五十音順排列に熟達するのに，案外二三を要したという事

情もある。また活用のある語を基本形にまとめるとか，〈飛ばす〉のくす〉のたぐいを助動詞と

識別して活用語尾と認めるとかいうような国語学的翻練にも，思わない時間を振り当てなければ

ならなかった。作業を流す手順と標準仕事量の評価とが十分でなかウたため，まずこの殴階で予

定の鱒程より遅れ始めた。次に集計カードの様式にも改良の余地がある。もしも見出し形を同じ

くする語については一枚の集計カードに『主婦二三』の結果もr婦入生活』の結果も収めていた

ら，また標本度数ばかりでなく標本順位を記入する欄も設けていたら，諸種の語彙表を作る三階

で相当の旧聞が短縮されたろう。今度の場合はそれぞれの集計の時期にかなり隔たりがあった

事，および集計カード用紙が図書カードのスタンダード＝サイズに限られていた事で，そうした

様式が採れなかったのである。

　立ち返って，標本度数を勘定する，すなわち採集カード枚数を数えるのに，枚数が多い時には

数え手によって20放ごとの山，50枚ごとの山などに分けて一定せず，同一入でも場合によっ

てこれらを混用したので，和を取る際に間違いの起る機会が増したのではないかと思われる。

カードを数えるというようなprimit三veな仕事でも，規格を作って置くべきだった。（それと共

に数え違いが1000枚についてどれほどか，その測定誤差の門門も十分萌らかにする必要があ

る。入文科学においても方法が進歩すれば，当然測定誤差を計算に入れた論議がなされなければ

ならない。）カードの数え：方が一一・faしなかったため，チェックに費した時聞もまたかなり大きい。

こうした不手際の中で，各入の書く数字の宇体を一定にする訓練をしたことは，集計の正確さを

保つに効果があったと言える。

　なお数え違いを減らすためには，抽爵単位であるページごとに使用度数を記録する表から和を

求め，これと実際に勘定した結果とをチェックする方法も考えられる。この表の作成に余分な手

闇がいるように見えるが，カードの山を三園も数え直すことに比べれば，恐らく能率はよいであ

ろう。またその表は推定値の糖度を計算する表に転用畠来るのである。ついでに実績構農計算の

事に触れれば，今回は抽餌ページごとに延べ語数と各語の使用度数とが一覧幽来るようにして置

かなかったので十分に細か．L・分析が出来なかった。われわれの推定方式による時の推定量の分散

・鞭㈱灘立・雌魍の頒需P（1・一一P）・の関三巴・も鞘・・琳・な

ければならない。

　要するにこの段階の作業には今後改良すべき点が多い。われわれの場合幾つもの欠点が生じた

のは，一つには今までの語彙調査が方法論を軽く見て，方法に関する記録をさほど残していない

ので，すべての仕事を新しく始めるのと同じだったからである。

8・5　語彙表

語藁表作成の技術貞勺な面での反省は，ほとんどすべて集計法いかんに依存するから，ここでは
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省く。

　毘来上った表の性格について一君すれば，大部分の表が使用度数を，絶紺度数でなく，使用率

にして掲げたのは，先に朝日旧聞東京本社『活字使環度数調査・熟語使用農数調査誘（昭和25年

2月）に例があるけれども，一つの進歩だと信ずる。このような相対度数になっていてこそ，t他

の調査結果との比較が可能になるのである。更に各回についての使用率推定値に加えてその精度

まで添えられれば，一層よかったとは思うが，精慶の計算には膨大な労力を必要とし，そのため

に結果の公表の遅れることが残念だったので，今回はそれを省いた。

　また今までの語彙調査の結果表は，ゆるい意味での標本使用度数1までの語をすべて掲げる

か，あるいは単なる便宜で切りのよい断までを掲げるかに過ぎなかった。これに対してわれわれ

は，結果表に掲げる語の使用率の下限を，§3・11の旧注に述べた理論に立って定めた。この事

もわれわれの語彙表の特色に数えられよう。ただしその理論では，第一種の危険率だけを考えに

入れた。しかし対立仮説のいかんによ，っては，第二種の危険率もまた聞題になり得る。（これは

使用率による語の格づけについても，同じく雷える事柄である。）この問題の考察は今後に残して

置く。

8・6　蓮 営

　計画の最初から語彙表の作成，及びこの報告書の編集まで，第二研究室に属する所員の全体

が，会議の上で事を進めた。当座の漏壷については，各人分担して原案を作ったが，すべて会議

の議論を経た上で決：毒した。それは共同研＝究の一つのよい形式であると思う。しかし，作業の手

順に追われて十分議論が終らないようなことも全くなかったわけではない。それは，会議の仕方

の改善と，作業予定を十：分練って置くごとによって避けられることである。

　所員の側で最も負担となったのは，工夫したり論議したり分析したりする仕事のほかに，実際

に排列や整理や計纂のために，時聞と労力とを二割かなければならなかったことである。これら

は，訓練された補助者に任されてよいものであるが，訓練にかなり留意したにもかかわらず，な

お所員の側でのみ処理しなければならない作業が比較的多かった。たとえば，ぬきばりの上での

調査単位の分割やリプリント方式における割付（c±．§2・32のD，調査単位の切り方調飾，基

礎度数表の読み合せ等がそれである。それらも出来るならば補助者にゆだねたい。

　補助者は，専門学校出身の臨時筆生℃ある。この入々の受け持つ仕事は，全く機械的なもので

あって，すべての入が興陳をもって従事してくれるとは限らない。ことに入数が多くなる場合に

は、作業管理のために専門に一入の所員が終始当る必要も感じられる。一方，この調査で，各自

に一定の形式の作業H誌をつけさせたのは，管理上有効なことであったと思う。

　期間が二年半にも及んだのは，個々の作業への見通しが当初十分に立たなかったことが大きな

原因で，それはかような調査の経験が十分われわれに与えられていなかったからである。われわ

れは，予算の年度と，仕事を完全にしたい希望との聞で苦しんだが，この経1験は将来の作業に大

きな役割を果すであろう。

一一　3za　一



9漢宇に関する調査

　さきに§1・1や§1・33の2。に記したように，この弾入雑誌の語彙調査が計箇された初

めにあたって，表記の実状を調査することも，一りの目標に数えられていた。しかしその作業

は，語藁の度数蓑が完成した昭和27年慶に，その結果を一つの足がかりと．して始められたので，

この報告書にその全容を記述することの出来る段階には達していない。詳細は他資にゆずり，こ

こにはその：方法のごく大体と，結果表の一一一一つである漢宇蓑とを，示すことにする。

9・1　方法の大体

　9・11　霞標　衷記に関してあらゆる面から精査し検討することは簡単には出来がたいので，

問題を漢字に限った。

　　　1　どのような漢字がどのように用いられているか。（漢字の種類と用法とその使用率）

　　　証　どのような語がどのように漢字を用いて記されているか。く漢字書きとかな書きとの

　　　　使いわけや送りがなの閻題）

　9・12調査単位と調査範囲　漢芋調査として，一字一字目単位としたことはいうまでもない。

用例を採集する範囲は，語藁調蓋iにおいて抜き繊された標本の全体である。

　9・13採集・集計・製表　まず，門下の五十音順墓礎度数蓑に従って「表記台帳」を作り，

採集カードに一々当って一々の見出し形につきどのような：交字が屑ごとにどのように用いられて

いるかを記録した。次に，その記録をド製表台帳」に写し，記録されたすべての種類の漢字を，

それぞれ番号で表わした。その番暑は，別に作成した「漢字音訓番号簿」（六千余字につき康熈

字典の順に通し番号を与え，また…々の音訓その他にも番暑を定凝）た）によるものである。かよ

うにして，すべての調査項目を数字化した上，総理庁統計局内N本統計協会に依嘱し，レミント

ンランド式会計統計機械によって，集計なちびに三三を行い，結果として，番号順総合度数表

（音訓及び複合の語形が見られるようになっている），層別度数順表（四層），送りがな度数表の

三類六衷を得た。

9。2　標本に現われブa漢字の種類

　『主婦之：友』の標本では，延べエ69590字，異なり3121字，『婦人生活』（実用記事）の標

本では，延べ59993字，異なり2974字が用いられている。字の種類としては両誌互に出入り

があり，丁丁の実用記事だけについて比較しても，　『主婦之：友』の方に特有のもの443字，『婦

入生活』の方に特有のもの291字を数える。今，これを合わせて，康熈字典の順に示せば，次

の通りである。（数掌は，部菖の画数；画数を両じくするものの間では，部首を異にすることに，字間をあ

けた。また参考のため，当用漢字表外の漢宇には上に×印をつけ，当用嘆字表にあって標本に現われなかっ

た瑛宇阻宇をも附録した。kだし，当用漢字の範囲を検討する直接の資料としでは，この衷だけでは不十

分であることを念の彊め言い添えておこう。）
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く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

一丁七丈三上下瀟瀟且肚丘丙並　　中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　コく　　　　　　　　ズ　　　　　ズ　　ア

串　　：丸丹主丼　　乃久之乎藁蕎
　　りく　　コく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

乙園圃也乳乾魁　　了神事
　　　　　　　　　　　　　　　フく　メ　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　メ

ニ云互五井亙些亜　　亡充交亦享京亭
　　　　メ　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　

　　入仁仇今際仔仕他照準代令以仰仲
　　　つく　　きく　　きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　　　　　　　　　　　　　　　訴

件任企伊鼻革伏伐壁際俘伶撃墜似伽餌
　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ

但停暉暉住佐何佗余野作佳併桃使來例
　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　きく　　　　　きく　　　　　ズ　　メ

侍供依侮侯侵鱈便係岩壁俊親俗離鯉保
うく　　　　　ニく　　　　　メ　　うく　　　　　　　　メ　　ニく　　　　　　　　　　　　　メ

挾信越攣縮買置俵俸俺隙隙倍倒倖候階
　　ひく　　　　　シく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　メ

単寧倦倫倭糧車偏停健偲側偵偶跨傑傘
　　つく　　うく　　　　　　　　　　　　　　　ひく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

備催傭傲傳魔軍耳管働像僚総郵便僻儀
　　　ア　　　　　　　　メ　　　　　コく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

億倹儒儘僅償編優儲　　元兄充兆兇先
　　　ア　　　　　メ

光克冤兎見兜　　入内全爾　　八公事
　　りく　　　　　　　　　　　きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

共兵事事典鮫糞　　鷺再冒　　冗冠冥
　　　メ　　メ　　　　　メ　　きく　　　　　ニく　　　　　　　　　　　　　　　コく　メ

　　・身近冶冷罰凄凋凌回申　　凡凧凪
　　　　きく　　メ　　　　　　メ

　　　凶凸麟引引　　刀留分切刈刊刑
　　　　　　ズ　　　　　　　　　　　きく　　　　　　　　きく　　　　　　　　きく

列初ヂ鍵盤到鋼嗣届σ雰刹刺蛾關則耳蝉
　　コく　　　　　メ　　　　　　　　　　ア

前職剥剰勢副鋼創製劇剣剃　　力功加
　　　メ　　メ　　　　　よ

劣助努劫励効勃興勇断動勘務勝勢鋼製
　　　　　　　メ　　ア　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　ス

勤勲働鋤　　勺勾勿匁匂包　　化北匙
　　　コく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　メ

　　匠匪　　匹匿匝　　十千升午廿卉
　ニく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さく　　　　　　　　ア

牟耳茸卒卓協南博　　占卦　　卯印危
　　　　　メ　　　　　　　　コく　　　　　　　　　　きく　　メ

却卵巻卸帥卿　　厄痙平原厨厭　　去
　　　　きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きく　　　　　日

曝　　叉叉及友反叔取回中興叡
ヨ　　　　　　　メ　　メ　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　ド　　　　メ

ロ古句叩只叫輝輝台野史右野司吃解合
　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　

吉吊吋同名梯陣吐向輝輝吟吠否摩糠呉
　　うく　　ズ　　　　　メ　　きく　　を　　　　　　　ド　　きく　　　　　　　ニく　　　

輝輝吻吾告呂呆択欝欝駿響町命醗咄和
りく　ズ　　　　　　　さく　ニく　　　　　　　　　　　シく　メ　　コく　　　　メ　　ズ

餐導爆険檸檬哀悼哉員哨哩突哲哺唄唆
フく　　　　　　　　うく　ス　　うく　　　　　　　　　メ　　ニく　コく　メ　　　　コく　メ

唇唐吟唱喰難題商問啓畷種亜喘喀善導喋
れ　　　　　　メ　　コく　　　　　　　　きく　メ　ひく　　　　ぼ　　ひく　　　　　　　　

喘喚喜喝喧喪喫撃墜網焼鳴嗜響町嘆嘉
ド　　メ　　ま　　メ　　ズ　　ア　　な　　うく　メ　　　　　　　メ　　ひく　メ　　　　メ　　メ

嘔嘗嘘嘩嘲階噺噂聴器噴噸嫡嫡嚴…1欝臓
うく　　シく　　ひく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

曝呪具囑　　囚四回因函園罰闘國早寒
　　　　　　ズ　　　　　　　　　　　　　　　メ　　ズ　　ニく

閥翻團　　土圭地在坂均坊坐坑坦圷垂
　メ　　メ　　レ　　　　　　　　　　コく　　　　　　　　　　ひく　メ　　　　　　　コく　　ア

型　垣埃埋城域三三培墓写本堂堅堆埴
　　　　コく　　メ　　さく　　　　　　　　　　　　きく　ぶ　　メ　　ア　　メ

高年乗場堵堺塀塊塑塔塗塚塞填塵塾境
　　　　　ひく　　　　　　　　　　　　　コく　　　　　メ

；墓墜増墨堕培墾壁壇厘壕墨壕壌

＝ヒ轟轟壷壽 　　　　　　　　　ス夏　　夕露霜夜夢移
）く　　X　　X　　　　　×　　　　　　　　　　　　　X　　X

大天太夫央失夷機嫌解櫛奉奏契奔套奢
　　　　　　　　え　　　　　　　　　　　コく　　　　　　　　ア

奥奪欝欝　　女奴好好如妃妄妊妓妖妙
　　コく　　　　　　　　メ　　さく　　　　　うく　　　　　メ　　　　　　　　うく　　　　　うく　　メ

妥妨妬妹妻妾嬬理解始姑姓委妊姜姦姪
　　　　　　　メ　　ア　　　　　メ　　　　　メ　　　　　　　　　　　　メ

姫掴委珊珊娯娠娩娼管鑓婚碑嬬婿媒媛
　きく　　きく　　メ　　　ド　　　メ　　　ア　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え

嫁捜嫉嫌嬬鰍嬉矯嬢　　子孔孕字粛学
ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

孟閉門関野i學　　宅宇守安完宏宗宮宙
　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　

定宛宜客宜室宥宮宰害宴賓家容二二寄
きく　　　　　　　　きく　　　　　ひく　　メ　　きく　　　　　　　　メ

寅密富蘇寒寓塞箕平野蓼實寧審二丁寮

寳　　寸寺門射將專気管尋塁｝導　　小
　さく　　ズ　　メ　　　　　　　　きく　　　　　　　　　　　　　ズ　　　　　　　　　　　　　　　

少尖欝勘　　尤就　　尺尻閣下尿局屍
　　　　きく　　さく　　　　　コく　　　　　　　　　　　　　　　　　うく　　　　　ア

居二二屋解屑展屠厨履属　　皿山三五
ズ　　コく　きく　　　　ひく　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　ア　　　

墨岡二丁岬岳岸峠峙峰島峻峡崇崎崖崩
ス　　きく　　コく　　メ　　をく　メ

嵌憎憎嵯i陛下嶽　　川州巡集　　工左
　　　　　　コく　ズ　　うく　　　　　　　コく　　　　　　　　　　　　メ

巧：巨差　　己巴巷巽　　巾市布三二旧
きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　に

醗帝業師席門帯常門門幌幕幡幣　　干
　　　　　　　　　　　　コく　　　　　　　　　　ア
羅年幸幹　　幻幼丁幾　　庇床序底庖
　　　　　　　　　　　メ　　メ　　　　　　　　　メ
学府度肝野庭庵庶皆野皆野影野下図囎
　　　　　ぶ　　　　　　　　メ

　　延廷建廻　　弄弊
　うく　　コく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に

引弘弛弟弦弧下張強弾彌
きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

彦彩彫彰影
　　　　メ徒得從御父園丁微徴徳徹
4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

式　　三図
　ズ
　彗　　形

彷役彼往征待律後三図

　　　　　　　　　　　うく　　ゑ　　　　　　　　ア
心必忌下関忙志忠快伜念忽愈怒怖f古恩
　　　コく　　　　　ちく　　ア　　　　　ア　　コく　　コく　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

怠急性三園怯侍恐丁丁伽耳さ恨恩恭愚恰
ス　　　　きく　　　　ぷ　　　　　　うく　　　　　　メ　　うく　ア　　　　　　ズ

櫨挽悉悌1琶悔悟悠患悲悶悸棲三惑惚惜
　　メ　　メ　　　　　　　　　　きく　　　　メ　　　　　　　コく　　　　　　　　　ヌ

慈惑惣惧惰櫛階下愁憎憎意愕二二二二
　　　　　　ア　　れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　謝

罪門門懇丁丁園丁鰺…慢丁丁丁丁二二慾
　　メ　　メ　メ　　　　ス　　　　メ　メ　　　　　　　　きく　　　　　　メ

憎憎隣慧陣門陸下欄門門億丁丁懇二三
　　　ウく　　　　　　　　　　　　　　　　　　きく　　ぶ　　ひく　　　　　　　ド

懲懐懸臓懸　　威我戒或丁丁戦戯戴
　　ひく　　　　　　　　きく　　　　　コく　　ンこ　　　　　　　　　　　　　　　　　ひく　　　

　戸野饗野饗境野扉　　手才打托扮扱
　　　　　ア　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

扶批挙隅抄把抑響胴抗折披野鴨抹押抽
　メ　　ひく　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　きく　　　　　きく　　　　　ダ

梯轡拗拍癒拓抜群拘呼号秤拳蟹獄撲拳
ズ　　ひく　　　　　　　　　メ　　ア　　ア　　うく　　　　きく　　きく　きく　コく　　うく　　べ

持拶拾持指按挑挨挫振即題挾電撃捌捕
ニく　　　　メ　　メ　　コく　ひく　うく　　　　　　　　　きく　　　　　　　　　メ　　オ

早筆据捲捷単離掃授掌掬耕三掘掛碇無煙
　　　　うく　　　　　うく　　メ　　ニく　　　　　　　　　メ

探接控推掩措掬椀揃描提揖揚換握掲揮
　　きく　　　　　　　コく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　ア　　ズ　　ア

援損掻揺捜搦搬携搾欄摘摩摺撤擁撚蹟
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　ア　　め　　メ　　　　ズ　　　　りく　ズ　　　　　　　　　ズ　　　　メ　　ズ

蕩蕩点播撮撰虚血揮晶晶搬漿篠塵三寸
　　ひく　　　　　メ　　ア　　コく　　　　　コく　　　

灘擬熱海櫟擾肇搬攣撹　　支　　牧改
　　　　　　　　　　　メ　　　　　メ
攻放尊高叙敏敏救敗敢散晶晶敲敵敷藁
　コく　　　　　　　　　　　きく　　きく　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

整徹　　混乱斑　　斗料斜斡　　五五
うく　　　　　　　　　　　　　　　　　　

藪漸噺　　方於施二恩族旗　　既
　メ　　　　　　　　　　　ア　　ひく　　コく　　りく　　　　ア　　　　　メ

旧記旨早旬旭旺昂昆昇昌明昏乱昔尾映
　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　ア

無論昨三二三晃晒乱書普二五晶智暇鑑
　　　うく　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　うく　　コく　　　　　メ　　ド　　ア

二二曙暢暫暮患部暦曇暁慶曙曜曝畷璽
　　ア　　　　　うく　　　　　　　　うく　　コく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　二曲二更書曹釣替二二　　月有朋
　　　　　メ　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

服朗望朝期朦朧　　木未二本札尤朱朴
ニく　　　　　カく　　きく　　メ　　　　　　　　ア　　メ　　　　　　　　　　　　　　ひく　　メ

朶机感恩杏山村杓杖束杭杯東山杷松池
ひく　　メ　　　　　　　　　　　　　　きく　　きく　　　　　　　きく　　　　ひく　　コく　　　　　に

枇枕林枚果枝耕枠枯架砥山柊柏某柑染
　コく　　ズ　　うく　　　　　　　　　　　コく　　ズ　　メ　　コく　　コく　　きく　　メ

柔柚栃i認諾柱柳柴上高柿栓栖栗校株核
　　　メ　　きく　　メ　　　　　ベ　　　　　りく　　ひく　　　　ひく　　メ　　メ　　　　　ぶ

旧格記録三三五権案樫桐桑桔桶梁梅梗
　メ　　メ　　メ　　メ　　　　　きく　　うく　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　きく　　ア　　ズ

條格梢梨梯械硫梵梶棄棋棒綜山鳥棚棟
ア　　　　　きく　　ア　　　　　きく　　ンこ　　　　　コく　　うく　　ア　　メ　　コく　　さく　　きく　　メ　　メ

桟託送高島椀椅植椎二二椙椰椿揚楓楕
ア　　な　　きく　　　　ズ　　　　メ　　　　コく　　　　メ　　ア　　　　コく　　　　メ

楚楠二業楯極権榮繋構槌榊三差樂二二
　　　うく　　　　ア　　メ　　オ　　　　　メ　　ア　　ひく　　　　　　　ベ　　メ　　ぢ

高恩檬叢誌樺温温橋案橘晶晶横檀檎檜
　メ　　きく　　うく　　ド　　ひく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　メ

検櫃高恩櫟樫櫻欄灌攣　　二次欣欲徹
　　べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コく　　　　　　　　メ

急調歎鰍獄敷　　止血此歩武歪品玉離
　メ　　コく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひく　　　　　メ　　網

鳥慶殆殊殖麓琿　　段殺殼殿殿毅殿
　　　　　　　　　　オ　　メ
　母鳥毒　　比　　毛毬雀　　氏民
　　　　　　コく　　コく　　　　　コく　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ

i氣　　水氷永氾汁求汐汗三江池汰汲決
　きく　　　　　ニく　　ア　　　　　　　　メ　　ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きく

汽沁沈薫沐洩沖沙二河沸恩義沼沿況泄
　　　　メ　　さく　　　　　　　　きく　　　　　　　　　　　　　うく　　　　　ア　　メ

泉泊泌法泥二五泣二二蕉翁洋帆洗洞北
　メ　　きく　　メ　　　　　　　　　　　りく　　　　　メ　　　　　きく　　　　　　　　　　　　　請

託洩洲淘活派瀟完浦浩浪浬浮浴海浸淫
　　さく　　ひく　　きく　　　　　　　　コく　　きく　　　　　　　　　　　　　　うく　　コく　　　　　ア

消’渉涌誕涯国恩淀淋淑涙淡三三迷鳥涼
メ　　　　　　　　　　　　　きく　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　きく　メ

二二漕淺添渚減渡渦温点港渇湊湖湛湧
　　　コく　　メ　　さく　　ア　　　　コく　　　　　　　　　　　メ　　　　　ズ

湯源準溜灘釜漢意二二滋滑津滞滲滴蒲
　　　コく　　　　　　　　オ　　きく　　　　　　　うく　　　　　うく　　ス　　　　　　　　　メ

二五漆漉試演三五漢漫漬漸漿濃潔潜潟
　　ド　　　　　　　　　　きく　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　きく　　きく　　　　　メ

潤潮潰澁澄五五激濁点乙鳥濠三品濫灌
　　　　　　　メ　　ア　　ズ　　メ　　　　　　　　メ　　に　　　　　　　　　　　　　　　　ア

濱濾灘濾瀕澄蒲瀧瀬灌灘灘　　火点灯
きく　メ　　　　　　　　　をく　ニく　　　　きく　　　　メ　　ユく　コく　ア　　きく　メ　　ア

長鳥災炊炎認諾炭山山烏烙風威漏壷焚
　　メ　　　　　メ　　ひく　　メ　　　　　ア　　　　　　　　　　　メ　　メ　　　　　ア

無意焔然擬態面面媛煙三下煽態熟計熱
　　メ　　　　　きく　　　　　ス　　　　　メ　　メ　　ア　　メ　　　　　　　　メ

燃燈燐嶢燕益益燥燦素心燃記帳法
雨　　ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きく　　　　　　　　ア　　　　　　　　きく　　　　　　ぢ

爪革下下欝　　下下　　爽　　淋

　　ア　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　メ　　うく　　　　　　　　　　　　　ア

片版牌　　牙　　晶晶駈牢牧：物牲抵特
な　　メ　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　りく　メ　　　　ほ　　　　　

牽槁檀犠　　犬犯状狂焦慮狡狩狸狡狼
メ　　ズ　　　　　ひく　　メ　　　　　　　　コく　　　　　ア　　　　　ア

狽猫猛黒猫猪猫猿獄獅鋤寧獲猿鰍獄
ら　　　　　　　　　　　　　　　コく　ひく　ア　　メ　　メ　　メ

玄率　　玉王玩玲琳藁蓑黒縁疎班四球：
　メ　　　　　　　　メ　　　　　コく　　きく　　べ　　うく　　きく　　メ　　ア　　　　　　　　ひく　　メ

理踏継琵琶磁瑠瑚瑞瑠螂璃環　　講論
メ　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りく　　メ

i辮　　琵瓶　　甘甚　　生産甥甦
　きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

用甫　　親鍵馨申男総轄雑嚢輝輝畠略
　　　　きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

番豊異當崎畿盤　　疎疑　　細細疲疵
ア　　コく　　　　　メ　　　　　　　　メ　　コく　　ま　　きく　　　　　　　　ド　　　　　ユく　　コく　　メ

疹疹素線病症痒痔痕痙痛痢淡結縄瘍痩
　メ　　うく　　ヒ　　　　　メ　　シく　　うく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

療病癌癒癖癩癩癬　　登酸　　臼輝輝
　　　　　　メ　　　　　　　　りく　　きく　　きく　　　　　ボ

的皆皇　　皮激　　皿孟盃盆盈盆盛盗
ウく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

i謹盟露盤盤盟　　目奮直相盾雀躍看翼
　ユく　　　　　ひく　　　　　　　　　　　　　　よく　　ひく　　ド　　りく　　ズ　　メ　　ズ　　ア　　メ

眠眩眸眺眼着睡督睦銀器睡睾瞑購瞠瞥
　うく　　メ　　メ　　メ　　　　　　　　　　　きく　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　メ　　ズ

瞬古轍毒悪　　器量　　矢気矩短蟻蜂
　　　　メ　　きく　　　　　　　　メ　　さく　　　　　　　　　　　　　ズ　　　　　ア

　　石砂砒砧砲破碗硅研硝硫硬瑚碁碇
コく　　　　　　　　メ　　　　　　　　メ　　コく　　メ　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　ド

碍砕碑誰誰磁轟轟環礁総総　　示祉舐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　メ

乖励秘隠醗神集鮮票祭禁鵬旛禦禧蔀輩禮
　　ひく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コく　　　　　　　　コく　　　　　　　　メ　　メ

　　薄曇私秋科秒租秤秩移稀税程稽稔
メ　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　ひく　　　　　メ

稗劇壇稽稻稽稿穀積頴穗蝶蝿穫
　　　コく　　　　　　　　ひく　　　　うく　　うく　　うく　　コく　　　　　　　コく　　ド

穴究空穿突窃窄窓憲窟凝議窮四竃窺
　　　　　れ
　立鋭章童竪樋競
お　　　きく　りく　　　　　ズ　　　　　メ　　コく　　　　　　　　コく　　　　　　　　ズ　　　　　きく　　ほ

竹竿彊笑笙三笠笥符第笹墨筆筈等筋縄
ア　　　　　　　　　　　ひく　　　　　きく　　　　　　　　　　　コく　　　　　きく　　　　　をく　　　　　　

筑筒答策箔箇箋愚管箱箸節箋範篇築舞
　　　　　　メ　　コく　　メ　　きく　　ヨく　　　　　うく　　　　　　　　メ　　ニく　　コく　　メ

篠篤箆齢麗麗箪簡簾翠煙籐籔籠籔
　メ　　　　　コく　　　　コく　　　　　　　　うく　　メ　　　　　　　　　　きく　りく　　メ　　メ

米籾粉粍粒粕粗粘粟粥粧粋精糊糎糖糞
きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きく　メ　　　　　　　ド　　　　メ

懸樋　　系滋藤約三三紫紋納紐純量紙
　　　　　　　　　　　シく　　　　　メ
級紛素紡運座透絵紹紺終絃組絆結絶絞
　メ　　きく　　　　　さく　　　　　　　　　　コく　　きく　　　　　きく　　　　　　　　　　　　　　メ

絡絢耕給絨統綜絹給緩経回緑維綱綱綴
メ　　メ　　ド　　りく　　　　　　　きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　馬

出綺綻綾綿画塾緒論締縁懸緩緬練野曝
　きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きく　　　　　　　　ひく　　メ　　メ　　シこ

縛縞三豊縮縫総績繁纐織繕羅綾繍縄絡
ひく　　　　コく　　　　　りく　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　メ　　メ　　　　　　　　メ

繋繰鎖縫轟轟繊纒　　蝕：罎罐　　羅罪
　　　きく　　　　　ズ　　ズ　　　　　　　　　　　　　　きく　　　　　メ

置罰署罵霊室羅　　羊美麗群羨義
　　　　メ　　ズ　　きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きく　　　　　　　　ア

朋翁翌習癖翫臆度　　藤壷者誓　　而
　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　メ　　ズ　　　　　ド

耐　　i耕耗　　耳耶漁船聞応聰聲聾職
　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うく　　　　　　　　コく　　メ　　メ　　　　　メ

聴聾　　粛　　肉素肌省肘肛蟹：肝血肥
　　　ス　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　ズ　　メ

肩肪肯肱育翁肺胃背胎脾胞胡胱胴胸能
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　　ア　　メ　　　　　ゼ　　　　　ア　　　　　ス　　　　　ジ　　ア　　　　　コく　　　　　メ

脂脅魯魚賑嬉嬉脛脱嘉納毒血腕膣騒腫
メ　　　　　　　　　　うく　　メ　　きく　　ア　　　　　　　　コく　　　　　うく　　　　　メ　　ぶ　　メ

臆腰腸腹腺三三膏夕暮膝膨瘤病膿臆麟
メ　　きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

膿臓　　臣臥臨　　脇臭　　至致郵1壷

　　翼輿興奮舌舎舗舞舟
　　きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

航般舵舶舷船艇艦櫨　　良　　色艶
　　うく　　ア　　ニく　　　　　きく　　メ　　つく　　　　　　　　メ　　　　　ズ　　ア　　うく　　ズ

　芋笥菖芙芝芥芭総花芳芹芽苅苑苓苔
　きく　メ　　　　　　　　　　ス　　　　うく　シく　ニく　コく　ぶ　　　　メ　　ズ　　ア

滋藤：咳若苦英苺茂茄茅茗茨悪露茸茄荊
　　　うく　　　　　　　　うく　　きく　　　　　うく　　りく　　　　　　　　　　　　　　メ

草荒荷荻篠懸莚蒼茨莫莫菅菊菌菓菖菜
ぶ　ア　ア　　　　メ　　　メ　メ　メ　　　　メ　　　　　　　　ズ　メ

渡菩叢華萄莱唐事尊爵萱落葉著尊慮葬
ア　　メ　　ズ　　　　　オ　　ミ　　きく　　メ　　　　　コく　　メ　　　　　ズ　　きく　　メ　　　　　ズ

葭葱葺蒔三三勢蒲三三養鯉薦三蓋蓑蓮
メ　　ア　　りく　　　　　ひく　　メ　　きく　　ア　　メのメ　　ニく　　さく　　ぶ　　ニく　　りく　　うく　　　

蓬豊艶蔓騒騒蔭蔽轟轟蕊蕎蕗藝蕩蕪藷
　　　　　　さく　　　　　ぶ　　メ　　　　　コく　　　　　コく　　　　　コく　　メ　　メ　　　　　　　　ド

舗装疑義慧薔薦強襲薯薫藁薪藍藏藝藤
　　メ　　メ　　メ　　メ　　メ　　ひく　　　　　　　　コく　　　　　ボ

藥藩藪藷筆墨騒騒　　虎％廟慶露虚虜號
コく　　ア　　　　　　　　ア　　メ　　コく　　メ　　メ　　ひく　　うく　　ア　　ズ　　コく　　メ　　きく　　だ

風薮蚊蚤蛆蛇卵蛙蛛蛤颯蠕蜜蜂蝸蜘螢
コく　　うく　　メ　　ス　　ひく　　オ　　ひく　　メ　　　　　メ　　きく　　メ　　コく　　　　　ア　　れ　　ア

蜜蜥蜴掛麹蠣墨筆黙黙螺纂零墨蟹蟻蝿
ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひく　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

蝋蠣鍾　　．血；衆　　行弓術街衛衝衡饗！
　　　　　　コく　　うく　　きく　　ズ　　　　　ヅ　　メ　　　　　メ　　メ　　メ

　　衣表嚢衷裡衿訣袈袋袖神懸怯獄袴
コく　　　　　　　きく　　　　　　　　　　　　　メ　　ま　　うく　　　　　　　　メ　　　　　きく　　メ

袷裁野桁裏裕補装裟裡裳裸製裾複揮褐
うく　　きく　ア　　コく　　　　　メ　　コく　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

褒褥偲革嚢襟棺儒襲　　西要覆覇
マ　　　　　　　　うく　ひく　　　　　　　　　ズ

鶴瀬観覗三親畳萱齪観　　角解燭
　　メ　　　　　きく　　　　　　　　　　うく　　メ　　　　　　　　メ

言訂計計訊訓託記聯詩訟訣訥訪設許訴
　メ　　　　　　　　　　　　　　　きく　シく　　　　　　　　ヨく　　ひく　　ア

認証詐詐詞詠訥詣試詩細論詮詰話該詳
メ　　　　　　　　　　　きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ　　　　　うく　　　　　うく　　　

懸盤誌認誼誓誕難語誠繋馬設誰課誹誼：
　さく　　　　　　　　コく　ぶ　　　　　ズ　　ニく　　　　　　　　　　　うく　　　　　　　　メ

調諄鋸鎌諏暴論諦諌諭誠諸諺i諾謀議謄
コく　　コく　　　　　　　　　　　　　　メ

謎誘謙講論謡謳謹談識譜警謬養護轡讃
メ　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　コく　　　　　　　　　　メ

讃痙離譲　　谷難　　尊墨豊　　轟轟
　　きく　　きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

豪豫糞壷　　貝貞負鮒貢貧賃販：貧蝦責
　メ　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス

重盗貴買貸費貼貿賀賃賄資賊賑賓賛賜
　　　　コく　　　　　　　　メ　　　　　メ　　　　　メ　　メ

墨黒藤壷賎賦質賭頼賑黒蜜螢贈　　赤
　りく　　つく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

三主赫　　走赴起超越趣　　足硬距跡
ア　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　きく　　りく　　メ　　ニく　　メ　　コく　　ヤ　　メ

馳楚：路跳躍器蹟豫踵瞬険蹟蹴　躇臨躍
メ　　　　　　　　　　　きく　　うく　　メ

顕　　身腺躾纒　　車軌軍軒軟軸較載
メ　　　　　メ　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　コく　　　　　　　　　　メ

鰯鯨輔輝輩輪輸輿轄i縛首　辛辣魏魏辮
　　メ　　　　　　　　　　　　　　ス　　　　ニく　　ひく　　メ　　　　　　　　　　　　　ア

　　辰辱農　　た込辻辿迂迅迎近返週
コく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

迦迫述迷追退邊逃遁逆逡透趣途這遽逝
　　メ　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　ア

速造二連週進逸逼遁二三遽：遊遼遍過道

　　コく　　メ　　　　　メ　　　　　　　　　　ス　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　ア

達違遇誘電：遡霜融厳粛幽幽i面諭油壷濯
　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ　　　　な

邊　　画面藩邸郊郎郡部郭垂1～都心｛1郷鄭
　　メ　　　　　　　　　　　　　ひく　　コく　　　　　　　　　　　　　うく　　　　　ズ　　ア

　　酊酌配酒三三酩酬酵酷酸翻癖酷醒
　　きく　　メ　　　　　　　　　メ

醜馨醤醸　　采糧　　里璽野量
さ　　　かく　メ　　　　ニく　メ　　メ　　　　メ　　　　きく　　　　うく　メ　　メ

金釘釜針釣釦釧鈍鈎鈴鉋鉛鉢鉤嬉嬉銃
　　ズ　　ア　　メ　　　　　コく　さく　　メ　　コく　　エ　　　　　　　　ア　　ボ　　メ

銅銘銚鈷街鋭鋏鋒鋤鋪鋸鋼録錆錐鐸錠
　ニく　　メ　　　　　　　　メ　　メ　　うく　　　　　メ　　きく　　さく　　コく　　　　ヌ　　メ

誌面鋼錯錬鍋鍍鍔鍛鍬鍮鍵鎌鎮鎚鎧鎭
メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びく　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うく　　メ

鍾鏡鐘高温鑑鑛鎌攣　　長　　門閂閃
　　　　　きく　　　　　メ　　　　　ズ　　メ　　ベ　　きく　　メ

閉開閑閥三図閥閨閥閥闇翻蘭關瀾
ひく　　ひく　　　　　　　　　メ　　ス　　　　　　コく　　ト　　　　　　　　　　メ

阜阪防阻阿陀附随降晶晶防院陣除陪陰
　　　　　　メ　　　　　きく　　　　　　　　　　　メ

陳陵陶馬陸陽二二丁丁二三隙際障隣随
　　　　　　　　きく　　　　　　　　　　　　　メ　　メ

論点　　葱　　隻雀雄雅集雇雛脹三二
きく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りく　　うく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス

雛雑急難　　雨雪雫雰雲零雷電二三謡
　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　ぱ

霜霧露鑑　　青闇黒　　二二
う　　　　　　　　　メ　れ　　メ　メ　りく　メ　　メ　　　　　　　

面革国国恩讐岡三鞭韓昔　　　　メ　　　　　メ　　　　　　　ぶ　　　げが　　ま　　きく　　　　　　　コ

韻響　　高論頃三三須預頑二二領三二
メ　　メ　　きく　メ　　ズ　　　　　　　コく　　　　　　シく　　　　　　　メ

頷頸頽頻顯題額顎顔二瀬類顧頭顯
　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詩

風益益　　三図　　食丁丁飯飴飼飽飾
メ　　きく　　　　ヨ　　メ　　　　　　　ぷ　　メ　　　　ス　メ　　　　　　　　　メ

餅餉養餌鮫山鯨山畠館饅饒　　首記
　　べ
　溢泌
つ　　メ　　ア　　コく　　　　　　きニ　メ　　　　コく　　　　　　　　　メ

山鳥馴島山駐駒駿二二下記二選駿驚騒
ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きく　　　　　オ　　きく　ア

　　　骨骸髄髄：高髭髪舞三二
ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

蟹　　捌　　醗　　鬼魂魅魔
　ボ　　ぶ　コく　ア　　　　　メ　　　　メ　メ　きく　　　　ぶ　メ　　メ　ド　　メ

煮出醗三図鮪鮭鮮鰹鯖鰻二言鮭鯨下思
メ　　メ　メ　　ア　メ　　メ　メ　ア　　ざ　　メ　　　　　　　　　ひく　メ　　　　メ

寵無品鰹三三鱈鱗鮪鮭　　鳥二二二二
メ　　ボ　　ス　　きく　うく　シく　コく　　　　きく　野

鳥鴨三下鶯三三鶏区鷹　　鹸璽　　鹿

畿　麟繍　麟
コ　　　　　　　　ア　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電

工　　黍黎　　黒獣黙蕪徽
ヨ　　　　　　　に

鼓　　鼠

箏瀬喬
歯晶晶
コく　　　　　　　　双

魚　　覇

附当用漢宇表にあってここに現わ

　　れない漢字

准剖劾嚇墳動画庸緯悼拷細論朽論点款

殉璽　痘窒焔焔脹虞璽詔壊滅戴義血遮

遵蓬酪醸銑錘頒
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例
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録
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回

附
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分

　
位

　
軍

　
α

　この附録は§2・21と§4・13との資料として添えた。

　以下に例として引いた五つの文章で，縦線で句切られた一つ一つの部分がα単位である。その

下には二個の数宇が左右に並べてあるが，

　　　　左側が　　『主婦之：友』実用記事でのi等位：　右側が　　『婦人生活詮実用記事での等位：

である。（従って§4・13に「等位の差」と言ったのは，この左側から右側を引いた値である。）

なお例丈で図を含むものは，その図の中に使ってある雷序だけを拾い指して並べた。その他にも

原文の形を再生し難い所があるから，くわしくは雑誌について見られたい。ただし段落は原文に

従ってある。またページ数の関係から，各例ともその項の記事の一部をあげるにとどめた。

　　　三歳四の女児用ワンピース（田中千代）

　　　　　『主婦之友』昭25・11．の245～246ページ

　衿と1回線に1スカラヅプを1入れた，1ポタソ

　22　10　OO　33　OO飾のに凶歳馴ワンピース．i

　　　oo　oi
　耕料　iピyクの｛薄手1ウ・・一・7Yを1シングル幅

　12　oq　oo　oo　oo
物でi一・三メ僧トル。1ほかに1六ミリ1丸の1

　　　0e　11　oo　lo
貝ボタン！十ご箇と｛スナヅブを1五組。i

oo　oo　oo　oo　型紙　1別項の1『子供服講座』を｛渉照して，l

　IT　10　OO　10前後身頃とi喪抽のi康型をiとり，1〔二十一図〕

OO　，　OO　21　22　OO
のように1型紙を1作ります。1

　　　　　11　22
　裁方　｛〔二十二図〕を1参照して｛お裁ち下さ

　’ll　OO　10　OO
い。i

　縫方　1（1）1袖はr｛抽口あきを1三セソチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　11　11　33　22　OO
1残してi袖下を1割縫に！し，1あきの｛縫代を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　23　11　11　10　33　　　　　　　　　　　　　　　10

1三つ折に1して｛まつ9ます。1

　11　33　11
　（2）｛袖隠を1ぬい縮めて1カフスを1つけま
　　　　　　　　　　　　　　　　　33　33　11　1．1　11
す。i

　（3）i衰とi裏の｛衿をi合せて汐ト廻りを1ぬ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　33　22　22，　22　：7．2　11
い，1表に；返して｛形をi整えます。｛
2　’ Q2　11　11　11

　（4）1前穿頃のiピンタックを1縫い，i縫代を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　23　33’2　2．　00　‘il　2

1外向にi返します。l

　OO　11
（5）1ポグットロを｛三つ折に1して｛まつり，

　22　10　11　33　／tl
l縁を1折り伏せて1身頃に1：重ね，1飾りミシン

　OO　OO　22　11　10
で｛ぬいつけます。1

　　11
（6）1後身頃は，i〔二牽三図〕を｛参照して1

　22　22　OO　10後あきを｛作ったら，i見返しの｛i棄をi出して，

00　22　22　22　221あきのi下方を｛まつり，｛見返しの1廻りを1

　10　OO　11　22　ltl
折り伏せてはつりつけます。｛

OO　11（7）｛前後身頃を1合せて｛肩を1ぬい，1縫代

　22　00　22　11　22　23
を1後穿倶1に1折ります。1

　　22　21
（8）i脇を1ぬいますが，｛スカラップの1部分

　22　11　2P．　OO　11
は1残り布を1中表に｛合せて1ぬい，｛縫代に｛

　　OO　11　22　22　23
切込みを1入れて1表にi返したら，［五ミリ1入

11　33　．P．2　11　lk　3
りの1飾ミsyを1かけます。1

3　！0　32
（9）｛箆をi三つ折にiして1まつります。　1

　21　IP．．　1．1　33　1．．

（10）｝衿を1身頃の1衷にi重ね，1バイヤステ
　21　22　．P．2　22　11　O：，
一プの1呼返し附に1します。l

　　　　OD．　33
（11）1袖を［薯頃に［含せて，｛橘附廻りを1ぬ

　11　22　22　22　Og　2
います。i
2
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附　　録

（12）1衿先にi三つずつ，iポグットロにi三つ

　　　OO　II　10　’11　11
ずつ，1脇のiスカラップにi三つずつのi飾ボタ

　　　11　00　11　OO
ンを1つけて｛仕上げます。1

　　　33　13
　二十一図1ワンゼースの｛型紙のi作り方！

　ee　　　　　11　11　22
後あきi151後中央B司フレヤー倒41

　0e　　　　1工　　　　　　　12　　　　　　　　　　12　eO　33
（後身璽）　1　12　；5　i3　1　（衿）　i鳶行衿く“り　i寸

　22　　　　　11　　　　　　　2233　　　　　　　　　　　　22　00　1
法1後衿く“り1寸法1313畢51後1　（袖）　i袖i．1，1
1　　eo　　　　　　11　33　10　12　22　’1．1
｛前1

22
　1・5i18　1わi（カフス）　｛

　22　　　11　12　11
（前身頃）！121（ボグット）ig1716i
　22　　　　　11　　　　　　　　　11　21　22’22
1　i1・5iピンタック代】霧茸中央1オっ】　〔一1ぐ略〕

　　　2233　　　　　ee　”11　”12

　　　峰）かたの美容仕立の秘訣（岩松マス）

　　　　　『主婦之友』昭25．7．の202～203ページ

　今年はiゆかたがi出廻りましたので1ふだん着

　le　　　　ge　　　　　　　　　6e　oo
や騰りにi鳶3ばりと騰圃馨三鷹

1多いと1思います。！

　22　22
艦は1轡は喧i騨ですが・i逗留

や［仕立の1ちよつとiした1工夫でi野蘇にもi
　　ee　　　　　11　　　　　　　　　　33　11　’OO

騨にも駝ますから・1認朝谷墜を

i次に1申上げて1みましよう．　玉　　〔申略〕

　22　　　10　22
　ゆかたの1恰好｛よい1寸法｛

　oe　eo　33’11
瞥騰かに囎の働騰ので・嗜

蒼を禁ず鷺センチ（騰で1諜1詑

認1勢一禦1替も牌は1テ；・チ

（五分el）一智捌控ソチq舌マi需

DのII濁長元蕨に1します。　l

　　　　　OO　33
　裁切り身丈　i短めに1着ますから，1普通より

　oo　　　　　　　oe　　　　　　　　　　11　’11
擁四センチ（1　一一1i・　1）ほどll短く1します。　i着

　11　　　　　　01　Ol’33”　”b
寄より幣センチq二割騨ほどi智・1

藩工合が1よいのです。｝

OO　33

21216
々

檜。づまし

鐘
－

御
1

ず
2

ま
2

方り
2

1
意
工
作
2

　
用
1

〔下略〕

　　　お好み丼とi変り御飯（鉄村光子）

　　　　　r婦人生活』昭25．3．の206～207ページ

　〔髄酪〕　　鱒絵の1色刷り写真は1野菜に1玉

　　　　　　10　Oe　11　1
葱を［使ってi少し1趣好をiかえ，［お豆腐の1
1　　　22　　　　　　22　00　11　OO
お吸物とii三蓋の1あちやらを1そえました。｛
oo　　　　Ol　OO　OI
轡こは悟尊前で一警喀柊1霧
1三個，1玉葱1五十匁G小i二個）｛又は1棒
　11　　　　11　Ol　OO　II　11’O
蕉i二本一海苔1一一一一tNt，　i煮出汁1二合1半，　l
o　　11　　　　　11　11　11　Oe　11
1醤油，1塩，｛砂糖，1油，i米i四合1半をi
　　　　　　　　　　IV“　10　oO　11

　　　　　　　　　　　　い　ま
1まず1御飯を1炊きますが｛現在の1

　　　　　　　　　　　01　　　　　11
お米はi無砂摘米ですから，iあまり［ごしごしi
OO　　　OO　　　　　　　　　　11　　　00
ミ

磨がないでも｝よろしい，｛始めに1米と1岡：量の
00　　　　　　11　（ママ）　11　　　10　　00

i水を1入れて1五分間位iその1ままに｛おいて
　22　33　　00　　　33　22　　33
からi静かに1かきまぜて1水を1とりかえ，1数
　　　11　　11　　　　22　00　　　　0
團1洗って1水が1澄んだi瞬に，　1古米なら1－
G　1：L　　22　00　　33　　00　　　1
鰯1増，i新米は1筒澱のi水を1はかり，｛三時
0　　00　00　　GO　　22　11　　　00
間r後に1炊きあげます。　1

　　11　00
面こ寸忠を！うすく1一口に1食べよV・tStee　1

　22　00　　　11　　　00　　　00

適宜に1切り，1簾油を1少々1ふりかけてi肉を
11　　　12　　12　　12　0G　　　　10
［しめ，1下昧をiつけて1おきます。1玉子は；
　11　　　　00　　　　　　　　33　　　33　　　　　12

静かに1あわ：立てないように1よく｛溶き，　1塩と
11　　　00　　　　　　　 33　10　　12
1砂糖を1小匙に1　一一杯ずつ1いれて，i前の1鶏

　12　　　　11　　22　　　33　　　22　0
肉を；まぜいれます。1
0　　　00

　：玉葱は｛五耗位のi厚さに，1縦に｛せんに！そ

　11　　　　11　　　　00　　　　11　11　　　0
つて1三ケ月形にiきり，iちよつと1水を1ふり
0　　　00　　　　　　　　12　　　11　　　　22　0◎
かけてから1熱した1フライパンに｛移して1独で
　　　　　00　　　　　　　　　01　　　　　　00　　　12

注ll・・…・・：の隙こは，〈＋センチの〉〈二寸〉

　〈六分〉の三つのα単位がある。
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1いため，｛途中で1塩を1極く；少澱｛いれま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33　　　　　　　　　　　　　　　11　01　Oe　12　11
・す。！

　用意のli丼（；：食器1）を雑お湯で1温め，　i炊

　11　OO　OO　OI　OO　O
きたての1御飯を｝等分に1盛って，1そのi上に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33　0　11　OO　11　33
iこの；ヨ三葱をiのせて1おき，1次の｛親子玉子
　　　　　　　　　　　　　　　2rs　　　　　　　　　　　　　　　　　　oo　33　11　11　33
をi手早くi作ります。1

　　11　22
　まず1煮出汁を1火に1かけ，1醤油i三重，1
　2，f2”11　’12　32　12　OC
砂糖i解題1一杯，｛塩1ひとつまみをi加えて1
’1　’・・　’

P2　22　12　00　22
濃目にi昧つIXて｛煮立て（｛以下のi丼御飯の

OO　OO　11　OO　OO
i汁はi全部iこのi味つけ方です。）1これをi五

　11’11’33　00　3e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

分の～だけ（1一人分）1小さなi鍋に；移して1煮

O　’ nO　’ 撃堰@11　e6・　1
立て，i鶏肉のi入った；溶き玉子を1五分の一i

1　eo　11　oo　oo
tw　1流し込み，　i蓋をiして1玉子に｛火が1通っ
11’ ne　11　33　12　IS・・　11
たら1すぐi御飯の1上にi汁ごと｝そっくりiの

　　　11　11　33　il　OO　1
せます。1海苔をi手早く1焙って1三糖位にi細

1　11　11　eO　eC　1
くiせんに1鋏で1切り1丼の1上に1そえます。1

1　oe　oo　12　oo　33・ol
　棒ねぎを1使うi場合はi三聖位のiせん靭りに

　oo　22　23　oo　eo
lして1水に｛さらし，i溶き玉子をi煮立てるi

　33　22　00　Oe　11
すく“1前にi煮出汁に1おとして，1煮すぎぬよう

11　22　11　11　OO
に［手早く1　grtします。　iまた1窄みに1よっては

　　11　li　22　11　22
［生の1まエ1よく1水切りしてi混いiたきたて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　oe　oo　22　g3　eo　11
の｛御飯の1上に1のせて1おき，！そのi上から

　　11　33　11　33　33　33
i親子玉子をiそえても｛下学です。iこのi場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23　eO　OI　11　33は1出来るだけ1細いiせん切りにiします。1

　　33　11　Oe　33
　一入葡ずつi小鍋にiいれて1作ります。I

　OO　OO　33　22
　：亜腐の1清汁｛　　　f下臥〕

　11　10

　生の1よいi魚のi姿を；その｛まMこi焼き上
　OO　33　11　10　33　OO　OO
げたのが｛i姿焼きです。i
　　　　　o　　o

　姿焼きの1殆どはi塩焼きですが，1木の芽焼き，

　oo　11　oo　ee！そのi他の1変り焼きに1する1こともiありま

　33　11　Oe　33　33　33
す。1

　材料は｛特にi漸鮮な1ものを｛選びi一入前ド

　i－2　11A　OO　33　11　OO
一尾付のi：大きさのiものが｛よいのです。｛

OO　11　33　33
　作り方1

　22
　姿焼きの1第一は，i小鯛，1聴，礁占，　i鰺で

　oo　ol　eo　oo　oo　oo
しよう。i

　まず1頭を1庄手でi軽くi押え，1窟手でi尾

　22　11　OO　12　11　Ol　O
のi方からi四丁をiあてて｛鱗を1いじる1蒔は

O　22　el　11　eO　11　33
1手・早く，　i姿勢をi崩さぬようにi作るi事が1

　11　Ol　OO　22　33
大切です。｝余りi長く｛いじくり廻してiおりま

11　11　11　eO　22
すと，1鮮度が1落ち1姿もi悪く｛なります。l

　　　　OO　OI　10　11　33
　次に1総と1喉との1間に1庖丁のi刃先をi喉

　22　oo　eo　11　ol　oo　o
を1切らないようにiして｛入れi総を1引出しま

O　12　33　33　00　10
す。1次に1皿盛りして｛下側に1なる｛方の1腹

　　　22　OO　10　33　22　O
に｛縦に｛庖丁を1入れi臓鵬を｛引き出し｝さつ

。　ll　Ol　33　00　1O　il
と1塩水でi洗います。I

　　OO　11
　これはiかくし腹と1いって｛皿盛りしてi庖丁

　33　oo　．33　oo　eo
冨が1日置ないように1作ります。｛

　　　11　2　　2
　鮎は1鰍だけi販って；腸は1取りまぜん。　1－

　oe　oe　oo　eo　22　1
寸1苦昧の1ある1腸をi賞号するi処にi鮎の｝

1　oo　33　oe　oo　22　oe
真昧がiあるからです。i

OO　33
　塩焼きi　　　〔下略〕

　eo
　　　誌上内職展（主婦之友言己者）

『主婦之友』昭25．4。の209～210ぺ・・ジ

焼魚の美昧しい作り：方（長上ヌ1｝武＝二良B）

　　『婦人生活』昭25．10．の235～237ペー・ジ

姿焼きi
oo

t一奇しい1求職者のi群l

　oo　eo　oo
最近のi経潴不安とi共に，

　11　00　11
｛内職は，｛地域や

　lo　oe
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　附

　1階級を｝問わず，iどこの1家庭でもi大きな｛

　　oe　eo　le　11　11
　問題にiなってiおります。1戦前は，i謹かにi

　lo　33　2p”　oe　oo
　襲店の1お内儀さんや1カード磯級の1唯一一の1働

　ee　oe　oo　oo　o　き場で1あった｝授塵場をi見ても，1全1，綬塵US

　O　33　10　22　OO　IO
　i窓口のi求職春はi臼にi五十入をi下らないと

in　oo　oo　11　eo　oe
　iいわれます。iその1内訳は，　iかつてのi貴族

　　33　33　oo　Go　og
　磯級や｛サラリーマン家膨，iそれに｝近頃は，　l

　　　　　oe　32　oo
老人や｛男子失業者がi多く｛なって1きました。l

　OO　OO　：？2　33　22
　　ところで1このi影しいi求職潜のiうち，1果

　　22　33　00　OO　11　O
　して1何入が1希望逓りのi仕事をi得てiいるで

　o　oe　oe　20　lo　33
　しようか？1

　　はっきり1統計に1繊て｝おりませんが，｛二三

　　10　OO　22　22　OO
　割にi過ぎないのでは1なかろうかとiいうiこと

　　　　33　33　33　33
　です。i

　　このi適職のi得られない1原因はiどこに1あ

　　33　Oe　10　11　10　3

録

るのでしょうか。1有望な1将来牲1あるi内職を

3　2tt　O　O　33　1　e
　l得るには【どう1したら1よいでしょうか，｛ま

　lo　21　33　33　2
た｛能率を｛あげて1高いi工賃を1得るにはiど

2　00　il　11　10　10　1
ん劇心得が脳要でしようか…・・d等々悶つい
1　　　00　　　王1　　　　　　　　　　　00　　　1王

て，i今月は1ここにi誌上豹職展を1開きまし

　　　OO　li　oo　11
た。1

　すでに1働いて1おられる1方，1また1働きた

　OO　le　22　22　22　10
くても1どこへ1行けば1よいか，1糸口さえも1

　　　　10　22　33　OO
判らない1方々は，｝どうぞ1これをi足がかりと

11　OO　OO　33　OO
　｛して，i宙分に｛一番1適した1仕；事とi方濃を

　33　11　11　OO　20　21
　1お選びに1なって，1｛動く｛ことに1よってiあ

　OO　33　10　33　22　1
なたの1塚薩生活を1豊かに1し，．1大きくは擦

2　OO　OO　33　00　1
本：の｝生産復興に1役立つようi努めて1いただき

1　oO　OO　OO　21たいと1思います。1　　〔下路〕
　　　　22

’
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事 項 索 一弓

懸鋼　1　この索引は旛項索引であるQ従って索引

　　　　の見出し通りの融然が使ってなくても，そ

　　　の事柄が扱ってあれば，ここには取の．とげ

　　　てある。
　　　2　見出しは現代かなつかいによる五十膏順
　　　叢非列とした。ただしロ肖マ掌。ギリシャ字
　　　　で始まるものは，ワ行の後にア）L’ブァベッ

　　　　ト順に並べ，数学記号はその後に麗いた。

　　　3　濁所はページによって示したが，一つの

　　　章。節・項の全体にかかわる事柄は，§を
　　　　つけて章節番号で示した（そのページは巻

行
，
、

　
　
式

ア
　

形

　
　
の
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